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令和２年 

第３回宿毛市議会定例会会議録第１号 

 

１ 議事日程 

     第１日（令和２年９月８日 火曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 会議録署名議員の指名 

   第２ 会期の決定 

    ○ 諸般の報告 

   第３ 議案第１号から議案第４７号まで 

      議案第 １号 専決処分した事件の承認について 

      議案第 ２号 令和元年度宿毛市一般会計歳入歳出決算認定について 

      議案第 ３号 令和元年度宿毛市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定に 

             ついて 

      議案第 ４号 令和元年度宿毛市へき地診療事業特別会計歳入歳出決算認定につ 

             いて 

      議案第 ５号 令和元年度宿毛市定期船事業特別会計歳入歳出決算認定について 

      議案第 ６号 令和元年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計歳入歳出決算認定 

             について 

      議案第 ７号 令和元年度宿毛市学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定につい 

             て 

      議案第 ８号 令和元年度宿毛市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

      議案第 ９号 令和元年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計歳入歳出決算認定に 

             ついて 

      議案第１０号 令和元年度幡多西部介護認定審査会特別会計歳入歳出決算認定に 

             ついて 

      議案第１１号 令和元年度宿毛市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい 

             て 

      議案第１２号 令和元年度宿毛市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定に 

             ついて 

      議案第１３号 令和元年度宿毛市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定につ 

             いて 

      議案第１４号 令和元年度宿毛市水道事業会計の利益処分及び決算認定について 

      議案第１５号 令和２年度宿毛市一般会計補正予算について 

      議案第１６号 令和２年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予算について 

      議案第１７号 令和２年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算について 

      議案第１８号 令和２年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算について 
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      議案第１９号 令和２年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算について 

      議案第２０号 令和２年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算について 

      議案第２１号 令和２年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計補正予算について 

      議案第２２号 令和２年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算について 

      議案第２３号 令和２年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算について 

      議案第２４号 令和２年度宿毛市水道事業会計補正予算について 

      議案第２５号 宿毛市印鑑条例の一部を改正する条例について 

      議案第２６号 宿毛市税条例の一部を改正する条例について 

      議案第２７号 宿毛市立公民館設置条例の一部を改正する条例について 

      議案第２８号 宿毛市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す 

             る基準を定める条例の一部を改正する条例について 

      議案第２９号 宿毛市家庭的保育事業等の設置及び運営に関する基準を定める条 

             例の一部を改正する条例について 

      議案第３０号 土佐清水市との定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する 

             ことについて 

      議案第３１号 大月町との定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更すること 

             について 

      議案第３２号 三原村との定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更すること 

             について 

      議案第３３号 黒潮町との定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更すること 

             について 

      議案第３４号 工事請負契約の変更について 

      議案第３５号 市道路線の認定について 

      議案第３６号 市道路線の認定について 

      議案第３７号 市道路線の認定について 

      議案第３８号 市道路線の認定について 

      議案第３９号 市道路線の認定について 

      議案第４０号 市道路線の認定について 

      議案第４１号 市道路線の認定について 

      議案第４２号 市道路線の認定について 

      議案第４３号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

      議案第４４号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

      議案第４５号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

      議案第４６号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

      議案第４７号 令和２年度宿毛市一般会計補正予算について 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 
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   日程第１ 会議録署名議員の指名 

   日程第２ 会期の決定 

   日程第３ 議案第１号から議案第４７号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１３名） 

   １番 今 城   隆 君     ２番 堀     景 君 

   ３番 三 木 健 正 君     ４番 川 田 栄 子 君 

   ５番 川 村 三千代 君     ７番 髙 倉 真 弓 君 

   ８番 山 上 庄 一 君     ９番 山 戸   寛 君 

  １０番 岡 﨑 利 久 君    １１番 野々下 昌 文 君 

  １２番 松 浦 英 夫 君    １３番 寺 田 公 一 君 

  １４番 濵 田 陸 紀 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

  な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        朝比奈 淳 司 君 

   次長兼庶務係長 

   兼 調 査 係 長 
奈 良 和 美 君 

   議 事 係 長        宮 本 誉 子 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 平 富 宏 君 

   副 市 長  岩 本 昌 彦 君 

   企 画 課 長  黒 田   厚 君 

   総 務 課 長  桑 原   一 君 

   危機管理課長  岩 本 敬 二 君 

   市 民 課 長  沢 田 美 保 君 

   税 務 課 長  山 岡 敏 樹 君 

   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
佐 藤 恵 介 君 

   健康推進課長  松 田 まなみ 君 

   長寿政策課長  中 山 佳 久 君 

   環 境 課 長  山 戸 達 朗 君 

   人権推進課長  谷 本 裕 子 君 

   産業振興課長  谷 本 和 哉 君 

   商工観光課長  上 村 秀 生 君 
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   土 木 課 長  川 田 和 徳 君 

   都市建設課長  小 島 裕 史 君 

   福祉事務所長  河 原 志加子 君 

   水 道 課 長  川 島 義 之 君 

   教 育 長        出 口 君 男 君 

   教 育 次 長 兼 

   学校教育課長 
和 田 克 哉 君 

   生涯学習課長 

   兼宿毛 文教       

   センター所長 

岡 本   武 君 

   学 校 給 食 

   センター所長 
平 井 建 一 君 

   農 業 委 員 会 

   事務局長心得 
小 松 憲 司 君 

   選挙管理委員会 

   事 務 局 長 
児 島 厚 臣 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開会 

○議長（野々下昌文君） これより令和２年第

３回宿毛市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程第１「会議録署名議員の指名」を行いま

す。 

 会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定

により、議長において松浦英夫君及び寺田公一

君を指名いたします。 

 日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

 この際、議会運営委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長。 

○議会運営委員長（寺田公一君） 議会運営委

員長。 

 ただいま議題となっております今期定例会の

会期につきましては、議長の要請により、去る

９月４日、議会運営委員会を開きまして、今期

定例会に提案予定の案件等を勘案の上、慎重に

審査した結果、本日から９月２５日までの１８

日間とすることに、全会一致をもって決定いた

しました。 

 以上、報告をいたします。 

○議長（野々下昌文君） お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、委員長報告のとおり、

本日から９月２５日までの１８日間といたした

いと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、今期定例会の会期は、本日から９月

２５日までの１８日間と決定いたしました。 

 この際「諸般の報告」をいたします。 

 本日までに陳情２件を受理いたしました。 

 よって、お手元に配付しております陳情文書

表のとおり、所管の常任委員会へ付託いたしま

す。 

 会議規則第６２条第２項の規定により、一般

質問の通告の期限を本日午後３時と定めますの

で、質問者は期間内にその要旨を文書で通告し

てください。 

 なお、閉会中の議員派遣及び事務的な報告に

つきましては、お手元に配付いたしました文書

のとおりでありますので、これにより御了承願

います。 

 市長から報告事項がありますので、発言を許

します。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） 皆様、おはようござい

ます。 

 本日は、令和２年第３回宿毛市議会定例会に

御参集いただきまして、誠にありがとうござい

ます。 

 それでは、報告事項につきまして、御説明申

し上げます。 

 報告第１号及び第２号は、地方公共団体の財

政の健全化に関する法律に基づく、健全化判断

比率及び、資金不足比率についての報告でござ

います。 

 この報告は、地方公共団体の財政の健全化に

関する法律第３条第１項及び同法第２２条第１

項により、財政状況を見極める４つの健全化判

断比率及び公営企業の資金不足比率を明らかに

し、監査委員の意見を添えて議会に報告するこ

とが義務づけられているものです。 

 お手元の報告書にありますように、健全化判

断比率のうち、実質赤字比率及び連結実質赤字

比率につきましては、赤字になっておりません

ので、数値は出ておりません。 

 また、実質公債費比率は、昨年度、１３．

３％より０．３％減少し、１３％で、早期健全

化基準の２５％を下回っています。 

 将来負担比率につきましては、昨年度、６３．
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７％より１．４％減少し、６２．３％で、早期

健全化基準の３５０％を下回っています。 

 次に、公営企業の資金不足比率につきまして

は、水道事業会計、定期船事業特別会計、下水

道事業特別会計、国民宿舎運営事業特別会計、

土地区画整理事業特別会計の５会計とも資金不

足はありませんので、数値は出ておりません。 

 このように、数値はおおむね堅調な状況であ

りますが、本市は庁舎建設事業や、宿毛小中学

校整備事業、南海トラフ地震対策や、公共施設

の老朽化対策等、大規模な事業が今後も控えて

おりますので、健全化判断比率等に留意しつつ、

事業の優先順位等も考慮しながら、有利な補助

金や起債を利用して、引き続き、効率的で効果

的な行財政運営を推進していく所存であります。 

 議員の皆様方には、今後ともより一層の御支

援、御協力を賜りますようお願いを申し上げま

して、報告事項の説明とさせていただきます。 

○議長（野々下昌文君） 以上で諸般の報告を

終わります。 

 日程第３「議案第１号から議案第４７号ま

で」の４７議案を一括議題といたします。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） 御提案申し上げました

議案につき、提案理由の説明をさせていただき

ます。 

 議案第１号は工事請負契約の変更について、

地方自治法第１７９条第１項の規定により専決

処分を行ったものの承認を求める議案でござい

ます。 

 議案第２号から第１４号までの１３議案は、

令和元年度宿毛市一般会計及び各特別会計並び

に水道事業会計の決算認定をお願いするもので

す。各会計の決算書とともに、監査委員の審査

意見書を添えて提出していますので、説明は省

略をさせていただきます。 

 議案第１５号は、令和２年度宿毛市一般会計

補正予算でございます。総額で３４億７，４５

０万４，０００円を追加しようとするものです。 

 歳入で増額する主なものは、地方交付税１億

１,８８１万８，０００円。国庫補助金５億６,

７４０万８，０００円。寄附金１億１７０万円。 

繰越金１億９,０４８万１，０００円。市債２

８億５,６６４万２，０００円となっておりま

す。 

 一方、歳出で増額する主なものは、総務費で、

ふるさと納税関連経費として総額で１億５,４

４１万８，０００円を計上しております。 

 同じく総務費で、庁舎建設費として２６億６,

７０１万６，０００円を計上しております。 

 内容といたしましては、新庁舎の建設工事費

を計上しようとするものです。 

 また、新型コロナウイルス対策費として１億

８,３８６万５，０００円を計上しております。 

この主な内容としましては、非接触型行政手続

の基盤となるマイナンバーカードを普及させる

ため、カード取得者に対し、１人１万円の地域

振興券を配布しようとするものです。 

 議案第１６号から第２４号までの９議案は、

令和２年度各特別会計の補正予算でございます。 

 主な内容としましては、人件費の補正をしよ

うとするものです。 

 議案第２５号は、「宿毛市印鑑条例の一部を

改正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、マイナンバーカードを

活用してコンビニエンスストア等で印鑑登録証

明書の申請及び交付ができるよう、本条例の一

部を改正しようとするものです。 

 議案第２６号は、「宿毛市税条例の一部を改

正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、地方税法等の一部を改

正する法律が、令和２年３月３１日及び令和２

年４月３０日に公布されたことに伴い、本条例
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の一部を改正しようとするものです。 

 議案第２７号は、「宿毛市立公民館設置条例

の一部を改正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、片島公民館を解体撤去

することに伴い、本条例の一部を改正しようと

するものです。 

 議案第２８号は、「宿毛市特定教育・保育施

設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例について」

でございます。 

 内容につきましては、特定教育・保育施設及

び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一

部を改正する内閣府令が施行されたことに伴い、

本条例の一部を改正しようとするものです。 

 議案第２９号は、「宿毛市家庭的保育事業等

の設置及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、家庭的保育事業等の設

備及び運営に関する基準の一部を改正する省令

が施行されたことに伴い、本条例の一部を改正

しようとするものです。 

 議案第３０号から第３３号までの４議案は、

土佐清水市、大月町、三原村、黒潮町の４市町

村との間で個々に締結した、定住自立圏の形成

に関する協定の一部を変更することについて、

議会の議決すべき事件に関する条例第２条第２

号の規定により、議会の議決を求めるものです。 

 議案第３４号は、「工事請負契約の変更につ

いて」でございます。 

 内容につきましては、令和元年７月３日の議

会議決を受け、山本・金村・仲上特定建設工事

共同企業体と契約締結しました小深浦高台造成

工事につきまして、工事内容に変更が生じまし

たので、議会の議決に付すべき契約及び財産の

取得又は処分に関する条例第２条の規定により、

議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第３５号から第４２号までの８議案は、

「市道路線の認定について」でございます。 

内容につきましては、市道戸内中山線、芳奈線、

中山押ノ川線、押ノ川和田線、和田線、高台１

号線、高台２号線、高台３号線の８路線につい

て、道路法第８条第２項の規定に基づき、道路

の路線を認定することについて、議会の議決を

求めるものでございます。 

 議案第４３号から第４６号までの４議案は、

いずれも「辺地に係る公共的施設の総合整備計

画の策定について」でございます。 

 内容につきましては、沖の島辺地、北部辺地、

西部辺地、南部辺地における公共的施設の整備

を実施するに当たり、辺地対策事業債の申請を

行うには本計画を策定する必要があるため、辺

地に係る公共的施設の総合整備のための財政上

の特別措置等に関する法律第３条第１項の規定

により、議会の議決を求めるものです。 

 議案第４７号は、令和２年度宿毛市一般会計

補正予算でございます。 

 総額で２，０００万円を追加しようとするも

ので、その内容につきましては、８月４日の臨

時議会で議決いただきました、宿毛市中小企業

新型コロナウイルス感染症対策事業費補助金で

ございますが、事業者からの申請が殺到して

早々に予算不足が生じ、補助金の拡充を求める

声が上がっておりますので、市内事業者の新型

コロナウイルス感染症防止対策を引き続き支援

するため、２，０００万円の増額補正をしよう

とするものです。 

 以上が、御提案申し上げました議案の内容で

ございます。 

 よろしく御審議の上、適切な御決定をいただ

きますようお願いを申し上げまして、提案理由

の説明とさせていただきます。 

○議長（野々下昌文君） これにて、提案理由

の説明は終わりました。 

 お諮りいたします。 
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 議事の都合により、９月９日から９月１１日

まで休会いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、９月９日から９月１１日まで休会す

ることに決しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 ９月９日から９月１３日までの５日間休会し、

９月１４日午前１０時より再開いたします。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午前１０時１６分 散会 
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陳 情 文 書 表 

                              令和２年第３回定例会 

受理番号 受理年月日 件       名 提 出 者       付託委員会 

第 ９ 号 
令和 

 2. 9. 3 

「国の『持続化給付金』等や地方

自治体の『給付金・支援金』等に

対して課税されない仕組みの構築

を求める」意見書決議のお願い 

中村民主商工会 

会長  船口千代松 
総務文教 

第１０号 
令和 

 2. 9. 3 

公立学校教職員の長時間労働の

解消を進めるよう県への意見書

提出を求める陳情 

宿毛市 

土田 章雄 
総務文教 

 

    上記のとおり付託いたします。 

     令和２年９月８日 

                     宿毛市議会議長 野々下 昌 文 
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令和２年 

第３回宿毛市議会定例会会議録第２号 

 

１ 議事日程 

    第７日（令和２年９月１４日 月曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 一般質問 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 一般質問 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１３名） 

   １番 今 城   隆 君     ２番 堀     景 君 

   ３番 三 木 健 正 君     ４番 川 田 栄 子 君 

   ５番 川 村 三千代 君     ７番 髙 倉 真 弓 君 

   ８番 山 上 庄 一 君     ９番 山 戸   寛 君 

  １０番 岡 﨑 利 久 君    １１番 野々下 昌 文 君 

  １２番 松 浦 英 夫 君    １３番 寺 田 公 一 君 

  １４番 濵 田 陸 紀 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        朝比奈 淳 司 君 

   次長兼庶務係長 

   兼 調 査 係 長 
奈 良 和 美 君 

   議 事 係 長        宮 本 誉 子 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 平 富 宏 君 

   副 市 長  岩 本 昌 彦 君 

   企 画 課 長  黒 田   厚 君 

   総 務 課 長  桑 原   一 君 

   危機管理課長  岩 本 敬 二 君 

   市 民 課 長  沢 田 美 保 君 

   税 務 課 長  山 岡 敏 樹 君 
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   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
佐 藤 恵 介 君 

   健康推進課長  松 田 まなみ 君 

   長寿政策課長  中 山 佳 久 君 

   環 境 課 長  山 戸 達 朗 君 

   人権推進課長  谷 本 裕 子 君 

   産業振興課長  谷 本 和 哉 君 

   商工観光課長  上 村 秀 生 君 

   土 木 課 長  川 田 和 徳 君 

   都市建設課長  小 島 裕 史 君 

   福祉事務所長  河 原 志加子 君 

   水 道 課 長  川 島 義 之 君 

   教 育 長        出 口 君 男 君 

   教 育 次 長 兼 

   学校教育課長 
和 田 克 哉 君 

   生涯学習課長 

   兼宿毛 文教       

   センター所長 

岡 本   武 君 

   学 校 給 食 

   センター所長 
平 井 建 一 君 

   農 業 委 員 会 

   事務局長心得 
小 松 憲 司 君 

   選挙管理委員会 

   事 務 局 長 
児 島 厚 臣 君 
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午前１０時００分 開議 

○議長（野々下昌文君） これより本日の会議

を開きます。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。 

 ７番髙倉真弓君。 

○７番（髙倉真弓君） おはようございます。

７番、髙倉でございます。 

 新型コロナや、自然災害に遭われ、お辛い状

況にいらっしゃる皆様方に、心よりお見舞いを

申し上げます。 

 一般質問をいたします。 

 今回は、２項目、５点についてお伺いします。

よろしくお願いします。 

 １項目め、高速道路についてをお伺いします。 

 よい道をお造りいただきまして、ありがとう

ございます。御関係の皆様方に、感謝申し上げ

ます。 

 開通いたしました当日の５時過ぎです。四万

十方面に乗り入れますと、私の前後には、遠く

に１台、後続車はございませんでしたが、対向

車線、宿毛方面には２つ目のトンネル、寺山ト

ンネルの前まで、延々車でつながっておりまし

た。いかに皆様方が待ちわびていたかが伺えま

す。 

 翌日の朝、通勤時間帯に新宿毛大橋まで混雑

していたとの声も聞こえてまいりました。 

 １点目の質問でございます。 

 中村宿毛道路開通後の現状について、お伺い

します。 

 通勤時間帯の混雑、また騒音など、問題点は

ないかをお伺いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） おはようございます。

本日から一般質問ということでございます。し

っかりと答弁してまいりますので、どうかよろ

しくお願いをいたします。 

 まず、髙倉議員からの質問でございます。お

答えをさせていただきたいと思います。 

 一般国道５６号、中村宿毛道路は、四国８の

字ネットワークの一部でございまして、四国横

断自動車道と接続をし、つながるということで

ございます。 

 高知県西部の広域交流の促進及び地域の活性

化、そして四万十市から宿毛市間の円滑な交通

確保と道路冠水等による通行止めの回避、災害

時の緊急輸送路の確保を目的といたしました国

土交通省所管の高規格幹線道路でございます。 

 当該道路のうち、未開通区間でありました平

田インターチェンジから宿毛和田インターチェ

ンジ、約７．６キロメートルでございますが、

これが今年７月５日に開通をし、中村宿毛道路

全線が開通となったところでございます。 

 国土交通省による開通１週間後の交通状況の

調査結果によると、平田インターチェンジから

宿毛和田インターチェンジ間、及び並行する国

道５６号の合計の交通量は、１日当たり約１万

５，０００台で、その約５割に当たる７，４０

０台が中村宿毛道路を利用しているということ

でございます。 

 また、国道５６号平田交差点の通勤時間帯の

交通量は、開通前と比較し、最大約５割減少し、

最大７０メートルほどあった渋滞長は解消され

まして、宿毛市街地方面から高知西南中核工業

団地方向への右折がスムーズに行えるようにな

っております。 

 一方、新しく信号交差点のできた国道５６号、

宿毛和田インターチェンジ交差点では、開通当

初に通勤時間帯において滞留が発生しておりま

したが、高知県警により、信号サイクルタイム

の調整を行ったことで、滞留が緩和されている

ところでございます。 

 要するに、信号の変わるタイミングを調整を
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していただいたということでございます。 

 また、騒音についての個別の問合せはありま

せんが、宿毛市斎場付近に目隠し柵が設置され

ていなかったため、国土交通省と協議を行いま

して、年内完成を目指して設置すると、そのよ

うに聞いているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ７番髙倉真弓君。 

○７番（髙倉真弓君） ７番、一つずつ改善対

処されていることに、了解いたしました。 

 ２点目に、今後の延伸状況についてをお伺い

いたします。 

 ルート設定、展望、時間軸を含め、お伺いい

たします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 宿毛和田インターチェンジから愛南町側への

延伸となる四国横断自動車道、宿毛内海でござ

いますが、これは四国８の字ネットワークを構

成する幹線道路であるとともに、四国西南地域

の基幹産業の振興ですね。そして、地域の自然

や歴史的資源を生かした観光の振興、さらには、

救急医療の体制強化、また災害時の避難、救援

の活動強化となる重要な道路でございます。 

 当該区間は、地域の皆様方に御協力をいただ

きながら、平成２８年度から平成３０年度に計

画段階評価を行いまして、市街地との連絡性を

優先するバイパス案のルート帯と、宿毛新港周

辺のインターチェンジ配置案が示されていると

ころでございます。 

 現在は、都市計画環境アセスメントを進める

ための調査を実施中でありまして、事業着手時

期や、開通までのスケジュールは示されており

ませんが、今後も引き続き、調査に協力すると

ともに、早期事業化が図られますよう、国に要

望をしてまいります。 

 常に国のほうとは連絡を密にして、協議を進

めさせていただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ７番髙倉真弓君。 

○７番（髙倉真弓君） ７番。あえて時間軸を

お伺いしましたのには、片坂や中村宿毛道路に

要した時間、期間では、私の存在ですらあやう

く、また南海津波対策についても、緊急である

との思いから、市長に対しましては、これまで

と同じく、いえ、それ以上の情熱を持って取り

組まれますことを期待いたします。 

 次に、通過点にならないための対策について、

お伺いいたします。 

 和田の信号に止まりましたときに、目検討で

はありますが、東西の車の台数を数えるのが習

慣になりました。約４割から５割というふうに、

自分では思いました。 

 先ほどのお答えの中で、やはり、大体その数

字は合っているなというふうに承知いたしまし

た。 

 時間帯や営業、自家用車と、そうしたものを

無視し、本当に乱暴な言い方ですが、単純に四

万十市を目指すと考えますと、スーパーやレス

トラン、食堂もある東部の地区は素通りになり

ます。 

 高速道路の延伸は、先ほど市長もおっしゃい

ましたように、移動時間帯の短縮や、交通機能

の向上を通じて、沿線地域の産業の活性化や、

今後、発生が予想されます南海トラフ地震によ

る災害時発生のときの復旧作業や、緊急輸送路

としての機能に期待できると思います。 

 しかしながら、その反面、延伸・便利イコー

ル、宿毛市が経路上の単なる追加点となる可能

性も考えられます。 

 ３点目に、通過点にならないための対策につ

いて、市長のお考えをお伺いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 
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○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 私も全く同じ思いでして、高速道路が早くつ

いていただきたい、そういった思いで、市長就

任以後、活動をさせていただいております。 

 いろいろな自分のコネクションであるとか、

時には国土交通省だけでなくて、財務省を訪れ

たりとか、そして当然、地元の選出国会議員の

皆様方、そしてこの近隣の市町村長と足並みを

そろえて、ただいま要望活動を進めさせていた

だいているところでございます。 

 何分、交通量の少ない、そういった道路にな

ろうかと思いますので、この四国西南エリアの

災害の、防災のそういった観点から、また重要

港湾でもある宿毛の湾港を、新港を生かした形

で何とかならないか。 

 また、九州へのアクセスルートとしてのそう

いった可能性はないか、いろんな方面で、いろ

いろな方々に御協力をいただきながら、現在、

進めているところでございます。 

 しっかりと、これからも進めてまいります。 

 それでは、お答えをさせていただきます。 

 高規格道路の整備によりまして、沿線地域が

単なる通過区間となってしまうとの、そういっ

た懸念は将来的に宿毛内海間が開通すると、ま

すます大きくなってくると、私も認識をしてい

るところでございます。 

 しかしながら、そうした懸念がある一方で、

高規格道路が延伸されるということは、遠方か

ら宿毛市へ来る方にとっては、より早く訪れや

すくなるということでもあります。 

 宿毛市には、だるま夕日や篠山、出井甌穴な

どの観光スポットがありまして、そして四国霊

場８８か所の３９番札所であります延光寺には、

毎年多くの方が参拝されているところでござい

まして、また宿毛市総合運動公園には、大会や

合宿などで多くの方が訪れていますが、市内で

の経済活動へ波及させる情報発信がまだまだ不

十分だと、そのようにも感じているところでご

ざいます。 

 このような状況の中、新たな拠点といたしま

して、まちの駅・林邸の活用や、そしてサニー

サイドパークのリニューアルなどを進めている

ところでございまして、それに加えて、新たな

道の駅の構想につきましても、特産品の販売や

観光などの情報発信の機能を持った施設整備を

検討していきたいと、そのように考えていると

ころでございます。 

 今後は、四国８の字ルート完成に向け、さら

に取り組んでいくとともに、観光資源の魅力を

積極的に情報発信をいたしまして、四国西南地

域の市町村や、各観光施設等とも連携をいたし

まして、通過点ではなく、目的地として、宿毛

に来るためにそういった高速道路で使っていた

だきますように、誘客促進に取り組んでまいり

たいというふうに考えているところでございま

す。 

 やはり、デメリットの部分もあるかとは思い

ますが、そういった部分を逆にうまく利用して、

そういったものを克服していきたい、そのよう

に思っています。 

 そのためには、宿毛に来ようという目的を持

って来てもらえる、そんな方々を増やす。そし

て、通過するときには、必ず宿毛に寄らないと、

下りないと損をするような、そんな意識を持っ

てもらえるような、そんなまちづくりに取り組

んでまいりたいというふうに思っているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ７番髙倉真弓君。 

○７番（髙倉真弓君） ７番、市長の今のお言

葉を聞いて、本当安心しました。 

 より早く訪れる目的地として、今からも発展

していけるように、ぜひよろしくお願いします。 
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 今からの対策を期待いたします。 

 ２項目めにまいります。 

 新型コロナにおける健康対策についてをお伺

いいたします。 

 日本赤十字社においては、新型コロナウイル

スの３つの顔を知ろうと言っています。 

 第１は、感染症という病気であること。 

 第２は、見えないウイルス、治療法が確定し

ないための不安とおそれ。 

 第３は、見えない不安から嫌悪、偏見、差別

です。 

 このことにより、人と人との信頼関係や、社

会のつながりが壊されてしまうと伝えています。  

 １点目に、市民の心のケアについて、お尋ね

いたします。 

 うわさ、憶測は恐ろしいもので、真実か否か

分からない状況が独り歩きをすることがありま

す。つらい思いや不安を抱えている方に対して

の把握状況と対策について、これまでの相談件

数と、どのような対策を行ってこられたのかを

お伺いします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 まず、お答えをする前に、不確実な、うそと

までは言いませんが、しっかりと、根拠がない、

そういったお話をされるということについては、

そういったことを発言されている方々が、しっ

かりと自分で責任を取っていただきたい、その

ように強く思うところでございます。 

 それでは、お答えをさせていただきます。 

 新型コロナウイルスによる感染症は、感染リ

スクへの心配を初め、人々の生活に影響を及ぼ

し、心配事や不安を与えているところでござい

ます。議員のおっしゃるとおりでございます。 

 感染予防対策や、長引く自粛生活、そして経

済的困難などで、多くの人がストレスや疲れを

感じておられることと思います。 

 また、この感染症は、人と人が触れ合う機会

も失わせていることで、様々な悩みを一人で抱

え込むなどの、そういった状況が考えられると

ころでございます。 

 本市の新型コロナウイルス感染症の、健康に

関するホットラインに寄せられ相談件数は、令

和２年３月から現在までに２４４件となってお

ります。 

 そのうち、新型コロナウイルス感染症に関す

る不安等の相談は、８８件となっております。 

 内容といたしましては、発熱をしており、コ

ロナウイルスに罹患したのではないか。買物し

たものにコロナウイルスが付着していないか、

また自分が感染し、人にうつしたらどうしよう、

心配で外に出ることができない。さらには、近

所の人と数分話したが、感染していないかなど、

多岐にわたる相談がございました。 

 このような個別の相談に対しましては、少し

でも不安の解消になるように、具体的な感染対

策の方法をお伝えするなどの対応を行ってまい

りました。 

 また、広報では、心の健康相談窓口のお知ら

せや、６月号では、子供の心への対応、大人の

セルフケアとしまして、子供のストレス反応と

対応方法や、大人の心のセルフケアについて、

周知をいたしたところでございます。 

 市民の心のケアにつきましては、今後も国や

県と連携を図りながら、新型コロナウイルスに

関する正しい情報の周知に努め、市民に最も近

い行政機関として、身近な相談窓口となり、市

民の不安の解消に努めてまいりたい、そのよう

に考えているところでございます。 

 現在、いろんな方法で情報というものが手に

入る、そういった時代でございます。情報全て

が正しいわけではございません。そういった中

で、どの情報を信じて、どのように行動してい
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くのか、またどのように考えたらいいのか、非

常に難しい時代にはなっておりますが、行政と

して、できる限りのことをしっかりとやってい

きたい、そのように考えているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ７番髙倉真弓君。 

○７番（髙倉真弓君） 了解いたしました。 

 広報などの周知、とても心強く思いますので、

今後ともしっかりとお願いしたいと思います。 

 日本赤十字社では、市長が先ほどおっしゃっ

たように、せきエチケットを守り、振り回わさ

れないために、気づく力、聞く力、確かな情報

を得ること、この事態に対応してくださってい

る全ての方々に、ねぎらいと敬意を、そして自

分の立場でできることを行い、皆が一つになっ

て負のスパイラルを断ち切ろうと言っています

ことをお伝えいたします。 

 ２点目に、現在のがん検診、特定健診につい

てお伺いします。 

 例年と比較して、受診状況に変化があるのか

をお伺いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 まず、現在、実施しています各種がん検診及

び特定健診について、御説明をさせていただき

たいというふうに思います。 

 現在、実施しています各種がん検診は、生活

習慣病対策の一環として、がんについて正しい

知識の普及啓発を図るとともに、早期発見、早

期治療をすることにより、死亡の減少を図るこ

とを目的に実施しているところでございます。 

 国の示すがん検診実施指針に基づきまして、

胃がん検診、肺がん検診、大腸がん検診、乳が

ん検診、子宮頸がん検診の５つのがん検診を実

施をしております。 

 特定健診につきましては、４０歳以上の国民

健康保険被保険者を対象に、メタボリックシン

ドロームに着目し、生活習慣病、高血圧、高血

糖、脂質異常を早期発見し、生活習慣の改善を

目的に実施をしているところでございます。 

 御質問の各種がん検診、特定健診の昨年度と

比較しました受診状況でございますが、肺がん

検診の受診者数につきましては、微増となって

おり、その他の検診は全て減少をしている、そ

ういった状況でございます。 

 特に胃がん検診では、４７人の減少、特定健

診では８２人の減少となっておりまして、大き

く減っているところでございます。 

 受診者数が減少した要因といたしましては、

新型コロナウイルス感染拡大によりまして、４

月、５月の集団健診を延期したことや、そして

広いスペースを確保するため、健診会場の変更

があったことによりまして、会場がほかの場所

になってしまった、そういうことによりまして、

市民の皆様御自身の予定が変わってしまいまし

て、受診の機会を逃してしまった方や、新型コ

ロナウイルスの感染リスクを考え、受診を控え

る方がいたことが考えられるのではないかとい

うふうに思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ７番髙倉真弓君。 

○７番（髙倉真弓君） ７番、再質問いたしま

す。 

 今回、健診のことを問題にしましたのは、非

常に恐縮です、私ごとになりますが、毎年９月

をめどに、特定健診を受けておりました。２年

前は、自身の議員生命がかかったと言っても過

言ではない決断事項、庁舎高台移転問題があり、

その後、尾を引いていたことがありまして、心

が沈むような状況から受診しませんでした。 

 昨年受けましたところ、要精密検査で、胃潰

瘍の後の状態が悪く、血液のがん１期であると

診断されました。 
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 いろいろな検査の末、投薬１週間で落ち着き、

大丈夫です、今後は定期的に診察を、というこ

とになりました。 

 がんと聞いて、まず仕事で人中に行きますが、

大丈夫ですかと尋ねました。ドクターは、大丈

夫です、そういうものではありません。そのと

き、９月でしたので、コロナの話などは、まだ

出ていなかったときなんですが、瞬間に、頭の

中で、いや、困った。どうしよう、うつったり

うつしたりということがあったら、仕事にも行

けんようになると思って、本当に、ちょっと短

い間だけど、非常にパニックになりました。 

 ですから、今のコロナの状況を、ちょっと早

く、味わいたくなかったのに味わってしまって、

すごい不安と恐怖にかられたことを思います。 

 大丈夫です、と言われていたドクターは、ま

た血液のがんには白血病とかありますと、いろ

いろな御説明をいただきました。 

 頭をよぎったのは、若い水泳選手のことでし

た。そして、映画の「愛と死をみつめて」です。

古いですね。前にいらっしゃる若い執行部の皆

様方は、よほどの博識がなかったら、今の「愛

と死をみつめて」と言っただけでは、ちょっと

ぴんとこないと思います。半面、議員席の大半

の方は、うなずいていただけるかと思います。 

 こんなふうに言えますのも、胃潰瘍になった

ことも、自分の治癒力で治そうとしたことも、

自分では全然分からなかったんです。 

 特定健診による早期発見、早期治療のおかげ

で、今、ここにこうしていることができます。 

 改めて再質問いたします。 

 感染対策をと言いながら、受診率を下げない

ように、市民に受診機会を提供することは、大

変難しいことと存じます。どのような対策をお

考えか、お伺いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 健康というのは非常に大切だと思います。本

人にとりましても、御家族の皆さんにとりまし

ても、何よりも大切なものだというふうに感じ

るところでもございますし、また、行政を預か

るものとしても、市民の方々が健康でないと、

いろいろな面において、行政に対しても、また

ほかの健康な市民に対しても、負荷がかかると

いいますか、そういったものでもございます。 

 そういった形の中で、市民の方々が健康にな

るような取組を、これからもしっかりと続けて

いきたいというふうに思います。 

 ぜひ、運動のほうもしていただいて、ますま

す元気になってもらいたいというふうに考えて

いるところでございます。 

 それでは、お答えをさせていただきます。 

 宿毛文教センターや宿毛市総合運動公園で実

施をしております集団健診につきましては、今

年度は残すところ３回となっております。皆さ

んに安心して受診していただくために、会場内

の椅子の間隔を空けまして、受診者と職員の間

には、飛沫感染防止用アクリル板の設置を行う

とともに、机や椅子を小まめに消毒していると

ころでございます。 

 また、受診者が会場内で密集状態にならない

よう、個別に受付時間を指定いたしまして、案

内をし、会場内の人数を制限するとともに、入

室前には検温、マスクの着用、手指消毒の実施

をお願いをしています。 

 受診者にも、感染防止対策に協力していただ

くため、受診の案内文書をお送りする際に、受

診に当たっての感染防止対策についてのお知ら

せを同封をし、事前に周知も図っているところ

でございます。 

 受診率を下げない取組といたしましては、胃

がん検診の内視鏡検査、乳がん検診、子宮頸が

ん検診は、４月１日から１月３１日までの期間
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に、指定された医療機関で個別に受診すること

ができますし、特定健診につきましても、１年

を通じまして、指定された医療機関で個別に受

診することができますので、今後は、未受診者

に対しまして、訪問や通知等で、積極的に受診

勧奨を行ってまいります。 

 また、宿毛市の特定健診は、無料で受診する

ことができ、集団健診として実施している各種

がん検診の自己負担額も２００円から６００円

までの設定となっておりますので、比較的受診

しやすい、そういった環境を提供できていると、

そのように思っているところでもございます。 

 市民の皆様に対しましては、自分の健康は自

分で守るため、定期的な健診受診をお願いする

とともに、今後も皆さんが安心して、健診・受

診ができますよう、感染防止対策にもしっかり

と、市としても取り組んでまいりたい、そのよ

うに考えているところでございます。 

 ぜひ安心して受診をしていただきたい、その

ように思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ７番髙倉真弓君。 

○７番（髙倉真弓君） ７番、命を守る大切な

施策です。どうぞよろしくお願いします。 

 変わらぬ対応、対処を重ねてお願いします。 

 皆様方にも、何分油断なさらず、こういうと

きだからこそ、健診を通じて御自身を、御自分

を大切になさっていただきますようお願い申し

上げます。 

 最後に、市長さんが広報車で来てくれたけど、

慌てて出たが間に合わなかった、と市民の方に

言われました。私は、密を避けるためのテープ

だったとは、どうしても言えませんでした。後

ろ姿に手を振ったらいいよ、届く、届くといっ

て、その方は多分、スワンテレビは見てないと

思うので、ここでちょっとお話してしまいまし

た。 

 今回の市長の早い決断、そして多くの最前線

で身を挺して業務に当たっていただきます皆様

方に感謝を申し上げまして、質問を終わります。 

 どうもありがとうございます。 

○議長（野々下昌文君） この際、１０分間休

憩いたします。 

午前１０時３０分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時４２分 再開 

○副議長（川村三千代君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） ８番、山上でございま

す。通告書に従いまして質問させていただきま

すが、今回より質問通告書には、項目として大

中小に分類するようにと、議長から指示があり

ましたので、提出した通告書の形になりました。 

 それでは、１問目の街路樹の在り方について

から、始めさせていただきます。 

 街路樹についてということではなく、あくま

でもその在り方についてでありますが、市長は、

現状の街路樹をどのように感じているのかを、

まずお伺いしたいと思います。 

 私は、市役所に往来する道路のことになりま

すけれども、大島橋を渡ってそれ以降、市道に

は雑草が生えている状況が続いておりまして、

これは植樹帯に限ったことではないのですけれ

ども、特に市道桜町藻津線ですが、この市道の

街路樹の状況を見て、市長はどのように感じて

いるのかをお聞かせいただけますでしょうか。 

○副議長（川村三千代君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 山上議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

 どのように感じているかということでござい

ますので、少し答弁がずれたら申し訳ございま

せん。 

 道路の街路樹は、沿道との景観の調和を図り、
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そして地域の美観風致の向上に加え、歩行者交

通と、自動車交通を分離し、歩行者の車道横断

や、飛び出しの防止、運転者の視線誘導、自動

車の衝突緩和、木陰形成、そして雨天時の水は

ね防止など、様々な役割を果たしているところ

でございます。 

 市道桜町藻津線につきましては、数多い市道

の中でも最も交通量が多い、そういった路線の

一つでありまして、沿道開発も進んでいる、そ

ういった地域でもあることから、特に入念な維

持管理が必要な、そういった路線であるという

ふうに考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（川村三千代君） ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） なかなかストレートに

は言いにくいところがあるかとは思いますけれ

ども、順次お聞きしていきたいと思います。 

 それにしても、緑に対する理念といいますか、

理念的なところは分かりました。私も造園屋の

一人でありますので、緑の効用としての存在効

果とか、利用効果などは理解しているつもりで

おります。 

 それにしても、管理の問題だと思いますけれ

ども、低木部分にカヤなどの雑草とか、本来、

植栽されていないと思われるセンダンの木など

が生えていたり、高木においては、下枝の繁茂

もあちらこちらで目につきます。 

 このようなことからも、十分な管理ができて

いるのかとの疑問に思われる方々が少なからず

おられます。 

 このことについて、市長の御所見をお伺いい

たします。 

○副議長（川村三千代君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 街路樹の維持管理につきましては、市道桜町

藻津線では、例年、業務委託によりまして除草

を年２回から４回程度、低木剪定を年１回、高

木剪定につきましては、枝葉の状況により実施

をしているといったところでございます。 

 近年は、道路維持管理費等を増額していると

ころではありますが、入札不調等により、適切

な時期に発注できないなど、維持管理が十分と

は言えないところもありまして、道路を利用す

る皆様には、不快な思いや御不便をおかけして

いることもあるというふうに感じているところ

でございます。 

 以上です。 

○副議長（川村三千代君） ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） 結構多くの方が、見苦

しいと思われているようです。もちろん、私の

接する方々から聞かされることですけれども。 

 問題は、街路樹及び雑草が死角をつくってい

ることについてでありますけれども、先ほどお

話がありましたとおり、本来は景観の調和等を

図ることという効果があるわけですが、逆に雑

草が繁茂するなど、まちがきれいに見えないの

ではないかと思いますし、それに死角が、交通

事故を招く要因になるのではないかと危惧され

る向きもあります。 

 現に、見苦しいと思われる方々がおられるわ

けでありますので、このような指摘も真摯に受

け止めていただきたいと思いますが、このこと

に対する市長の御所見をお聞かせいただけます

でしょうか。 

○副議長（川村三千代君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 街路樹や雑草の繁茂によりまして、景観を損

ねたり、交差点付近や乗入口などの視界の妨げ

になることがあります。 

 死角ができるほど雑草が茂る前に除草を実施

するよう、努めているところでございますが、

除草後においても、雑草の種類や場所、先ほど
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カヤというお話もありましたが、非常に高く伸

びます。 

 それに加えまして、季節などによっては、す

ぐに伸びてくることもありまして、日常的な維

持管理には苦慮をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（川村三千代君） ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） 管理については、剪定

など、努力していただいていることは理解でき

ますけれども、現状から見て、今後の在り方に

ついて、管理を含めてどのようにしていくのか、

何か市長がお思いになり、考えなりがありまし

たら、お聞かせください。 

○副議長（川村三千代君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 思いということでござ

います。 

 まず、管理についての大まかな考え方でござ

いますが、街路樹剪定や、除草等の業務委託に

つきましては、入札不調・不落等を避けるため

に、業務内容を検討し、可能な限り、早期発注

を行い、適切な時期に剪定除草が実施できるよ

うに、まずは努めてまいりたい、このように考

えているところでございます。 

○副議長（川村三千代君） ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） 十分な管理を、ぜひと

も期待したいと思います。 

 一方で、環境課が植樹帯に花を植えていただ

く事業を進めておりますが、その部分は管理が

されており、色とりどりの花で楽しませていた

だいておりますけれども、残念ながら、少ない

と言いますか、部分部分でしかないというのが

実情だと思います。 

 これを全体に拡大していただければ、まちは

もっと明るくなるものではないかと思いますが、

そこでもう少し、花の植栽の徹底を図ることも、

一つの選択肢ではないかと思いますけれども、

どうでしょうか。その辺のところの対策をお聞

かせいただけますでしょうか。 

○副議長（川村三千代君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 この宿毛でお花おもてなし事業でございます

が、私が市長就任後、取組をさせていただいて

いる事業でございます。 

 この内容といたしましては、道路の植樹帯、

先ほどから出ている植樹帯を利用し、宿毛でお

花おもてなし事業として、環境課が窓口となり

まして、地域住民等が行う自発的な環境美化活

動の一部を支援をいたしまして、環境美化意識

の高揚を図るとともに、草花を植栽し、明るく、

きれいなまちづくりや、観光振興に寄与するこ

とを目的とする取組を進めさせていただいてい

るというところでございます。 

 このことにつきましては、今後も引き続き周

知を行い、皆様の御協力をいただきたいという

ふうに考えているところでございます。 

 この内容につきましては、植樹帯だけじゃな

くて、それ以外の場所も、市が所有していると

ころとか、それから個人の方も、団体というか、

グループをつくっていただければ、植栽ができ

るような事業になっています。 

 やはり自分が議員時代から、特に県境という

こともありまして、宿毛に入ると、いきなり県

道、そして市道の管理ができていないのが目に

つくよという言葉を、ずっと聞いてきたところ

でございます。 

 そういった形の中で、何とかしたいという思

いで取組をさせていただいている事業でござい

ますが、一つには、行政だけがするのではなく

て、やはり地域住民、その周辺の方々、そうい

った方々の御協力、そして何よりも環境につい

て、しっかりと考えていただいて、美化意識を

持ってもらいたいということです。 

 幾ら行政がきれいにしても、そこにごみを捨
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てる、そういったようなまちであってはならな

いというふうに考えています。やはりみんなで

協力し合いながら、このまちをきれいにしてい

きたい、そういった思いの事業でございます。 

 以上でございます。 

○副議長（川村三千代君） ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） 確かにいろいろと話を

聞く中では、国道においても、草がぼうぼうと

いうようなこと、いろいろな方から聞くことが

ありますので、その辺も市から通じて、何らか

の手だてをしていただければというふうに思う

ことがあります。 

 もう一つの選択肢としまして、低木をいっそ

のこと撤去してしまう、なくしてはどうかとい

うことがございます。 

 これもいろんな方から言われることですけれ

ども、宿毛は大都会でもないし、周囲を見渡せ

ば、山には緑がいっぱいあるではないかと。わ

ざわざお金がかかることをやる必要はないので

はないかというような意見でございます。 

 このような意見について、市長の御所見をお

伺いします。 

○副議長（川村三千代君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 低木の撤去につきましては、既に一部の交差

点周りで視線の障害となる街路樹の撤去を行っ

ているところでございます。 

 また、地域住民等が行う自発的な、先ほどお

話させていただきましたが、環境美化活動に対

して、支援を行うことで、低木から草花の植栽

への変更を、市としても推進をしているところ

でございます。 

 今後も景観や安全面での調整を行いながら、

低木の撤去を検討していきたいというふうに考

えているところでございまして、低木には、先

ほど、冒頭でお話させていただいたように、緩

衝材であるとか、飛び出し防止であるとか、い

ろいろな役割もあるということでございます。

そういったものを補完しながら、何とか撤去が

できないかということで、現在、進めさせてい

ただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（川村三千代君） ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） 当初、答弁いただいた

横断防止だとか、いろいろ方策としては、いろ

いろな方法がありますので、そんなのも含めて、

御検討いただいたらと思いますけれども。 

 低木の撤去につきましても、速やかに検討し

ていただければと思います。 

 まちの中は、余り広くありません。限定され

ておりますので、土地の有効利用を図る意味か

らも、空間の使い分けと言いますか、地上部分

は我々が利用して、緑は我々の頭の上にあると

いうような、すみ分けということになるわけで

すけれども、このようなことをやっていただけ

れば、かなり有効に歩道が利用できるというふ

うに思います。 

 広く使えることになりますので、最近では、

高齢者の方々は、手押し車などを利用する方が

おられまして、結構、幅を取ったりということ

があったりします。 

 また、自転車と供用されている箇所もありま

すので、その行き違いにも有効に機能するんで

はないかというふうに思いますので、今後はこ

のようなことも配慮されるべきではないかとい

うふうに思います。 

 では、街路樹の在り方についての最後の質問

になりますが、今後の在り方についてというこ

とで、高木の枝打ち、それとかツリーサークル

やスツールの設置をしてはどうかと思いますが、

この件に対する御所見をお聞かせください。 

○副議長（川村三千代君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えさせていただき

ます。 
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 高木の周囲へのツリーサークルとスツール、

これ椅子のようなものですかね。そういった設

置の提案につきましては、歩道幅員や安全性な

どの問題もありますので、今後、先ほど答弁し

ました低木の撤去と合わせまして、検討してい

きたいというふうに考えているところでござい

ます。 

 それから、高木のお話もありましたが、高木

の枝打ちにつきましては、枝葉の状況を確認し

ながら、必要に応じて剪定を実施し、先ほど議

員おっしゃられたように、上は木で、そして下

の空間は使えるような形で、下の空間を脅かす

ような、そういった枝葉が伸びないように、し

っかりと管理をしていきたいというふうに考え

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（川村三千代君） ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） 高木の下枝につきまし

ては、死角をつくるということに加えまして、

通行の支障を来すことにもなります。 

 道路構造例におきましては、歩道では地上か

ら高さ２．５メートルまでは、原則として物が

あってはならないということになっております。 

 一方、高木の下の椅子の設置ですが、これは

前提条件としまして、低木の撤去が必要になり

ます。 

 置き方によりますが、高木の足元の両サイド

であれば、植栽帯のようにはスペースは取りま

せんので、通行の邪魔にはならないと思います。 

 本来ですと、まちに縁側のようなポケットパ

ークでもあれば、と思うんですけれども、こち

らのほうを設置するには、難易度が高いと思い

ますので、高木の下のツリーサークルの上に、

スツールといわれる椅子を置いてはどうかと思

います。 

 最近の研究成果ですけれども、これは工科大

の先生にお伺いしたんですけれども、８０歳前

後の方の歩行は、平均２００メートル以内で休

憩を取るという調査結果も出ているようです。 

 このようなことから、まちなかで一休みでき

る場所を提供するには、木陰でもありますので、

高木の下がいいのではないかというふうに思い

ます。 

 ツリーサークルは高木の足元まで利用できる

ようにするということが目的ですけれども、ほ

かにも木の根っこの部分を蒸すわけにはいきま

せんし、水の補給も必要でありますので、当然、

格子のようなものになることが多いんですけれ

ども、最近では、高木の支柱とパイプの椅子が

一体になったツリーサークル等も目にすること

がありますので、今後、このようなものを参考

にされることをお勧めしたいと思います。 

 続きまして、項目が変わりまして、大項目の

２項目めの質問になりますが、入札における設

計ミスの防止策についてでございます。 

 設計ミスというよりも、その中で行われます

積算ミスになりますが、最近、入札に際してミ

スの発覚が続いておりました。信頼や公正を期

すためには、ミスを回避しなければなりません。 

 これは、自戒を込めてということにもなりま

すけれども、処分については、責任の所在の明

確化という意味においては必要なことですが、

最も大切なことは、今後、同じミスを起こさな

いことでありまして、そのために、原因の究明

と、その後どのようにするのかということであ

ると思います。 

 そこで、その後、具体的な防止策として、ど

のようなことをされるようになったのかをお聞

かせください。 

○副議長（川村三千代君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 積算ミス防止のための具体策でございますが、

本年度の高石地区災害復旧工事におきまして、

４月、５月と２度の積算ミスによる入札取消を
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受け、６月に行いました３度目の入札におきま

しては、職員以外の視点によるチェック体制の

強化策といたしまして、高知県建設技術公社に

よる積算チェック業務委託を発注をいたしまし

た。 

 今後の入札に際しましては、防止策の一つと

して、高度な積算技術を要する入札案件等につ

きましては、第三者の視点を取り入れるため、

高知県建設技術公社による積算チェックを活用

していきたいと考えているところでございます。 

 また、担当部署においてのチェック体制を強

化する必要がありますので、積算のダブルチェ

ック、これまでに発生したミス事例の把握、職

員間における積算課題の情報共有等、より一層

の周知徹底を図りながら、積算ミス防止に努め

てまいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（川村三千代君） ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） 次は、中項目というこ

とになりますが、技術職員のための作業マニュ

アルの必要性についてということで、お伺いし

ます。 

 難しい積算などにつきましては、外部委託で

対応するとのことでありますが、中小の事業と

いいますか、土木とか建築とか、多少、違いは

ありますけれども、それぞれ設計や積算の作業

マニュアルがあればいいのではないかと思いま

す。 

 日常作業が慣れてきますと、ついうっかりと

いったミスが出てくるようになるのが、人間の

性とでもいうのでしょうか。その意味で、注意

喚起をするためのツールとして、活用すると、

ミスの防止につながるのではないかと思います

が、その必要性について、市長の御所見をお伺

いいたします。 

○副議長（川村三千代君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 現在、宿毛市では、工事全体の作業マニュア

ルにつきましては、毎年６月に高知県土木部技

術管理課が監修を行い、公益社団法人高知県建

設技術公社が発行しております高知県建設工事

技術者研修会テキストをマニュアルとして、活

用をしております。 

 このテキストは、当該年度以降における改正

点、契約に関する取組の運用、施工体制、検査、

施工計画、作成様式、技術資料の作成に関する

類似事項等、工事全体の流れについて、要点を

まとめ、解説されている内容となっております。 

 なお、本テキストの内容につきましては、毎

年度、高知県による講習会が開催されています

ので、本市職員を講習会へ参加させ、スキルア

ップを図っているといったところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（川村三千代君） ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） 再質問になりますけれ

ども、先ほど説明のありましたテキストには、

作業ごとのチェックリストがありますでしょう

か。もしないようでありましたら、市独自にチ

ェックリストをつくることもお勧めしたいと思

います。 

 日常の作業に慣れてきますと、ついうっかり

ということが起こりかねません。特に初歩的な

ことがおろそかになることがあるようですし、

また忙しいときにパニックに陥らないためにも、

鉄道で行っております指差しに近いようなこと

をできるように、日常のルーチンワークのチェ

ックのためのツールにしていただけたらどうか

と思いますが、ちょっと重複するかもしれませ

んけれども、市長の御所見のほどをお伺いいた

します。 

○副議長（川村三千代君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 チェックリストの活用ということでございま
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す。先ほども申し上げましたように、現在は、

作業マニュアルとしては、高知県建設工事技術

者研修会テキストを活用しておりますが、積算

業務につきましては、チェックリストの活用も、

今後検討してまいりたい、そのように考えてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（川村三千代君） ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） チェックリストをつく

ること自体が目的ではありませんが、あくまで

も手段にすぎませんけれども、つくることそれ

自体が意識改革にもつながるのではないかと、

期待しているところでございます。 

 何か質問事項が大中小になったことで、何か

牛のよだれみたいな感じの質問になりましたけ

れども。 

 最後の質問項目になります。 

 これは、これまで議会の答弁で、検討すると

されました件について、その後、どのようにな

っているのか、お聞かせいただきたいと思いま

す。 

 以前した質問についてですけれども、その内

容としましては、グリーンモビリティについて

でありました。 

 例に挙げましたのは、石川県の輪島市におけ

る事例で、市街地をゴルフ場で使っているよう

な電動カートを活用している取組についてであ

りました。 

 それが、これと同様のことを四万十市でも今

年、市街地の交通の手段として、電動カートの

６人乗りの運行を社会実験として行ったことが

報道されておりました。 

 このことを市長はどのように捉えているのか。

それと、宿毛市でこれまでの検討の経過を含め

て、お聞かせいただけますでしょうか。 

○副議長（川村三千代君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 グリーンスローモビリティにつきましては、

一昨年の１２月議会におきまして、庁舎移転に

合わせて、新しい交通手段としての御質問をい

ただいたところでございます。 

 国におきましては、現在も実証事業などが行

われておりまして、近隣では、質問議員が言わ

れましたように、四万十市で７月２５日から８

月１４日の間、実証事業が行われていたところ

でございます。 

 四万十市で実施されました実証事業につきま

しては、自動運転の実証事業にグリーンスロー

モビリティの車両が使われた事業となっており

ます。 

 グリーンスローモビリティは、時速２０キロ

未満で走行する４人乗り以上の電動車両であり

まして、小型のものは専用に造られたものでは

なく、ゴルフカートをベースとしてつくられた

ものとなっているところでございます。 

 四万十市の実証事業につきましては、６人乗

りの車両が使用され、実証事業の期間中には３

００人を超える方々の利用があったとお聞きを

しているところでございます。 

 利用された方々の感想、御意見につきまして

は、アンケートの集計ができていないとのこと

で、お聞きすることはできていませんが、先ほ

ど申し上げましたように、走行速度が時速２０

キロ以下となっておりますので、交通量の少な

い道を選んだコース設定の必要性や、車両の構

造上、快適性などの課題もあったとお聞きをし

ているところでございます。 

 新庁舎への交通手段につきましては、コミュ

ニティバスなどの既存の交通手段を運行する方

向で検討しておりますが、グリーンスローモビ

リティにつきましては、民間事業者との関係や、

走行ルートの環境、条件、運営などの課題も想

定されますが、電気自動車でＣＯ２排出量が少
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ないことや、小型で狭い道にも対応できること、

ドアがないため、開放感があることなど、市街

地の交通手段としては、利点を生かした活用の

可能性はあると、そのように考えておりますの

で、今後も引き続き、情報収集に努めてまいり

たい、そのように思っているところでございま

す。 

 やはりこういったものは、どんどん新しくな

っています。そういった形の中で、法令が後か

ら変わってくる。法令が後からついてくる、そ

ういったこともあると思いますので、そういっ

たのをしっかりと見極めながら、導入に向けて

検討をしていきたい、そのように考えていると

ころでもございます。 

 以上でございます。 

○副議長（川村三千代君） ８番山上庄一君。 

○８番（山上庄一君） 長い答弁いただきまし

たが、議会だよりをまとめるのに苦労しそうで

すけれども。 

 検討につきましては、大いにやっていただき

まして、よりよい方向に向けていただきたいと

いうふうに思います。 

 交通計画は、土地利用にも大きな影響を与え

ることになります。 

 と言いますのも、交通計画と土地利用計画と

いうのは、表裏一体をなすものでありますので、

今後のまちの在り方をも左右することになって

くると思いますので、交通手段においても、道

路網の段階構成と同様に、機能分担、役割分担

など十分配慮していただくことを期待しまして、

以上で質問を終わります。 

 どうもありがとうございます。 

○副議長（川村三千代君） この際、１０分間

休憩いたします。 

午前１１時１５分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時２６分 再開 

○議長（野々下昌文君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） ９番、山戸 寛です。

私は今回、大項目２点、お尋ねしたいと思いま

す。 

 一つは、ＰＦＩ宿毛学校建設事業について。

もう１点は自伐型林業と地域おこし協力隊につ

いてということになっております。 

 まず、ＰＦＩ宿毛学校建設事業について。 

 私は以前、ＰＦＩ事業に関しての一般質問に

際して、事業を大きく４段階に分けて捉えなが

ら、質問を行った経緯があります。 

 第１は、ＰＦＩ事業の妥当性、可能性そのも

のを検討し、採用に至る段階。 

 第２は、要求水準書を策定して、事業実施者

を募り、優先交渉権者との契約を行うまでの段

階。 

 第３は、その契約に基づいて、もろもろの建

設工事等が行われ、建物等の受渡しが行われる

段階。 

 そして第４段階として、最も長期間に及ぶ建

物の維持管理という段階。 

 この分類が正しいかどうかは別として、私と

しては、それぞれの段階ごとに存在する様々な

障壁や課題を乗り越えながら、事業は進んでい

くものと、そのように認識しているわけです。 

 今現在、ＰＦＩ事業はどの段階かといえば、

第１、第２の段階は既に通り過ぎていて、第３

段階、建設工事の真っ最中ということで、さら

に来年の４月には、第４段階に入っていく、そ

ういう段階にあるのだといえましょう。 

 そこで、そのような段階認識の上で、今後、

課題となってくるのであるまいかと思われる幾

つかの事項について、お尋ねしたいと思います。 

 まず、第１は、工期の問題です。ここにきて

校舎の立ち上がりが、型枠組やらコンクリート
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の打設やらで、目に見える形となってきました

が、長い間、基礎工事が続けられてきた関係も

あって、一向に校舎が建たないではないかと。

こんなことで来年４月の開校に間に合うのかと、

危ぶむ声が市民の中にはありましたし、今もあ

ります。 

 前回の川田議員の一般質問と重なる部分もあ

りますが、現在、工事の進捗率はどの程度で、

３月までの見通しはどうなっているのか、具体

的な数値があればお示しいただきたいと思いま

す。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 山戸議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

 まず、ＰＦＩ事業に関する質問でございます

が、宿毛市における小中学校整備事業として、

宿毛小学校及び宿毛中学校の施設整備と施設の

維持管理を行うこととしていますが、施設整備

につきましては、令和２年度中に小学校の合築

校舎、中学校部室棟、学童保育棟、合築校舎周

りの外構が完了し、令和３年度には現在の小中

学校の校舎を解体撤去し、小学校プール、小中

学校グラウンドが完成する予定となっておりま

す。 

 来年３月までの工事につきましては、先ほど

説明しました合築校舎などの工事が２月末に完

了し、３月にＳＰＣによる竣工検査が行われた

後に、市による完成確認を行う予定となってい

るところでございます。 

 工事の進捗率につきましては、８月末時点で

１９％の進捗率となっている旨、ＳＰＣから伺

っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） 工事の進捗率、今、１

９％ということですが、次は工事の監理の問題

です。 

 取り仕切る監督の意味ではなしに、取り締ま

る監視の意味での監理ですが、素人目には、こ

の工事、内装、外装、備品の設置等々あれこれ

考えたら、工程的にかなりきついことになりは

しないだろうかと、そんなふうに見えます。 

 契約書の別紙１、日程表では、合築校舎は、

完成日が２０２１年２月末日となっていて、工

期には動かしがたい制約がある。となると、い

きおい、突貫工事になってくるのではないか。

そうなると、げすの勘繰りだと言われるのかも

しれませんが、工程上、抜いても表面化しない

部分、とばせる部分は省略する。つまり手を抜

く。さらに、使用する材料に関しても、間に合

う材料でやってしまえと、そんなことはこのＰ

ＦＩ事業に関しては、万が一にもないことだと

は思うのですが、やはり事業が正確に実施され

ていることを、事業者側、発注者側双方から確

認し、証明し合う、サービス基準の検証、つま

り監視する意味での監理が、どのように行われ

るのかが気にかかってくるわけです。 

 この点に関しても、さきの６月議会で川田議

員が質問した際には、毎月ＳＰＣ特定目的会社

のプロジェクトマネジャーと、市の３課、並び

に市の契約コンサルとの間で、毎月１回の割合

で会合がもたれているという答弁がありました。 

 このことは、事業契約書の別紙１０、宿毛市

における小中学校整備事業に係る特定事業契約

書に関するサービス基準合意書という文書の第

４章、協議第１１条、定例会議に毎月第何週の

何曜日に開催すると規定されている、その規定

に従ったものだろうと思うのですが、これまで

は地盤改良という、どちらかといえば局部限定

的な作業が続いていたために、それはそれでよ

しとしても、今後の建設、内装等々の工事の多

様性を考えれば、それぞれの進捗状況に即した、

例えば短時日での工程管理や、資材の品質、数

量等の検収、つまり検査し、適切な資材である
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ことを確認する作業とか、事業内容の未達レベ

ルの判断などの事項は、プロジェクトマネジャ

ーとの月１回の定例会議だけで、当然、不十分

なのではないか。 

 工程が複雑化する建築の段階に入っている現

在、今、申し上げました基準合意書の第２章、

モニタリングの実施方法に規定されている定期

的及び必要の都度というモニタリングは、どの

ようになされているのか、またなされるのか。

全てはプロジェクトマネジャー任せで、市とコ

ンサルは月１の会議で協議するだけだとは到底

思えませんので、その点、どのような対応がな

されているのか、お尋ねいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 議員が言われるサービス基準合意書の第２章、

モニタリングの実施方法の内容は、サービス基

準合意書第４条第１項に規定されておりますよ

うに、維持管理業務とプロジェクトマネジメン

ト業務、及び運営業務のモニタリング方法につ

いて、記載されているものになります。 

 学校の建築段階のモニタリングにつきまして

は、サービス基準合意書第２条第２項にありま

すように、コミッショニングプロセスシートで

モニタリングすることとしております。 

 コミッショニングプロセスシートとは、発注

者が求める要求水準を実現するために、要求性

能を明文化し、その要求どおりに企画設計され、

建設されているかを検証するためのものであり

ます。 

 議員が懸念されます資材の変更などのように、

工事内容が当初の計画から変更となる場合には、

その都度、変更内容を市、ＳＰＣの双方で協議

をし、変更内容が要求水準に合致しているかど

うかを確認しています。 

 変更する場合は、変更内容はもちろんのこと、

金額の増減及び内容変更が、市、ＳＰＣのどち

らに起因するものなのかを、コミッショニング

プロセスシートに全て反映させて、モニタリン

グをしております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） ただいまの件、再質問

です。 

 どうやらサービス基準合意書の条文について、

私の誤解があったようですので、その点はおわ

び申し上げます。 

 正確には、今現在の建築段階でのモニタリン

グは、コミッショニングプロセスシートという

様式に従って行われているということ。了解い

たしました。 

 そこで、関連の再質問ということになるので

すが、このコミッショニングプロセスシートに

よるモニタリングというのは、どの程度の頻度

で行われているのか。めったにあることではな

いので、月に１度の定例会議で十分事足りると

したものなのか、その点お尋ねいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 コミッショニングプロセスシートは、変更内

容がある都度、作成をいたしまして、そして定

例会で確認をしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） 次に、３番目のサービ

ス基準合意の変更云々の分ですが、サービス基

準合意書には、サービス水準の変更とか、未達

レベルの判断といった条項が盛り込まれていま

す。 

 この両者は、モニタリングの結果が具体的に

反映される部分であり、いうならばこの両者を

判断確定するために、モニタリングは実施され

るといっても過言ではない部分です。 
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 そこでお尋ねいたしますが、これまでのモニ

タリングないしは定例会議を通じて、このよう

なサービス基準の変更や、未達レベルの判定が

なされた例があるのかどうか。もしあるような

ら、それはどのような点であるのか、その点お

尋ねいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 本事業につきましては、ＳＰＣから市の要求

水準を満たす提案がなされ、その提案に基づい

て整備開発が行われていますが、これまでの定

例会を通して、当初の提案時に、中庭に茶室を

配置すると提案されていたものを、必要性がな

いことから取りやめたり、児童の教育環境をよ

りよいものとするために、エレベーターを提案

内容からさらに１基追加設置することや、同じ

く教育環境のさらなる充実のため、保健室近く

の外へ手洗い場を設置することといった内容変

更を、市から依頼をしているところでございま

す。 

 また、相手方からは、より中学校グラウンド

を広く取るために、提案時の内容から、中学校

駐輪場の配置場所を変更することや、校舎内の

空調設備を要求水準に合致する範囲内で、床下

輻射式から、ヒートポンプ天井式へ変更するこ

とといった内容変更が市へ提案をされまして、

双方で協議をし、内容の変更を行ってきた、そ

ういった経緯がございます。 

 この内容の変更につきましては、要求水準が

未達成とはならないものであることを確認して

おり、その変更内容につきましては、先ほどの

答弁でお示しをしました、コミッショニングプ

ロセスシートに全て列挙しているところでござ

います。 

 なお、サービス水準の判定につきましては、

現時点では未達レベルの判定に至ったもの、そ

ういったものはございません。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） どうもただいまの御答

弁、先ほどの御答弁に従えば、コミッショニン

グプロセスシートによるモニタリングというの

は、計画の変更が必要となった場合に、その内

容が妥当であるか、経費負担はどのようになる

のかといった形での話合いという感じで、事業

内容の変更についての議論はされるとしても、

事業が提案された内容どおりの手順や、品質基

準に沿った形で、正確になされているかどうか

という監視し、取り締まるという意味での監理

とは程遠いものに思われてなりません。 

 御答弁をお聞きする限りでは、市としての通

常考えられる意味合いでの監理というのは、全

く行われていないで、その点に関しては、全て

プロジェクトマネジャーに任せていると、そう

いうことになるのでしょうか、その点お尋ねい

たします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 学校施設の建設が適切に行われているかどう

かの工事監理につきましては、プロジェクトマ

ネジャーではなくて、ＳＰＣ内の設計業務の担

当事業者が行い、監理が実施されているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） どうもこのＰＦＩによ

る事業と、通常の直轄による事業との違い、あ

れこれ民間ノウハウの活用とか、経費の平準化

とか、工期の短縮とか、いろいろ挙げられてい

る中で、一番大きな問題点というか、注目すべ

きポイントは、この監理体制にあるという印象

を受けます。 

 いうならば、事業を取り仕切る意味での管理
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も、取り締まるという意味での監理も、双方と

もに受注者側のイニシアチブによってなされる

のであって、発注者による関与はほとんどない

に等しい。そういう形が見えてきます。 

 以前、私たちの会派で視察を行ったある自治

体では、受渡しの段階で欠陥が指摘され、大問

題となる中で、実際に引渡しを受け、開校に至

るまでには、予定を大きく逸脱して、丸々１年

という期間を要した。 

 その点について、工程や品質の管理はどのよ

うに行われていたのか。行政側の責任はどうな

るのか、との私たちの質問に対して、我々自治

体側は専門的な知識を持った職員も存在せず、

全てはプロジェクトマネジャー任せであった。

コミュニケーションが不足した点が反省点であ

る。行政側の責任回避を全面的に強調した御回

答だった。 

 その点、くどい話になりますが、そうして同

じ轍を踏むような心配は、当市のＰＦＩ事業に

関しては、決してないものと信じるものではあ

りますが、市としての監理の重要性、その責任

の存在をＰＦＩという事業の特性であるとはい

え、改めて強調させていただきます。 

 ということで、次は事業費についてお尋ねい

たします。 

 この事業に関する事業費の算出並びにその支

払いに関しては、大規模事業であることと、事

業期間が３０年という長期にわたるという点。

財源と支払い形態の複雑さ、さらには工事内容

の変更による工事費の変動等々、通常の事業と

は違った、複雑さを伴うものとなっています。 

 これまで、一連の質問に対する市長の御答弁

や、議案の審議を通じて、一応の事業費の流れ

についての把握はできているつもりではいるの

ですが、事業開始後の変化、特に消費税率が事

業途中で変更になったり、建設地の地盤改良に

多大な費用の増額が必要であったりして、当初

の事業予定価格と支払額との間には、かなりな

変化が生じているのではないか。 

 となると、先ほども申し述べました、私流の

分類による第３期が終わる時点、つまり建設工

事が終了して、市への施設の移管が行われる時

点での事業予定額は、どの程度になって、どの

時点で、どのように支払われる予定であるのか、

議会としても把握しておく必要があるように考

えます。 

 質問の内容が少し複雑になりますので、整理

しながら逐次質問いたしますので、どうかよろ

しくお願いします。 

 まず最初に、このＰＦＩ事業の事業費は、総

計で幾らになるのか。当初の入札工事金額は４

２億９，４９２万１，６０３円だったと思うの

ですが、先ほど触れました地盤改良の工事費や、

そのほかに変更分があるのかないのかを含めて、

維持管理段階における費用は、現在、想定して

いる範囲で収まるものとして、事業総額は幾ら

になって、どれだけの増額になるのか、消費税

の影響分も含めてお尋ねいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 まず、先ほどの監視という意味での監理につ

いてでございます。これにつきましては、ＰＦ

Ｉ事業だけのみならず、いろいろなものを宿毛

市から発注する際に、しっかりと監視をし、そ

して監理をしていかなければならない、そのよ

うに思っているところでございます。 

 既に建設を、以前された建物におきましても、

いろいろな不具合等が出てきているところでも

ございます。そういったことが、経年劣化とい

いますか、そういった形の中で出てきたものな

のか、それともやはり、つくるときにしっかり

とそこの監理ができていたのかも含めて、今も

ってそういったことを考えながら、監理もさせ
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ていただいているのも現状でございます。 

 これからつくる、そういった施設等につきま

しては、しっかりと監理・監視をしていきたい、

そのように思っているところでございます。 

 それでは、答弁に移らせていただきます。 

 当初の事業契約は、消費税を含めて４２億９，

４９２万１，６０３円の契約金額により、契約

をしています。 

 その後、消費税が１０％に引き上げられたこ

とで、事業契約を変更し、契約金額は４３億１，

６４２万１，６０３円となっています。現時点

での事業契約は、この金額でございますが、地

盤が、想定よりも急傾斜かつ頑強な地盤であっ

たことから、くい基礎の工法を当初の工法から

変更しておりまして、その変更によって増額さ

れる費用が、消費税込で２億３，３２０万円と

なっております。 

 また、本事業を公募した時点では、考慮して

いなかったＧＩＧＡスクール対応に伴うネット

ワークを新たに整備する必要が生じましたので、

施設内のネットワークを、ＧＩＧＡスクール対

応に見合うネットワーク整備に変更することを、

現在、ＳＰＣと協議中でございます。 

 ＧＩＧＡスクールへの対応に伴い増額となる

費用につきましては、見積り徴収中でございま

すので、その費用を除きますと、当初の消費税

を含めた契約金額４２億９，４９２万１，６０

３円から、消費税率改正及びくい基礎の工法変

更により、現在は２億５，４７０万円の増額と

なっているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） このＰＦＩ事業に関し

ての債務負担行為についてですが、平成３０年

１２月議会で、消費税抜きの純事業相当額とし

て、平成３１年から平成６０年度までの債務負

担行為、上限額３９億８，９７７万５，０００

円が計上されています。 

 けれども、ただいま御答弁いただいたように、

工事総額は膨らんでいる。そうした中で、この

債務負担に関する補正については、どのように

お考えなのか、お尋ねいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 債務負担行為の額は、債務負担行為を行った

年度以降に変更することはできないことになっ

ております。したがって、契約を変更する場合

は、増額分について、新たに債務負担行為を行

うか、あるいは単年度予算として計上すること

になります。 

 今回の事業につきましては、くい基礎の変更

に伴う増額は、来年度までに整備する施設の工

事費等を精査しながら、契約変更を行い、単年

度予算として支出することで対応していきたい

と、そのように考えているところでございます。 

 契約変更を行う際には、議会へ変更契約の議

案を付議させていただきます。ＧＩＧＡスクー

ルへの対応に伴う増額につきましては、ＳＰＣ

と工事内容の変更、維持管理内容の変更を協議

中でございまして、契約変更の方法について、

検討していきたい、そのように考えているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） なるほど、債務負担行

為というものは、その内容が何十年に及ぶもの

であったとしても、年度が替われば、組むとす

るなら、補正ではなくて新たな形で行われると。 

 初歩の初歩ともいうべき事項、本当に知らな

いで恥ずかしい限りです。 

 次にお聞きしたいのは、支払い時期とその金

額についてですが、平成３１年３月議会におけ

る私の質問に対する市長の御答弁では、事業費
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４２億９，４９２万１，６０３円のうち、国庫

補助金４億７，１００万円と、起債借入額であ

る２１億３，６００万円の合計２６億７，００

０万円につきましては、工事完了時点で一括払

いとなり、残りの約１６億８，８００万円につ

いては、３０年間に分割して支払いを行うこと

になる、ということですが、この金額、つまり

一括支払い分と分割払い分は、工事金額の変更

に伴って、どのように変わるのか、お尋ねいた

します。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 基礎くいの工法の変更に伴う増額費用、及び

ＧＩＧＡ対応に係るネットワーク整備の増額費

用につきましては、事業契約第３３条によりま

して、一括支払いとなるところでございます。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） 市長の先ほど引用いた

しました御答弁では、一括支払いについて、工

事完了時点でということになっていますが、こ

れは解釈によって、時期的にかなりな幅のある

表現であろうかと考えます。 

 というのは、新校舎の建設が終了し、受渡し

が行われた時点を工事完了時点とするのか、そ

れとも新校舎での授業が開始され、旧校舎の解

体やプールなどの附帯施設、外構工事を含めた

全ての工事が終わって、初めて工事終了とする

のか。 

 国庫補助と、それに伴う起債分との関係でど

うなるのか。それによって、一言では、工事完

了時点といってもかなりな時間的な差がつくこ

とになりはしないか。その点、どのようにお考

えかお尋ねいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 一括支払いにつきましては、それぞれの施設

ごとに考えておりまして、令和２年度中に完成

した施設を引き渡された際に、その引き渡され

た施設に応じた一括払い額を支払い、令和３年

度中に完成した施設を引き渡された際には、そ

の施設に応じた一括払い額を支払うこととして

いるところでございます。 

 先ほど申しましたように、それぞれの施設ご

とというふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） 一括といっても、全て

を一くくりという意味ではない。施設ごと、あ

るいは年度単位だと、そういうことで了解しま

した。 

 工事完了後の受渡しについては、契約書に必

要書類など、細かに規定されていますので、き

っちりと点検の上、なされることになるんでし

ょうし、受取後の欠陥や不具合の発生に関して

も、契約書にその対処法が規定されていますの

で、ここでは質問を差し控えて、次の第４の維

持管理について、お尋ねしたいと思います。 

 平成３１年３月議会での市長の御答弁では、

維持管理業務の計画については、契約締結後に

ＳＰＣ、特定目的会社と交渉する中で、長期修

繕計画が維持管理業者から提出され、毎年、実

施される定期点検を通して、修繕計画を見直し

ていきます。 

 また、５年に１回、建物診断を実施し、その

結果も修繕計画に反映していくこととしており

ます。と、このようになっていて、一つの案と

して、１０年目、１５年目、２０年目といった

形での、５年ごとの修繕業務についても触れら

れているのですが、維持管理業務というのは、

どのように行われるのか。 

 例えば、維持管理費用として計上されている
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約７億３，０００万円の内訳はどのようになっ

ているのか。基本的には、この７億３，０００

万円で毎年実施される定期点検と、５年ごとに

行われるであろう修繕業務を賄っていくことに

なると、そういう解釈でよろしいのでしょうか、

お尋ねいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 維持管理費用の内訳でございますが、現時点

では、必要となる定期的な維持管理費用の３０

年間の総額といたしまして、税抜約４億８，０

００万円となっており、残りが臨時的に発生す

る修繕費等の維持管理費用となっているところ

でございます。 

 しかし、この内訳は、設計業務が完了する前

のものでありますので、合築校舎の建築が進み

まして、全体像が見えた時点で、正確な内訳が

提出されるものとなっているところでございま

す。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） ５年ごとに行われる修

繕業務に関しては、それぞれ内容や業務量に従

って、一種の工事見積という形で数値化し、金

額化したものが出されることになるので、明確

に把握できるわけですが、それ以外の通常の維

持管理業務については、どのような形で担保さ

れることになり、どれだけの費用を見込んでい

るのか。 

 ただいま、税抜きで４億８，０００万円がそ

れに当たるとの御答弁でしたが、その内容はど

うなるのか、管理費といった形での通年適用の

経常的な業務と、費用の想定があるのかどうか、

その点についてお尋ねいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 通常の維持管理業務の見込みにつきましては、

先ほども御質問で答弁しましたが、毎年必要と

なる定期的な保守や点検、清掃等の業務は、現

時点で税抜き約４億８，０００万円となってお

りまして、議員が言われる管理費のような経常

的な業務と、費用は含まれていないところでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） 当初から思い描かれて

きた成果が、新たな校舎による、新たな教育の

実施を通じて、実現されることを切に希望する。 

 その中で、校舎や施設の具体的な形が、だん

だん見えるようになってくれば、この事業の教

育環境上の成果や、ひょっとすると課題となる

部分も、より具体的に見えるようになってくる

ものと思います。 

 今回のこのＰＦＩに関する質問は、以上で終

了いたします。 

○議長（野々下昌文君） ただいま、山戸 寛

君の質問中ですが、午後１時３０分まで休憩い

たします。 

午後 ０時００分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時３０分 再開 

○議長（野々下昌文君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） 自伐型林業と地域おこ

し協力隊について、お尋ねいたします。 

 現在、当市においても、地域おこし協力隊の

方々１０名が活動中とのことですが、これまで

この議会でも、何度かにわたって地域おこし協

力隊に関する質問がなされてきました。 

 私も平成２７年６月議会において、当時、沖

本市長でしたが、林業の抱える諸問題の解決に

向けた一つの突破口とする意味で、既にそれが
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行われている佐川町の例を引きながら、当市に

おいても、地域おこし協力隊の導入による自伐

型林業のサンプルづくりに取り組んではどうか

と、そのような提案を行った経緯があります。 

 とはいいながらも、果たしてこの宿毛まで、

はるばるとやってきて、それこそ難題山積の林

業分野のパイオニアとして取り組んでくれるよ

うな人材が集まるものかと、内心ひやひやだっ

たのですが、現在、既に林業分野が７名の方々

を数えるまでになっていて、来年の３月には任

期である３年が終了する方さえいるとお聞きし

ました。 

 令和元年１２月議会における岡﨑議員の質問

に対して、中平市長は、それぞれの地域おこし

協力隊に対する期待や、任期中のサポート、さ

らには任期終了後の定住に向けた起業支援など

について、答弁されているのですが、今回の私

の地域おこし協力隊に関する質問は、それぞれ

各種に分かれる活動分野の中でも、この林業分

野での活動に限定する形で行いたいと思います

ので、どうかよろしくお願いいたします。 

 順次質問を行いたいと思いますが、まず、第

１問、市として林業分野への地域おこし協力隊、

煩雑を避ける意味で、今後は協力隊と呼ばせて

いただきますが、この協力隊をなぜ導入したの

か、導入の動機について、つまり市はこの協力

隊の方々を宿毛市に呼ぶことによって、一体、

何をしたいのか。 

 沖本市長の時代に、私なりにさんざん議論し

たことでもあり、先述の２７年６月議会におい

ては、計画に位置づけられたものではないとは

しながらも、１０年後には、この宿毛市内で専

業型の自伐型林業チームが複数班稼働し、林業

整備を行っているのが理想でございます、とす

るとともに、今後もこの地域における林業振興

の大きなビジョンを立てて、これからの地方を

再生していく壮大なビジョンとして描かれる事

業内容ではないかなというふうに思っておりま

す。という沖本市長からの、市長答弁をいただ

いたことでしたが、確認の意味において、自伐

型林業とそのパイオニアとしての、この地域お

こし協力隊の存在を、市の林業戦略上、どのよ

うに位置づけておられるのか、お尋ねいたしま

す。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 山戸議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

 山戸議員のほうから、平成２７年６月議会の

際のお話が出てこられました。 

 私自身、平成２７年１２月より、市長として

やらさせていただいているところでございまし

て、そういった形の中で、答弁をさせていただ

きたいというふうに考えているところでござい

ます。 

 林業分野での地域おこし協力隊の存在と、自

伐型林業の実践普及につきましては、森林資源

の有効活用や、持続可能な林業の確立、そして

担い手不足の解消など、本市の林業活性化に非

常に効果的であると考えておりまして、本年３

月に策定をいたしました第２期まち・ひと・し

ごと創生総合戦略の中でも、後継者対策といた

しまして、自伐林家の育成を位置づけていると

ころでございます。 

 協力隊員に自伐型林業を実践してもらう中で、

山主の方々にも利益が還元できることを実感し

ていただき、林業に対する意識や林業経営に対

する意欲の向上など、林業全般の活性化に寄与

するものと、大変期待をしているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） 協力隊の方々、着任さ

れた時期も異なっていて、それぞれの参加に至

るまでの経歴や年齢等にも違いがある。 
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 この３年の在任中に、どのような内容の活動

を行って、自伐型林業の推進役としての役割を

果たせるようになっていくのか。 

 地域おこし協力隊の中には、例えば、沖の島、

鵜来島といった離島や、今は既に宿毛を去られ

た、それこそ宿毛市初代の隊員の方のように、

現地に飛び込んでいって、人々との交流を通じ

て地域の課題と向き合う中で、新たな道を独自

の視点で切り開いていただく。 

 そういうケースがある反面、市の活動のある

分野、それも経済的に民業として自立していけ

る可能性のある分野ではありながらも、未開拓

の新規分野であるために、従事者が見つからな

い。一種の隙間産業的なジャンルでの、パイオ

ニアとしての活動を期待されるケースがあるわ

けです。 

 この林業分野での協力隊の方々は、まさしく

そういう、今は未知でしかない。本筋とはかけ

離れた、隙間の産業でしかないとはいえ、ひょ

っとすると、これこそ新たな理想像ともなりか

ねない。そういう自伐型の林業での活動が期待

されているわけです。 

 市として、この協力隊に参加された方々をど

のように指導し、育成していくのか。プログラ

ムやカリキュラム等々、体系的な育成がどのよ

うに考慮され、実施されているのか、その点お

尋ねいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 県の林業大学校のように、研修内容や研修時

間、そしてスケジュールなどを詳細に定めた年

間カリキュラムは作成しておりませんが、３年

間で自伐林家として、自立できるだけの林業技

術を習得できるように、研修内容を決めている

ところでございます。 

 特に作業道開設のために必要な林業機械の技

術習得や、間伐作業につきましては、実践経験

を多く積むことが重要であることから、十分な

研修時間を確保し、また必要に応じまして、経

験豊かな林家の方を講師に迎え、直接、指導が

受けられる、そういった環境も用意をしている

ところでございます。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） 協力隊として活動を開

始され、既に３年目に入り、来年春には任期が

終了する方がいる。この３年間は、隊員の方々、

受入れを行った市双方、互いに試行錯誤の繰り

返しだったのではないだろうかと、そう思い、

まだまだこれからもその連続だろうとは思うの

ですが、市としての先ほどの林業戦略上の位置

づけという点において、現在、この協力隊の状

況、到達点はどの段階、どのレベルだとお考え

なのですか。 

 つまり、３年で自立できるだけの下地となる

技術は習得できるのか、その点お尋ねいたしま

す。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 ３年目を迎える隊員は２名おりますが、既に

山林所有者や林業関係者からの信頼を得るなど、

関係性も構築できておりまして、技術的にも森

林整備を請け負える段階にあるものだと、その

ように考えているところでございます。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） それだけのレベルに到

達していると。 

 任期終了後の隊員の方々は、それぞれ一定レ

ベルの林業技術を習得するとともに、当市にお

ける経験を通じて得られたであろう知識や人間

関係、その他もろもろの要因を考慮しながら、

事後の方向を決定していくことになる。 

 そうしたときに、この林業関連の協力隊の

方々の事後の進路として、もちろん主となる分
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野は自伐型林業であるとはいえ、どのような形

が想定されるのか、市としての想定があればお

尋ねいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 卒業後の進路に関しましては、やはり自伐林

家といたしまして、活動、活躍していただくこ

とを想定をしているところでございます。 

 自伐型林家は、兼業で取り組むことも可能だ

というふうに考えておりまして、また、隊員お

のおのが林業に対して、様々な考えや思いを持

って取り組んでいるため、隊員ごとに、今、進

路も違ってくるとは考えているところでござい

ます。 

 協力隊員として活動する中で、林業関連の

様々な業務にチャレンジする場合には、行政と

してできる限りの支援を行っていきたい、その

ようなバックアップをしていきたい、そのよう

に考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） 隊員活動を終了した後、

自伐型の林業に限らず、隊員の皆様それぞれの

経験やノウハウ、係累を生かして、それぞれ得

意とするジャンルで自立されることとなると、

今後、直面するであろう分野の裾野は多岐にわ

たって、それぞれ課題や問題点が目につくこと

になるのでしょうが、今回は本来の出発点であ

るところの自伐型林業に限定して、質問を続け

たいと考えます。 

 自伐型林業、私もこの言葉を初めて聞いて、

その概念や、実施されている現場の様子など、

宿毛森林塾への参加を手始めに、経験し、見た

り聞いたりする中で、まさしく目からうろこの

思いを持って受け止めざるを得ませんでした。 

 ここにこういう林業の形がある、長期にわた

って森を守り、育てながら、小規模最低限の機

材の使用によって、言うならば、等身大で楽し

みながらやれる林業。とは言いながらも、果た

してうまくいくのだろうか。本当にこれで食っ

ていけるのか、当然と言えば当然の疑問がわい

てくるわけです。 

 協力隊での研修、実践を終えて、いざ自伐型

林業の実践者として、自立した活動を展開しよ

うとするときに、果たして前途にどのような展

望が開けてくるのか。 

 経済的に引き合い、成立するだけの事業なの

かどうなのか、市としてどのように評価、試算

しているのか。協力隊の方々を単なる３年間の

使い捨てにはしない。定住して生活していく、

そのための試算というか根拠というか、言い換

えれば、山林の所有者等が自伐を行って引き合

うだけの経済的な根拠について、市としてどう

評価していくのか。 

 年間一体、どれだけの労働で、どれだけの収

益が上がることになると想定しているのか、お

尋ねいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 やはり、しっかりと宿毛市に定住していただ

きたい、そういった思いで取組をさせていただ

いております。 

 そういった形の中で、試算について少しお話

をさせていただきたいというふうに思います。 

 植樹後５０年ほどの人工林１ヘクタールを対

象に、作業道の開設や収入間伐などを行う場合

に、森林の状況にもよりますが、約３か月の作

業期間で、これ３か月で計算をしています。３

００メートルの作業道開設と、そして５０立方

メートルの木材を搬出できるのではないかとい

うふうに、想定をまずしているところでござい

ます。 
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 搬出した５０立方メートルの木材の販売金額

といたしまして５０万円、そして各種補助金収

入９１万円の合計１４１万円から、燃料など必

要経費７７万円を差し引いた額が、６４万円程

度になると試算をしているところでございます。 

 要するに３か月間で６４万円程度ではないか

というふうに試算しております。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） ただいま市長の御答弁

いただきましたが、３か月で１ヘクタール、３

００メートルの作業道をつけて、５０立方メー

トルの木材生産を行う。 

 技術的にはどうなんでしょう。これは、特段

に背伸びをしたものではなしに、平均的に到達

可能な、言うならば、標準レベルであると、そ

う考えてよい数値なんでしょうか。つまり、こ

のような数値が出された根拠は、どのような実

例、経験に基づいたものであるのか、その点お

尋ねいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 これらの数値につきましては、宿毛市内の個

人林家の施業実績を聞き取りをしたものと、そ

して協力隊員が実際に行った施業を基に算出し

た、そういった数値となっているところでござ

います。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） この試算、果たしてど

う捉えればよいのか。上等としたものか、この

程度かとするのか、私にはどう評価してよいも

のか、判断がつきません。 

 ともかくも、市としての試算では、こういう

数値が出されている、その前提で質問を続けた

いと考えます。 

 ３か月で１ヘクタールの施業となると、年間

４ヘクタール、６４万円掛ける４で２５４万円

の収益とのことですが、その算出根拠の明細に

ついて、説明を求める意味で、順を追ってお尋

ねしたいと思います。 

 まずは、収入として計上される木材の売上。

先ほど５０立方メートルというお話がございま

したが、どのような計算に基づくものか、お尋

ねいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 植樹後５０年が経過した未整備森林の場合、

約１，５００本の杉やヒノキが残っていると仮

定し、試算をしますと、間伐作業や作業道開設

を実施した場合には、約２０％を伐採すること

になりますので、３００本ほどを伐採、搬出す

ることになります。 

 木の大きさによってばらつきはあるものの、

１本当たり約０．２立方メートルの材積となり

ますので、３００本で合計６０立方メートルの

材積から、ばらつきを考慮し、５０立方メート

ルとし、これに幡多共販所の取引価格を参考に、

１立方メートル当たり１万円として、５０万円

という材木の売上金額を算出をしているところ

でございます。 

 そういった計算になっております。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） 次に、収入の大きな部

分を占めると想定される山林整備に関する補助

金。 

 実は、自伐型林業、特に１０年くらいの間隔

で森林の保護育成に配慮しながら、林木の２

０％程度を目安とした間伐を、長期にわたって

繰り返し、２００年などという大径木に育てて

いく。 

 山を適切に保護しながら育林していく、間伐

循環型の林業では、初期のまだ樹齢４０年から
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５０年といった、樹木としてもまだ若齢である

上に、長期的な施業をにらんだ作業道の開設が

不可欠な段階では、到底、補助金なしでは成立

し得ないという大きな欠点があります。 

 作業道の開設費用は、伐採した樹木の販売だ

けでは、到底、賄えないからです。地形に配慮

し、確立された技術に基づく作業道は、一度つ

ければ、あとは小規模な修復程度で済むために、

次の間伐サイクルでは、より大きく成長した樹

木の伐採、搬出といった木材主体の事業となっ

て、収益に直結する作業比率が高くなってくる

のですが、当初において、収益に結びつかない

作業道の開設や、単価の安い小径木の間伐は、

補助金なしでは不可能です。 

 この試算において採用される現行の小規模自

伐型林業に対する補助には、どのようなものが

あり、その金額はどの程度となっているのか。

先ほど、９１万円と申されましたけれども、お

尋ねいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 この作業道について、非常に大切なものだと

いうふうに、私も考えているところでもござい

ます。 

 私自身も、先ほど平成２７年の６月に、当時

の沖本市長への一般質問のお話ありましたが、

ちょうど当時、自分も自伐林家の方々の研修会

に参加をさせていただきました。まだ市長では

ございませんでしたが。 

 徳島の自伐林家の方の研修会でございました

が、作業道をつけることが、まずもって、この

自伐型林業には必要なんだという厳しいお話を

聞かせていただいたところでもございました。 

 そういった形の中で、現在、補助金を用意し

ながら、進めているところでございます。 

 個人林家など小規模林業に取り組む方々を対

象とした補助金につきまして、まず、作業道、

今お話がありました作業道開設に対する補助と

して、幅員２．５メートルの作業道でございま

すが、こちらを１メートルにつき２，０００円

の補助を行っているところでございます。 

 次に、間伐作業に対する補助としましては、

２０％間伐を行う場合に、１ヘクタール当たり

１６万円の補助を行っています。 

 また、バックホーや林内作業車などをレンタ

ルした際に、その経費の半額を補助する制度も

用意しているところでございます。 

 先ほど答弁しました人工林１ヘクタール当た

りの施業における補助金の内訳としましては、

作業道３００メートル分で６０万円、間伐作業

分で１６万円、そして機械レンタル分として１

５万円で、合計９１万円の補助金額ということ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） 次いで、経費の問題で

す。 

 機材やら燃料やら、さらにはあれこれ手数料

やら、様々な必要経費は、どの程度を見込んで

いるのか、その点お尋ねいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 経費につきましては、作業道開設に使用する

重機のレンタル代が３０万円、重機やチェーン

ソーの燃料代が１８万円、木材運搬のための費

用といたしまして、１５万円、販売手数料が１

０万円となっているところでございます。 

 これ以外に、山主に対して、木材の販売金額

の１割程度として４万円を支払っておりまして、

合計で７７万円となっているところでございま

す。 

 以上です。 
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○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） 先ほども申し上げまし

たけれども、自伐型林業は皆伐の後、苗を植樹

し、成長段階に合わせた造林作業を行って、樹

木の生長を促す従来型の林業とは違って、樹齢

２００年といった長期的な施業を想定するもの

ですが、間伐を繰り返すことによる本数の減少

と、残された木そのものの成長による材積の増

加という、バランスの変化の中で、経費と収益

との関係は、どのように変化するのか。長期的

な収支について、どう想定するのか、その点お

尋ねいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 自伐型林業に限らず、間伐を行えば、その都

度、林地内の樹木数は減少します。要するに切

るわけですから、当然のことですが、本数は減

少します。 

 しかし、適正な規模と時間間隔で間伐を行え

ば、隣地内に残った樹木が順調に成長をいたし

まして、間伐周期を重ねるごとに、良質の大径

木になります。 

 杉やヒノキの木材は、基本的に大径木の市場

流通量が少ないこともあり、取引価格が有利に

働く一方で、伐採や搬出作業に係る経費や、労

働時間に関しては、小径木での伐採、搬出を行

うよりも、はるかに効率よく実施できるという、

そういったメリットがあります。 

 小規模自伐型林業が目指す１０年周期、２

０％の間伐により、最終的に２００年の大径木

を生産していく方法は、その発端となる作業道

開設の段階では、収入を得にくく、コストパフ

ォーマンスに問題があるとはいえ、長期的な森

林経営という点におきましては、経費をはるか

に収益が追い抜く形で逆転する、そういった理

想的な林業体系であるというふうに考えている

ところでございます。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） 今までお示しいただい

た試算には、幾つかの基本となる条件があるん

ですが、その点、順を追ってお尋ねしたいと思

います。 

 協力隊の３年間で、作業道の開設から伐採、

搬出、販売と、それぞれの経験を積んで、一定

レベルの技術水準に到達した。あとは現場で磨

きをかけていくだけとして、まずは、最初にか

かってくる事柄に、その作業を行う森林、施業

地確保をどう図っていくのか、という問題があ

ります。 

 先ほどから引用していますが、平成２７年６

月議会に際して、私の技術の習得を行うと同時

に、山林所有者に対するデモンストレーション

と、Ｕターン、Ｉターンを含めた自伐型林業を

施工する移住者を含めた方々の実績づくりを兼

ねた形の長期的な山林施業を、一種のモデル事

業として導入する。 

 そういうつもりはありませんか。そして、す

ぐにでも実施可能な市有林はありませんか、と

の質問に対して、沖本市長からは、宿毛市の市

有林で地形的条件を考慮した中では、Ｕ・Ｉタ

ーンを含めた新たな自伐林家の育成場所として

の適地があるとは言えない。そういう状況にな

っております、との御答弁で、これでは地域お

こし協力隊をお願いしても、その実技訓練を行

う実験林を見つけることさえ難しいのではある

まいかと、内心、暗たんたる思いをいたしたこ

とでしたが、実際には、私自身、最近、現地で

体験したことでしたが、協力隊の方々は作業道

の開設作業に従事されている。 

 まずは、この森林施業地確保の一般的な問題

に入る前に、これらの協力隊の方々には、どの

ような形で実験林が提供されているのか、その
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点お尋ねいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 先ほど来、平成２７年６月議会の沖本、当時

の市長の答弁等のお話が出てきていますが、当

時の沖本市長の考え方と少し、自分は考え方が

違っているというのを、まずもって話をさせて

いただきたいというふうに思います。 

 また、この協力隊につきましては、私が市長

になってから採用させていただいたものであり

まして、そういった形の中で、少し答弁が当時

とは変わってきているのかなというふうには思

いますが、今の考え方を述べさせていただきた

いというふうに思います。 

 協力隊員が林業技術を習得するためにトレー

ニングを行う目的で、横瀬川ダム付近の市有林

を確保しているところでございます。 

 この市有林は、ダムの関連工事で山頂付近ま

で作業道が開設済みでありまして、各種の林業

技術を習得するための研修場所として、適地で

あると判断をいたしました。 

 市有林以外にも、地域おこし協力隊の趣旨に

賛同をいただいた山主の方々から、実験林とし

て御提供をいただいた例や、また宿毛森林塾の

卒業生が所有する山林で、研修を兼ねて一緒に

作業をさせていただいている、そういった例も

あります。 

 そういった形の中で、皆さんに御協力をいた

だきながら、行っているというところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） 自伐型林業は、森林組

合などの事業体による、機械化された大規模な

活動とは違う。 

 基本的に小規模なものであるとはいえ、試算

に基づくだけでも、専業で行うとすれば、年間

４ヘクタールの森が必要である上に、間伐周期

を１０年として考えれば、それだけで４０ヘク

タール、つまり一人当たりトータルで４０ヘク

タールの森林が必要となるわけです。 

 もちろん、それは年を追って広がっていくた

めに、事業着手の最初から、それだけ必要とい

うわけではない。できれば数年間は続けられる

だけのまとまった面積が欲しいとはいえ、必ず

しも１か所でなくてはならないわけではないと

しても、やはり仕事の舞台となる森、施業地の

安定的な確保が問題となってきます。 

 現在、７名の協力隊の方々、自伐型林業の活

動を開始されようとする方が、来年任期終了と

いう方を筆頭に、今後さらに出てくることが想

定される。 

 そんな中で、市として、この施業地確保の問

題をどのように捉えているのか、お尋ねいたし

ます。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 卒業後の施業地につきましては、昨年度から

スタートしました森林経営管理制度による森林

の現況調査を行う中で、自伐林家による経営に

適した森林の抽出作業を行い、森林所有者との

協議の上、適当な森林については、協力隊員に

任せていけるような仕組みを検討をしていきた

いというふうに考えております。 

 また、協力隊員も、自らの努力によりまして、

山林所有者と良好な関係を構築し、施業地の確

保に努めてくれているところでございます。 

 施業地の確保につきましては、市としても積

極的に取り組まなければならない、そういった

課題というふうに、私自身も認識をしておりま

して、市有林も含め、施業地を集約化するため

に、必要な取組を今後も進めてまいります。 

 以上でございます。 
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○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） 市の所有する山以外に

も、隊員個人の交流範囲の拡大、モデルとなる

林地の形成と、山林使用者のアピール、市の広

報等による呼びかけ等々、多種多様な取組によ

る施業地確保が考えられるのでしょうが、聞く

ところによれば、佐川町では、専門のチームを

つくって、この林地集積に取り組んでいるとの

ことです。 

 どのような要因や、条件を前提に成り立って

いるのかまでは、私個人としては、全く無知の

状態なのですが、地域おこし協力隊の導入でも

見たとおり、林業分野での佐川町の取組は、大

きな参考になるものと考えます。 

 この施業地確保、隣地集積の取組は、森林環

境譲与税の趣旨に合ったものであるとして、当

市においても、積極的に検討し、取り組んでい

くべきではないのか、市長のお考えをお尋ねい

たします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 佐川町の取組につきましては、全国的に見て

も、先進的な取組事例として、私も承知をして

いるところでございます。 

 昨年度から開始された森林経営管理制度も、

佐川町の取組を参考にしたとも聞いているとこ

ろでもございます。 

 本市の場合、施業地確保の入り口であります

森林所有者を特定する作業から、相当な時間を

要することが想定されますが、森林組合にも御

協力をいただきながら、先進的な取組をされて

いる自治体等の例も参考にする中で、施業地確

保に向け、着実に業務を進めていきたい、その

ように考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） これは、施業地確保の

問題とも同様のことなんですが、自伐型に取り

組む人が増えてくればくるほど、補助金の必要

額は増えてくる。 

 例えば、作業道についても、試算にある１ヘ

クタール当たり３００メートルという数値が、

従事者の増加によってどんどん、伸びれば伸び

るほど、その必要額はどんどん大きくなるわけ

です。 

 補助総額の設定が十分対応できるだけの、言

うならば青天井ならいいのですが、場合によっ

ては、林家同士で補助金の限界内での食い合い

となって、勢いその活動量に制約がかかること

にもなりかねない。 

 今現在、その問題がどうなっているのか知り

ませんが、大いに懸念される点です。 

 この問題は、自伐型林業の普及を考える上で、

一種、決定的ともいえるような大きな要素であ

るだけに、市として、どのようにお考えなのか。

補助金確保の現状と展望とについて、お尋ねし

たいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 非常に大切な課題だというふうに認識をして

いるところでございます。 

 本市が設けている補助制度は、高知県の補助

制度に一部市費を上乗せ補助している形を取っ

ておりまして、高知県からの配分額によっては、

自伐林家の要望に応えられない場合もあります。 

 県には、引き続き、予算の確保をお願いする

とともに、昨年度から森林環境譲与税の配分が

始まりましたので、自伐型林業の普及のために

活用できないか、補助制度を含め、検討をして

いきたいというふうに考えているところでござ

います。 

 少し余談にはなりますが、先日、芳奈の運動
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公園のほうにマウンテンバイクコースを開設を

いたしました。 

 自転車を活用するまちづくりを進める中で、

市民の皆さんに、ぜひこの森林について、しっ

かりと学んでもらいたい、そういった思いがあ

ります。 

 ハイキングでもいいんですが、自転車に乗っ

て山の中に入って、こういった自伐林家の方々

がつくられた、そういった林道を抜けて、いろ

いろと山に触れて、環境について考えていただ

く、こういった形の中で、昨年度から活用がで

きるようになった森林環境譲与税のほうを、ど

ういうふうに活用していくのか、そういったの

を市民の皆さんと一緒になって考えていける、

そういったものだというふうに感じているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） 同じく経費に関する問

題ですが、先ほどから私、協力隊を卒業したら、

自力でと、まるですんなり進めるような話ばか

りしてきました。 

 ところが、事はそんなに簡単ではない点、と

うにお気づきのことだろうと思うのですが、自

伐型では、極力抑えてかかるとはいえ、事業に

は初期投資としての車両だとか、重機だとか、

林業機材といったまとまった備品、経費が不可

欠となります。 

 四駆の軽トラを自費で購入するとしても、小

型とはいえ、パワーショベルや、樹木の搬出に

使うトラックその他、リースに依存するケース

が増えると、経費負担が大きく事業を圧迫する。 

 この質問の冒頭、令和元年１２月議会におけ

る岡﨑議員の質問に対して、任期終了後の地域

おこし協力隊の起業を支援するため、起業支援

補助金を創設するなど、任期終了後も、本市に

定住していただくため、様々な支援体制づくり

に努めているところでございますと、このよう

に市長御答弁いただいているのですが、この自

伐型林業における起業後の慢性的な圧迫要因と

なりかねない機材のリース料金の問題について、

何らかの支援策はないものか、市長の御見解を

お尋ねいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 林業用機械のリース料に関する補助制度につ

きましても、既に高知県が実施をしておりまし

て、本市においても、活用しておりますが、人

気が高い補助金でもあり、市への配分が少ない

のが現状となっているところでございます。 

 そうした中、佐川町では、町が独自に林業用

の各種機械を購入し、安い金額でレンタルする

仕組みが採用されているところでございます。 

 自伐林家の方々にとりましては、経費削減な

ど、林業経営の安定に効果的であるといえます

が、維持管理費の増大や、老朽化に伴う機械の

入れ替えなどの経費を考えると、市で購入、保

有することは困難な状況であることから、先ほ

どの高知県が実施しているリース料の補助金制

度の充実を図ることで対応できればと、現在の

ところは考えているところでございます。 

 このリース、機材だけじゃなくて、車も一緒

でございますが、リースするのが得なのか、そ

れとも自分が持って、それを貸すほうが得なの

か、しっかりと計算をしないといけないという

ふうに思っております。 

 現在の宿毛市の状況を見たときは、補助金を

出して、リース会社から借りていただいたほう

が効率がいいというか、経済的なのかなという

ふうに判断をしているところでございます。 

 先ほども言いましたが、森林環境譲与税の使

い道というのは、これから皆さんと一緒に考え

ていかなければなりません。 
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 そういった形の中で、この森林というものを、

市民の皆さんと一緒になって守っていかなけれ

ばならない、そういった考え方の下で、しっか

りと事業展開を図っていきたい、そのように考

えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） この自伐型林業の問題、

森林組合や会社組織による事業体などの大規模

集中的な林業開発の例も含めて、それこそ問題

点は多種多様であって、到底、私などの力量の

及ぶところではない。その上に、１度や２度の

一般質問では、問い尽くせるようなものでもあ

りません。 

 今回はここら辺りで終わりにしたいと思うの

ですが、最後に、実は、最も基本となる出発点、

市の森林政策、林業戦略推進をしていく市長を

筆頭として、担当課を初めとする行政自体の体

制について、長期的な、そして一貫した目標を

持って貫き通すその中で、今、我々は戦略上の

どの時点にあって、どのような課題に直面する

とともに、今後はどのような方策を講じていく

必要があるのか、常に検証しながら、先取りし

ていく、そういう姿勢を忘れることのないよう

お願いするとともに、今まで市長、いろいろ林

業に対して積極的に姿勢をお話しいただきまし

たけれども、改めて市長の御見解をお尋ねいた

します。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 私の考え方をお示しを

させていただきたいというふうに思います。 

 皆さんも御存じのように、本市の面積になり

ますが、本市は面積の８４％が森林でありまし

て、優良な森林資源があるにもかかわらず、担

い手不足や、木材価格の低迷などの理由から、

多くの森林が手つかずのまま放置をされてきて

います。 

 非常にもったいない状況でもございますし、

これは環境にも、そしていろいろな観点から、

よくない状況でございます。 

 このような中、自伐型林業という新たな林業

スタイルを取り入れ、推進、実践をすることで、

森林所有者や、移住者でも林業従事者になり得

ることを証明をいたしまして、林業を盛り上げ

ていこうという方針を打ち出したところでござ

います。 

 自伐型林業は、専業のみならず、森林所有者

が自ら本業以外の空いた時間を生かして、副業

ないしは兼業の形で、実施可能な林業形態でも

ありますので、今年度につきましても、森林所

有者向けの林業研修であります宿毛森林塾を開

催するとともに、地域おこし協力隊制度による

新規林業就業者の獲得など、今後も宿毛市の林

業を盛り上げていくための施策を実施してまい

りたい、そのように強く考えているところでご

ざいます。 

 また、本市林業を成長産業として確立してい

くことを目標にいたしまして、自伐林家が行う

小規模林業と、森林組合などの林業事業体が行

う、そういった大規模集約型林業が、お互いに

その役割を補完し合う形の中で、さらに発展で

きるように、林業施策を推進してまいりたいと

いうふうに考えているところでございます。 

 この協力隊員につきましては、先ほども申し

ましたように、兼業型で行うことができる、本

当に自由な形で林業を行うことができるという、

新たなスタイルだというふうに感じているとこ

ろでございます。 

 それぞれの隊員が、どのような形で、今後、

宿毛市において林業を行っていこうと考えてい

るのか、しっかりと一緒になって考えながら、

進めていきたい、そのように考えているところ

でございます。 

 以上でございます。 
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○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） どうも、市長ありがと

うございました。 

 これで私の一般質問を終わります。 

○議長（野々下昌文君） この際、１０分休憩

いたします。 

午後 ２時１３分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ２時２４分 再開 

○議長（野々下昌文君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） １２番、松浦でござ

います。本日最後の質問になろうかと思います

が、いましばらくの御協力をお願いをいたしま

す。 

 それでは、通告いたしておる問題について、

市長並びに教育長に対して、一般質問を行いま

す。 

 まず、初めはオスプレイの宿毛への配備を防

衛大臣に直談判した中谷元防衛大臣の発言につ

いてであります。 

 私は、これまでも自衛隊の基地問題について

は、何度か反対の立場で質問をしてきた経緯が

あります。 

 オスプレイの宿毛への配備を、河野防衛大臣

に直談判した今回の中谷元防衛大臣の発言に対

し、多くの市民は不安に感じています。動揺が

生じています。 

 私は、市民の安全と安心を守るとの観点、併

せてオスプレイの宿毛への配備を、新たな軍備

拡大と新基地建設につながることになりますの

で、こうした動きに対しても、反対をしていく

との基本的な考えを持っております。 

 そして、オスプレイは海外では過去にも何度

も死亡事故を起こしております。まさにウィド

ウ・メーカー、いわゆる未亡人製造機とも言わ

れております。 

 オスプレイの配備については、全国各地にお

いても反対運動が起きているのが現状でありま

す。特に、佐賀県では、海で生計を立てている

漁民の皆さんから、宝の海を守れ、住民の命と

漁民の生活を守れと、反対運動の先頭に立ち上

がっています。 

 住民の皆さんを初め、労働組合の皆さん方々

等からの反対運動が巻き起こり、計画が難航し

ているというか、頓挫しています。 

 今、なぜ危険なオスプレイを宿毛市に配備し

なければならないのか、甚だ疑問に思われます

ので、以下、質問をいたします。 

 去る７月１４日、中平市長は河野防衛大臣に

対し、自衛隊基地誘致の陳情を行いました。そ

の会議における中谷元防衛大臣の発言は、先ほ

ども申し上げましたが、市民を不安に陥れてい

ます。 

 その発言は、佐賀空港で受け入れられないな

ら、宿毛への配備を求めるとの内容であります。 

 この発言を受けて、早速、我が党の福島瑞穂

代表から、高知に自衛隊誘致、中谷元防衛大臣

が河野大臣に直談判という内容のファクスが届

きました。まさに自衛隊の基地誘致という、宿

毛市議会の決議を受けての今回の防衛大臣に対

しての陳情の際における、同行していた元防衛

大臣の発言とはいえ、宿毛市民を初め、近隣市

町村に対して、何ら説明することなく、時の防

衛大臣に直談判したことに強い怒りを感じてい

るのは私一人だけでしょうか。 

 自衛隊の基地誘致については、幾ら議会決議

があるとはいえ、全会一致の決議ではなく、ま

してやオスプレイの配備については、市民や近

隣市町村に対し、全く説明もなく、市民合意が

得られていない中での発言であります。 

 まずお伺いいたしますが、今回の陳情への参

加者は、市長を先頭にして、どなたが参加され
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たのか、お示しをいただきたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 松浦議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

 オスプレイの話でございます。 

 ７月１４日の防衛省への陳情につきましては、

これまでと同様に、市、市議会、そして商工会

議所の三者で行ったものでございます。 

 私と議長、そして宿毛商工会議所会頭の３名

で陳情をさせていただきました。 

 当日は、中谷衆議院議員、中西参議院議員、

そして加藤県議会議員、今城県議会議員、そし

て高知県危機管理部長にも同行をいただいたも

のでございます。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 御案内のとおり、中

谷元防衛大臣は、幾ら高知県民であるとはいえ、

選挙区は高知１区であります。宿毛市の選挙区

は高知２区であります。宿毛市の課題を国に対

して陳情する場合に、高知２区選出の衆議院議

員の同行がなぜなかったのか、不自然に思いま

す。 

 宿毛市が選挙基盤としている高知２区には、

選挙区での戦いに勝利し、代議士として活躍さ

れている広田 一氏がおります。もう一人、小

選挙区での戦いに敗れたとはいえ、四国比例で

復活している山本有二氏がおります。 

 御案内のとおり、広田 一氏は、民主党内閣

であったとはいえ、防衛政務官の経験があるわ

けでございます。宿毛市に関する問題について、

国に陳情する場合には、地元選出の代議士が同

行するのは至極普通のことではないでしょうか。 

 なぜ選挙区の違う中谷防衛大臣が同行し、地

元選出の広田 一氏や、山本有二氏が参加され

ていなかったのか、その理由についてお伺いい

たします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 なぜ選挙区の違う中谷議員が同行し、ほかの

地元選出の議員が同行していないかという御質

問でございます。 

 中谷衆議院議員は、今回の要望活動だけでは

なくて、これまでも本市の防衛省への要望の際

には御同行いただいておりますので、今回も今

までと同様の形で御同行をいただけたものでは

ないかというふうに考えているところでござい

ます。 

 余談ではございますが、以前から、私が市長

になる前から、そういった形だったというふう

に記憶をしているところでございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 今、中谷議員の関係

について、お話があったわけですけれども、私

の質問した広田 一議員や、山本議員さんは、

どうして参加をされていなかったのか。宿毛市

から御案内というか、要請をしなかったのか、

そこら辺りも含めて、そのために参加をしなか

ったのかを含めて、答弁を求めます。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 今まで広田衆議院議員、また、以前は参議院

議員でございましたが、同行してもらったとい

うお話を聞いたことはございません。 

 今回、中谷代議士のほうへ、直接、宿毛市か

ら御依頼をしたという形ではなくて、同行をし

ていただいたという形の中で、来ていただいて

おります。 

 こちらから要請をして来ていただいたもので

はございません。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 
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○１２番（松浦英夫君） ということは、中谷

衆議院議員は、宿毛市から防衛省に陳情がある

ということを聞いて、同行した。そして、ほか

の２名の、地元高知２区選出の議員には、これ

までも御案内したことはないので、今回も参加

していなかった、そういうことでよろしいんで

すね。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 詳細については、一人

一人に確認を取らないと分からないところでご

ざいますが、今回につきましては、中西 哲参

議院議員のほうに、行くときには声をかけてほ

しいというような内容で、こちらとしても、お

願いをしたところでございます。 

 それで、中西参議院議員のほうから、中谷衆

議院議員のほうには、そのお話があったのでは

ないかなというふうに承知をしているところで

はございます。 

 あと、県議会議員２名につきましても、中西

参議院議員が御連絡をしていただいたかのよう

にお聞きをしているところでございます。 

 以上でございます。 

 もし間違っていたら、申し訳ございません。

そのように承知をしております。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 間違ってたらという

が、そのことが僕ら分からないのだから。そう

いういきさつがあったということが、自分たち

には理解をしておりませんので、質問をした経

緯があるわけでございます。 

 今回の陳情における会議の中での、中谷元防

衛大臣の発言は、先ほど触れましたが、新聞報

道にあるような内容であったのか、発言内容に

ついて、その場にいた市長として、詳しく説明

をいただきたいと思います。 

 私を初め、宿毛へのオスプレイの配備につい

て不安に感じ、反対をしている多くの市民の受

け止めは、幾ら元防衛大臣であり、１０期も務

めている議員であるとはいえ、突然に直談判す

るとは、到底考えられない。 

 今回の中谷元防衛大臣の発言は、事前に中平

市長と打合せの上での発言ではないかと思って

おります。 

 私としては、中平市長自らは、オスプレイの

配備については、真剣に考えているけれども、

市長自らが誘致について求めることは避けて、

同行している中谷氏が、元防衛大臣という肩書

がありますので、市長の代わりに防衛大臣に直

談判させたのではないかと考えます。 

 なぜならば、市民や近隣の市町村を初めとす

る関係者に対し、現時点では、全く何ら説明も

していない。ましてや、市民の世論を二分する

ほど難しい問題であり、市民合意を得ることが

難しいと考えた市長は、同行している中谷氏が

元防衛大臣という肩書がありますので、市長の

代わりに防衛大臣に直談判させたのではないか

と、推測があります。 

 そこで、市長は、今回の中谷元防衛大臣の発

言について、どのように受け止めているのか、

率直にお伺いいたします。 

 併せて宿毛市へのオスプレイの配備について、

必要であると思っているのか、市長の所見をお

伺いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 先ほど、間違っていたら申し訳ございません

と言ったのは、御本人に確認を取れていないお

話を、私のほうでさせていただきましたので、

そういった意味も込めて、中西参議院議員も含

めて、間違っていたら申し訳ないという言葉が

出てしまいました。 

 先ほども申しましたように、以前から、従来

そういう形で要望活動をしておりますので、こ
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ちらから要請するというよりは、そういった情

報の中で御同行をいただいているということで

ございます。 

 県会議員の方々も、そういった形で来ていた

だいているというところでございます。 

 それでは、答弁のほうをさせていただきたい

というふうに思います。 

 中谷衆議院議員の発言内容につきまして、ど

のように受け止めているのか。また、オスプレ

イ配備の必要性についての御質問でございます。  

 中谷衆議院議員のオスプレイ配備に関する発

言につきましては、一人の国会議員としての立

場での発言でありまして、御本人もマスコミの

取材に対し、新聞報道でもなされていますが、

オスプレイ配備は、地元で決定したことではな

く、あくまでも一国会議員の見方と答えられて

おりますので、このことについて、私がコメン

トすべきものではないというふうに考えている

ところでございます。 

 また、本市へのオスプレイ配備の必要性につ

きましては、河野防衛大臣は、７月１７日の閣

議後の記者会見におきまして、オスプレイの最

終的な配備先は、佐賀空港との国の考えを改め

て示したとの、マスコミ報道もなされておりま

すので、現段階で全く計画のない宿毛への配備

の必要性についての御質問につきましては、お

答えすることはできませんので、御理解を願い

たいというふうに考えているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 冒頭申し上げました

ように、７月１６日の高知新聞に、こういう形

で新聞に載ると、大変市民は動揺いたしており

ます。 

 中谷元防衛大臣が、一国会議員としての発言

であるとはいえ、宿毛市にとって、公式な陳情

の場での発言でございます。 

 このことについて、市長の意図に反するもの

であるならば、中谷元防衛大臣に抗議なり撤回

を、その場で求めるべきではなかったのかなと

いうふうに思うわけでございます。 

 その点について答弁を求めます。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 当時の要望活動の中で

は、議会議決を基に、議長、そして商工会議所

会頭とともに、それも、今までもずっと誘致活

動について要望している、そういった席での発

言でありました。 

 それも、そのことを主に話をしたわけではな

くて、そういった話の合間に出てきた一言だと

いうふうに、自分としては感じておりますので、

そのまま流れたような形でございます。 

 また、相手のほうからも、それについては、

もう決まっていることですからというような、

そんな感じで、さらっとしたと感じだったとい

うふうに、自分は認識をしているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 認識が非常に甘いと

いう感がするわけです。 

 市長の意見と、思いと違う発言を、公式の場

でされたわけでございますので、それについて、

はっきりと、その場で、幾ら一国会議員の発言

とはいえ、私としては抗議をすべきではなかっ

たかな。そのことが新聞に載ると、一定、市民

も納得と言いますか、理解をする部分もありま

すけれども、抗議をしなかったということは、

肯定をしたと。中谷発言を肯定をしたと受け止

めざるを得ないわけですけれども、この点につ

いて、市長の所見を求めます。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ
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きます。 

 抗議をしなかったら肯定とするという考え方

は、毛頭持っておりません。 

 ただ、抗議するにも、そういったことについ

て、検討をしていないわけでございますので、

当然、賛同もしなければ抗議もしなかったとい

うことでございます。 

 以上でございます。 

 なお、新聞、それから報道等の内容につきま

しては、それぞれが取材をして載せているもの

でございますので、それについてのコメントは

避けさせていただきたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） このオスプレイの配

備の問題については、全国各地でいろいろと反

対運動が巻き起こっております。 

 千葉県の木更津でも配備をされておりますけ

れども、反対運動が巻き起こっております。 

 特に、先ほど冒頭言いましたように、佐賀空

港の使用の問題についても、漁民を初め、皆さ

んから反対運動が起こる中で、計画が頓挫をし

ている。 

 宿毛市へ配備をするとなると、市民からの物

すごい反対運動が起こってくるだろう。そうし

た市民の思いと、国会議員の思いとはいえ、真

逆な発言に対して、同席しておった市長として

は、一定の声を出し、抗議なり撤回を求める行

動を取るべきではなかったのか、そういうふう

に思います。 

 再度答弁を求めます。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 繰り返しになりますが、

オスプレイ配備については、検討をしていない

状況でございますので、その場で特に抗議をす

ることはしておりません。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 理解に苦しむわけで

すけれども。 

 自分の思いと真逆なことを、公式の場で発言

しておるわけですから、中谷元防衛大臣は。中

谷議員、ちょっとそれは違いますよと、宿毛市

はこうですよと。宿毛市の考え方を正々堂々と、

中谷議員に対して、私は抗議という言葉で申し

ましたけれども、何らかのアクションを起こす

べきではなかったかなということを思うわけで

ございます。 

 堂々巡りになりますので。 

 次は、先ほども申し上げましたように、佐賀

県では多くの県民が反対する中で、配備計画が

頓挫しています。 

 佐賀県は、既存の空港を活用しようとしてい

ますが、宿毛へオスプレイを配備するとなると、

新たな空港建設が必要となってまいります。西

南空港に関しては、今回の要望書の中でも触れ

られております。 

 以前、民間の団体を中心にして持ち上がって

いた西南空港建設の動きと、連動するのではな

いかと思います。その場合には、お隣の愛媛県

との協議も新たに必要となってきますが、その

ことについて市長の所見を求めます。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） まず、少し松浦議員と

認識の違いがございます。 

 宿毛市民は反対なんだからというお話ありま

すが、先ほどから言っているように、反対も賛

成も、これについて議論をしていませんので、

分からないということでございます。 

 そういった形の中で、今回の質問もそうなん

ですが、オスプレイの配備につきましては、防

衛省としましても、佐賀空港にオスプレイを配

備する方針に変わりはなく、そのため、宿毛へ

の配備につきましては、具体的な計画がない状
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況でございます。全くそういった話がない状況

でございます。 

 松浦議員が言われます愛媛県、そしてほかの

近隣自治体におきましても、現段階で協議する

といっても、協議する内容に値していないとい

うふうに考えておりまして、当然、協議するよ

うなことは考えていないところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 確認させていただき

たいと思います。 

 この要望書の中にうたわれております西南空

港との絡み。この西南空港を造るという動きに

ついて、どういう取組だったのか。また、現在

も進行形なのか、そこら辺りについてお尋ねい

たします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 西南空港については、今から西南空港を造る

という話じゃなくて、今までそういった取組を

したということで、立地条件の話の中で、宿毛

の港であるとか、それから以前は西南空港の計

画もあったであるとか、そういうことを明記を

させていただいて、宿毛市がどういうふうなと

ころなのかということを書かさせていただいて

いるところでございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 私としては、市長は

そういう説明をするだろうなということは想定

はされますけれども、この要望書の中にある西

南地域における空港の立地条件等を考えると、

今回のオスプレイとが合致するという思いで質

問をさせていただきました。 

 それでは、新基地建設についての認識につい

て、お伺いをいたします。 

 新基地建設に向けての沖縄県の取組でありま

すが、沖縄県民の民意は、辺野古への新基地建

設については、反対の意見が多くあるのが実態

であります。 

 そのことは、各種の選挙結果を見れば明らか

なように、県民の世論としてあらわれています。 

 しかし、幾ら県民の反対があろうが、国が日

本国の安全保障や防衛を考えた場合に、必要で

あると判断した場合には、国家権力を行使して

でも、建設に向けて一直線に進んでいるのが沖

縄での基地建設の動きであると考えます。 

 新基地建設に関するとは思いますが、沖縄の

辺野古への新基地をめぐる動きについて、どの

ように考えておるのか、市長の所見をお伺いい

たします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 沖縄県辺野古への新しい基地をめぐる動きに

ついて、どのように考えているのかという質問

でございますが、他の自治体の状況、動向につ

きましては、それぞれの地域の実情は様々であ

るというふうに推測をいたします。 

 ここで私の考え方を述べるべきものではない

というふうに考えておりますので、答弁は差し

控えさせていただきます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） この問題についても、

想定内の答弁ということで、理解をいたします

けれども、基地を造る、オスプレイを配備する、

そういうことを決めた段階で、先ほども触れま

したように、国家権力を行使してまででも、配

備をしてくる、そういう危険性があるというこ

とを申し上げておきたいと思います。 

 先ほど、沖縄の基地建設について申し上げま

したが、このように沖縄の基地建設の実態を見

ればお分かりのように、今回のように、公費を

使ってまで自衛隊の基地誘致の陳情をすること
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は無駄な経費の使用になるのではないかと考え

ます。 

 こちらから陳情しなくても、防衛省は国の安

全保障の観点から、自衛隊の配備と新基地建設

を考えるのであります。その結果、宿毛への基

地建設が、我が国の安全保障や、防衛上必要で

あると考えた場合には、なりふり構いなく、沖

縄と同じように基地建設に向けて邁進していく

のであります。 

 このことを考えると、企業誘致の取組とは全

く違うのであります。市長の所見をお伺いいた

します。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 自衛隊の誘致につきましては、これまでも答

弁をさせていただいておりますが、地域経済の

活性化や、そして防災対策、さらには本市の大

きな課題でもあります人口減少対策にもつなが

るものと考え、誘致活動に取り組んでいるとこ

ろでございます。 

 また、市議会におかれましても、昭和５７年

３月には、景気浮揚対策の一環といたしまして、

海上自衛艦寄港誘致促進に関する決議、そして

平成３０年６月には、防災対策や人口減少対策、

地域経済の活性化など、多くの課題が山積をし

ている本市にとっては、多くのメリットが認め

られるとして、自衛隊誘致の促進に関する決議

がなされております。 

 これまでも市と議会、そして商工会議所が一

体となった取組を進めてまいりました。 

 過去におきましても、私が議員になってから、

それぞれの議長になられた方々は、呉のほうに

寄港誘致に行っていたというふうに記憶をして

おります。 

 どなたが議長になっても、行っていたという

ふうに記憶をしているところでございます。 

 基地誘致の陳情は、経費の無駄ではないか、

企業誘致の取組は違うとの御質問でございます

が、防衛省の訪問につきましては、今回もそう

ですが、誘致活動だけではなく、西日本豪雨な

どの災害対策や、そして艦船の宿毛湾港への寄

港についてのお礼、また大規模災害に備えた事

前復興のための情報交換、情報収集の機会とし

ても、訪問をさせていただいているものでござ

います。 

 そういったお話も、ずっと中でさせていただ

いている、そういったところでございます。 

 なお、自衛隊の誘致は企業誘致とは手法は違

いますが、目的は同じく、地域の課題の解決、

地域の活性化でありまして、決して無駄な経費

だとは考えていないところでございまして、こ

れからもそういった活動をしていきたい、その

ように考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） これ以上、質問して

も、型どおりの答弁しかないというふうに理解

をしますので、質問いたしませんけれども、こ

の１７日に新聞発表されて以来、市民の中では、

反対運動、署名活動に取り組んでいる皆さんも

おるわけでございます。 

 そういった面で、市民も今回の中谷発言は、

本当に市民を分断する発言だということを申し

上げまして、次の質問に移ります。 

 次は、新型コロナウイルス対策についてであ

ります。 

 この問題については、市長並びに教育長にお

伺いをいたします。 

 日頃より新型コロナウイルスの感染拡大を防

ぐ取組や、経済支援に向けて努力されているこ

とに対しては、敬意を表します。 

 そこでまず、宿毛市における現在の新型コロ

ナウイルスの感染状況について、市長としてど
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のような認識であるのか、まずお伺いをいたし

ます。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 宿毛市における新型コロナウイルスの感染状

況についてでございますが、３月３１日に本市

における初の感染者が確認され、４月１５日に

は宿毛市非常事態宣言を発出するに至るほど、

一時期は感染の拡大が深刻な状況となりました。 

 そのような状況の中、事業者の皆様に対しま

しては、休業や営業時間短縮等の要請を行い、

小中学校の休校や、保育園の登園自粛要請、公

共施設の貸館の休止等、市民の皆様に対しまし

ては、様々な制限をおかけいたしましたが、皆

様の御協力により、４月２０日の感染確認を最

後に、本日まで本市における感染者は確認され

ていない、そういった状況でございます。 

 本当に皆さん、ありがとうございます。 

 全国的な感染状況は、いまだに落ち着きが見

られず、県内でも感染者の確認が散発していま

すが、現在の本市の状況は、幸いにも落ち着い

た、そういった日々が続いているところでござ

います。 

 市民の皆様や、事業所の皆様の感染防止対策

の徹底があるということは、日々実感をしてお

りますし、事業所向け支援の一つとして取り組

んでおります、宿毛市中小企業新型コロナウイ

ルス感染症対策事業費補助金の支給実績を見ま

しても、市内において感染防止対策が進んでい

ることが分かるところでございます。 

 どれだけ感染防止対策を徹底いたしましても、

感染リスクがゼロとなることはありません。し

かし、一人一人の基本的な感染防止対策を継続

していくことが、感染する人を減らすこととな

り、感染拡大を止めることになります。 

 宿毛市は、国の緊急事態宣言が全国に拡大さ

れる前に、独自の非常事態宣言を発出し、あら

ゆる手段で市民の皆様に感染防止対策の周知を

行ってきたことで、市民の皆様の感染防止対策

の意識が高くなり、新しい生活様式を積極的に

取り入れていただけているものというふうに認

識をしているところでございます。 

 重ねて、御協力いただいております市民の

方々に、本当に感謝をいたしております。 

 今後は、感染防止対策を徹底しながら、これ

まで以上に社会経済活動を拡大させていかなけ

ればならないと、そのように考えておりますの

で、地域の活性化につながる取組を進めてまい

りたい、そのように考えているところでござい

ます。 

 なかなか一部では締めながら、一部では緩め

るということでは、本当に難しい施策ではあり

ますが、経済をしっかりと回していくためには、

そういったことをする、そういった手法を取っ

ていくしかないというふうに考えているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 御案内のとおり、宿

毛市の主要な産業は、農業や漁業を初めとする

一次産業であります。 

 今回の新型コロナウイルスの感染により、一

次産業を初め、飲食業等、宿毛市における経済

活動にも大変な影響が出ているところでありま

す。 

 各種の対策を行う上からも、新型コロナウイ

ルスの感染による経済的に被っている影響を調

査し、その調査を基にして、対策をしていかな

ければならないのではないかと思います。 

 そこで、宿毛市として、各種の経済活動にお

ける影響について、どのように把握しているの

か、あわせて宿毛市の今日の経済状況はどうな

っているのか、お伺いをいたします。 
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○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 本市の経済状況につきましては、財務省高知

財務事務所が公表する高知県内経済概況、そし

て日本銀行高知支店が公表する高知県金融経済

概況などの各種資料や、事業者等への聞き取り

を実施をいたしまして、その把握に努めている

ところでございます。 

 国の事業者向け金融支援策であるセーフティ

ーネット保障に係る認定状況や、そして宿毛市

コロナ対策緊急支援給付金の申請状況を見ます

と、コロナに関する経済的なダメージは、飲食

業や宿泊業だけでなく、様々な業種に及んでい

ることが分かります。 

 また、私もそれぞれの場所に出向いて、それ

ぞれの現状について、直接お伺いをする機会を

つくっているところでもございます。 

 感染拡大防止対策といたしまして、実施され

ていた各種制限も、段階的に緩和され、個人消

費の持ち直しなどにより、徐々に回復傾向に転

じた業種もありますが、依然として非常に厳し

い状況にあると、そのように自分自身考えてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 経済的な支援という

部分に関連すると思いますけれども、国民一人

当たり１０万円を給付するとした特別給付金の

給付状況について、お示しをしていただきたい

と思います。 

 併せて、宿毛市での未支給の方への対策等、

こういう取組をしてきたという部分があれば、

これについても、併せてお示しをいただきたい

と思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 宿毛市における特別定額給付金の給付につき

ましては、令和２年８月１８日をもって、総務

省の定める申請期限を迎えたため、現時点で給

付は終了をしているところでございます。 

 給付状況といたしましては、給付の対象とな

る１万１１５世帯、そして２万５２名でござい

ますが、こちらの方々に対して、世帯の９９．

７％に当たる１万８２世帯、人数の９９．８％

に当たる２万１６名への給付が完了をしている

ところでございます。 

 本市では、広報誌やホームページ等を通じて、

給付申請を呼びかけるとともに、７月からは、

給付申請をされていない方への電話連絡や、戸

別訪問を行い、連絡の取れない方については、

御自宅に申請勧奨のはがきを投函するなど、給

付率１００％を目指して取り組んでまいりまし

た。 

 最終的には、給付金の受取辞退の申出があっ

た方４名、基準日の４月２７日以降に亡くなら

れた一人世帯の方、この方々が９名、そして申

請されなかった方が２３名ございましたので、

合計３３世帯３６名が未支給となっているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 今の答弁の中で、９

９．７％の給付率であり、亡くなられた方や、

申請をしなかった方を含めて３３世帯が未支給

という状況であると思います。 

 これも数字、願わくば１００％というのが、

思いでございましたけれども、制度の課題もご

ざいまして、９９．７％、未支給が３３世帯、

非常に、そういう意味では高い数字かなという

ふうに思いますが。 

 政府は、２回にわたって補正予算を組んで、

対策を講じております。その中で、地方に対す
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るコロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金として、宿毛市に対して、数字が間違ってい

たら御指摘を願いますけれども、予算書を見る

限り、５億３，４６２万７，０００円が交付を

されております。 

 今回の宿毛市の補正予算の中でも、各部署の

対策として、それぞれ対策予算が計上されてお

りますが、宿毛市が予算化した総額は、全体で

幾らなのか。５億３，４６２万近くの国庫補助

金に対して、宿毛市の予算はどうだったのか、

お示しをいただきたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時

交付金の対象事業につきましては、８月の第３

回宿毛市議会臨時会までに予算化したものが、

合計で３億４５８万８，０００円となっている

ところでございます。 

 また、本議会に提出をさせていただいており

ます補正予算においては、新たに３億１，１８

０万７，０００円を追加することとしておりま

して、総額で６億１，６３９万５，０００円を

予算化することとしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 国から５億３，４６

２万円で、宿毛市の対策予算として６億１，６

３６万円。ということは、そういう面では、補

助金を超える宿毛市独自の補正予算ということ

になれば、１億円近くが宿毛市の一般財源から

投入をされたということでいいわけですね。確

認です。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをします。 

 そういうことでございます。差額については、

一般財源で出させていただくという、そういっ

た予算書になっております。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 先ほども触れました

けれども、今回も補正予算を組んでおりますけ

れども、この補正予算で宿毛市の対策としては

十分であるというふうに考えているのかどうか、

市長の所見をお伺いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 十分かという御質問でございます。 

 本市では、先ほど御説明いたしました交付金

の対象となる予算を初め、それに加えて、国や

県の補助制度を活用しながら、本議会まで、本

議会上程したものも含めてですが、本議会まで

に総額で２７億４，５５７万２，０００円の新

型コロナウイルス対策関連予算を計上し、対策

に取り組んでいるところではありますが、今日

におきましても、全国各地で新たな感染者が確

認され、事態の収束が見通せない状況であると

ともに、感染症を取り巻く状況は、日々刻々と

変化していく中、これらの予算をもって、十分

な対策が講じられているとは認識しておりませ

ん。 

 そして、感染症対策はもとより、市民生活、

経済活動への影響や、新たな生活様式への対応

を踏まえ、今後もその時々の状況に応じた対策

を講じていく、そうした必要があるというふう

に考えているところでございます。 

 本市が対策を講じていくに当たり、活用でき

る財源は、議員も御承知のとおり、限られてい

る状況ではありますが、引き続き、国、県の動

向を注視しながら、必要なときに必要な対策を

講じることができるよう、今後も検討を進めて

まいりたい、そういうふうに考えています。 

 しっかりアンテナも張りながら、要望すると

ころには要望もし、そして市内のそれぞれの事

業主、市民の方々の生活をしっかり見定める中
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で、対策を講じていきたい、そのように考えて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 次は、７月２２日か

ら始まったＧｏＴｏキャンペーンについて、少

しお伺いをいたします。 

 全国的なコロナウイルスの感染拡大により、

国民には自粛を求め、県をまたぐ移動が制限さ

れる等した結果、ホテルや旅館業等、観光業を

営む方々にとって、予約がキャンセルされるな

どして、大打撃を受けているのが現状であると

思います。 

 このことについては、連日、マスコミ等で報

道をされております。 

 そこで、政府は、こうした皆さんを支援する

ことを目的として、ＧｏＴｏキャンペーンと銘

打って取組を行っております。 

 今回の新型コロナウイルス対策としてのＧｏ

Ｔｏキャンペーンについては、全国の知事の中

からも反対する声や、地方自治体の中からも、

心配する声があがっています。 

 私としては、人の流れは全国的に広がること

による感染の拡大のリスクがあるものと考えま

す。 

 新型コロナウイルスの感染拡大の全国的な広

がりを見せる中、果たして国家予算１兆６，７

９４億円もの巨額の予算を使ってまで行う事業

であるかどうか、甚だ疑問に思います。 

 新型コロナウイルスの感染拡大の収拾のめど

が立っていない中での取組について、市長とし

て、どのように考えておるのか、認識をお伺い

いたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 国が実施しておりますＧｏＴｏキャンペーン

は、国内の観光需要を喚起し、新型コロナウイ

ルス感染拡大により疲弊した地域経済を再興さ

せるための施策であると、そのように認識をし

ているところでございます。 

 先ほど言った緩めるほう、こちらの施策だと

いうふうに思っております。 

 もちろんコロナ禍での事業実施につきまして

は、反対意見があることも承知をしております。

何事におきましても、賛成、反対それぞれある

というふうに思います。 

 しかしながら、いわゆる新しい生活様式を実

践し、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を

十分徹底しながら、本市への人の流れをつくり、

地域経済を回復させていく必要があると考えて

いるところでもございます。 

 先月８月９日・１０日に、本市で開催いたし

ましたすくもチリリンまんぷくライドも、その

一環といたしまして、国の実施するＧｏＴｏト

ラベル、また幡多広域観光協議会の実施するは

た旅クーポン事業と合わせまして、実施をいた

しました。 

 ２日間で延べ１５６名の県内外の方に申込み

をいただいたところでございます。 

 また、市内の宿泊施設や飲食店によりますと、

先月の連休中や、お盆時期には、多くの県外観

光客が訪れていたとのことでございます。 

 こうした状況の中、本市における新型コロナ

ウイルスの新規感染者が、９月に入っても、現

在、発生をしていないことから、感染予防と経

済活動の両立ができていたのではないかと、そ

のように考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 今、市長自ら答弁が

あったように、８月９・１０日の自転車のキャ

ンペーンですかね、あれについても、感染者が

出なかったということを考えれば、あれですけ
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れども、なぜこの時期にという声が、私のとこ

ろに届いておるのも、これもまた事実でござい

ます。 

 そうした面で、事業による感染者は出なかっ

たけれども、各種の取組が中止をされるという

のが現状であろうかというふうに思います。 

 次は、これは若干、説明といいますか、仕組

みについてお示しをいただきたいわけですけれ

ども、市民の皆さんから私のところに届くのは、

内容が分かりにくい。そして、利用したいけれ

ども、どうしたらいいのか、という声が多く聞

こえてきます。 

 そこで、どうすれば活用できるのか、ＧｏＴ

ｏキャンペーンの流れといいますか、仕組みに

ついて、お示しをいただければ幸いでございま

す。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 いろいろな事業を中止するのは、本当につら

いですけれども、逆に簡単なんですね。ただ、

コロナの感染対策をしながら、リスクを下げな

がら、物事を動かしていくというのは、本当に

大変で、労力も必要とします。 

 そういった形の中で、スタッフ初め、職員も

そうですが、本当に苦労して、今回のイベント

を開催していただきました。 

 １５６名という話をさせていただきましたが、

これ１日１００人が限界だろうということで、

実は１００人で規模も限らせていただいて開催

しましたが、１日目はほぼ満員、来られたとい

うことでございました。 

 これからもいろいろなイベントをやっていく

上で、やめてしまいたいという思いが強いんで

すが、できる限り、地域経済を回していくため

に、そういったイベント等も必要なのかなとい

うふうに思っているところでございます。 

 また、後ほどの質問等ででもあるところでは

ございますので、余り詳しくは言いませんが、

やはり県が整備をしました土佐清水市のＳＡＴ

ＯＵＭＩ（さとうみ）、非常に人が来て、コロ

ナ感染に関して、非常に不安がる声もありまし

たが、その一方で、非常に大きな経済活動とし

て、その数字はもう既に出てきているところで

ございます。 

 そういった、非常に難しいところではありま

すが、バランスを取りながら行っていきたい、

そのように思っているところでございます。 

 それでは、ＧｏＴｏトラベルについてでござ

います。 

 このＧｏＴｏトラベルは、国が実施をする制

度でありまして、直接、宿毛市が関わっている

ものではございませんので、国が示しているそ

の内容を説明するような形になることを、まず

もって御了解を願いたいと思います。 

 まず、ＧｏＴｏトラベルの仕組みについてで

ございますが、国内旅行を対象に、旅行代金の

３５％分の割引と、１５％分の地域共通クーポ

ンを、旅行者に付与するもので、一人１泊当た

り２万円、日帰り旅行につきましては、１万円

が上限となっているところでございます。 

 次に、この制度の利用方法といたしましては、

旅行会社、または宿泊施設予約サイトを通じて、

あるいは直接、当該制度に参加している宿泊施

設に連絡をして、キャンペーン適用の旅行商品

や、宿泊プランを申込みすることで、先ほど御

説明させていただいた３５％分の割引と、１

５％分の地域共通クーポンを受け取ることがで

きるというものでございます。 

 ただ、現在のところ、３５％分の割引のみ先

行して実施している状況でありまして、１５％

分の地域共通クーポンにつきましては、１０月

より開始する予定であるというふうにお聞きを

いたしているところでございます。 
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 議員御指摘のとおり、少し分かりにくいとこ

ろがあるのかなというふうに、私自身も感じて

いるところではございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） それでは、市内のホ

テル業者の中で、業者の申請が要ると思うんで

すけれども、申請をして、ＧｏＴｏキャンペー

ンの認可を受けられている業者、何社ぐらいあ

るのかお示しをいただきたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 これも国のホームページ上で確認をするとい

うことで、確認をさせていただきましたが、Ｇ

ｏＴｏトラベルに参加している市内の宿泊施設

につきましては、現在、７事業者が登録されて

いるようでございます。 

 地域共通クーポン券事業の参加店舗につきま

しては、９月から募集を開始しておりますが、

まだ国のホームページ上で公表されていない、

そういった状況のようでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 市内で申請しておる

のは７業者ということは、中小の旅館業者につ

いては、そういう面で恩恵を受けてないかなと

いう感がするわけでございます。 

 それでは、最後になりますけれども、ＧｏＴ

ｏキャンペーンと趣旨は同じではないかと思い

ますが、宿毛市は６月議会において、幡多広域

観光協議会運営事業負担金として、１，０４８

万６，０００円を計上し、観光対策の一助にす

る計画でありますが、現時点での効果について、

お伺いをいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 このＧｏＴｏキャンペーンは、宿泊業者のほ

うから申請をするような形になっていますので、

小規模の宿泊業者でも、申請さえすれば登録で

きるというふうに承知をしているところでござ

います。 

 ぜひ、登録をしていただきたいというふうに

思います。 

 それでは、お答えをさせていただきます。 

 幡多広域観光協議会が実施をするクーポン券

事業、通称、はた旅クーポンは、当該制度に参

加した宿泊事業者が、クーポン付宿泊プランを

用意をし、それを利用して、幡多地域の宿泊施

設に、宿泊した旅行者に対し、大人（中学生以

上）１名につき５，０００円分の地域クーポン

を配付する事業でございます。 

 まだ、現在も宿泊施設で配付をしている、そ

ういった期間中ではありますが、８月末までに、

当市で換金したクーポンの枚数は２，６９２枚

で、金額ベースで１３４万６，０００円となっ

ているところでございます。 

 やはりこういったところに、しっかりと観光

施策を打ち込んだところとの差が出てきている

かのように考えているところでも、分析をして

いるところでもございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） ＧｏＴｏキャンペー

ンを初め、全体的な分については、以上で質問

を終わらせてもらいます。 

 次は、学校におけるコロナウイルス対策につ

いて、教育長にお伺いをいたします。 

 宿毛市教育委員会として、学校における児童

生徒に対し、コロナウイルスの感染防止対策は

どのように取り組まれているのか、私としては、

十分に把握できていませんので、お伺いをいた

します。 
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 次に、学校の休校による授業時間の確保につ

いては、大変重要な課題でもあります。特に来

年、受験を控えている小学校６年生、中学校３

年生の児童生徒の皆さんの不安は並大抵でなか

ろうかとは思います。 

 児童生徒だけではなく、御父兄の皆さんも心

配されていることでしょう。 

 各学校現場や教育委員会としても、大変苦慮

されて、それぞれ授業時間の確保対策について

は、万全の取組をされていると思いますが、ど

のようになっているのか、お伺いをいたします。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、１２番議員

の一般質問にお答え申し上げます。 

 新型コロナウイルス感染防止対策についての

御質問でございますけれども、市内全小中学校

において、本年３月４日からの一斉臨時休業に

伴いまして、令和２年度におきましては、２４

日間程度の授業日が不足することなりました。 

 この日数を補うため、市内全小中学校で夏休

みを短縮をする。さらには、各学校それぞれの

学校において、時間割の編成の工夫であります

とか、あるいは学校行事の見直し、精選などを

行うことによって、先ほど申し上げました不足

する２４日分については、今現在しっかりと確

保して取り組んでいただいております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） そういう面では、御

苦労さまでございます。 

 この授業時間の確保との関連もあるわけです

けれども、冬休みや春休み、これについては、

私としては影響があるというふうに思っておる

んですけれども、これについて、冬休み、夏休

み、春休みの対策について、どのような取組を

しようとしているのか、お伺いをいたします。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 休業によって不足する授業時間の確保につき

ましては、先ほども申し上げましたように、夏

休みの短縮等によって、既に不足分の日数は確

保いたしておりますので、今現在は冬休みや春

休みの期間への影響を及ぼすものではありませ

ん。 

 この夏休みについても、今後、コロナウイル

ス感染が想定をされるということをもって、か

なり各校において、それも含めて夏休みの授業

時数を確保していただいております。 

 そういったことで、ある程度の余裕を持って、

授業時数は確保していただいているものという

ふうに認識をいたしております。 

 しかしながら、今後、宿毛市において新型コ

ロナウイルスの感染がさらに拡大をするような

場合は、再び、学校を臨時的に長期にわたって

休業することも想定をされますので、教育委員

会といたしましては、学校における感染防止対

策と合わせて、授業時間の確保についても、学

校現場と十分連携をしながら、留意をしてまい

りたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 新聞等を見ると、イ

ンフルエンザとコロナの感染が、再発が同時期

ではないかというふうな新聞報道もありますけ

れども、今、教育長が言われましたように、な

いことを祈っております。 

 もう１点、部活動の取組についてお伺いいた

しますけれども、学校が休校となっています。

そのために、私としては、各中学校における部

活動にも影響が生じていると思いますけれども、

どのような影響が生じているのか、部活動対策

について、お示しをいただきたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 
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○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 部活動についての御質問でございますが、学

校休業中は、当然ながら部活動も感染拡大防除

のために自粛をしてまいりました。 

 どのような影響が生じているのかとの御質問

でございますけれども、宿毛市におきましても、

文化部や運動部それぞれの部活動におきまして、

通常でありましたら、地区大会から勝ち上がっ

て全国大会へと続くものが、四国大会や全国大

会が中止となったものや、さらには地区大会そ

のものも、開催をされていない部活動もござい

ます。 

 学校再開後の日々の練習においても、長期休

業によりまして、子供たちの体力が落ちている

ということも想定をされるために、徐々に体を

ならしていくための指導、通常の指導と違って、

まず体力づくりから始めなきゃいけないと。 

 さらには、３密を初めする感染症対策に常に

留意しながら、部活動を進めていかなければい

けない、そういう対応が求められているところ

でございます。 

 また、試合につきましても、遠征等の移動や、

宿泊の課題など、可能な限り感染症対策を行っ

た上での活動が求められている状況でございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 一方、今年の夏は例

年になく猛暑が続いておりまして、残暑も非常

に厳しい毎日が続いております。 

 そして、授業時間の、先ほどの答弁にありま

したように、確保という観点から、夏休みも大

幅に短縮をされております。 

 こうしたことから心配するのが、児童生徒に

対する熱中症対策であります。 

 教育委員会や現場の先生方も、十分な取組が

行われているとは思いますけれども、宿毛市教

育委員会として、どのような対策を講じている

のかについて、お示しをいただきたいと思いま

す。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 熱中症事故の防止につきましては、例年、各

学校において対応していただいておりますけれ

ども、今年度につきましては、議員御指摘のよ

うに、コロナウイルス対策と合わせて、非常に

猛暑が続いたということで、特に留意をしなけ

ればいけない。 

 さらには、近年、全国的にも熱中症事故が多

く確認をされているということを踏まえまして、

本市においては、猛暑が続く中、そして先ほど、

議員御指摘のように、夏季休業期間も短縮をし

ての授業であると。そういったことも踏まえま

して、児童生徒等の熱中症対策に向けた取組と

いたしまして、適切な水分補給はもとより、気

候等の状況によっては、マスクをはずすという

こと。それから、幸い、普通教室、各教室には、

エアコンを整備しておりますので、とにかくエ

アコンを積極的に活用すること。それから学校

現場と連携をしながら、コロナウイルスと合わ

せて、特にこの夏は熱中症対策を十分講じるよ

うにということで、現在も取り組んでおります。 

 ９月とはいえ、まだまだ暑い日が続いており

ますので、十分気を引き締めて、子供たちの健

康管理には取り組んでまいりたいというふうに

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） もう１点、お伺いし

ます。 

 各学校では、地域の皆さんを巻き込んだ取組

として、開かれた学校づくりと地域との交わり
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を、関わりを強めておるのが、現在の実態であ

ります。 

 地域との関わりを強めていくことは、今後の

学校運営を考えた場合、そのウエートは大変重

要であります。 

 宿毛市教育委員会として、どのように取り組

もうとしているのか、その方向性についてお伺

いをいたします。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 現在、宿毛市では、議員御指摘のように、開

かれた学校づくりを初め、宿毛小学校で取り組

んでおりますコミュニティスクール、さらには

市内全ての小中学校で取り組んでおります地域

学校協働本部事業など、地域と学校が連携・協

働し、未来を担う地域の子供たちの成長を、地

域社会全体で支え、推進する取組を行っている

ところでございます。 

 学校を核といたしまして、学習支援や部活動

支援、登下校時の見守りなど、様々な活動を行

うことにより、子供たちの健やかな成長に資す

ることはもとより、地域の教育力の向上を初め、

地域の方々の人材活用や、生きがいづくり、さ

らには教職員の負担軽減にもつながるものとい

うふうに考えております。 

 今後におきましても、新型コロナウイルス感

染症の対策を取りつつ、引き続き、これらの取

組を推進してまいりたいというふうに考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 今まで、学校の授業

日数の確保とか、熱中症対策等質問してきたわ

けですけれども、私としては、全国の学校現場

や、教育委員会で混乱をしている諸悪の根源は、

２月２７日の安倍総理による全国の教育委員会

や現場に何ひとつ相談しないまま、休校要請が

突然なされたことにあると思います。 

 総理大臣に休校を決める権限も、要請する権

限もないはずであります。公立学校であれば、

学校を管理運営する教育委員会ではないでしょ

うか。 

 教育長として、今回の総理による休校要請に

ついて、どのような法的根拠や、権限に基づく

ものと考えているのか、所見をお伺いいたしま

す。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 政府による休業要請について、どのような法

的根拠や権限に基づくものかの御質問でござい

ます。 

 休業の要請につきましては、令和２年２月２

８日付で文部科学省事務次官から、学校教育安

全法第２０条に基づいて、臨時休業を行うよう、

お願いする旨の通知がございました。 

 また、同日、高知県教育長より、３月４日か

らの臨時休業措置を行うよう、お願いする旨の

通知もあったところでございます。 

 学校教育安全法第２０条には、学校の設置者

は、感染の予防上必要があるときは、臨時に、

学校の全部又は一部の休業を行うことができる

とございますので、本市といたしましては、新

型コロナウイルス感染防止対策と、児童生徒の

安心・安全の確保のための要請と判断をいたし

まして、休業を決定したものでございます。 

 なお、議員御指摘のように、市町村の設置す

る学校の休業決定は、設置者である市町村教育

委員会が決定するものと認識をいたしておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 答弁になかったと思
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いますけれども、総理による休校要請について

の法的な根拠が、どんな権限に基づくものと考

えているのか、この部分について、休校する部

分については、学校教育安全法の２０条にあり、

これについては理解できますけれども、総理の

今回のことについて、なかなか当事者じゃない

教育長に質問するのもあれかと思いますけれど

も、総理の２月２７日の休校要請が、これによ

って全国の地方の教育委員会が混乱を起こし、

学校現場で混乱を起こしているわけでございま

すので。 

 答弁を求めます。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 ２月２７日の総理の休業要請の法的根拠とい

う御指摘でございますけれども、先ほど申し上

げましたように、我々は文部科学省のほうから、

２８日付で学校教育安全法第２０条に基づいて

休業をしてほしいという要請を受けております。 

 同じく、高知県教育委員会からも、県立学校

と同様に、３月４日から休校してほしいという

要請を受けております。 

 先ほども申し上げましたように、最終的に学

校を休業するかどうかの判断の権限は、市町村

立学校であれば、私ども宿毛市教育委員会とい

うことでございますので、私どもはそういう認

識の下で、教育委員会として判断をして、休業

決定したということで御理解いただきたいと思

います。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） くどいようですけれ

ども、総理大臣 安倍晋三氏の休校要請が、多

くの学校現場、教育委員会現場に混乱をまき散

らすと言っても過言ではない、そのことだけを

申し述べさせていただきます。 

 地方の教育委員会の休校要請についての対応

は、まちまちでございます。８月３日の新聞を

読ませてもらいます。 

 中には、総理の要請が示されたから、臨時休

校を決めたとする教育委員会、時間的余裕がな

かったから、教育長による専決で、この休校に

ついて決めたとの事例が起きております。 

 宿毛市教育委員会として、宿毛市における休

校を決定するに当たり、教育委員会を開催する

等、十分な委員会における議論を行う中で、決

定したとは存じますが、宿毛市教育委員会の対

応について、どのような過程を取ってきたのか、

その対応についてお示しをいただきたいと思い

ます。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 ３月４日からの休業につきまして、先ほど申

し上げましたように、国や高知県教育委員会か

らの要請に基づきまして、宿毛市教育委員会に

おきましては、２月２８日、要請のあった日の

午後１時から、臨時の教育委員会を開催をいた

しました。 

 それに続いて、教育委員会終了後、臨時の校

長会を招集をいたしました。 

 その中で、教育委員の皆さん、いろんな御意

見をいただきました。 

 それから、校長会でも、どういう形が一番子

供たちに影響が少ないのかということも含めて、

検討をしてきた、協議を重ねてきたところでご

ざいます。 

 その結果、国からの要請は、３月２日の月曜

日からの休業でございましたけれども、宿毛市

教育委員会として、保護者の皆様への周知や、

学校現場の混乱を避けるため、本市としては、

県のほうからの要請もございましたけれども、

３月４日から全ての小中学校を一斉に休業する
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ということといたしました。 

 その後も、新型コロナウイルス感染防止に向

けまして、様々な状況に対応すべく、毎月開催

をしております教育委員会の定例会はもとより、

状況に応じまして、臨時会を４月の６日、７日

と、２日続けて開催をいたしております。 

 そういう中で、とにかく子供たちにとって望

ましい形、教育環境に適応できるように、協議

検討を重ねてまいったところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 宿毛市教育委員会と

しては、私が先ほど申し上げましたような専決

事項とか、教育長の、教育委員会を開かずに決

めたという事例はなかった。確実に教育委員会

を開く中で、教育委員の皆さん、そして学校現

場の皆さんの声を聞きながら、決定をしたとい

うことで、理解をするところでございます。 

 最後の質問になるわけでございますけれども、

休校を決定するに当たっては、休校した場合に

おける子供たちに与える影響について、どのよ

うに議論をしてきたのかを併せて、校長と教育

現場の声に耳を傾けるべきであったと考えます。 

 また、休校による影響については、父兄の皆

さんからも御意見を拝聴することも大切であっ

たと思います。こうした問題についても、宿毛

市教育委員会としては、議論と検討は十分にな

された上での決定であったと思いますが、現場

の声を聞く取組について、教育長の所見をお伺

いをいたします。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 先ほどの答弁と重複いたす部分もございます

けれども、休業決定を含め、感染防止の課題の

取組といたしましては、国や県の動向、宿毛市

の感染状況等を、学校現場等と共有する中で、

方向性を決定しているところでございますけれ

ども、現在においても、先ほど市長からもござ

いましたように、幸いにも宿毛市では感染者、

発生しておりませんけれども、常に感染防止対

策に取り組んでまいらなければいけないという

ことで、学校、教育委員会ともども、緊張感を

持って取り組んでいるところでございます。 

 休業となる子供たちにつきましては、長期休

業期間中は、在宅での生活ということでござい

ますので、御家庭で看護が難しい低学年の児童

を、学校及び放課後こども教室や、学童保育で

の受入れ、それから休業に伴い、不足する学習

時間を確保するための夏季休業期間の短縮、さ

らには学校行事の音楽祭や水泳大会の自粛等、

子供たちに与える影響というのは、様々考えら

れますけれども、学校現場や保護者の皆さんの

意向も踏まえまして、先ほど、御所見ありまし

たように、休業の決定に際しても、保護者、各

学校において、保護者の皆さんの御意見も十分

に承る中で、最終的に教育委員会として休業決

定した経緯がございますので、そういったこと

を、今後もそういう保護者の皆様含めて、関係

機関と連携を取りながら、十分に感染防止対策

に取り組んでまいりたいというふうに考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 教育長から懇切丁寧

な答弁をいただきました。 

 ぜひ、主人公は子供たちでございます、子供

たち、そしてまた父兄の皆さん、そしてまた教

育現場を預かる現場の校長先生等、皆さんの御

意見を聞きながら、教育行政を回させてもらい

たいし、コロナウイルスが学校から発生しない、

子供たちから発生しない、そういう環境づくり

等についても、全力で取り組んでいただきたい

ということを申し上げまして、私の一般質問を
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終わりますが、最後に申し上げておきます。 

 私自身、この宿毛へのオスプレイの配備、反

対をし続けることをこの場でお約束をして、一

般質問を終わります。 

○議長（野々下昌文君） お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたし

たいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて延会することに決し

ました。 

 本日は、これにて延会いたします。 

午後 ３時５２分 延会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（野々下昌文君） これより本日の会議

を開きます。 

 この際、議長から報告いたします。 

 １３番、寺田公一君から、会議規則第２条の

規定により、欠席の届出がありました。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。 

 １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） １番、今城です。今回

もよろしくお願いいたします。 

 まず、大項目の１番、オスプレイ誘致問題に

ついて伺っていきます。よろしくお願いします。 

 今年７月１４日、市長、議長らが防衛省に自

衛隊誘致の陳情の際、同行した中谷元防衛大臣

と中西参議院議員が河野防衛大臣に、オスプレ

イを佐賀が受け入れないなら、宿毛で受け入れ

られると進言したことが明らかになりました。 

 そこで、宿毛へのオスプレイ誘致発言の市長

の見解から確認させていただきます。 

 まず、昨日の松浦議員の質問に対する市長答

弁から確認しておきます。 

 その１つ目は、中谷元防衛大臣のオスプレイ

誘致発言は、一国会議員としての発言であり、

コメントする立場にないと答えられました。 

 それから次に、オスプレイ配備の必要性は、

市として検討しておらず、賛成とも反対とも言

えないと答えられました。 

 ３つ目は、防衛相が配備計画を予定してない

宿毛へのオスプレイ配備の質問には、コメント

を差し控えるということでした。 

 それでは、お聞きしたいと思います。 

 防衛大臣に提出した要望書は、宿毛には西南

空港予定地もあり、海上、航空、陸上部隊編成、

訓練の最適地であるとし、オスプレイ誘致発言

と一体化して見えてしまいますが、このオスプ

レイ誘致は一体誰の要求と捉えたらよろしいの

か、お聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 皆さん、おはようござ

います。今城議員の一般質問にお答えをさせて

いただきます。 

 手元にも配付物が今朝配られておりました。

これは議長の許可を取って配付をされたという

ことだと思いますが、ここに写っている写真と

かは、許可を取って写真を掲載されているんで

しょうか。 

 また、先日、これとは違うビラなんですが、

私の自宅にも、ポストもあるんですが、ポスト

じゃなくて玄関の足マットにばらまくようにビ

ラを置かれていたところでもございます。 

 こういったビラ、責任を持って作られている

ということだと思いますので、取扱いについて

も慎重にしていただきたいというふうに思った

ところでもございます。 

 昨日、松浦議員への一般質問の答弁、繰り返

して言っていただきましたが、そのことについ

ては、そういうことでございます。 

 また、発言についてのお話がありました。こ

れにつきましては、松浦議員の答弁と同じでご

ざいます。中谷衆議院議員の発言でございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 写真は、防衛省のホー

ムページから引用させていただきました。 

 それでは、まず、一体誰の発言か、国会議員

２名の要望であると。要求であると。ほかの要

求ではないと捉えたらよろしいんでしょうか。 

 それでは、次の質問をします。 

 要望書提出者である市長、議長、商工会会頭

は、オスプレイを受け入れられるとして自衛隊

誘致を求めたのではないですよね。 

 もう一回確認します。要望書提出者である市
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長、議長、商工会会頭は、オスプレイ、これを

受け入れられるとして自衛隊誘致を求めたので

はないか。これを確認させてください。 

 お願いします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 今までも、何度も御説明をさせていただいて

いることと全く変わりはございません。 

 自衛隊の誘致ということで動いております。

何が来るとかいうものは全く決まっていない状

況で、それについて、いい、悪いというお話は

できない、そういった形の中で、いろんな可能

性を模索しながら、自衛隊誘致に取り組んでい

るところでございます。何もオスプレイに限っ

たことではございません。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 明確な発言が得られま

せんので、これまでの話、今の話から捉えると、

オスプレイ誘致も、自衛隊誘致の選択肢に入る

というふうに私は捉えてしまいました。そのよ

うなことでいいんでしょうか。まだオスプレイ

は反対という線は出していないと。それから、

オスプレイ誘致というのも、一つ考慮に値する

ものであるという線に見えてきます。 

 それでは、次の質問に移ります。今度は中項

目の２番に入ります。 

 もし、宿毛が受け入れられるとした中谷氏の

発言、そのオスプレイが宿毛に配備された場合、

住民への影響について確認したいと思います。 

 その対象となる陸自オスプレイ、佐賀に今、

配備が予定されていて、頓挫しているやつです

が、対象となる陸上自衛隊オスプレイ、これは

どんな任務を負って、どんな訓練を行うのか、

ぜひ、御存じである部分をお知らせ願いたいと

思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 明確と言われましても、先ほども言ってます

ように、いろいろなものがあると思います。 

 今城市議も御存じだと思うんですが、いろい

ろな配備、ありますよね。何かオスプレイに特

化してお話をされていますが、そういった形の

中で宿毛市、まだまだどういったことが可能性

としてあるかということを模索しているところ

でありまして、そういった中で、例えば、可能

性が見えてきたようなものがあれば、そのこと

についてしっかりと検討し、そして宿毛市にと

って、それが有益なものなのか、そういった議

論を進めていかなければいけないというふうに

思っているところです。 

 このオスプレイについては、非常に、昨日来

言っていますが、マスコミ報道でもされている

ところでございまして、今のところ１７機です

か、これを佐賀空港に配備する方針ということ

で、これについては防衛省のほうもそのように、

特にそれに対して変わった話は聞いてませんの

で、そういうふうな形の中で、本市への配備計

画というのは当然ないわけでございます。 

 中谷議員の言われた発言を捉えて、いろいろ

と憶測を立ててお話をされているようでござい

ますが、今のところと言いますか、全くそうい

った具体的な配備計画等ありませんので、それ

について検討もしていなければ、それについて

準備をしているところでもございません。 

 それを一つ一つ、いろんなものに対して、全

てにおいて検討するということは今の状況では

不可能ですので、そういった形の中で、オスプ

レイについても考えていないというところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 
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○１番（今城 隆君） それでは、私も調べて

きました。防衛省のホームページ、またはウィ

キペディアとか、そういうところでまとめてみ

ました。 

 佐賀空港、これに配備予定している１７機の

ＣＶ－２２型というのは、優れた機能を持って

いるようです。レーダーも配備して、夜間も低

空飛行ができると。夜間、山岳部を低空飛行し、

敵地に侵入、そして、特殊部隊の輸送を想定し

た特殊作戦機であると書かれていました。 

 これは、佐賀空港に配備の目的は、佐世保の

水陸機動団、つまり、海上上陸作戦などを行う

日本版海兵隊と言われています水陸機動団と一

体で運用して、南西諸島防衛において、日米合

同作戦も想定しているものというふうにありま

した。 

 だから、これが来れば、毎日低空飛行訓練及

び夜間飛行訓練を行い、１７機そろえば、１日

１５回の離着陸をすると防衛省が回答していま

す。どこに回答しているかと言えば、今、暫定

配備の木更津市に対してそう回答したというこ

とです。 

 それが宿毛に入ってくることとなればという

ことで、市長に伺いたいと思います。 

 想定です、あくまでも。宿毛にオスプレイ１

７機、あるいはその半分とか、入ってきて、訓

練を行うようになるとすれば、それが宿毛西南

空港予定地になると思われるんですが、市民に

どのような影響を与えるとお考えでしょうか。

ぜひ聞かせてください。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 何度も同じ答弁になって、大変聞いている方

には申し訳ないんですが、検討してませんので、

どうなると思いますかと言われても、現在、答

えるものを自分は持っていません。ウィキペデ

ィアとか、ネット上でいろいろ調べて、コロナ

のときもそうですが、いろんな情報が出ていま

す。そういったのでいろいろ考えることも必要

だとは思いますが、現在、宿毛市としてオスプ

レイ配備については全く話もありませんし、ま

た、自分としても、可能性というものを見出し

ている、そういったものではございませんので、

検討をしていないというところでございます。 

 また、西南空港のお話をしますが、西南空港

予定地とおっしゃっていただくことは大変あり

がたいことですが、予定地であったところであ

りまして、現在は西南空港自体は進んでいない

というか、もう予定地だったという、少し過去

の話になったところでありまして、空港に対し

ては、現在、整備に向けて動いていないところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） ２０年ほど前にボーリ

ング調査、仮設計もできているという土地だと

思っています。 

 それは今、計画にはないんでしょうが、要望

書には、宿毛西南空港予定地もあると、訓練に

も使えるということで要望がなされているとい

うことです。 

 当然、佐賀空港で有明海漁協が反対の声を上

げて進まないという状況。あそこは、最初は４

５億円の補助金をということで進めていました

が、なかなか漁民が受け入れないと。漁業被害

が起こるんだと。 

 それからやっぱり、超低温の被害などが漁に

も影響すると。そういう心配をされているとい

うことらしいです。 

 オスプレイが、今、日本に１７機入ってきて

います。それから、米軍との共同訓練によって

どんどん飛び始めました。 

 東京、神奈川、千葉、静岡、佐賀、そして沖
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縄など、高知でもオレンジルートを低空飛行の

例が増えてきています。 

 その各地の反対運動は、低空飛行による物す

ごい騒音、落下物事故、そして最も心配される

墜落の危険を訴える住民の運動です。 

 オスプレイ反対署名運動のことに移りますが、

これは宿毛市でも、御存じのとおり始まってい

ます。 

 反対する市民の会の署名内容は、宿毛へのオ

スプレイ誘致発言は、住民意思を無視した地方

自治への背徳行為であり、許すことはできない。

宿毛の自然、住民の生活と健康を守るため、断

固反対するというものです。 

 第１次集約では、２，０００筆あまりをまと

めて、近日中に市長と議長宛てに提出するとい

うことらしいです。 

 そこで市長に伺います。 

 住民から多くの反対署名が寄せられているこ

とについてどう思われますでしょうか。お聞か

せください。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 先ほど来お話させていただいてますように、

防衛省として本市への具体的な配備計画という

のは全くあるわけではございませんが、そうい

った、やはり不安視する方々がいろいろなお話

をする中で、署名を集めているというお話を少

し聞いたところでございます。 

 署名を提出していただく際には、しっかりと

その内容も見させていただいて、そしてまた、

御提出いただいた方々の御意見を聞かさせてい

ただきたい、そのように思っているところでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） どうぞ、ぜひ、意見を

しっかりお聞き願いたいと思います。 

 私も当然反対ですから、署名の協力もいたし

まして、結構多くの声を聞きました。賛成派も

当然、反対派もおられます。 

 ここで、今議会の補正予算が気になります。 

 補正予算に水陸両用機活用可能性調査事業委

託料、３０８万円というのがありました。この

水陸両用機活用可能性というのは、自衛隊機の

活用可能性ではないでしょうか。お聞かせくだ

さい。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 自分も議会人でありましたので、議会のルー

ルは分かっているつもりでございます。 

 通告にもない、そしてまた、本議会の予算議

案をこの一般質問ですることについては、以前

のルールからはかなり離脱、離れている、して

はいけないことではないかなというふうに思っ

たところではございますが、答えられる範囲内

で答えさせていただきます。 

 宿毛湾にぜひ観光誘致という形の中で、水上

飛行機を飛ばしたいということで、現在、瀬戸

内海でやっているせとうちシープレーンという、

これはもう３年ぐらい前から自分のほうでアプ

ローチをさせていただいた事業でございます。 

 その遊覧飛行をしている飛行艇で、関西空港

と、今、コロナ禍ではありますが、インバウン

ドのお客さんを何とか宿毛湾に連れてこれない

かなということで、ずっと温めてきた事業でご

ざいます。 

 防波堤が完成しないと宿毛湾の静穏度が上が

らないということで、防波堤の完成を待って、

このたび、試験的な運航をしていただけるとい

うことでございまして、民間の遊覧飛行、飛行

艇でございます。水上飛行機でございます。自

衛隊とどういった関係があるかは分かりません
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が、全く関係がないものだというふうに私は思

っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） それで安心しました。 

 水上着陸できる飛行艇ということですね。分

かりました。 

 自分も今朝知ることができました。これはと

思いました。水陸機動団は、水上から上陸する

訓練をします。前市長のときだったと思います

が、ホバークラフト、エルキャックと呼ばれる

陸上訓練をする候補地として白浜などを調査し

たという事例がありました。 

 まさに、自分も今回調べて、オスプレイ誘致

とこの陸上作成、水陸機動団と類似の訓練場と

いうのを模索しているように、非常に勘ぐって

しまうわけです。勘ぐるわけですね。それは証

拠がないですから。けれども、やっぱり情況証

拠としては、そのような動きが感じられます。 

 昨年６月、自分も、一番最初の議会質問にな

りましたので、中谷氏が国会防衛委員会で、宿

毛へオスプレイ誘致を考慮してはどうか、それ

の検討条件に当たるのではないかと質問してい

ます。全く同じ発言が出てきたと。 

 ですから、何らかの形で、誘因する力学がこ

の宿毛市政にも働いているのではないかと心配

しているところです。そういうことになるんで

す。 

 私たちの人生や生活にも影響を与えるような

重大事だと私は考えます。 

 私たちの重大事を私たちを外して勝手に決め

るなと。こんな思いは私にもあるし、署名を書

いていただく方、署名を集めている住民の会、

推進ばかりではなく、反対住民の声もしっかり

聞いてくださいというのが願いということです。

しっかり声を聞き取ってあげてほしいと思いま

す。 

 そこで、市長に確認したいと思います。 

 十分な論議と十分な住民合意がない以上、市

がオスプレイ誘致を進めることはないことを約

束してください。 

 十分な論議や住民合意がない以上、市がオス

プレイ誘致を進めることはない。こう約束して

いただけませんでしょうか。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 議場でありますので、議事録も取り、後でま

たそれを検証することもできるというふうに思

いますが、先ほど来、少し、この場でお話をし

ておかないといけないのかなと思うことが何点

かありました。 

 まず、西南空港、設計とか、それからボーリ

ング調査というお話がありましたが、そういっ

た事実は、私のほうは聞いていないところでご

ざいまして、それを何を基にお話をしているの

かなというふうに思いながら聞いていました。 

 また、先ほど、せとうちシープレーンの話が

ありましたが、議会はルールにのっとって、議

案、特に新しいことに関しては、新規事業調査

表をつけて、議会の開会前、１週間前に配って

いますので、見ていただければ内容は分かるは

ずです。本日の朝、気が付いたというのは、本

人がそこを見ていなかったからだというふうに

思ったところであります。 

 それから、いろんなことがあります。今回の

オスプレイに至るまで、まずは自衛隊の基地誘

致、非常に、議会を挙げて議論もしましたし、

特別委員会も設置し、そういった形の中で決議

もいただいた、そういった案件であります。当

然、賛成の方もおられて、反対の方もおられる。

反対の方の御意見も聞かさせていただく中で、

そういった形で、現在、宿毛市動かさせていた

だいております。 
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 いろいろな形の中で住民の皆様方の御意見を

聞きながら進めていくということは、大変重要

なことだと思っておりますので、できる限りそ

ういったことをしながら、市政運営を進めてい

きたいというふうに思っておりますが、いろい

ろなルールの中で、限られた時間、そういった

形の中でしっかりと議論を進めていかなければ

ならないというのも事実でありまして、やみく

もに議論を尽くせ、尽くせというお話ではなく

て、どういうふうな形の中で議論をしていった

ら、より市民の方々の多くの意見を聞くことが

できるのか、そういった献身的な御意見を、ぜ

ひ、今城議員のほうからも御提案をしていただ

いて、一緒になって取り組んでいきたいという

ふうに思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） オスプレイの質問につ

いては、この辺で終わりにしたいと思いますが、

やはりこのオスプレイ発言の真意というのはど

こにあるのかと。防衛のことか、人口増のこと

か、経済か、災害対策か。それから市民のため

か、それとも利益誘導か。これを機に、これら

に見られる、ここに見られる政治、自治の姿に

ついて、私たち市民、県民総ぐるみで大いに論

議すべきではないかと考える。そのように私は

思うわけです。 

 何か明確ではないまま、何か水面下で進行し

ているような、こういうことを感じる宿毛市政

になっているんじゃないかと。これは私の感想

であります。 

 次に、大項目２番、市庁舎高台造成工事の件

に移っていきます。 

 高台造成工事の完了時期をお聞きします。 

 造成工事の完了時期が遅れる心配はないのか。

もし遅れるとすれば、どの程度なのか、その要

因と合わせてお聞かせください。 

 よろしくお願いします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 高台造成工事の進捗につきましては、８月３

１日現在で、計画進捗率７０．５％、これは計

画です。この７０．５％に対しまして、６８．

２％の進捗となっておりまして、計画との差は、

マイナス２．３％、要するに、マイナス２．３

でありますので、２．３％の遅れとなっている

ところでございます。 

 現状の遅れにつきましては、７月に降雨日、

雨の日が多かったことや、アクセス道での表面

崩壊、表面の辺りが少し崩れたということでご

ざいます。これが要因でありますが、大きな遅

れに至っておらず、完成時期は、工期である１

２月２８日を予定しております。工期としては

予定どおりに完成するだろうということでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） それでは、工期遅れの

要因は、特に発生していないと捉えてよろしい

のでしょうか。 

 続きまして、設計変更ガイドライン及び設計

変更手続、１億２，０００万円の変更手続とい

うことになりますが、それについて確認します。 

 高台造成工事実施計画書の特記仕様書第２４

条の中に、設計図書の変更は、県の建設変更ガ

イドラインによることと記載されておりました。 

 今回の高台造成工事１億２，０００万円の増

額変更契約は、設計変更ガイドラインに基づい

て手続が行われたのかどうか、お聞かせくださ

い。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 一部書類の作成が不足している部分はありま
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すが、高知県の設計変更ガイドラインに沿って

設計変更を行っているところでございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 設計変更ガイドライン、

ちょっと確認したいと思います。読みます。 

 設計変更金額が、当初の３０％、または２，

０００万円を超えるときは、設計変更に関する

事務取扱要領に基づき、別途契約を行うことを

原則とするとあります。 

 そして、その事務取扱要領には、変更範囲は、

当初金額の３０％以内かつ２，０００万円以内

で、延長数量が２０％以内である、と書かれて

おりました。 

 本件は、１億２，０００万円増額して、搬土

の延長数量が、２，４００立米から２７万立米、

つまり１１２倍増加しています。 

 この文面から見ると、明らかに変更範囲を逸

脱して、別途契約にすべき案件ではなかったか

と。別途契約にすべき案件だったということに

なろうかと思います。 

 さらに、事務取扱要領には、条件変更等の処

理については、受注者に変更等確認要求書を提

出させる。その上で所属長の決裁を受けるとあ

ります。 

 市長も言われたように、書面によらない口頭

要求と協議で契約変更になってしまっています。

ガイドラインに従っていないのじゃないかと思

うわけです。 

 市長に確認します。今後のことです。今後の

設計変更処理は、ガイドラインに沿って、書面

による協議を経て決裁を行うよう約束していた

だけますでしょうか。 

 お願いします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 約束していただけるかという前に、議員、読

まれたのは途中までですよね。原則とするとい

うところで止めましたが、その後文章がありま

して、「原則とするが、一体施工の必要性から

分離発注できないものについては、適切に設計

図書の変更及びこれに伴い必要となる請負代金

又は工事の変更を行うこととする」というふう

につながっています。「が」がありますので。 

 そういうふうな記載がありまして、今回のケ

ースも以前からずっと答弁しております。一体

施工の必要性から変更契約としたものでござい

まして、ガイドラインに沿ってやっているもの

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 問題はそこです。後で

こういう論議が行ったり来たりするというのは、

やっぱり書面に残していないということが私は

最大の原因ではなかったかと思うわけです。検

証がすぐできて、正当性を確認できるというこ

とが今後必要になってくると思いますので、書

面記載による決裁をしっかりしていただくこと

をよろしくお願いいたします。 

 それでは、大項目３番の新型コロナウイルス

感染症対策に移らせていただきます。 

 まず、防疫対策についてお伺いします。 

 防疫対策のポイントは、感染もしくは感染が

強く疑われるものと、濃厚接触者と、それ以外

に分けて対応することが一般的なことです。そ

してそれを効率的、効果的に行うためには、広

範な検査体制と隔離環境を整えるということに

なろうかと思います。 

 今回は、このことに対して自治体として何が

できるかについて質問させていただきます。 

 まず、ＰＣＲ検査体制について伺います。 

 知事が、県民がＰＣＲ検査を受けやすくする

ため、一般医療機関に協力を呼びかけていると

言っておりましたが、幡多地域の検査体制がど
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のようになっているのかをお聞かせ願えればと

思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 コロナウイルスに移る前に、先ほど書面に残

していないからこういうことになるというお話

がありました。 

 一部書類がないという話はしましたが、書面

の確認としましては、受注者からの事実の確認

請求を受け、それを施工計画打合簿にしっかり

と記録をしているところでございます。 

 そして、課内での決裁も受けた上で経済比較

等の検討を行い、庁内での協議を経て変更を行

っているところでございますので、しっかりと

残してますので、また御確認いただければと思

います。 

 憶測や推測で話を持っていかないように、ぜ

ひ確認をしていただけたらというふうに思うと

ころでございます。 

 それでは、コロナウイルス感染症についてお

答えをさせていただきます。 

 これまで、高知県内の医療機関からのＰＣＲ

検査依頼につきましては、新型コロナウイルス

健康相談センターで受け付け、保健所が受診調

整をし、帰国者・接触者外来等で検体採取を行

い、高知県衛生環境研究所でＰＣＲ検査を実施

していたところでございます。 

 そうした中、唾液検体によるＰＣＲ検査が保

険適用されるとともに、民間検査会社による医

療機関からの受託検査が開始されるなど、検査

を取り巻く状況が変化してきたことや、次の季

節性インフルエンザ流行期に備えた体制整備が

求められていることに伴いまして、新たな検査

体制を構築する取組が行われ、必要な院内感染

対策を行い、医師の判断で検体採取できる医療

機関を検査協力医療機関と位置づけまして、県

内医療機関に協力を呼びかけ、住民が安心して

受診できる外来検査体制の強化が図られました。 

 現在の状況といたしましては、９月１０日に

検査協力医療機関の一覧が高知県のホームペー

ジで公表をされているところでございます。 

 そして、９月１４日時点では、幡多地域で検

査ができる医療機関は１５施設となっておりま

して、そのうち６施設が宿毛市内の医療機関で

ございます。 

 なお、新たに追加された検査体制は、検査協

力医療機関を受診し、医師が総合的に判断して、

新型コロナウイルス感染症を疑うとされた方が

検査を受けることができまして、採取された検

体を民間検査会社に送って検査するという流れ

となっている、ということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 県のホームページを私

も見て、私が見たときには、１１日でしたが、

市は５つの病院、追加がもしありましたら教え

てください。いなげ胃腸科内科、大井田病院、

奥谷整形外科、幡多けんみん病院、筒井病院、

あともう一つ入ったんでしょうか。 

 どれも、やはりかかりつけ医に電話予約して

受診するようにと書かれていました。ありがた

いことです。検査体制は、かなり幡多地域は整

ったと安心しております。 

 今言われたことですが、ＰＣＲ検査費用、こ

れはもう、検査の必要があると判断された方に

なるということは、保険医療適用になるという

ことですね。よろしいでしょうか。もしよかっ

たら確認させてください。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 医師が判断して可能性があるということであ

れば、保険医療ということで間違いないと思い
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ます。 

 それから、あと、追加の病院は田村内科クリ

ニックでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） ありがとうございまし

た。 

 じゃあ、次の質問に移らせていただきます。 

 介護、福祉施設への援護体制について伺って

いきます。 

 高齢者施設などの感染対策は、防疫上大変重

要な位置づけになろうかと思います。 

 入所者や職員への定期的な検査、施設内感染

が出た場合の援護体制など、宿毛市として想定、

あるいは準備していることがあったらお知らせ

ください。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 まず、施設職員のＰＣＲ検査につきましては、

各施設がどのような体制で検査を実施している

のかなど、全てを把握しておりませんが、保健

所の指導の下、実際に症例が発生した場合はも

とより、平時の検査についても現行の法令等に

基づきまして、適切に実施していただいている

と考えております。 

 次に、施設への援護体制につきましては、現

在高知県が主体となりまして、感染防止のため

の施設改修やマスク、そして、飛沫防止パネル

等の物品購入に要する経費に対しての補助事業

を実施しているところでございます。 

 また、施設内での感染防止対策のため、各施

設で自主点検を実施していただき、結果の提出

を受ける中で、状況を把握をすることとしてお

ります。 

 本市におきましても、感染症対策の充実を図

るために、高齢者や障害者の入所施設等を対象

とした新型コロナウイルス感染症対策に係る研

修会を開催することとしておりまして、現在調

整を進めている、そういった最中でございます。 

 事業所の状況や感染の状況等によりまして、

必要とされる支援が異なるため、感染症を発生

させない、たとえ発生した場合においても、重

症化させないことが重要であると考えておりま

すので、今後も高知県や各事業所と連携を図り

ながら、必要とされる支援を行ってまいりたい、

そのように考えております。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 定期的な施設の検査体

制、一定されているということで安心しました。 

 調べていると、松戸市が、なかなか優れた取

組をしている。松戸市というのは、４０万人ぐ

らいの大きな都市ですから、ちょっと状況は違

うかもしれませんが、高齢者施設の職員、ある

いは６５歳以上の無症状者への検査を対象とす

るものですと。 

 ということで、保険対象にならないもの、確

か１万円以内ぐらいで抗原検査、たんぱく質で

検査するというものですが、それの５，０００

円分を援助し、本人同意の上で検査結果を市の

感染防止策に活用するということがありました。 

 症状が現れていない方に市の中でどれぐらい

の感染状況があるのかと。ある線が出てきたと

きに非常に有効な対策のデータになる可能性が

あると思っています。 

 もし施設が完了をしているとすれば、６５歳

以上の健康者でその実態、今は全く問題ないと

か、あるいは、数百名に１名出ましたというこ

とで、防疫対策という、その先を読める可能性

があろうかと思います。市民の活動の制限もか

なり解かれていく可能性があります。 

 つまり、自分たちは今大丈夫な状況であれば、

活動を進めることができる。そういう経済的に

もプラスになる側面を考えるところであります。

こういうのもぜひ、使えるようであれば検討し
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ていただきたいと思っています。 

 続いて、近いことになるかもしれませんが、

自宅待機、感染者、濃厚接触者の隔離、待機者

への支援について伺っていきます。 

 自宅待機を要請されている濃厚接触者のため

に生活支援や自宅待機できにくい方へのホテル

指定とか、その経費補助など、市として何か手

だては考えていませんでしょうか。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 軽症者、軽い症状の方向けの宿泊療養施設に

つきましては、高知県が施設を選定し、調整を

行っていると聞いておりますので、県から市に

対しまして、協力依頼があった場合には、でき

る限り協力は行いたいというふうに考えており

まして、県のほうにもそういったお話をさせて

いただいているところでございます。 

 次に、濃厚接触者となり自宅待機されている

方への支援についてでございますが、現時点で

は、県が保有する濃厚接触者の情報を市町村と

共有することとされていないため、市が個人を

特定して、積極的に生活支援等の対応を行うこ

とは、非常に難しい状況でございます。 

 濃厚接触者は感染者ではありませんので、自

宅待機は保健所からの要請であり、人ごみを避

け、マスクを着用しての定期的な受診や、そし

て食料品など生活必需品の買物までは規制をさ

れていないところでございます。 

 また、濃厚接触者の健康観察期間中は、毎日

保健所から電話による健康観察が行われており

まして、生活支援が必要な場合などの相談には、

保健所から御本人に市の窓口など対応可能な機

関を紹介していただけていると聞いております

ので、支援が必要な場合は、御本人から市に対

して申出があるものというふうに考えておりま

す。また、そうしていただきたいということを

県のほうと連携を取っているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 情報提供ですね、秘密

保護がありますので、それはなかなかできにく

だろうと思いましたが、相談窓口という手があ

るなということは思っていました。 

 やはり、同じ方法で、既に５月ぐらいから初

めているところが多く出てきました。今回、今

出しているのが、愛知県日進市、これも結局、

保健所との連携によって自宅待機者、これは当

然生活に困る方がいますので、市の窓口に相談

していただければ、買物支援とかその他、可能

な限り対応しましょうと、そういうことで外部

接触を本人も避けたいし、条件を整えてあげる

ということがされています。大阪市もそういう

ことをやっていましたし、春日井市などもネッ

トで出てきました。 

 ぜひ、今の時点でどうこうということはない

かと思いますが、確か４月から５月にかけてＰ

ＣＲ検査待機者をちょっと見たときがあります。 

待機者と言われる方が２０人を超えるぐらいの

ときがあったんじゃないかと。ＰＣＲ検査が進

むに当たって、その濃厚接触者というのを何人

今日は検査したというのがあります。ですから、

そういう待機者が宿毛にいるんだなと思いなが

ら見たところでしたので、この方全てが家庭で

うまく隔離状況ができているのかどうか、非常

に心配するところでした。 

 そういったところの応援ができる市の体制が

あれば、なお一層、感染防止は一歩進む可能性

があると考えています。ぜひ、また検討してい

ただきたいと思います。 

 次に移ります。 

 続いて、各種支援制度の周知及び申請状況に

ついて伺いたいと思います。 
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 まず、市が把握しているコロナ対策給付金制

度等の申請状況を教えてください。また、対象

者に対する周知の工夫も合わせてお伝えくださ

い。 

 よろしくお願いします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 各種支援制度の周知につきましては、ホーム

ページや広報紙、地区長回覧による各戸配布、

そして、屋外放送での告知、さらに各種通知書

等への周知文書を同封、一緒に入れるなど、

様々な手段を活用して周知に努めているところ

でございます。 

 また、新型コロナウイルス感染症対策といた

しまして、実施される各種支援事業につきまし

ては、国、県の制度を含めますと多種多様であ

り、情報格差が生じやすい状況となっておりま

すので、電話相談や各種申請手続の機会を活用

した制度周知に努めているところでございます。 

 次に、宿毛市独自で実施をする事業者向け支

援策の申請状況につきまして説明させていただ

きます。 

 宿毛市による休業や営業時間の短縮要請に応

じていただいた事業者に対しまして、３０万円

の協力金を支給する宿毛市休業等要請協力金に

つきましては、１７３件の申請、対前年同月比

で３０％以上売上げが減少した事業者に対しま

して１０万円の給付金を支給する宿毛市コロナ

対策緊急支援給付金につきましては、６１４件

の申請、市内事業所が実施する感染防止対策に

係る経費の一部を助成する宿毛市中小企業新型

コロナウイルス感染症対策事業費補助金につき

ましては、９３件の申請を受け付けているとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） １０万円給付、６月は

３００件ぐらいだったと思いますが、かなり広

がっていること、想定の１，０００ぐらい事業

者がある中で６００件を超えたということは、

なかなか大変な状況もあるんだろうということ

を感じます。 

 次の質問に入っていくんですが、この方々は、

国保税の減免対象になろうかと思います。コロ

ナの影響で３割減収の方は、国保税の減免対象

ということで、宿毛市の申請書類が、減収証明

が非常にシンプルで、各課窓口が連携して各種

の支援につなげていると。これはすごく評判に

なっています。 

 他市町村の議員からも、３件ほど私のほうに

連絡があって、どのようにしたのですかという

問合せがありました、 

 私も、独自で進めてくれていますということ

で、すばらしいと、そういうことです。 

 ある意味では、非常事態宣言を打って、最初

に早く援助してあげようという体制、早く救う

という体制が、この証明のシンプルな方法を編

み出したと思っております。ぜひまた、他の市

町村にも進めていただいて、広げていただくよ

うにお願いいたします。 

 そこで伺いたいのですが、宿毛市の国保税減

免の現在の申請者数をお聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えいたします。 

 新型コロナウイルス感染症の影響による国民

健康保険税の減免についてでございます。 

 申請状況としましては、令和２年９月３日受

付分までの申請件数が、令和元年度分は７０件、

令和２年度分は７４件となっております。 

 周知方法としましては、まず７月の令和２年

度国民健康保険税の納税通知書送付時に周知用

のリーフレットを同封いたしまして、国保の全

世帯主に送付をしているところでございます。 
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 それ以降も、新たに国保の被保険者となった

方の世帯主全員に納税通知書を送付する際に、

同じリーフレットを同封しているところでござ

います。 

 また、広報すくも７月号と９月号の２回、周

知の記事を掲載し、さらに宿毛市のホームペー

ジにも案内を掲載して取り組んでいるところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 広報すくもを今回見ま

して、これをみんな読んでくれたらいいなと思

っておりました。これで気が付いた方も増えた

とは思いますが、実は、さっきも言ったように、

コロナ減収で３割減、給付いただいた業者にど

うですかというふうに伺ったところがこの夏に

３０件ほどありました。申請の対象になってい

ますよと言いましたら、私が行ったところは、

全員知りませんでした。その時点では。８月末

ぐらいまでにおいて。 

 そこで、広報が出たので見てくれた方もある

かと思いますが、１０万円給付だけで見ると６

１４件中、まだ両方合わせて１００ちょっと超

えたというところだと思いますので、まだまだ

申請ができていない方が多いかと思います。今

後の動向を見て、新たに周知の工夫を進めてい

ただければと思いますので、もし何か考えがあ

るようでしたら、その点をお聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 納税通知書にリーフレットを入れているとい

うのは、本来であれば一番効果があるのかなと

いうふうに思っていますが、それを読まないと

いうことだというふうに思いますので、なかな

か送付してもそれを読んでいただけないという

ことであれば、こちらから直接一人ずつ電話す

るというのも、非常に難しいとは思いますが、

またいろいろと検討していきたいというふうに

思っております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） １０万円給付対象にな

った小規模事業者というのは、収入もそう多く

はない事業者が多いかと思います。そうなって

くると、例えば、年収３００万円を切るところ

ぐらいで３０％減となると、確か、国保税が無

料措置ぐらいになるぐらいの減収規模だと思っ

ております。 

 ですから、やっぱりピンチだろうと思うわけ

です。ですから、やはり何とかしてこの時期、

これからまた冬になって大変になってくると思

いますので、通知の方法を工夫していただきた

いと思っております。 

 緊急放送などで使いにくいと、防災放送です

か、防災無線、これもコロナ危機ということで、

うまく使っていただいて、細かいことは当然言

えないと思いますが、まだまだ支援が届いてい

ませんということで、相談してくださいという

ことで広げれば、また広がる可能性もあろうか

と思います。よろしくお願いします。 

 続いて、国保税滞納により資格証明書となっ

ている方については、医療費が全額負担となっ

て、発熱しても病院にかからない現状がありま

す。これは、コロナ対策に対して大変課題にな

っているところです。 

 これに対して、高知市、香美市、室戸市、安

芸市、土佐市などでは、資格証の方に短期証発

行しているという情報を受けました。 

 伺います。宿毛市でも資格証の方に短期証発

行はできないのか。コロナ対策としてというこ

とですけれども、お尋ねしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ
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きます。 

 当市における資格証明書の交付につきまして

は、宿毛市被保険者証交付基準に基づきまして、

被保険者間の公平性、それぞれの保険者間の公

平性を保つという、そういうことを考慮しなが

ら保ちつつ、適正に運用しているところでござ

いまして、当該基準の中で特別な事情により資

格証明書の適用を除外できるケースを定めてい

るところでございます。 

 適用を除外ができるケースといたしましては、

インフルエンザの罹患等も対象になっておりま

して、新型コロナウイルス感染症が疑われる場

合においても、状況に応じて、特別な事情とし

て短期被保険者証を交付することとしておりま

す。 

 繰り返してお話をさせていただくと、新型コ

ロナウイルス感染症が疑われる場合には、交付

するということでございます。 

 また、新型コロナウイルス感染症への対応と

いたしましては、帰国者・接触者相談センター

に相談の上、帰国者・接触者外来を受診した場

合には、資格証明書を被保険者証とみなしまし

て取り扱うことが、国から医療機関に周知され

ておりますので、市役所窓口における短期被保

険者証の交付手続は必要がないという状況でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 実質的にその話で聞く

と、発熱して心配な場合は、相談すれば短期証

発行ができると。ということは、そこに近づけ

てあげる手だてがないと、やはり本人から申請

がないと思いますので、これもぜひ、こういう

ときには市にかけてくれたら、短期証発行でき

ますよということを何とかして知らせるという

こともお願いしたいと思っております。 

 それでは次に移ります。 

 次には、子育て・保育へのコロナの影響につ

いて伺います。 

 保育現場の心配ごととか、子育て相談などか

ら、それへの課題、その対応事例などがありま

したら聞かせていただけますでしょうか。 

 よろしくお願いします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 保育園での現在の生活につきましては、職員

のマスク着用、手洗いの徹底や、１日に複数回

の次亜塩素酸ナトリウムやアルコールでの消毒、

そして小まめな換気等の感染症対策を講じ、保

育所の新しい生活様式の中、保育活動を行って

いるところでございます。 

 影響といたしましては、異年齢交流、年の違

う、そういった交流の制限や、そして行事の縮

小等がありますが、例えば、運動会につきまし

ても、園児数や園庭の広さに応じまして、保護

者競技の中止、時間の短縮、来てくださる方の

制限等、各園、工夫をして企画をしているとこ

ろだというふうにお伺いをしております。 

 今後の感染症対策といたしましては、今議会

の補正予算でも計上させていただいております

が、国や県の補助金を活用し、公立保育園はも

とより、私立保育園、認定こども園、認可外保

育園に対しましても、空気清浄機や非接触体温

計等の備品や消毒液等の購入などの環境整備を

していく予定としております。 

 また、子育て家庭への支援につきましては、

ひとり親世帯臨時特別給付金といたしまして、

児童扶養手当の受給者である独り親世帯に対し、

基本給付といたしまして、１世帯５万円、第２

子以降につきましては、１人につき３万円、さ

らに新型コロナウイルス感染症の影響を受け、

収入が減少した方に対しまして、５万円が追加

給付される事業について、基本給付については、
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８月から支給が開始され、追加給付についても

今月から随時支給をしているところでございま

す。 

 なかなか言葉で話をすると分かりにくいとこ

ろもありますが、いろいろな制度、先ほどのお

話もありますが、用意をさせていただいており

ます。できるだけ多くの方々に見ていただける

ような形で周知を図ってまいりたいと思います

が、何よりも、自分に、こういう状況になった

んだけどどうかなと思うことがあったら、遠慮

なく市役所のほうに電話をいただければ、御説

明をさせていただきたい、そのように思ってい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） ひとり親世帯とかも補

足されているようで、この辺りは支援が届いて

いると聞きました。 

 保育園などは、常時感染症対策に取り組んで

いるということで、その辺は比較的安心して聞

いておりましたけれども。 

 私が感じたことで、子供の相談から、実は保

護者に必要とされる支援が見えてきたりする場

合が多くあるのではないかと思っています。そ

ういうところもまた情報を共有していただいて、

支援につなげていただければと思ったりしてい

ますので、ぜひまた相談活動、密にお願いいた

します。 

 続いて、学校教育へのコロナの影響について

お聞きしていきたいと思います。 

 学校の現状、いろいろ聞いております。授業

では班席での話合いを避けているとか、音楽で

はフェイスガードで小声で歌っているとか、そ

れから、当然体育もそうですが、日常の必要な

活動ができにくい。無言給食であるとか、毎日

机、椅子の掃除を小まめにやっていると。 

 体育祭もオンラインで観戦したところがあり

ました。体育祭の競技や、観戦が制限されると。

修学旅行のコースが変わる。とにかく、新たに

行事を変えたりすることは大変だと思っており

ます。 

 そこで伺いたいと思いますが、このような授

業や行事、部活などの対応の変化に対して、学

校からどんな要求があって、教育委員会として

どんな対応を行ってきたか、そんなことを聞か

せてください。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、１番議員の

一般質問にお答え申し上げます。 

 学校での新型コロナウイルス感染症の対策と

いたしまして、学校現場からは、消毒液やフェ

イスシールド等の確保、あるいは、家庭等との

連絡体制を強化するための電話機の増設、３密

を回避するため、分割授業や集会が行えるよう、

デジタルテレビやカメラ付きノートパソコンを

整備したいなど、もろもろの要望が出されてお

りいます。 

 各学校からの要望につきましては、教育委員

会で取りまとめを行いまして、購入や整備に関

わる費用につきまして、今議会に補正予算とし

て計上させていただいております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 分かりました。なかな

か費用が要るかと思いますけれども、よろしく

お願いいたします。 

 続いて、こういう状況の中で、児童生徒への

ストレス状況を伺っていきたいと思います。 

 児童生徒の保健室利用率の変化とか、欠席状

況など、子供の様子に変化はないでしょうか。 

 よろしくお願いします。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 
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 現在、新型コロナウイルス感染症の影響によ

る保健室の利用状況や欠席状況の変化は確認は

できておりません。しかしながら、新型コロナ

ウイルス感染症の影響による生活様式の変化に

より、児童生徒は学校生活への不安やストレス

を少なからず抱えていると考えておりますので、

養護教諭やスクールカウンセラーを中心とした

児童生徒に対する心のケアを継続して行います

とともに、今後の動向についても十分注視をし

てまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 保健室とか欠席の変化

がまだ出ていないということで安心しました。 

 私が夏に参加した民間教育研究会で県下各地

の先生の話を聞きました。そうするとやはり、

ストレスで保健室利用が増えているとか、そん

な話を聞きました。 

 それから、特にふだんは分からないけれども、

学校で問題があって子供と話していたときに、

家庭の状況が初めて分かって、なかなか経済的

に大変になってきていると。そんな話も聞いた

わけです。 

 そういうことで、特に一番、そういうキャッ

チが早いのが保健室、養護教諭だと思いますの

で、情報共有を密にして、現場支援に役立てて

いただければと思います。 

 続いて、緊急就学支援、このことに行きたい

と思います。 

 緊急としたのは、緊急の必要性がそろそろあ

るのではないかと思っております。 

 家庭の経済的状況が子供に現れ始めていると、

そのときの報告でも聞いております。 

 学校ではなかなか見て取れないけれども、生

徒指導なんかのときに初めて分かったと。食事

回数を減らして過ごしてきたとか、部活費の困

難で部活欠席が多くなったというようなことか

ら、聞くとこういう事例が出てきていると。 

 そんなことで、教育費負担軽減策を真面目に

検討できないだろうかということです。それは

新たな費用というよりも、できる策から取れな

いだろうかと思っています。 

 何回かこれまでの質問でもしましたが、部活

のユニフォーム、それから制服、教材のリユー

スなど、できることはあろうかと思います。た

だし、教員の負担が増えるというマイナス面も

あるかもしれませんが、こういうことで確実に

助けられる生徒たち、子供たちがいるのではな

いかと思っております。 

 ぜひ、現場とも併せてこの機会に考えていた

だきたいと思います。 

 これについて何かありましたら、お願いしま

す。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 新型コロナウイルス感染症の影響によります

収入の減少につきましては、教育現場のみなら

ず、社会全体における喫緊の課題であるという

ふうにされております。 

 本市におきましては、現在のところ、直接教

育委員会にそのような御相談は受けておりませ

んけれども、子育て世帯における収入の減少に

つきましては、教育環境にも様々な影響を及ぼ

すのではないかというふうに考えておりますの

で、学校現場とも十分情報共有をしながら対応

してまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 併せて、大学生とか専

門学校生も大変です。私の教え子の中にも、情

報が入ってきました。 

 バイト収入や仕送りが減り、５人に１人が退

学を考えているというアンケート結果が出てい
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ます。 

 教え子の中からも退学を余儀なくされたとい

う情報が入りました。 

 このような状況下で、宿毛出身の大学生や専

門学校生などに対して、緊急支援策を検討する

必要はないか、考えをお聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。  

 新型コロナウイルス感染症の影響に限定され

るものではなく、家庭における経済的理由によ

って子供が教育を受ける機会を失うことは、決

してあってはならないことであるというふうに

考えております。 

 現在、本市におきましては、経済的理由によ

り就学が困難な御家庭に対し、就学援助費及び

新入学準備金の支給や、奨学金の貸与など、教

育費の負担軽減の取組を行っておりますので、

今後も関係機関と連携、協力しながら、継続し

て取組を進めてまいりたいというふうに考えて

おります。 

 議員御指摘の新型コロナウイルスにより、全

国的に大学生がアルバイトに行けず、収入が減

っている状況にある方がおられることは、ニュ

ース報道等によって承知をいたしているところ

でございます。しかしながら、本市に関係する

多くの大学生、専門学生は、市外に居住をいた

しており、その方々に本市が支援をすることは、

現状では非常に厳しいというふうに考えており

ます。 

 なお、国におきましては、新型コロナウイル

ス感染症の影響を受けた学生等への経済的支援

一覧を文部科学省のホームページ上で周知をい

たしておりますので、まずはそれらの制度を十

分に御活用いただければというふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） 大学生たちは、やはり

調査能力が高いですので、そういうのはかなり

当たって、それでもそういうことになったとい

うことになります。 

 けれども、何かできることはあるかもしれな

いということで、今よく報道に載るのが、高知

市内なんかで学生の食品の支援だとか、生活品

無料支援、民間がやっています。やっぱり、あ

れほどに学生はしんどくなっている子たちがい

ると。 

 それは、民間レベルではあろうとしても、自

治体でもいろいろ工夫しているところがありま

す。ふるさと納税を活用したものの返送先がそ

ういった対象に送る支援ということで納税して

くれるというところをやっているところもあっ

たり、いろんな策が考えられるかもしれません。

法的枠組が難しいかもしれませんが、やっぱり、

ある一定期間、何か乗り越えさせられるという

対応があったら、宿毛出身のものとしてはうれ

しいのかもしれないと思ったりしています。 

 最後の大項目、学校教員の勤務実態について

伺います。 

 法定外労働時間の現状をお聞きしたいと思い

ます。教員の超過勤務時間の状況をお聞かせく

ださい。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 本市における教職員の昨年度の超過勤務時間

について御質問をいただきました。 

 小学校及び中学校別に平均で申し上げますと、

小学校では、教職員が１０９名ございまして、

うち４５時間を超える超過勤務をされている教

職員が５６名おられます。その５６名のうち、

８０時間を超える超過勤務をされている教職員

が１０名、さらに同じく、５６名のうち１００

時間を超える超過勤務をされている教職員が２
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名ございました。 

 一方、中学校では、教職員６８名中、４５時

間を超える超過勤務をされている教職員が３３

名、３３名のうち８０時間を超える超過勤務を

されている教職員が９名、同じく３３名のうち

１００時間を超える超過勤務をされている教職

員が４名というのが、昨年度の宿毛市における

状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） なかなか尋常ではない

時間が出てきましたが、教員全体で平均すると、

月４７時間４４分、年で５７３時間と計算いた

だきました。 

 とすれば、これは完全な労基法違反状態とい

うことになります。宿毛市の先生が、過労で倒

れたり亡くなったりしても不思議ではない方々

がこれほどたくさんいると。８０時間オーバー、

１００時間オーバーがこれほどいるということ

はちょっと驚きですので、何とか早急にこの状

態をなくしていただきたいと思っています。 

 そこで、勤務時間縮減のための対応策につい

て伺いたいと思います。 

 国や県は、令和５年度の変形労働制導入に向

けて、超過勤務、月当たり４５時間、それから

年当たり３６０時間以上をゼロにしたいという

ことで取り組むようですが、教員の業務をどの

ように変えていく方針であるのか、分かってい

たらお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 教職員の超過勤務は全国的に大きな課題とな

っており、本市におきましても、先ほど申し上

げましたように、超過勤務をされている教職員

は多く、その改善に向けた取組は重要な課題で

あるというふうに認識をいたしております。 

 一方で、学校教育の質の向上や児童生徒の健

全育成のために授業の準備や教職員の研修、さ

らには、児童生徒と向き合う時間の確保なども

同様に、重要なことであるというふうに考えて

おります。 

 教職員の業務改善や負担軽減などの働き方改

革につきましては、国においても法律の義務教

育諸学校等の教職員の給与等に関する特別措置

法、いわゆる給特法の一部改正により、勤務時

間の上限を設けたり、議員が言われました変形

労働時間制の導入など、勤務時間等の柔軟な対

応も可能とするなどの取組を行っているところ

でございます。 

 本市では、数年前から夏季休業期間中に学校

閉庁日を設定し、教職員が休暇を取得しやすく

る環境づくりに取り組んでいるところでござい

ます。 

 また、中学校の部活動におきましても、週の

うち、平日に１日、土日のいずれかに１日の週

２日間ということでございますけれども、休養

日を設け、教職員の時間外労働の縮減だけでな

く、生徒の体調管理にも努めているところでご

ざいます。 

 さらに、地域学校共同本部事業の推進を図る

中で、教職員以外の人材や地域の力を活用して、

地域の方々による登下校時の見守りや挨拶運動、

学習支援、部活動における地域人材の活用等を

図っているところでございます。 

 さらに、ＳＳＷ（スクールソーシャルワーカ

ー）や特別支援学級支援員、不登校対策の支援

員、学校運営支援員などを配置をいたしまして、

教職員の負担軽減を図る取組も行っているとこ

ろでございます。 

 本年度は、教員の負担軽減につながる校務支

援システムを導入いたしまして、勤怠管理や情

報の共有などに活用していくこととしておりま

すので、今後このシステムを有効活用すること
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によりまして、教職員の負担軽減につながって

いくものと考えております。 

 加えて、教職員のさらなる負担軽減に向け、

現在国において、休日の部活動に教員が関わら

なくてもよい環境をつくるため、学校部活動か

ら地域部活動への転換を図る取組についても検

討されているところでございます。 

 いずれにいたしましても、教職員の働き方改

革は、学校だけで成り立つものではなく、保護

者や地域の皆様の御理解と御協力が不可欠であ

りますし、国、県、市町村が連携をしながら取

組を進めていかなければ、解決できない問題で

あるというふうに認識をいたしておりますので、

これまでの取組を継続しつつ、学校教育の質の

向上も図りながら、教職員が働きやすい環境づ

くりに取り組んでまいりたいというふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） なかなか、現実に毎日

行われている業務が、これを全員、法的な部分

をクリアするぐらい業務を減らすということは、

構造を変えなければならないことになるので、

大変なことだと思いますが、ぜひ頑張っていた

だきたいと思います。 

 現場教員からは、変形労働制については、や

っぱり疑問を持っている方々が多いんです。長

期休業中の休暇取得は進められるでしょう。し

かし、平常日の通常勤務の時間が月４５時間ま

で許容されていくということになれば、年間平

均してですから、やっぱり、働かなければなら

ない時間が増えてくるんではないかと。そんな

ことを心配しています。 

 さらに、ゼロにしましたということは、書類

上の労働時間を減らす動きが起こります。家に

帰りなさいと。 

 現実的に言うと、自分たちは仕事があるから

学校にいて、印刷機もありパソコンもあるから

学校に残るという作業を毎日してきたわけです。 

 それが、単に、７時過ぎたから帰りなさいと

なって、家に持ち帰っても仕事が停滞するとい

う事例が起こるでしょうと。これは現場教員が

必ずそうなるでしょうということで、数字だけ

の縮減では困るんですということと、変形労働

制で通常の勤務時間が違法状態というか、過酷

な状態で固定化されてしまうということの危機

感がありますので、ぜひその辺、現場の声、情

報交換をしながら制度充実に努めていっていた

だきたいと思います。 

 勤務時間内に授業準備ができて、昔は当たり

前だったんだと思いますが、持ち帰り仕事も恒

常的でないとすれば、教師は、子供としっかり

対応できます。そして、今よりもっとよい教育

が確実にできていくと思います。 

 教育委員会においては、ぜひ現場の声を聞き

取って、よりよい学校づくりの条件整備に尽力

をお願いしたいと思います。 

 以上で、私の一般質問を終わらせていただき

ます。ありがとうございました。 

○議長（野々下昌文君） この際、１０分間休

憩いたします。 

午前１１時２６分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時３７分 再開 

○議長（野々下昌文君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） こんにちは。５番、

川村三千代です。久しぶりにこの質問席に立た

せていただきました。やっぱり、何回立っても

緊張するものでございますが、教育長、そして

また市長、よろしくお願いいたします。 

 今議会も本当に皆さんの論戦が活発に繰り広

げられておりまして、まるでドラマをドキュメ
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ンタリーのように、また、フィクションをノン

フィクションのように、非常に脚色のうまい方

がたくさんいらっしゃいまして、皆さん、本当

に放送作家か脚本家になったほうがいいんじゃ

ないかという思いをしながらここまで聞かせて

いただいておりました。 

 さて、今回は、私、大きく２つの項目につい

て質問をさせていただきます。 

 まず、学校におけるデジタル教育について、

この質問をいたしますと、いかにも川村はデジ

タルとかインターネットとか、そういうものに

詳しいのではないかと思われる方もいらっしゃ

るかもしれませんけれども、実は、私は、御存

じの方は御存じ、いまだに携帯電話はパカパカ

のガラケーですし、本当に分からないことだら

けでございますが、分からない者が分からない

なりに、このデジタル教育、デジタル教育と言

いますか、もっと言いますと、情報モラル教育

なんですけれども、その辺について教育長に質

問をさせていただきます。 

 私がなぜこのような質問を取り上げることに

なったか。今本当に、世の中はインターネット

社会、情報化社会になっております。 

 この宿毛市議会もペーパーレス化を目指しま

して、先日から議員１人に１台、タブレット端

末を渡されることになりましたし、また、小中

学校の児童生徒の皆さんにもタブレット端末を

支給するということで進んでおります。 

 このことに関しては、いくらアナログの私で

も、もう時代の流れ、そしてこの情報化社会の

中で、その利便性や、また効率性を考えたとき

に、必要なことであると、その点は重々認めて

おります。 

 ただ、しかしながら、児童生徒が、このイン

ターネットの普及した世の中で、それに伴う犯

罪に巻き込まれることが非常に多くなったとい

う事実もございます。 

 今日はまだ９月の１５日、９月になってから

半月ほどしかたっておりませんけれども、この

半月の間にも小学生の児童が犯罪に巻き込まれ

る大きな事案が２件発生いたしました。もちろ

ん、もっと細かい事案まで調べていきますと、

たくさんあると思いますけれども、大きく２つ、

まず１つは、小学校４年生の女の子ですけれど

も、オンラインゲームで知り合った３０代の男

性と直接会い、誘拐をされるという事件があり

ました。 

 これは、割と早い段階で保護されましたし、

大きな事案にはならなかったんですけれども、

やはり誘拐事件に巻き込まれるということが発

生しております。 

 また、もう１つ、１０歳の、これもまた女子

児童ですけれども、３０代の男とＴｉｋＴｏｋ

を介して知り合いまして、直接会い、その男か

らわいせつ行為を受けるという、そういう事件

も発生しております。 

 また、このＴｉｋＴｏｋで知り合ったこの３

０代の容疑者につきましては、実は以前にも出

会い系サイトを使いまして、小学生の女の子と

出会い、そのときは性行為に及びまして逮捕、

そして有罪判決を受けての執行猶予中でした。 

 このような、小学生が大変悪意ある大人に事

件に巻き込まれる事例が、この半月間で２件も

発生していることから、これはやはり見過ごさ

れない問題だと思っております。 

 私が小学校の頃、昭和の時代ですけれども、

その頃は親が、「知らない人についていくな

よ」、「知らん人の車には乗られんぞ」、「暗

い夜道は歩かれんぞ」、この３項目ぐらい注意

をされておりました。ところが、このネット社

会の中では、最も安全だと思われる家庭、自分

の家におりましても、その明るいリビングで、

そして自分の子供部屋で、スマートフォン１個、

指先１本あれば、悪意のある大人とつながり、
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その大人がずかずかと土足で我が家へ上がって

くるような、そんな時代になりました。 

 そして、何とかそういう事案を本市からはも

ちろん、全国から１件でも減らしたいという思

いがございまして、質問をさせていただきます。 

 それでは、教育長、小中学校の児童生徒、今、

本市は、スマートフォンの普及率はどれぐらい

になっているのか。また、そのスマートフォン

の学校内への持込みはどのように規制している

のか、また自由なのか。その点についてお聞か

せください。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、５番、川村

議員の一般質問にお答え申し上げます。 

 本市の小中学生におけるスマートフォンの所

有率につきましては、本年度行ったアンケート

調査によりますと、小学校５・６年生におきま

しては、およそ３９％、中学生におきましては、

およそ７０％となっております。 

 また、スマートフォンの学校内への持込みに

つきましては、基本的には認めておりません。

しかしながら、一部の学校におきましては、保

護者との連絡に必要があるなど、やむを得ない

理由がある場合に限り、保護者からの申請に基

づき、学校が許可を出すことにより、例外的に

持込みを認めているところもございます。 

 なお、学校滞在中は、学校で保管するなどの

対応をいたしております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） そうですか。中学生

では７０％ということです。 

 スマートフォンにつきましては、いろいろＧ

ＰＳ機能がついているものですとか、防犯の面

でも役に立つということから、小中学生がスマ

ートフォンを持つことに私も異論はございませ

ん。 

 先ほども申し上げましたように、その使い方、

それが最も大切なことだと思っております。 

 そしてまた、先ほど私は、小学生が被害に遭

う、そういった事例を２件紹介いたしましたけ

れども、それは逆に、加害者となる危険性もは

らんでいるということです。 

 今、全国の自殺者数は減少の傾向にあります。

ところが、若年層に限っていうと、自殺者数が

増えている傾向にございます。 

 一言で自殺と言っても、様々な要因が考えら

れますので、一言では言えませんけれども、そ

の中で大きな要因として取り上げられるのが、

ネット上でのいじめ、誹謗中傷ということが、

自殺の引き金になることも大変多うございます。 

 そこで、被害者、そして加害者にならないた

めに、この情報モラル教育の必要性を問います

が、ＳＮＳの教育、それに対してどのように取

り組んでいらっしゃるのかをお聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 議員御指摘のとおり、ＳＮＳは情報化社会に

おいて大変便利なツールである反面、様々なト

ラブルに巻き込まれる可能性があるため、ルー

ルやマナーを守り、正しくつき合っていく必要

があるというふうに考えております。 

 本市では、青少年育成センターが各学校を訪

問いたしまして、情報モラル教室を開催するな

ど、子供たちにＳＮＳに関する正しい知識や情

報を与える取組を行っております。 

 また、宿毛市では、市内中学校の生徒会執行

部が集まる討論会、宿毛きびなごフォーラムと

言いますけれども、例年開催をいたしておりま

して、そこで生徒が主体的に、自らを律するこ

とができるインターネット使用のルール、宿っ

子ネットに関する７か条を制定し、児童生徒全

員でこのルールを守る取組を継続して行ってお
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ります。こういったもので７か条、これを生徒

自らが策定をして、自分たちがつくったものを

しっかりと自分たちで守っていこうということ

を確認をし合っているということでございます。 

 本年７月末には、国から学校における携帯電

話の取扱いについて、学校と生徒、保護者との

間で、学校における管理方法や紛失等のトラブ

ルが生じた場合の責任の所在が明確にされてい

ること、また、フィルタリングが保護者の責任

の下で適切に設定をされていることなどの合意

がなされ、必要な環境整備や措置が講じられれ

ば、学校または教育委員会を単位として、持込

みを認めることが可能となりました。 

 議員も御指摘のように、もうそういう時代に

なってきているということであろうと思います。 

 現在、スマートフォンの使用ルールについて

は、幡多地域におきましても、幡多地域の６か

市町村の教育委員会、それからＰＴＡ連合会、

高知県の教育委員会、そして校長会等が、時代

に即した新たなルールづくりについても協議を

行っているところでございます。 

 今後も、各教育委員会等と連携しながら、学

校での携帯電話の取扱いについて検討してまい

りたいというふうに考えております。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） 私は学校におけるデ

ジタル教育と言いましたけれども、これは本当

に、家庭と保護者と一体にならなければ進んで

いかない教育だと思いますので、また今後とも、

ぜひともお願いをしたいと思います。 

 何より、犯罪に巻き込まれないように、自分

が知らない間に加害者になり、そして、何より

悲惨な被害者になる、こういったこと、これは

本当に小中学生ももちろんですけれども、高校

生とか若い世代には、非常に最近は多うござい

ます。殺人事件に巻き込まれることも、また知

らない間に詐欺グループの集団の受け子として

犯罪に手を染めてしまうとか、様々な犯罪の窓

口になりますので、しっかりと小中学校時代に

情報モラル教育を徹底して、健全なネット社会

で成長していっていただきたいというのが私の

望みであります。 

 また今後ともぜひ、情報モラル教育をお願い

いたします。 

 ということで、次は、２点目の自衛隊誘致の

取組について。こちらのほうに移らさせていた

だきます。 

 自衛隊誘致、このことに関しましては、これ

まで山本英元議員が、自らが自衛隊員であると

いう経験や高い見識から、一般質問の場で何度

も取り上げ、論議を重ねてまいりました。 

 私は、そういった点では非常に、山本元議員

に比べますと力不足なのでございますが、その

分、一般市民の方と同じ目線で、同じ立場で、

この自衛隊誘致の問題を語れるのではないかと

思い、この場に立たせていただきました。 

 そして何より、今回この問題を取り上げまし

たのは、自衛隊誘致推進派、反対派の皆さんか

ら多くのお声、大きなお声をいただいたからで

ございます。 

 その方々が危惧していらっしゃいましたのは、

今議会で何度も取り上げております７月１４日

の防衛省における中谷元、元防衛大臣のオスプ

レイ発言、推進派や反対派の皆さんは、この中

谷議員のオスプレイ発言に、反対派の皆さんが、

ここぞとばかりに、自衛隊誘致とひっかけて発

言をする、多分９月議会は、自衛隊誘致とオス

プレイをある意味、意図的に混同させて、自衛

隊誘致推進派、また賛成派の歩を止めようとす

るような質問が、多分多く寄せられるであろう

から、ぜひ川村、おまえは賛成派、推進派とい

う立場で、僕たち、私たちの声を議会でしっか

りと伝えてくれと、そういうお声をいただきま
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したので、非力ながら頑張ろうと思っておりま

す。 

 そしてまた、その方々がおっしゃるには、反

対派の声というのは、非常に大きくて響くんで

す。なぜかといいますと、まず大体、「自衛隊

反対、誘致反対」と、拳を振り上げて、上へ向

かって大声を上げますから、１人の声が３人に

も５人にも聞こえます。 

 ところが、賛成派や推進派というのは、「自

衛隊の皆さん、いつもありがとうございます。

ぜひとも宿毛経済発展のため、また、災害時に

おける救助、復興のためによろしくお願いいた

します」と。どうしても頭を下げて、こうべを

垂れて発言するわけです。 

 だからどうしても、賛成派や推進派の意見は

届きにくいと。１人の声が１人にしか聞こえな

い、または０．５人にしか聞こえない。反対派

の声が大きく響くのに対して、自分たちの声の

響きが悪いので、ぜひとも川村、今回は、真っ

すぐ前を見て、大きな声で言ってくれというこ

とですので、地声はもともと大きいので大丈夫

でございます。 

 そこで、まず、昨日からいろいろオスプレイ

発言がございますが、市長、これまでの要望活

動、自衛隊誘致に関する要望活動の現状、経緯

等を改めて皆さんにお示しください。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 川村議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

 自衛隊の要望活動につきましてでございます。

本市は、従前から防衛省や呉地方総監部に定期

的に要望活動を行っておりますので、私の市長

就任以後についてお答えをさせていただきたい

と思います。 

 私も１２年間、市議会議員としてもお世話に

なっておりましたので、その間にも議長として

要望活動も前市長とも行きましたし、また、そ

れ以前にも、それぞれの議長が要望活動をずっ

と続けてきたのは、承知をしているところでは

ございます。 

 自衛隊誘致活動につきましては、議会と一緒

になって取り組んできておりまして、御承知の

とおり、市議会におきましては、平成２８年９

月に自衛隊誘致調査特別委員会が設置をされ、

特別委員会設置翌月の１０月、そして翌年の平

成２９年４月に防衛省に要望活動を行っている

ところでございます。 

 また、平成３０年６月には、市議会におきま

して、自衛隊誘致の促進に関する決議が議決さ

れておりますが、決議後の同年１１月と本年の

令和２年７月にも防衛省への要望活動を実施し

ております。 

 いずれも宿毛市と議会、商工会議所の３者に

よりまして要望を行っているところでございま

す。 

 また、防衛省と合わせまして、呉地方総監部

に寄港誘致などの要望活動も行っておりまして、

平成２９年７月、そして先月になります、令和

２年８月に呉地方総監部を訪問させていただい

ているところでございます。 

 自衛艦船につきましては、新港が利用可能と

なった平成１１年以降、護衛艦や掃海艇など合

わせまして、５０隻以上に入港をしていただい

ておりまして、市の経済の活性化にも大きく貢

献をしていただいている、そういったところで

もございます。 

 また、このような宿毛湾港への艦船の寄港や、

自衛隊と連携をした防災訓練を継続して実施を

することが、市民の防災意識の向上や地域防災

力の強化、そして事前復興にもつながるものと、

そのように考えて活動をさせていただいている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 
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○５番（川村三千代君） そういった自衛隊誘

致に関する要望活動の中で、今議会で大変話題

になっておりますオスプレイの発言がなされた

わけですけれども、自衛隊誘致の要望書には、

一言もオスプレイという文言は入っていないと

いうのは、もう皆さん承知の事実だと思います。 

 先ほどの今城議員の質問の中には、あたかも

何か文言の行間にオスプレイが含まれているか

のような質問もございました。確かに、小説等

を読むときは行間を読めと学校の先生から言わ

れました。私も生徒であったとき、作者が言お

うとしているところは、文字ではない、行間に

含まれているからそこを読めよと言われたのは

覚えておりますけれども、このような公的文書、

要望書というものに行間に含まれるものはござ

いません。オスプレイという文言がなければ、

オスプレイはありませんので、その点は強調を

させていただきたいと思います。 

 そしてまた、昨日の松浦議員の質問の中で、

あたかも中平市長の考えの中に、オスプレイを

宿毛に配備をという思いがあったので、何か中

谷元防衛大臣との間で、さも打合せか、何か下

話をして、自分では言えない言葉、オスプレイ

という言えない言葉を中谷元防衛大臣の口を借

りて言わせたのではないかというような、大変

憶測、推測に富んだ発言もございました。 

 市長、改めてですけれども、この要望書にオ

スプレイという文言がないこと、そしてまた、

中谷元防衛大臣のオスプレイ発言に自らは関わ

っていないこと、関わっていたら関わっていた

でいいんですけれども、その辺について改めて

質問をさせていただきます。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 要望書というものは、皆さん見ていただけま

すので、すぐに分かると思いますし、また、議

長に一緒に行っていただいていますので、議会

も連盟で出させていただいているものでござい

ます。当然、中にオスプレイという言葉は記載

されておりません。 

 また、中谷代議士の発言につきましては、昨

日来答弁をさせていただいておりますように、

一国会議員としての発言だというふうに捉えて

いるところでございまして、私が当然、国会議

員の先生にこういう話をしてくれとか、そうい

った事実はございません。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） 確かに７月１４日、

防衛省において、中谷元防衛大臣が「オスプレ

イを」という言葉を発言したのは事実でござい

ますし、また、一国会議員の発言、それに対し

て様々な御意見をいただくのは結構なこととは

思いますけれども、その発言に関して、ありも

しない作り話でいろいろ語られるのは、非常に

心外だと思っております。 

 また、中谷代議士の元におりました私から見

まして、国会というところは、ある意味、全国

から役者が集合している芝居小屋みたいなもの

なんです。ありとあらゆる能力を持った役者さ

んがたくさん集まってくるところです。 

 確かに、名優もいらっしゃいますし、怪演を

演じる役者さんもいらっしゃいます。そんな中

で、中谷元代議士というのは、大根役者です。

上手な芝居は打てません。ただ、大根役者です

けれども、中谷元代議士は、三文芝居や猿芝居

はいたしません。これははっきりと申し上げて

おきます。そういった自分の発言に対して、例

えば、市長と何か裏で打合せをしたとか、そん

なことで自分の発言を何か発するような人物で

はないということを、長年中谷事務所にいた人

間として、ここで付け加えさせていただきます。 
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 ぜひとも、いろいろこのオスプレイに関して

は、憶測や推測が飛び回っておりますけれども、

そういったことはおやめいただきたい。 

 市民の皆さんが、大変あの発言で不安に思っ

ているという声、昨日から再三にわたって聞か

れましたけれども、市民の不安をあおっている

のは誰なのか。 

 まだ、来るとも来ないともというか、そんな

土俵にも上がっていないオスプレイのことを、

さもオスプレイが来るぞ、オスプレイが来るぞ

と市民の不安をあおり、増長させているのは誰

なのか。そして、それと自衛隊誘致を混同して、

自衛隊誘致推進派、反対派を脇へ追いやろうと

しているのはなぜなのか。 

 この宿毛市議会は、自衛隊誘致に関しては、

それを推進していくということで決議案も決議

されております。これは全会一致ではないとい

う議員もおりますけれども、この議会は、多数

決の場ですので、全会一致じゃないので、自衛

隊誘致のあの決議案は無効であるとか、決議案

として体をなさないというのは、全く間違いで

あります。 

 そういったことからも、ぜひともこのオスプ

レイ発言について、いろいろ論じるのは結構で

すが、ぜひ憶測や作り話、変な推測、また故意

に事実をねじ曲げたりするようなことがないよ

うにお願いをしていただきたいと思います。 

 さて、今回、この自衛隊誘致について取り上

げることになりまして、私が先ほど申し上げま

した決議案が決議されたときの議事録を改めて

読み返しました。 

 提案理由の説明として、そのとき委員長だっ

た寺田委員長が提案理由の説明をしました後に

反対討論をした議員がいらっしゃいますが、改

めてその反対討論の原稿を読んで唖然といたし

ました。 

 海上自衛隊は災害時に役に立たない。この議

員は、はっきりとそういうふうに申しておりま

す。何を根拠にといいますか、この議員の場合、

再三にわたり、幾度となく問題発言、虚偽発言、

不穏当発言を繰り返している議員ですので、皆

さんの中には、もう慣れっこになって、これぐ

らいのことは言うわなと思っていらっしゃる議

員の方、そしてまた市民の方、執行部の皆さん、

いらっしゃるかもしれません。確かに、この議

員、県内的にも全国的にも知名度もないですし、

影響力もない議員なので、海上自衛隊は災害時

に役に立たないと言っても、皆さん聞き流して

しまった次第なんですが、宿毛市においては、

知名度もあり、影響力も持っている市会議員の

１人であります。その議員が、自衛隊誘致のこ

とを語る際に、海上自衛隊は災害時に役に立た

ない、このような根拠のないことを堂々と議場

で言っていいものなのか。確かにこの議員の不

穏当発言は、我々も慣れっこになって、もうど

うしようもないなとさじを投げているような部

分もあるかもしれませんが、やはり、フラット

な立場の市民や、また無垢な市民の方々は、市

会議員さんの言うことだから、ああそうか、海

上自衛隊は役に立たないのか……。 

○議長（野々下昌文君） 川村議員に申し上げ

ます。 

 質問は簡潔にお願いいたします。 

○５番（川村三千代君） 了解です。すみませ

ん。 

 ということで、危惧しているところです。 

 海上自衛隊は、もちろん、東日本大震災のと

きにも、多くの皆さんの救助もいたしましたし、

また、あのときは船舶が津波で大変なことにな

りましたので、そちらの回収にも当たりました。

もちろん支援物資の輸送ですとか、または、炊

き出しや入浴、そういったものの支援もいたし

ました。 

 災害時における支援ということでは、記憶に
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新しい西日本豪雨、その豪雨災害のときにも非

常に自衛隊の皆さんには宿毛市もお世話になっ

たことと思います。 

 市長、あのとき、どのような形で、また、ど

のように自衛隊にお世話になったのか、助けて

いただいたのかを御説明お願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 るるお話がありました。私自身も議員活動も

含めまして、いろいろな災害地へ視察にも行き

ました。東北もそうですし、また、柏崎の原発

の辺りにも行きましたし、北海道のほうもいろ

いろ見させていただいたところでございます。 

それぞれの場所で、現地でお困りになっている

住民の方からお話を聞くときに必ず出てくる言

葉は、本当に自衛隊の方々にお世話になったん

だと。何がうれしかったかといえば、いろんな

お話が聞けますが、入浴サービスがあったとか、

家の中に入ってきた、そういった土砂を撤去し

てくれたとか、場合によっては、人命救助で、

本当に昼夜を問わず土を掘っていただいたとか、

本当に聞いていて心が熱くなるような、そんな

お話をたくさん聞いてきたところでございます。 

 そういった形の中で、この平成３０年の西日

本豪雨、当市のことでございます。このときに

おきましても、７月８日、この日、前日から私

はこの庁舎内にいましたが、とてつもない音と、

そして真っ暗やみの中で、もう既に庁舎から外

に出ることができないような、そんな状況でご

ざいました。 

 その日の午前５時までの１時間に１０８ミリ、 

そして午前６時までの３時間で２６３ミリとい

う宿毛市の観測史上最大となる、今までに例を

見ない、そういった降水量がありまして、市役

所周辺も冠水するなど、この市街地も含めて、

市内各所に大きな被害が発生をしたところでご

ざいます。 

 早朝の大雨により、職員が参集できなくなる

など、市役所内も一時、電話もすごかったです。

取りあえず、電話も鳴りやまない状況でした。

そうした混乱の中、自衛隊高知駐屯地より８日

の朝、その当日です。当日の朝には、市役所に

連絡員が到着をしました。向こうからプッシュ

型で自ら来ていただいて、あとは電話でお願い

さえすれば、もうすぐそこに来ていますという

ことで、お願いをしたらすぐに来ていただいた

ところでございます。 

 そういうふうな形の中で、午後には総合運動

公園を拠点として活動が開始をされたというこ

とです。後援も、うしろの部隊もすぐに追いか

けてきていただいたということでございます。 

 市役所に連絡員の方が常駐をしていただきま

して、そして災害対策本部にも入っていただい

たことによりまして、スムーズな連携の下、市

職員だけでは対応のできない、そういった山間

部の集落の安否確認などの案件について対応を

していただいたところでございまして、その日

のうちに孤立集落の住民の安否を確認すること

ができたのも、自衛隊の皆様方のおかげだとい

うふうに考えております。 

 その後も道路の土砂であるとか、倒木の撤去

などを行っていただいたことで、早期に集落の

孤立状態も解消されまして、道路が通行可能と

なったことが、災害後の早期の復旧活動の開始

にもつながったところでもございます。 

 自衛隊は、本市で安否確認や、そしてがれき

撤去などを初めとして、様々な活動を行ってい

ただきました。 

 また、お隣でございますが、残念なことに２

名の方がお亡くなりになりました大月町での行

方不明者の捜索活動を初めとして、高知県全体

で１１日間活動を行いまして、県内には、高知

県の部隊だけではなく、徳島、そして三重の部
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隊も入りまして、延べ１，８８８名の隊員に孤

立者の救助、給水支援、道路復旧、がれき撤去

などの災害対処活動を実施をしていただいたと

ころでございます。 

 そして、応急復旧などに多大な貢献をいただ

いたというふうに考えているところでございま

す。 

 そういった災害が起きたときに、先ほども言

いましたが、自治体職員ができることには限界

があるため、訓練を積んだ自衛隊が早期に来て

いただけることは、人命救助の観点から見ても、

非常に意義のあることであるというふうに考え

たところでございまして、今まではいろんなと

ころでお話で聞いていて分かっていたところで

はございますが、実際、当市の災害にそのよう

に派遣といますか、来ていただいて、お手伝い

していただく中で、本当に力強く、そして、本

当に頼もしく思えた、そういった存在でござい

ました。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） 本当に、西日本豪雨

の際には、自衛隊の皆さんには、本当に迅速に、

的確に活動していただいて、頭の下がる思いで

ございます。 

 こういった自衛隊の災害時の貢献に目を背け、

まるで自衛隊が戦争を誘発する集団、好戦的な

集団、国民を危険にさらすような集団であるか

のごとき、誤った偏見へと導こうとしている

方々がいらっしゃいます。 

 戦後７５年、こういった方々は、一体何を学

んできたのでしょうか。 

 自衛隊、そして、我が国の姿勢をきちんと検

証すれば、このような偏見は生まれないはずで

す。 

 あの悲惨な戦争体験から、我々は学び、国の

安定、安全のため、武力を行使することなく、

恒久平和に努めております。 

 領土領海をこれだけ他国に脅かされ、また、

自国民を拉致され、そして、事あるごとにミサ

イルと思われる飛翔体を我が国に向けて飛ばさ

れ、このようなことがあっても、我が国は武力

を行使することなく、国際的な平和と安定、我

が国の平和のため、安全のため、尽くしており

ます。 

 これ、半沢直樹だったら、とっくにドンパチ

やってますよ。そうじゃなくて、本当に、皆さ

んの安心・安全を考えて活動している自衛隊、

その自衛隊を誘致して、本市の経済の活性化、

また、少子高齢化でどんどんと少なくなってい

くこの人口に歯止めを。何せ、もう２万人切り

ましたからね、皆さん。 

 一挙に人口を押し上げるために、やっぱり自

衛隊誘致というのは必要でありますし、何より

も、先ほどから市長もおっしゃっているとおり、

災害時、南海トラフの巨大地震が発生した際、

７２時間という命の限界の時間内に自衛隊の

方々にぜひとも人命救助をお願いをしたい。 

 我々、自衛隊誘致賛成派は、何よりも助かる

命、災害時に取り残された人々を助けたい。何

よりもそれが第一義であります。 

 こういった点からも、もちろん、反対派の

方々がいらっしゃるのも存じ上げておりますが、

市長、これからも要望活動、今まで以上に取り

組んでいっていただきたいと思います。 

 今後の誘致活動には、どのように力点を置い

ていくのか。またその方向性など、今後につい

て御説明をお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 川村議員からるるお話もありました。やはり、

賛成、反対、議論していくというのは、民主国

家としてしていかなければいけないというふう
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い思います。そういった形の中で、一定の、や

はり多数決であるとか、いろんな手法を行使し

て、物事を前に進めていかなければいけなとい

うふうに考えているところでございます。 

 そういった形の中で、一定の方向性を見出し

た中で、現在、要望活動をさせていただいてい

るところでございます。 

 また、やはり、賛成の方、反対の方、それぞ

れおられますが、感情的になって、何か感情を

ぶつけるかのように、人のことをやゆするよう

な、責め上げるような、または、事実とは異な

ることをあたかも事実のように話をしながら、

いろんな方々の考え方をそちらのほうに誘導す

るであるとか、そういったことが少し見受けら

れるのではないかなというふうに、少し心配を

しているところでございますので、いろんな情

報提供をしながら、しっかりと議論していかな

ければいけない、そのように考えているところ

でございます。 

 本市の自衛隊誘致の取組につきましては、後

方支援の根拠地を視野に入れるなど、今まで宿

毛湾港を初めとする当地域の利活用について、

要望活動を行ってまいりました。 

 後方支援基地につきましては、先般、８月７

日に防衛省から鹿児島県馬毛島への整備計画が

公表されたところではございますが、本市とい

たしましては、これまでも誘致の対象を絞って、

何かに特化した形で誘致活動を行ってきたわけ

ではございませんので、今後におきましても、

国の動向を注視しつつ、これまで同様に、宿毛

市、それから議会、商工会議所が一体となりま

して、要望活動等に取り組んでまいりたいとい

うふうに考えております。 

 いろいろな情報を取り入れながら、広く要望

活動を展開していきたいというふうに考えてい

るところでございます。 

 そういう状況でございますので、議員の皆様

方の御協力、そして御理解もいただく中で、広

く真実を市民の皆さん方に知っていただくよう

な、そういった活動にもぜひ御協力をしていた

だきたい、そのように思っているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） 自衛隊誘致に関して、

賛成派、反対派、本当に様々な方々がいらっし

ゃいます。 

 反対派の皆さんに申し上げたいのは、宿毛市

の発展のため、そしてまた、災害時の対応のた

め、自衛隊が駄目なら、代替案を持ってきてく

れと。こういうことで、宿毛の経済がプラスに

向くよ、発展するよという代替案。人口を増や

すには、こういった案があるよという、その代

替案を持って、賛成、反対を議論していただき

たいと思います。 

 賛成だけするのは、本当に、ある意味たやす

いことであり、また、見方によっては格好よく

映るんです。何か体制に反対しているというの

が。そういうふうに映ってしまう。また、高知

県民、そういうのが好きなので。 

 そういうこともございますが、賛成派、反対

派、きちんとした土俵の上で語り合って、宿毛

の今後、経済の発展や、災害時における復旧、

人命救助、様々な立場、様々なことを想定しな

がら、語り合い、議論を尽くしてまいりたいと

思います。 

 お昼も過ぎました。どうもすみません。長々

と失礼をいたしました。ありがとうございます。 

○議長（野々下昌文君） この際、午後１時３

０分まで休憩いたします。 

午後 ０時１９分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時３０分 再開 

○議長（野々下昌文君） 休憩前に引き続き、
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会議を開きます。 

 ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） ４番、川田栄子、質問

をさせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

 私は、ＧＩＧＡスクール構想、宿毛市もこれ

から取り組んでいくと計画を立てておりますの

で、早速分からないところも多いので、伺って

まいりたいと思います。 

 ２０２０年までに全ての児童生徒に、１人１

台学習端末を目指して進めてきた地方交付税で

の予算措置などが、目に見える効果を上げてこ

ないことを受け、ＩＣＴ教育後進国脱却のため、

また、新型コロナウイルス感染拡大の影響によ

る突然の学校の休校措置で、教育のＩＣＴ化の

必要性を多くの人が痛感し、文部科学省は前倒

しで進めることとなりました。 

 学校休校時においては、ＩＣＴの活用により、

子供の学びの保障環境を早急に実現する背景と、

社会構造の変化に能力を育成するために、ＩＣ

Ｔ活用をした教育が注目されるようになりまし

た。 

 未来を生きる子供にとって、ＩＣＴを基盤と

した先端技術の活用は必須です。 

 私たちの生きる社会をつくっていく子供たち

を育むこと、教育とは、未来をつくる仕事です。

従来の一斉教育だけではなく、個別最適化され

た創造性を育む教育の実現が重要であり、教育

観が根底から変わる、歴史的なタイミングであ

ると私は思います。 

 この構想を受けて、当市も小中学校児童生徒

１，５３２人、６,６８５万１，８８４円を予

算化して、１人１台端末の環境整備に向けて、

国の補助を活用することとなりました。 

 文部科学省は、金を出すから、１人１台整備

をするよう、自治体の尻をたたき続けていまし

た。 

 学校教育の情報化の推進に関する法律が、２

０１９年６月２８日、公布施行されています。 

 第１章第５条を見ると、地方公共団体は、基

本理念にのっとり、学校教育の情報化の推進に

関し、国と適切な役割分担を踏まえて、その地

方公共団体の地域の状況に応じた施策を総合的、

かつ計画的に策定し、及び実施する責務を有す

るとあります。 

 早くも実現した自治体も少なくありません。

ＩＣＴを活用して、これまでにできなかった学

びを実現することができます。 

 学びのどの部分にＩＣＴを効果的に活用でき

るか、試行錯誤や指導体制の研修、制度面の整

備も必要となってきます。 

 ３月からの突然の長期休校、子供たちに学び

の保障が十分であったかなど、検証と課題解決

に向き合うための質問を行ってまいります。 

 １つ目として、ＧＩＧＡスクール構想の概要

と本市の取組について、文部科学省が推進して

いるＧＩＧＡスクール構想は、今年度で予算の

終了となっており、当市も１人１台の端末整備

をしていくことになっています。 

 ＧＩＧＡスクール構想の概要と、本市の取組

のスケジュールについてお聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、４番議員の

一般質問にお答え申し上げます。 

 ＧＩＧＡスクール構想についてでございます

けれども、ＧＩＧＡスクール構想とは、諸外国

と比べて遅れている日本の学校におけるＩＣＴ

環境の整備を行うとともに、議員からも御指摘

がございましたけれども、多様な子供たちを誰

一人取り残すことなく、公正に、個別最適化さ

れた創造性を育む教育を全国の学校現場で、持

続的に実現させることを目的として、文部科学

省が打ち出した計画の全体像でございます。 

 具体的に申しますと、児童生徒１人１台端末
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の整備と、高速大容量の校内通信ネットワーク

の整備の２つの事業が策定をされております。 

 次に、本市における取組のスケジュールにつ

いてでございますが、児童生徒１人１台端末の

整備は、高知県内の他自治体と合同入札を行っ

た上で落札業者を決定し、既に契約を交わして

おりますので、今年度中に端末が納入されるこ

ととなっております。 

 高速大容量の校内通信ネットワークの整備に

つきましても、今年度中に事業が完了いたしま

して、各小中学校に新たな通信ネットワークが

構築されることとなっております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） ２つ目といたしまして

当市の小中学校でのＩＣＴ教育の端末を活用し

た授業の蓄積が十分ですか。 

 活用状況回線の整備、運営など、課題を併せ

てお聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 現在、市内の小中学校では、パソコン教室に

児童生徒用のパソコンを整備いたしまして、小

学校高学年では、調べもの学習でのインターネ

ット検索や、まとめ学習での文書作成、小学校

低学年では、パソコンを使ったお絵かきなどで

操作を覚えることや、ローマ字の勉強などを中

心に行っております。 

 また、中学校では、調べもの学習でのネット

検索を初め、ワード・エクセルの使い方や、総

合学習の時間で文書作成などを行っております。 

 また、各小中学校に整備している電子黒板を

活用しまして、英語のデジタル教材による発音

の練習や、ＤＶＤの視聴なども行っております。 

 学校運営における課題につきましては、パソ

コン教室にしかパソコンがないことなどが課題

となっておりましたけれども、現在整備を進め

ておりますＧＩＧＡスクール構想の実現により、

それらの課題も解消されるものというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） ３番目、先端技術の活

用についてお聞かせください。 

 ＧＩＧＡスクール構想で目指す次世代の学校

は、１人１台学習端末と高速大容量の通信ネッ

トワーク完備が学校に一体で整備され、クラウ

ドを活用した授業が実践されます。クラス全員

が同じスライドにアクセスし、同時に資料を作

成できる、何より、何百台でも何千台でもイン

ターネットを通じて、簡単に一元管理できる。

現場の先生の負担を抑え、デバイスを活用した

学びができます。 

 そのために、措置要件として、高速大容量回

線の接続が可能な環境にあることを前提とした

校内ＬＡＮ整備計画、あるいは、ランニングコ

ストの確保を踏まえたＬＴＥ活用計画が前提と

なります。 

 小規模校や未光地域の場合などは、校内ＬＡ

Ｎを整備するより、ＬＴＥなどを活用するほう

がニーズにマッチする場合や、全体の事業費が

安価になる場合もあったりするが、校内通信ネ

ットワークについてお聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 先ほど申し上げましたように、現在整備を進

めておりますＧＩＧＡスクール構想におけます

高速大容量の校内通信ネットワークの整備によ

りまして、市内の各小中学校の普通教室及び一

部の特別教室、並びに体育館には、高速大容量

の通信が可能な無線ネットワーク環境が構築を

されることとなります。 
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 このネットワーク環境と１人１台端末を使用

することにより、先ほど議員もおっしゃいまし

たけれども、今までできなかった授業の実施な

ど、新たな学習環境が構築されるものであると

いうふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 端末活用の研究につい

てお聞かせください。 

 ＧＩＧＡスクール構想では、デジタル教科書、

教材など、デジタルコンテンツの活用を促進す

るとあります。 

 デジタル教科書は、２０１９年４月に導入、

制度化されました。が、普及は進んでいません。 

 しかし、国の施策の中で動いているから、多

くの学校が整備することになるでしょう。デジ

タル教科書には多くの機能が搭載され、紙の教

科書では実現できない機能が埋め込まれている

ので、活用の可能性が広がります。 

 デジタル教科書とは気になる、不安に思って

いる保護者も多くいます。デジタル教科書には、

学習者用、指導者用があって、当市においては、

拡大提示してくれる指導者用、デジタル教科書

の整備とあります。指導者用デジタル教科書と

学習者用デジタル教科書とは、使用方法が異な

るので注意が要ります。 

 制度化されたデジタル教科書は、学習用デジ

タル教科書だけです。端末整備事業はとても大

きな事業であります。端末選定に当たって、本

来端末はツールです。どういう授業をする、だ

からこういった端末がよいというのが、本来は

筋だと思います。 

 端末を使ってどういう授業をするか、端末活

用の研究は十分行われてきたか、説明をしてく

ださい。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 導入端末での授業につきましては、無線ネッ

トワーク環境を利用したオンラインでの授業は

もちろんですけれども、電子黒板やデジタル教

科書など、他のＩＣＴ機器との併用による授業

展開につきましても、想定をしております。 

 そういったことによって、先ほども申し上げ

ましたけれども、これまで可能でなかった授業

の進め方も可能になってくるのではないかとい

うふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） ５番にまいります。 

 ＩＣＴ教育を推進するためには、機械の使い

方やＷｉ－Ｆｉ対応のみならず、ＩＣＴ時代に

対応した授業設定や実践教育の在り方、ＩＣＴ

教育のよさを実証して、そのよさを理解できな

ければ全体の流れは変わらないので、時間がか

かると思います。デジタル教科書、教材が入っ

てきても、それだけで授業が成立するとは思え

ません。何より、ＩＣＴに対応できる先生を着

実に育てなければなりません。 

 教師がＩＣＴ機器活用の本質まで十分理解す

るのに時間をかける必要があります。そのこと

についてどのようなお考えでしょうか、お聞か

せください。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 ＩＣＴを活用した教育を実施する上で、教員

のＩＣＴ活用指導力の向上及び指導体制の充実

が非常に重要な課題であると考えております。

議員御指摘のとおりだと思います。 

 文部科学省におきましても、ＩＣＴ活用指導

力の向上に向け、教職課程においてＩＣＴを活

用した指導方法を必須化するなどの措置が取ら

れているところではありますが、一人一人の教



 

－ 95 － 

員がＩＣＴ活用指導力の向上の必要性を理解し、

研修などを積極的に活用して自己研さんに努め

ることが、指導力向上の近道であると考えてお

りますので、教育委員会といたしましても、今

後の研修の充実の在り方について、関係機関と

連携し、協議、検討してまいりたいというふう

に考えております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） ６番目の家庭の通信環

境整備についてお聞かせください。 

 ＧＩＧＡスクール構想は、感染症などによる

長期休校に対する対策となっております。緊急

時などには、持ち帰って自宅学習できるとなっ

ているかお聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 今回整備を行う１人１台端末につきましては、

現在のところ、基本的に学校内での使用を考え

ているところであります。緊急時に端末を家庭

に持ち帰り学習することも有益だと考えますが、

各家庭で通信環境の違いがあるため、現状では、

各学校で児童生徒に登校していただき使用する

ことを想定いたしております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 再質問させていただき

ます。 

 自宅での通信環境の支援についても、通信環

境の有無など、保護者アンケートなど調査はい

たしましたでしょうか、お聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 家庭における通信環境の有無につきましては、

調査を行っております。 

 調査結果によりますと、家庭においてＷｉ－

Ｆｉ環境など通信環境が整っておらず、インタ

ーネットを介した学習活動が困難な児童生徒は、

全児童生徒のおよそ２０％になっております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） １０％が環境が整って

いないというアンケート調査結果をお伺いいた

しました。 

 再質問させていただきます。 

 経済的な理由などでＩＣＴ環境を整備できな

い、家庭の環境整備がされることを目指すＧＩ

ＧＡスクール構想になっております。 

 臨時休校に伴う学びの保障に限らず、授業で

学んだことを家で振り返ったり、次の授業に臨

んだりできる学習を目指します。 

 ＩＣＴ環境が不十分で、家庭にはコロナ対策

として環境整備ができるよう、内閣府から地方

創生臨時交付金が出ています。それを使ってし

っかり整備されるようにしたらいかがでしょう

か。 

 １０％ということは、９０％の家庭が整って

いる。その９０％の家庭に対して、しっかり、

残りの１０％を手当てしていただきたいと思い

ます。 

 御意見をお伺いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 大変恐縮ですけれども、先ほどの環境の整っ

ておらない児童生徒については、２０％とお答

え申し上げたつもりですけれども。申し訳ござ

いません、２０％ということで御理解いただき

たいと思います。 

 それから、通信環境が整っていない御家庭の

児童生徒に対して、補助金を活用したモバイル

Ｗｉ－Ｆｉルーター等の導入については、委員
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会におきましても検討いたしましたけれども、

毎月の通信料については、補助対象外となると

いうことから、モバイルＷｉ－Ｆｉルーターの

導入については、見送った経緯がございます。 

 先ほど御答弁申し上げましたように、現状で

は、そういった御家庭のお子さんについては、

登校していただいて、学校にある端末を使って

オンライン授業を行っていただくと。そういう

ことが望ましいのではないかなというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） ２０％、はい、聞き逃

していまして、申し訳ありません。 

 再質問になるかも分かりません。緊急時には、

Ｗｉ－Ｆｉなんかの環境整備が整っていない方

は学校へ来て、もし、この間のような長期休校

になりますと、学校へ来てできるということで

すか。整っている方の８０％は家でできるとい

うことになっていくのでしょうか。どうでしょ

うか。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 議員御指摘のように、先ほど言いました２

０％の児童生徒については、学校にまず来てい

ただくと。それ以外のお子さん、いわゆる、通

信環境の整っておられる御家庭のお子さんにつ

いても、通信環境の仕様、容量とか、いろんな

条件がそれぞれの御家庭によって違います。そ

ういったことを含めて、今回のようなコロナウ

イルスの対策のための臨時休業のようなケース

が今後起こった場合について、その辺りについ

ても含めて、検討してまいりたいと。ただ、全

員が学校に来てしまうと密になってしまうとい

うことがございますので、そういったものを含

めて、感染防止対策と合わせて、子供たちの学

びをしっかりと保障していく取組、そういった

ものは十分、これからも検討、研究してまいり

たいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 長期休学により、学ぶ

機会が減り、心を育む時間も、体を動かす時間

もすっかり奪われた時間が続きました。後戻り

は許されません。 

 子供が将来の夢を抱いたとき、その夢に向か

って力強く歩んでいける基礎学力も、体力も、

道徳も、しっかりつけさせてあげることは、大

人の役割だと思います。 

 次に行きます。新型コロナウイルス感染緊急

事態の検証と、対応の変化についてお聞きいた

します。 

 現状のウイルスに対する科学的根拠の認識に

ついてお聞きします。 

 今となっては、情報もたくさん出ています。

ウイルス研究での専門家、免疫学の専門家、大

学教授など、データに基づいたものであれば、

どれも正確です。どれを取って、どれを捨てる

か、それは例えば、医学専門誌ネイチャーなど

には、無症状者が持つウイルスの数などが掲載

されているので、様々な情報から日本の数字と

世界の数字を比べることができます。ほぼ似て

いる数字なら、ほぼ正確と言えることなどの作

業は欠かせません。 

 情報を集め、丁寧に分別した上であることを

まずお伝えしておきます。 

 自分が情報を知らないから気に入らない、正

確でないという乱暴な言い方や批判があっては

いけません。これは今のコロナ感染症の問題で

す。なぜなら、情報があるか、データがないこ

とから、ウイルス専門家、免疫学の専門家、大

学教授などに疑問が出て、研究に取り組んでい

るから、まだ結論は出ておりません。 



 

－ 97 － 

 そもそも発端は、２０１９年１２月、中国の

武漢で肺炎患者が発生と複数報告されました。

新型コロナウイルス感染症が検出されたと医学

誌ネイチャーには載っていました。２０２０年

１月２８日、新型コロナウイルス、その当時は

ただ恐れることだけと、不安の日々を過ごして

まいりました。半年たって、様々データも出て

きました。 

 新型ウイルスに対する科学的根拠も多く出て

います。政府にも教授等のデータや根拠の数字

が届いているのでしょう。ＧｏＴｏキャンペー

ンや自粛規制など、緩める方向へかじを切って

います。 

 政治家は、自分で新しい情報を集め、判断し

ていくことが重要です。情報を先取りして、施

策に反映させていくとなります。 

 市長御自身、このウイルスに対する情報の少

ない２月頃から比べると、今、多くの情報を認

識されていると思います。 

 我々の命を守る長として、今、この新型コロ

ナウイルスについて、どのように認識されてい

るか、住民に向かってしっかりおっしゃってく

ださい。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 川田議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

 どれも正確な情報ですということで、情報に

よっては、全く違う情報もありますので、どう

いうふうなことを言われているのか、ちょっと

理解できないところもありますが、国は科学的

根拠や最新のデータを元に各段階に応じた感染

防止対策の基本方針を示していると考えますの

で、宿毛市としてましても、国や県の示す方針

を元に対策を考えている、そういったところで

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） マスクが本当に必要な

深刻な病原性を持つか、強い伝搬力があるか、

病原体の機能はＰＣＲ検査では分かりません。

日本もニューヨークみたいになる、４０万人が

死ぬ、ＰＣＲ検査をせよと言い続けている学者

もいますので、それぞれの専門家はそれぞれの

自分のお考えを発表しております。 

 学校休業についてもそうですが、行政の責任

として、私はこの専門家の言っているデータに

基づいたものを採用する、効果がなければその

とき判断して変更する、よって皆さんも御協力

してください、と言ったほうが、我々住民も分

かりやすい。今は仮説を立てて言う時期ではな

いと思います。 

 マスク対策にはこれだけの効果がある、唾液

には、武漢のウイルスがこれだけある、歌を歌

えばこれだけのウイルスが発出される、これは

データが出ています。 

 今の状況から、熱中症を考えると、また、通

学時の子供はいつ走り出すか分からない危険と

注意が出ています。外歩きは不要と注意を促さ

なくてよいのか。密接、密集、密閉の３つが要

るのか。手洗いなど、最後まで残る対策もある

でしょう。そうは言っても、指定伝染病となっ

ているので、判断は難しいとは思いますが、科

学的根拠、データに基づく対策や判断について、

どのような見解をお持ちでしょうか、お聞かせ

ください。 

○市長（中平富宏君） 反問権をよろしいです

か。 

○議長（野々下昌文君） ただいま、市長から

反問権の申出がありました。 

 議長としては、反問権を許します。 

○市長（中平富宏君） すみません、川田議員、

ＰＣＲ検査では分かりませんとかという話から、

それぞれのデータが正しいですとか、ちょっと

言っていることが、整合性がちょっと分からな



 

－ 98 － 

いんですが、科学的根拠、科学的根拠と言われ

ていますが、どういったことの科学的根拠を示

せと言われているんですか。 

 ちょっと、すみません、質問が分かりません。 

○議長（野々下昌文君） もう少し付け加えて、

詳しく述べてください。 

 ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） ＰＣＲ検査は、病原性

とか伝搬性の強さを表すものではありません。

このウイルスがいるよというところで、１個で

も出れば出ます。ＰＣＲ検査です。 

 そういう状態の中で、そういうＰＣＲ検査の

特性、そのことを知った上で、今の状況、今日

も何人出ましたとか、そういうマスコミの情報

に、私たちが本当に恐れていいウイルスを持つ

病原性なのか、そういうデータに基づく対策や

判断についてお聞きしているわけです。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 聞き取りを少しさせて

いただいていますので、担当課の聞き取りに合

わせて答弁のほうをさせてもらいたいと思いま

す。 

 ウイルス１個でもというのは、ウイルス１つ

の話でしょうか。１つだとなかなかＰＣＲ検査

は出ないとは思うんですが、ちょっと分からな

いところがありますが、答弁をさせていただき

ます。 

 市民の皆様には、新しい生活様式として定着

してきた基本的な感染防止対策を継続して取り

組んでいただくよう啓発を続けているところで

ございまして、これを引き続き続けさせていた

だきたいというふうに考えています。 

 また、今後の展望としましては、本市におけ

る新型コロナウイルス感染症対策は、先ほども

申しましたが、国や県の方針に基づき対応する

ことを基本に、当然ながら考えているところで

ございまして、感染防止対策を徹底しながら、

地域の活性化につながる取組を進めまして、経

済活動の回復を図ってまいりたいというふうに

考えておりまして、そういった形で現在進めさ

せていただいているところでございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 指定感染病となってお

りますので、市長のお答えは当然だと思ってお

ります。 

 今、７月の時点で６万４，０００人に陽性の

症状が出ました。せいぜい重傷者は２００人、

０．０３％と言われています、 

 このウイルスの数が問題で、ウイルスが１０

０万とか、１，０００万のレベルにならないと

発熱や症状が出ないと。伝搬するには１，００

０万レベルが要ると、ある学者は言っています。 

 そういうのは最近分かってきた状況なんです

けど、また、無症状者が伝搬するというドイツ

論文は、根拠となるデータは出ていないという

ことです。 

 少しずつ中国で最初に出たウイルスの病原性、

伝搬性が明らかになっています。しかし、ＷＨ

Ｏがこの論文を間違いないものとして世界各国

にＰＣＲ検査をせよ、マスクをせよ、３密を避

けて行動の自粛、移動制限、ソーシャルディス

タンスなど、世界各国に指示を出したまま今に

至っています。 

 それで、６日ほど前になりますけど、紙面に

「新型コロナ類似遺伝子解析」とありました。

生物科学者の高知の武市医師のグループが、新

型コロナウイルスとインフルエンザＡ型、Ｂ型

ウイルスを遺伝子レベルで比較し、一部に高い

相同性があると論文の発表がありました。アメ

リカ国立生物工学情報センターが公開している

データベースを使って解析しています。 

 新型コロナとインフルエンザＡ・Ｂ型、それ

ぞれを遺伝子配列を基にアミノ酸配列の置き換

えてたんぱく質相同性を調べる方法で比較した
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とあります。 

 結果、新型コロナとインフルエンザＢ型では、

８０％以上の高い相同性を示す領域があり、イ

ンフルエンザＡ型とも複数箇所で相同性は見ら

れたとありました。 

 その中にウイルスの抗原機能に関連する領域

も多く含まれています。 

 武市医師は、新型コロナは全く新型のウイル

スではない可能性がある。新型コロナにかかっ

ても無症状や軽症の人が大半なのは、インフル

エンザにかかった経験がある人が多いためでは

ないかとの見解です。 

 世界も政府もＰＣＲ検査だけで、このウイル

スが本当に病原性、伝搬性の機能や遺伝子配列

の解明はしません。する気もありません。専門

会議は、大学教授はおかしいと言い続けていま

す。 

 そこで、武市医師のグループの遺伝子配列検

査が待たれるところであります。 

 あと一つ気になるのは、厚生労働省から６月

１８日、県に届いた通達の内容です。新型コロ

ナ感染の陽性者であって、入院中や療養中に亡

くなった方について、厳密な死因を問わず、死

亡者数として全数を公表するようにというもの

です。数字が増えると、やはり怖いことを国民

に見せるのか、死者を増やして、やたらに怖が

らせるということなのか。あえて世の中を恐れ

させるか、関係ないところでカウントされてい

る。それから死者の数が増えています。 

 このウイルスが原因で亡くなった人が何人い

るか、もともと持っている病気で亡くなったか

は、解剖してみないと分からないといいます。 

 この新型コロナウイルスは、１月２８日、指

定感染の期限は来年２月６日です。新型コロナ

ウイルス感染症については、いろいろなことが

分かってきました。今後どのような形で感染症

とつき合っていき、何の措置を取るべきか検討

していくことでしょう。 

 次へ参ります。当市の経済活性化についてお

聞きいたします。 

 知見の発表ですので、質問は要りません。 

○議長（野々下昌文君） 質問にしてください。 

○４番（川田栄子君） とにかく、店を潰した

ら大変です。元には戻りません。 

 葬儀も斎場に行く人数も制限されて、自分の

身内に起きたら、こんな葬儀では大変つらい状

況が続いています。 

 ＰＣＲ検査では、壊れた細胞も出ます。死ん

でも出ます。免疫を持つコロナが入ると、陽性

は出るが、症状は出しません。陽性者の１人が

持つウイルス数は、本当に少なく、伝搬された

ものではなく、本人が持つ常在菌だろうと、こ

のように言われています。 

 感染防止と経済の比重は、今のままで同じで

よいのか。感染症と経済活動の両立の旗振り役

をしなくてはいけないと私は思います。 

 自粛が解かれた今、政治家はしっかり情報を

集めて、政策を判断する時期ではないかと思い

ます。 

 当市の経済活性化についてのお考えを聞かせ

てください。 

○市長（中平富宏君） ちょっと１つだけ、反

問権をよろしいですか。 

○議長（野々下昌文君） 反問権を認めます。 

○市長（中平富宏君） ちょっと理解できない

ところが何か所かあったんですけど、１つだけ、

川田議員、ＰＣＲ検査は無意味だからするなと

いうように聞こえるんですが、そういったふう

に理解してよろしいのでしょうか。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 無意味ではありません。

世界保健機構ＷＨＯがＰＣＲをせよと言ってい

ますけど、ＰＣＲでは、感染症の機能とか伝搬

性、そういう機能は出ないということです。だ
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から、武市医師が言われるように、遺伝子配列

を研究して初めて遺伝子の正体が分かってくる

ということです。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 地域経済を支えるには

どういうふうに考えているかということについ

て答えさせていただきたいというふうに思いま

す。 

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う

緊急事態宣言が解除されたものの、有効なワク

チンの開発、普及などで集団免疫が獲得される

までは、感染予防拡大防止対策を講じつつ、経

済活動を維持していく必要がありますが、社会

活動の制限は、経済活動の著しい停滞を伴うた

め、経済活動への影響をできる限り最小限にと

どめたいと、そのように考えているところでご

ざいます。 

 そのためには、新たな感染の発生に備えまし

て、新しい生活様式の実践を推し進めるととも

に、感染抑制と社会経済活動の両立を目指した

いと、そのように考えているところでございま

す。 

 具体的に申しますと、本市や近隣市町村にお

いて感染が確認され、感染拡大の兆候が見受け

られた場合、社会活動の自粛などをお願いする

必要がありますが、感染の収束状況に合わせま

して、地域の経済活動に対する影響を可能な限

り最小限にしたいと、そのように考えていると

ころでございます。 

 現在は、新型コロナウイルスの感染拡大によ

り、ダメージを受けた地域経済をできる限り早

期に回復させつつ、次の感染拡大に備えた対策

を推し進める、そういった時期だというふうに

考えておりまして、飲食店等における利用環境

の向上を目的とした宿毛市新型コロナウイルス

感染症対策向上取組宣言店制度や、市内事業所

が実施する感染防止対策の促進を目的とした宿

毛市中小企業新型コロナウイルス感染症対策事

業費補助金制度を実施しているところでござい

ます。 

 今後におきましても、新しい生活様式の実践

や感染状況に応じた行動の変容など、市民の皆

様の協力をいただきながら、必要な対策を講じ

ることで市民の暮らしを守っていきたいという

ふうに考えているところでございます。 

 先ほど来申しましたように、県であるとか国

であるとか、そういったところからの信頼でき

る情報を基に進めていきたい、そのように思っ

ているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 専門家会議は、政府寄

りの学者がそろっているということで、政府に

反することは言えませんので、どこでもいいか

というのはそういうものだと思います。 

 私も、指定伝染病ですので、それから大きく

外れて行動することはできないと思いますけれ

ども、情報は様々あると、それには根拠がある、

データもあると。そういうのをちょっと御紹介

しただけのことです。 

 ４番へ参ります。小中学校の休校の検証につ

いてお伺いいたします。 

 ア、教育委員会の議論についてですが、２月

２７日、新型コロナウイルス感染症対策本部に

おいて、安倍総理が突如、全国全ての小中高等

学校、特別支援学校について、３月２日から春

休みまで臨時休業を行うよう要請したことが大

きな波紋を広げ、２９日には総理がこの要請に

ついて、再度の記者会見を行う事態となりまし

た。 

 法的根拠のない首相越権行為です。まずもっ

て、小中学校の休校措置を管轄するのは、市町

村教育委員会、高校の休校は県の教育委員会で

あります。 
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 地方教育行政の組織及び運営に関する法律は、

その教育委員会において、２１条で教育委員会

の所管に属する第３０条に規定する学校、その

他の教育機関の設置、管理及び廃止に関するこ

とと定めています。 

 教育委員会としてどのような議論が委員会で

あったのか、お聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 昨日の松浦議員の一般質問でお答えいたしま

した内容と重複をいたしますけれども、改めて

御答弁申し上げます。 

 本年２月２８日に文部科学事務次官名で臨時

休業要請がございました。また、高知県教育委

員会からも２８日付で市町村の小中学校におけ

る取組についても、県の方針に基づいて対応い

ただきたいという要請がございました。 

 このことを受けまして、本市教育委員会とし

て、同２月２８日の午後１時から教育委員会臨

時会を開催し、続けて午後２時からは、臨時の

校長会を開催いたしまして、協議を重ね、本市

として、３月４日から全ての市内小中学校を一

斉休業することといたしました。 

 その後も新型コロナウイルス感染防止に向け、

様々な状況に対処すべく、毎月開催の定例会は

もとより、状況に応じ、臨時会を開催し、その

都度協議、検討をいただく中で決定をいたして

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 議事録を見てみますと、

四万十市教育長に幡多で統一的歩調を考えて、

そういう打診をされて、その後、高知県全体の

統一に歩調を合わせた、これが宿毛市教育委員

会としての結果となっています。 

 文部科学省の集計では、多くが同日までに休

校を始めた一方、２０市町村立の小中学校３１

６校は、休校せず授業を続けました。小学校は

９８． 

８％、中学校は９９％が休校を決めました。当

市は３月４日と決定しております。どのような

考えでその決定となったのか教えてください。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 教育委員会においても、様々な委員の皆さん

から御意見もいただきました。そういう中で、

まさにかんかんがくがく議論をする中で、最終

的な教育委員会の方針を決定していったという

ことでございます。 

 教育委員会は、特に、共働き家庭や学校現場

にできる限り混乱を招かないようにということ

で、２月２８日に休校を決定いたしましたけれ

ども、政府の要請である週明けの３月２日では

なく、３月４日からの休業ということで、これ

は高知県内、ほとんどの学校がそうだと思いま

すけれども、３月４日から休業をしたというこ

とでございます。 

 決定から休業開始まで時間がなかったことに

つきましては、感染拡大を抑制し、影響を最小

限にするために、早急な対応を取る必要がある

との認識の下で判断をしたものでございます。 

 また、御家庭で監護が難しい低学年の児童の

対応といたしまして、学校及び放課後子ども教

室、学童保育での受入れを行ってまいることと

いたしました。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 当市が３月４日から決

定されたという御事情は伺いました。 

 私の目にとまったのは、長野県池田町の教育

長の言葉です。２日遅れのささやかな抵抗、国

の要請どおりの２日からではなく、２日遅れの
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４日から実施する言葉です。国の方針に反する

決定に至った背景や理由など、詳細の説明があ

ります。 

 竹内教育長は２８日、町長と町内の小中学校

長３人が集まり、出した結論は、４日から。こ

の時点では、他市町村も２日からの実施は難し

いだろうと考えたと言われます。 

 ２日間の猶予を持たせた、方針に反したが、

現実的なのは、子供たちに少しでも気持ちの準

備をさせたかった。昨年度ぎりぎりの３月に突

然、学校は明日でおしまいですと言われた子供

たちの気持ちを想像するに、国に言われるまま

に月曜から休めとは、私はとても言いたくない。

現場の先生たちにも、２日からは乱暴過ぎる。

保護者にも仕事の調整などの準備期間が最低限

必要と考えました。２日から休めば、保護者に、

国や県がそうしろと言っているという以外の答

えは思い浮かばず、私の信条に反する。結果的

に国の方針に反したが、現実的な判断ができた

と考えています。 

 ささやかな抵抗かもしれないが、上意下達に

そのまま従う気持ちはなかったと振り返ってい

ます。 

 家庭の受入れ態勢についてお聞きいたします。 

 一斉休校は感染症の対策として効果はありま

す。しかし、学校関係だけが動いて、事態の落

ち着くものではありません。 

 なぜなら、学校を休めば、子供は自宅にとど

まる。果たして家庭の受入れ態勢は万全か。子

供の面倒を見る親、家族らが、会社を休まざる

を得ない恐れもある。子供を持つ保護者、ひと

り親や休みが取ない保護者の児童生徒の受皿を

どうするかなどの配慮が必要です。 

 どのような検討がされたのか、お聞かせくだ

さい。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 長期休業、突然の休業ということで、子供た

ちに与える影響というのは確かにあるだろうと

思っておりますし、また、御家庭においても、

急遽、子供たちが家庭にとどまるということで、

その対応に苦慮した部分があるんだろうと。そ

ういったことも含めまして、委員会の中でも、

これは市長からも要請をいただきました。低学

年の子供たちが、特に御家庭でなかなか監護で

きない子供さんたちをどうするんだということ

で、何とか委員会のほうでも前向きに検討して

くれということでお話もいただきまして、それ

も受けまして、教育委員会として学校現場のほ

うに、放課後子ども教室や学童保育でない時間

帯については、学校の先生方に見守りをしてい

ただきたいと。これはあくまでも、教育活動と

して授業を行うということではなしに、まさに

見守りということで、放課後子ども教室へつな

ぐまでの間は、低学年の児童については、そう

いう形で見守りを学校ですると、そういったこ

とを決定をして、先生方にもお願いをして取り

組んでいただいた、そういう経過がございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 学童なんかも、３月の

受入れは少なかったようですが、気になるのが、

共働きで働かざるを得ない方の精査はできない。

どんどん来たら学校生活と同じになるから、徹

底する、個別にお願いするなど、線引きを厳し

くするなどの意見が委員会で出ております。 

 文部科学省は、今般の臨時休業に伴い、従来

の放課後児童クラブ利用を、児童数よりニーズ

が高まることが考えられ、また、密集性の回避、

感染防止をすることなどから、一定のスペース

確保が必要である教室、図書館、体育館、校庭

などが利用可能なら、積極的に施設の活用を推

進するとあります。 
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 当市の委員会の認識に矛盾はありませんか。

お聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 低学年の児童を受け入れる放課後子ども教室、

あるいは学童保育についてもそうですし、学校

現場の先生方もそうですけれども、何より第一

に考えるのは、感染防止対策でございます。 

 したがって、教育委員会としても、学校現場

のほうには、可能な限り、いわゆる学童保育が

密になるような状況であれば、より広い体育館

であるとか、空き教室であるとか、当然休業中

ですので、空いている教室もある。そういった

ところをできるだけ積極的に活用していただく

ようにということで、可能な限り感染防止対策

を講じるようにということで、現場のほうにも

お願いをしているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） ウへ参ります。 

 家庭からの子供たちの逃げ場の考慮について

お聞かせください。 

 休校した場合に、子供たちに与える影響は、

必ず知っておくべきです。 

 保護者の負荷だけではなく、そもそも家にい

ることがしんどいと感じている子供たちに目を

向けなければなりません。 

 家庭に居場所がない子供たち。特に学校休業

は、部活動も中止になります。 

 児童は、人として尊ばれる、社会の一員とし

て重んぜられる、よい環境の下で育てられる。

児童憲章であります。どれもきちんと保障され

なければいけません。 

 学校という居場所がなくなり、家庭という場

に子供たちは長期間にわたって身を置かざるを

得ません。家庭からの逃げ場のない子のことを、

大人がどれだけの考慮をしたのでしょうか。お

聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 子供たちが学校へ行きたい。あるいは部活等

をしたいとの思いを持たれるであろうことは私

も認識いたしておりますが、何よりも委員会と

して考えたことは、子供たちの安全安心を最大

限考慮するということで休業を決定したもので

ございます。 

 当然、子供たち、様々なストレスがあるでし

ょうけれども、休業期間中は新型コロナウイル

ス感染防止対策を講じる中で、担任の教師が家

庭訪問をしたり、電話等を通じて児童生徒や保

護者との連絡を密接に取る中で、保護者も含め

て子供たちのケアを行ってまいったということ

でございます。 

 御理解いただきたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 私は休校をしないほう

がいいとか、そういうことを言っているもので

はありません。検証ということで、またあるか

もしれないことについてしっかり考えていきま

しょうということでございます。 

 安倍総理の休業要請についてであります。 

 感染症の予防による臨時休業について、学校

保健安全法で学校の休業を決定できるのは、第

２０条、学校の設置者である教育委員会が学校

の休業を決定できる。そもそも首相の休校要請

は、首相に何らの権限もないことは明らかで、

慌てて要請に従い、そうしたことはあるかも分

かりません。 

 ただ、独自の判断で休校する必要があるのか、

検討があってもいいと思います。それには、地

域の感染状況を把握し、地元大学の感染症の専

門家などから、休校の必要性についての意見を
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聞くのも良かったのでは。 

 休校にした場合、子供たちの与える影響はと

ても大きいものがあります。そのためには、校

長と教育現場の声を聞くことも必要です。さら

に、ふだんは子供が学校に通っていることを前

提に、仕事をしている親たちの事情も聞いてお

くべきです。企業にも協力要請が望まれますか

ら。 

 これが教育委員会の常識対応ではありません

か。これから生かしていただきたい。総理の要

請は何の法的根拠もありません。越権行為にす

ぎません。仮にそうであっても、国の行政、ト

ップである総理が要請すれば、事実上、それが

決定事項となり、全国の自治体の首長や教育委

員会がこれを覆すのは極めて困難でしょう。 

 総理の今回の要請は、日本の法秩序を大きく

害するものだと私は思いますが、教育長の見解

があればお聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 議員御指摘のように、市町村立学校の休業の

決定、最終的な決定は市町村の教育委員会にあ

るものと認識をいたしております。松浦議員に

お答えしたとおりでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 項目オへ参ります。子

供たちに影響が出ていないのに休業判断したこ

とについてであります。今年は例年に比べてイ

ンフルエンザの患者も少なく、知り得る感染の

流行の報告は聞かれていません。政府寄りの教

授は、これから冬になるとインフルエンザと新

型コロナで大変なことになると言い続けていま

す。 

 去年の１１月から１２月中頃まで、インフル

エンザの流行がありまして、ずっとグラフでは

上がっておりました。でも、１２月からがくん

と下がりました。そのグラフの某教授の説明は、

ウイルスの世界においては、インフルエンザと

新型コロナは負の関数関係にあると説明されま

した。 

 しかし、新型コロナにおいて、子供は地域に

おいて感染拡大の役割を果たしていません。児

童における全国的な感染症の流行は存在しませ

ん。とはいえ、児童の間で感染症が蔓延し、一

斉休校が望まれれば、感染拡大の防止のため、

専門家からの意見を聞いた上で、専門家からの

要請となることはあるでしょう。 

 しかし、新型コロナウイルス問題について、

専門化の立場から政府に助言する新型コロナウ

イルスとなるはずの、専門家会議も一斉休校に

関して、一切論議をしていないことを認めてい

ます。 

 総理は、感染症対策本部においても、２７日、

２９日の記者会見で、具体的な根拠を示すこと

なく、ここ２週間が極めて大事だと言っていま

す。前提になるはずの児童における全国的な感

染の流行が存在しない。実際、データにゼロ歳

から２９歳までの死者は１人です。しかし、子

供たちの教育権を奪い、学校、家庭、社会に甚

大な影響を及ぼすことになったことを指摘して

おきたいと思います。 

 児童における全国的な流行は存在していませ

ん。これでよかったのか、教育長の見解を聞か

せてください。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 先ほども答弁しましたけれども、国や県の休

業要請を受けまして、教育委員会及び校長会に

おきましても、十分に協議をする中で、何より

も感染拡大防止、児童生徒の安全安心対策を講

じることが最重要であるという認識の下、休業
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決定をいたしたものでございますので、御理解

いただきたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） カの項目へ参ります。

学校再開についての検証です。休校に入るとき、

検証すると、皆さんの通っている学校を臨時休

校することになりました。しばらくの間、皆さ

んが学校と友達と学習したり、学校行事に取り

組んだり、楽しい日々が過ごせなくなる。本当

に申し訳ない。先生方も非常に残念だと思って

いる。休みの間、友達に会えないことはつらい

ことと思いますが、人が集まる場所に行かない

でください。学校では勉強できませんが、１年

間のまとめや新年度の準備をするつもりで過ご

してください。こういうような教育長のメッセ

ージもなかったですね。 

 また、卒業で学校を去る卒業式もありました。

卒業を迎える皆さんにとっては、突然のことと

なりました。学校生活の思い出を大切にしてく

ださいというメッセージも届きませんでした。 

 文部科学省は臨時休校に、学習に著しい遅れ

が出ないように、可能な限り家庭学習を課すな

どの配慮を求めました。登校日については、各

学校が児童生徒の実態に応じて設定することな

どを考えるとしました。登校日以外では、児童

生徒の学習状況の確認などのための家庭訪問、

きめ細かな対応にも文部科学省は触れています

が、当市では、疑問のある保護者の声が多いで

す。 

 休校期間は、小学校で２週間未満１９％、２

週間以上３週間未満２３％、３週間以上４週間

未満５０％。中学校も同じ状況でありました。 

 岡山県井原市は中学校を休校としましたが、

全ての小学校で平常どおり授業をしました。小

学校は１人で留守番も難しいし、給食も提供で

きて、栄養の確保もできると判断しました。こ

れには、保護者から助かるという声もあれば、

休校すべきだという声もあったと聞いておりま

す。全体として、約４割の学校が予定どおり開

始しました。 

 当市においては、延長があり、５月連休の再

開となりました。学校再開について、どのよう

な議論がなされましたか。お聞かせください。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 学校再開に当たりましては、長期の休業であ

ったことや学校の感染症対策を取るなどを考慮

し、宿毛市においては、２週間は分散登校とい

う形で、より安全を担保する取組を行いました。 

 御質問の学校再開に向けた学びの保障につい

ては、この間の休業による日数を補うため、市

内の全小中学校で夏休みを短縮したり、あるい

は各学校において時間割編成の工夫や学校行事

の精選などを行うことで、各学校での不足分の

日数を確保したところでございます。 

 これまで何回も答弁させていただきましたが、

委員会としては、いろいろな専門家の方々の知

見はあろうかと思いますが、何よりも子供たち

の安全第一、安全安心、それから学校がクラス

ターとならないように、そういった基本的な認

識の下で、適宜判断をさせていただいたという

ことで御理解いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） ここからは子供たちに

聞いた意見、保護者の意見の声などを届けさせ

ていただきます。３月２日以来の休校を延長す

るなど、新学期が始まらない４月を迎えていま

す。体育祭や文化祭がなくなってしまう。大人

たちには私たちの中学生活は今しかないという

ことを理解してほしい。私たちが過ごしている

この時間は、今しかないんです。これから先、

どんなに頑張っても取り戻すことはできません。



 

－ 106 － 

これは今しかない時間への痛切な訴えでしょう。 

 以上です。 

 最後に、ファミリーサポートセンターについ

てお聞きします。 

 私がこのファミリーサポートセンターを質問

するに至った経緯は、宿毛市の女性の住民から、

四万十市のファミリーサポートをやっていると

ころに電話が入りました。宿毛市には、ファミ

サポがないので、四万十市へ引っ越ししたいと

いう情報が四万十市を経由して入ってきました。

私たちがファミリーサポートセンター事業につ

いて、私も以前質問をさせていただきましたが、

そのときの行政は、地域子育て支援センター

「すくすくひろば」があるからというお返事で

した。 

 いの町の女性の町長は、女性であることを生

かしてしっかりファミサポに取り組んできまし

た。新たな法律に基づく事業であって、このフ

ァミリーサポートセンター事業を待っている市

民もたくさんいます。この制度に対する現在の

お考えを聞かせてください。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 現在、ファミリーサポートセンター、これは

通称ファミサポでございますが、この事業は高

知県下で１１市町村、そのうち幡多管内では四

万十市が令和元年７月から実施されておりまし

て、大月町は令和２年度中に設置予定となって

いるところだとお伺いしております。 

 四万十市では、事業開始後１年が経過し、依

頼会員と言われる子育ての援助を受けたい方が

８月末現在で５２名、そして援助会員と言われ

る子育ての手助けをしたい方が２９名、両方の

会員の方が９名両方同時ということだと思いま

す。９名登録していると聞いているところでご

ざいます。 

 依頼会員の中には、登録はしていますが、援

助会員とのマッチングを行っておらず、実際に

は利用していない方もおられると伺っていると

ころでもございます。 

 四万十市や大月町の担当者から現状をお聞き

する中で、利用された依頼会員からは利用して

よかったという感想も聞かれているようですが、

援助会員の募集に苦慮されておりまして、登録

されている方の３分の１程度しか活動ができて

いない状況もあるようでございます。 

 これは全国的にも援助会員の確保が課題とな

っておりまして、特に都市部と違って、地方で

は援助会員の高齢化も問題の１つとなっている

ところだと聞いております。 

 たとえ、一、二時間程度であっても、元気い

っぱいの子供たちのお世話をすることに精神的

にも体力的にも不安を抱えている援助会員がい

らっしゃることも事実だと聞いております。 

 また、利用には一連の手続がありまして、事

業の説明を受け、預かってもらう子供たちの詳

細な聞き取り、援助会員の選定とマッチング作

業、預ける日程の段取りと時間がかかり、すぐ

利用に結びつくものではなく、依頼会員へ事業

の理解を浸透させていくことも課題となってい

るところでございます。 

 また、この事業は地域において助け合う。会

員制の有償、お金が発生する、そういった有償

ボランティアで運営する組織でありまして、利

用時の料金を設定する必要もあります。高知県

では１時間６００円から７００円と規定してい

る市町村が多く、利用料を支払ってでも、利用

したいという方がどの程度いらっしゃるのか、

潜在的なニーズがどこまであるのかも含めまし

て、今後検討していく必要があると考えており

ます。 

 私といたしましても、働きながら安心して子

育てできる支援や保護者が前向きに育児を行え
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るようリフレッシュできる体制を整えていくこ

とは非常に重要であると感じているところでも

ございます。 

 今年６月の議会で、堀議員からの質問でも答

弁をさせていただきましたが、第２期子ども子

育て支援事業計画策定のニーズ調査では、ファ

ミサポに１割の方が利用してみたいと回答があ

りましたので、今後は宿毛市の地域特性も考慮

しながら、また近隣市町村の利用実績や運営体

制等の動向も見ていきながら、慎重な対応をし

ていきたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） ファミサポの周知がで

きていますでしょうか。こんなことに利用でき

ます。保育園や幼稚園の送迎、習い事の送迎、

放課後児童クラブ後の預かり、保護者の病気や

冠婚葬祭などの急用の預かりなどのほかの場合

にも利用が可能とあります。 

 現在は、高知市、佐川町、香南市、南国市、

安芸市、いの町、須崎市、仁淀川町、四万十市、

四万十町、大月町も令和２年度には設置予定で

あります。また、土佐清水市も準備に入ってい

ると聞いております。 

 社会は常に変化しています。育児は女性に負

担がかかります。併せてニーズも変化します。

子育て支援計画とは何を想定したものでしょう

か。かたくな行政としか見えません。住民が犠

牲ではなく、住民が望んでいることについて、

敏感な行政、特に、子育てについてはその役割

の大半を担う女性に寄り添うことが望まれます。 

 最後の質問。２の一時預かりについてお聞き

いたします。一時預かりのニーズは高いものが

あると思います。ファミリーサポート制度と連

動して、子育て支援できる状態をつくっていく

ことについてお聞きいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 行政に対するかなり強い批判であるとか、い

ろいろな組織に対する、また男女平等の社会の

中で偏見的な意見もありましたので、それにつ

いては、自分としては少し考え方が違うのでは

ないかと感じたところでもございます。 

 ただ、子育て、しっかりとサポートしていか

なければならないので、行政としてもしっかり

検討し、そして前向きに取組をしていきたいと

いうことは先ほど示したとおりでございます。 

 一時預かり事業についてでございますが、こ

の事業は家庭において保育を受けることが一時

的に困難となった乳幼児について、主として、

昼間において認定こども園、幼稚園、保育所、

地域子育て支援拠点やその他の場所で一時的に

預かり、必要な保護を行う事業でございます。

本市におきましては、認定こども園、宿毛幼稚

園にて、幼稚園型とそして余裕活用型の２事業

の展開がされているところでございます。 

 幼稚園型につきましては、宿毛幼稚園の１号

認定、いわゆる教育目的利用の在園児に対しま

しての１５時３０分から１８時３０分までの延

長部分での預かり事業となっておりまして、一

方、余裕活用型につきましては、対象は在園児

以外で定員に余裕がある場合に、乳幼児を預か

る事業となっているところでございます。 

 余裕活用型の利用時間につきましては、朝の

９時から１６時までとなっており、初回利用時

までに初めて利用するときまでに、面接を行い

まして、事前予約制となっており、利用時間に

沿って利用料金が設定されているところでござ

います。 

 昨年度実績につきましては、利用延べ日数が

１２１日とのことで、ほぼ受入可能であったと

聞いております。今後も引き続き認定こども園、

宿毛幼稚園にて事業継続の予定となっておりま
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すので、一時的に預かっていただきたいとの希

望のある御家庭がありましたら、宿毛幼稚園へ

御連絡いただきますようお願いいたします。 

 本市におきましても、ますます加速する少子

高齢化の問題や働き方改革など、子育てや暮ら

しの在り方が多様化していく中で、今後とも当

事者の視点に立った子育て支援に努めてまいり

たいと思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ４番川田栄子君。 

○４番（川田栄子君） 本市は、幡多けんみん

病院など転勤族の方も多いと聞いております。

考慮すべき事業ではないかと考えます。 

 以上で、私の一般質問を終わります。 

○議長（野々下昌文君） この際、１０分間休

憩いたします。 

午後 ２時４３分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ２時５４分 再開 

○議長（野々下昌文君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） １３番、一般質問を

行います。 

 今年は非常に７月は雨が続き、８月はかんか

ん照りが続き、９月になると台風が襲来し、非

常に農家には悩ましい日々が続いております。

私もちょっとだけお米を作っておりますので、

苦労しています。そういう前振りをしながら一

般質問を始めたいと思います。よろしくお願い

します。 

 今回は、私は大きく言って２点、スポーツ振

興と生涯学習の関連について質問をさせていた

だきたいと思います。 

 まず、スポーツ振興と体育施設の維持管理に

ついてということで、非常に私、自分自身もス

ポーツ推進員というのを市から委嘱されてやっ

ておりますが、市内の体育施設について日々自

分なりに見る中で、ここには非常に問題点があ

るのではないかということも多々ありますので、

その辺を含めて質問をしていきたいと思います。 

 まず、１点目として、自転車イベントの総括

についてということで通告をさせていただきま

した。昨日の一般質問の中でも出ていましたが、

８月に自転車イベントを開催しております。こ

のイベントの開催について私は否定をするもの

ではありませんが、市として事業をやったこと

による総括をしておくべきだろうということで、

この参加者と経済効果について市はどのように

把握しているのかについてお聞きしたいと思い

ます。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 寺田議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

 ８月９日、１０日に開催いたしました、すく

もチリリンまんぷくライドは２日間で１５６名

の申込みをいただき、遠くは滋賀県や京都府か

らも参加があり、都道府県別の割合は高知県が

約５１％、その他の四国内からが３０％、中国

地方７％、関西地方９％、そして九州地方が

３％となっているところでございます。 

 このイベントの経済効果についてでございま

すが、２日間にわたり参加された方が３５名と

いうことでございます。スタートを早朝とした

ことによりまして、多くの参加者が宿泊や飲食

店を利用するなど、経済波及効果が一定あった

のではないかと考えているところでございます。 

 また、今回はゲストといたしまして、自転車

界のトップアスリートである竹之内悠氏や松田

千裕氏、そして有名ユーチューバーやインスタ

グラマーの方々、こういった方々も御参加をい

ただきまして、積極的に宿毛市の情報を発信し

ていただいたところでございます。 

 その中のユーチューバーなななチャンネルさ
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んという名前だそうですが、なななチャンネル

さんは３回動画をアップし、合計で約６万回視

聴され、コメントも総数で３９９件を数えまし

て、その内容は全て宿毛市に対して好意的なも

のということでございました。 

 その他、多くの方がインスタグラムなどで参

加者を中心にして、たくさんの写真をアップし

ていただきまして、多くの反響を現在もいただ

いているところでございます。 

 総括といたしましては、参加者からは宿毛市

の取組が高く評価されるとともに、多くの方に

ＳＮＳなどで宿毛市を知っていただくきっかけ

となりまして、効果的なＰＲができたのではな

いかと考えております。 

 この内容について、私も少し見させてもらっ

たりとか、職員から聞いておりますが、自転車

のイベントだけではなくて、いろんな観光地を

それ以外で回って、イベントに参加する前日と

か、後泊されてという形で、そういった内容で

あったりとか、夜の飲食店とか、少しお酒が飲

めるようなところとか、そういったところも広

くＰＲしていただいているという状況でござい

ます。 

 また、特に印象的だったのは、人の温かさ、

応援をしていただいたことを書いてくださって

いる方が多かったということでございます。 

 また、市内の飲食店事業者からは、イベント

がなかなかない中、まとまった注文がありよか

ったという御意見であったりとか、一緒に宿毛

を盛り上げる気持ちで参加をしたとか、イベン

ト終了後にお店のほうに買いに来てくれた人が

いて、うれしかったとか、そういったお話も聞

いているところでございまして、前向きな意見

を多数いただいたところでございます。 

 本イベントが安全に終了できたことで、感染

リスクの低い町ということも一方でＰＲができ

たのではないかと考えているところでもござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） おおむね今回のイベ

ントについては成功だっただろうという判断を

しているという市長の考えをお聞きいたしまし

た。ただ、市長の答弁の中にもありましたよう

に、これは自転車をするイベント単独ではなく

て、例えば、食であったり、夜の飲食であった

りというところがセットになっていたというこ

とで、コロナウイルスの関係だけではなくて、

これから先、宿毛をどのように売っていくのか

ということでいえば、そこの辺りも地元の業者、

業界とも一緒になって手を組んでやっていかな

ければならないと思いますし、私は常々言って

いますように、この自転車というのはまだ市民

からなかなか完全に受け入れられたものではな

いだろうということで、これから先、自転車を

利用してのイベントに対して市長の今後のお考

えがあればお聞きしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 寺田議員も御承知のように、もともと議員立

法ということで、国会のほうで自転車活用推進

法というのが制定をされております。そういっ

た形の中で自転車を活用した、そういったまち

づくりの計画等も策定するように、そういった

指導も国、県を通じて来ているような状況でご

ざいます。 

 高知県を取り巻く状況を見たときに、あまり

自転車に特化した観光振興であるとか、まちづ

くりであるとか、少ないように思いますが、お

隣愛媛県を見れば、全ての市町がそういった計

画策定に向けて既に動いているというところで

もございます。 

 なかなかまだまだ市民の方々、皆さんに浸透
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はしていっていないのかもしれませんが、これ

からいろんなイベントであるとか、何よりも自

転車に乗ってもらうことによって、生活が豊か

になるような、そういった取組を宿毛市として

も進めていって、生活に溶け込んだような形で

自転車を活用していただければと考えていると

ころでございます。 

 余談ではありますが、国では二階氏が若い頃

から自転車を活用したまちづくりをすべきだと

いうことで、かなり力を入れてやってくださっ

ているところでございまして、議員連盟も国会

議員の数が一番多い連盟が自転車の連盟だとお

伺いしているところでございます。 

 そういった情報も取りながら、国県の動向も

見ながら取組を進めていきたいと思っていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） これからも自転車を

活用したまちづくり、イベントづくりをやって

いこうという市長の思いをお聞きいたしました。

ただ、これも市民からの認知度はこれからも上

げていかなければいけないというのは市長もよ

く分かっていると思いますので、その努力もし

ていただきたいと思います。 

 続いて、関連した質問なんですが、そのイベ

ントの際に、今年度、芳奈の運動公園の中にマ

ウンテンバイクのコースを造ったということで、

新聞にも扱われましたし、多くの市民が目にし

たことだろうと思います。 

 ただ、このコースというのは、十数年前にな

ると思うのですが、遊歩道として９００メート

ル整備したコースであると認識していますが、

このマウンテンバイクコースと遊歩道との兼ね

合いについて、どのように考えているのか、ま

ず市長のお考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 先ほどと重複する部分がございますが、本市

におきましては、先ほど申しました平成２９年

５月１日に施行された自転車活用推進法に基づ

きまして、宿毛市自転車を活用したまちづくり

計画を平成３０年度に策定をし、各種事業を実

施しているところでございまして、現在、宿毛

市総合運動公園内に整備しております、先ほど

お話があったマウンテンバイクコースにつきま

しても、本計画に沿った事業として実施してい

るということでございます。 

 マウンテンバイクコースにつきましては、こ

れまで利用頻度が少なかった遊歩道、先ほどお

話がありましたが、実際行った方は分かると思

のですが、長靴履いてしか歩けないぐらいゆる

いような遊歩道でして、なかなか使われていな

かったという現状もありました。 

 そういった遊休資産の活用と、本市の強みで

もある森林資源を生かした形の中でやっていき

たいということでございます。先日、山戸議員

からも一般質問がございましたが、自伐型林家

の方々にも少し関わってもらって、コース整備

を進めているところでございます。 

 また、先ほど総括させていただきました、ま

んぷくライドにおきましては、今回整備したマ

ウンテンバイクコースに加えまして、陸上競技

場内に特設コースを作成し、観客の芝生の部分

を作成し、試乗会を実施したところ、両日で総

数８１名の方に御参加をしていただいたところ

でもございます。 

 川村議員にも参加していただきましてありが

とうございました。参加者に対し実施したアン

ケート結果では、ほとんどの方から好意的な御

意見をいただいたところでありまして、皆様か

らいただいた御意見はコース整備に役立ててま

いりたいと考えているところでもございます。 
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 今後のマウンテンバイクコースにつきまして

は、総合運動公園敷地内の遊休地、今使われて

いない、そういった土地等をさらに活用をいた

しまして、本年度を含み予定年度３年間で整備

してまいりたいと考えているところでございま

す。 

 コースが全て完成するまでの間は、利用料金

は無料といたしまして、多くの方々に気軽に利

用していただこうと考えているところでござい

ます。なお、現在はイベント時以外は遊歩道と

して、歩行者も自転車も利用できる、そういっ

た状況でございます。そういった状況であるた

め、一方通行や進入禁止等の看板を立てて、利

用者に対し、注意喚起を行っているところでご

ざいます。 

 今後は自転車の利用状況も踏まえつつ取扱い

について検討してまいりたいと考えているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） 再質問いたします。 

 今市長のまさに後段のほうで言っていた、自

転車と遊歩道と併用していく。これは市が設置

したマウンテンバイクコースということになる

と、設置者の責任が出てくると私は思います。

自由に出入りしていいよということで自分のマ

ウンテンバイクを持ち込んでいって、そこで例

えばけがをする。自己責任で済めばいいですけ

ど、コース設置者の責任を問われることが往々

にして今の時代はありますので、やはり利用に

際しては、許可を取って乗っていただく。そう

いう形にしないと、何か起こってからではいけ

ないと思いますし、遊歩道は利用者は少ないと

はいっても、秋になれば散策をしようという人

が出てくるかもしれない。そのときにマウンテ

ンバイクが急にコーナーから飛び出してきたと

いうことになって、けがをする。当然のごとく

市のほうに責任を問われるということが起こり

得ますので、そこら辺りはしっかりと考えてお

かなければならない。３年間で整備をして、整

備をするまでは無料で使っていただくというこ

とも市長の今の話でありましたが、無料はいい

のかもしれないけども、少なくとも利用料金を

取る、１００円でも２００円でも取って利用し

ていただくという考えをしたほうがいいのじゃ

ないかと私は思いますが、この点について市長

の答弁を求めます。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 答弁させていただきま

す。 

 コースを川村議員に走っていただいて、先日、

岡﨑議員も行っていただいたとお話も聞いたと

ころでございます。行っていただければ分かる

のですが、基本的に遊歩道のままです。転落防

止柵を付けたりということで、例えば、大島桜

公園のところにもサイクリングコースは設置し

ていますね。マウンテンバイクコースという名

前にしていますので、少しそういったイメージ

はあるかもしれませんが、そこを閉鎖した区間

にして、レースのようなことをするというより

は、自転車を持ち込んでいただいて、みんなで

サイクリングをしていただくような形でふだん

は利用していただいて、そういった形の中で、

例えばイベント時にはあそこを閉鎖した中で、

競争させるかどうかは別にして、いろいろなこ

とに使えないかというようなことも少し今後、

全体のものができてきたらと考えているところ

ではございますが、現時点は、遊歩道に落ちな

いような柵をして、少し横の辺りを土を入れて、

自転車で少し壁のほうに走っていけたりとか、

そういったような業者を使って造ったものでは

なくて、手作りで造っていますので、そういっ

たような状況でございます。 

 料金を取るようなコースにはなっていないと
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いうのが現状でございます。 

 また、安全面に関しましては、注意をしない

といけないと思うのですが、そういった形の中

で、宿毛市が思っている場所でいろんな場所が

あります。そこで遊んでいただく中で、全てに

おいてそういうことを考慮しながら、規制をか

けていくということに関しましては、もう少し

検討する必要があるのかなと思っています。ほ

かにもたくさんの施設を持っていますので、そ

ういった形の中で少し検討させていただきたい

と思います。 

 もう少し、閉鎖したような形で本当に自転車

でスピードを出して、バンバン走るようなそう

いうコースになったときには、寺田議員が言わ

れるように、歩行者の方と自転車を分けてなお

のこと、そういった責任もしっかり取れるよう

な形の中で、運営をしていきたいと考えていま

す。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） まだ料金を取るだけ

の施設ではないというのが市長の考えだという

ことですが、ただ先ほど申したとおり、何があ

ってもおかしくないので、一応、御利用の際に

は事務所に声をかけて利用してくださいである

とか、場内で起こった事故、けが等については

責任を負いかねますとかいうぐらいの表示はし

ておかないと、設置者責任というのは言ってこ

られると思いますので、そこら辺りはしっかり

と担当課と話し合いながら、事故なく利用して

いただくことが一番いいのですが、往々にして

聞くところによると、同僚議員は３回ほど転倒

したという話も聞きましたので、転倒を伴うと

いうことは骨折を伴うということもありますの

で、ぜひそういうところにはもう少し配慮した

形でやっていただければと思います。 

 これは対応をお願いして、これ以上このこと

については聞きませんが、よろしくお願いした

いと思います。 

 次に、宿毛市総合運動公園貸出の状況と維持

管理についてということで、質問をさせていた

だきますが、今回、この質問をしようと思った

１つの理由は、トレーニング室のフロアを今回、

コロナ対策のことで張り替えるという予算案が

出てきていましたので、今どのような状況なの

か。あの芳奈の宿毛市総合運動公園は国体前、

多分２０００年ぐらいに整備をされたと記憶を

していますが、それから２０年しかたっていな

い。 

 今、どんな状態になのかということで、これ

までも見てきましたが、いろいろとアリーナの

壁の問題なども指摘してきましたが、今の状況

を特にトレーニング室を中心に見てきました。

結果として、私は監査委員をやっておりまして、

二、三年前にも監査委員の中で定例監査の中で

も見てきましたが、使えない器具はないという

説明は受けましたが、非常に古くなって使用に

耐えないようなものも多々ある。 

 ここら辺りをコロナ対策と一緒にできるもの

じゃないか。できないかなというのを感じまし

たので、まずそのことについてお聞きしたいと

思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、１３番、寺

田議員の一般質問にお答え申し上げます。 

 まず、宿毛市総合運動公園につきましては、

夜間や土曜日、あるいは日曜日を中心に多くの

皆様に御利用いただく中で、市民体育館アリー

ナは、年間約２万５，０００人の方に、トレー

ニング室につきましては、約５，０００人の

方々に御利用いただいております。体育施設の

利用を再開した本年５月２１日以降、新型コロ

ナウイルス対策といたしまして、換気はもとよ

り受付窓口におきまして、検温名簿と感染症対
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策チェックシートを提出いただきますとともに

トイレや休憩場所などの供用場所やトレーニン

グ機器について、職員等が定期的に消毒を行っ

ているところでございます。 

 また、施設出入口や受付、トレーニング室な

どに消毒液を設置し、手指消毒や使用機器の消

毒について協力依頼もいるところでございます。 

 しかしながら、注意喚起の貼り紙が分かりに

くいとの御指摘、御意見があることや消毒液の

設置数が少ないなど、改善点がございますので、

さらなる感染症対策を講じてまいりたいと考え

ております。 

 また、市民体育館内の網戸の張り替えであり

ますとか、トレーニング施設の床面の張り替え、

換気口の増設につきましては、新型コロナウイ

ルス対策の観点からも、今議会に予算議案を上

程させていただいております。 

 議員御指摘のように、維持管理等の不十分な

点はないか。施設内の点検を改めて行いまして、

安全性や衛生面など優先順位をつけて対応して

まいりたいと考えておりますので、御理解いた

だきたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） 教育長から説明をし

ていただきました。本当に、後で言おうと思っ

ていた網戸は、中庭側の網戸がほとんどが破け

て使用できないような形になっている。この夏

はよくこれで過ごしたなというふうに思って見

たのですが、殺菌剤であったり、アルコール消

毒であったりというのも私の目にはなかなか入

りにくかったので、そういう指摘もさせていた

だきましたが、やはり今特に使ったら消毒して

次に移るというのは基本中の基本だと私も思う

ので、それはこれから建物を管理する観点から

ぜひ皆さんに周知していって、指導もしていた

だきたいと思います。それからやはり器具です

が、例えばベンチプレスの台をガムテープでぐ

るぐる巻きにしているものを何年も使っている。

これでは消毒をするにもできないのではないか

と思いますし、そういうものを早め、早めに見

る中で、予算措置をしていって、１台ずつでも

更新していく。 

 中には、市長の耳には痛いかもしれないけど、

予算も違うところから来るかもしれませんが、

マウンテンバイク１台に４０万円かけるのだっ

たら、ベンチプレスの台１つ、２つ買ったらど

うだという声は絶対出てきます。それを市民の

皆さんに今までの以上に清潔に気持ちよく使っ

ていただける施設管理をしていくということが

生涯学習課の仕事ではないかと思いますが、こ

の点についてもう一度、教育長の答弁を求めま

す。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 議員御指摘のように、トレーニング室の機器

が古くなっているというのは実は教育委員会も

毎年学校訪問と併せて、教育委員会所管の施設

を視察をしております。その際にも、特にトレ

ーニング室については床がはがれたりとか、壁

が剥がれたとか、いろんなそれと併せて機器類

も古いねという御意見、各委員からも御指摘も

受けていることは事実でございます。 

 そういう中で、生涯学習課としても、スポー

ツ施設は総合運動公園だけではございません。

宿毛運動公園の野球場もそうですが、様々なス

ポーツ施設全体を維持管理をしていく。よりい

い形にしていかなければいけないという中で、

優先順位をつけながらやってきている。もちろ

んトレーニング機器も市民の健康増進という観

点から考えれば、常に新しいものを更新してい

くというのは望ましいかもしれませんが、そう

いった全体の中での位置づけで検討させていた

だいているということで、今回の御質問は十分
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承って、我々も改めて機器の更新についても必

要なものは、また市長にもお願いしてまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） ぜひやっていただき

たいと思います。これと関連して、もう１点、

宿毛市総合運動公園の中で、指摘をして対応し

ていただきたいと思うところがあるのですが、

１点は、トイレとエレベーターのところに自動

販売機を置いているところがあって、あそこに

給水機が座っています。冷水器、それが私が行

ったときには非常に汚かった。水漏れがしてい

るという話は聞いていたのですが、下に敷いて

いる給水用のバスタオルを敷いていたと思うん

ですが、カビになってしまって真っ黒になって、

とてもここで水を飲む気にはならないだろうと

思ったのですが、職員に聞くと、それでも飲ん

でいる人はいますよという話だったので、すぐ

やめなさいと。やはりコロナではなくて、カビ

というのは怖いですから、ほかの病気に感染す

る危険性もあるので、すぐ水をとめて修理をす

る準備をしなさいよと。それぐらいはやはり教

育長であり、市に言って、予算は取っていかな

いといけないのではないですかという話をさせ

ていただきました。 

 宿毛市は今年度大きな柱としてスポーツ振興

というのを打ち出して、外に対してもスポーツ

誘致をしようというのをホームページでも大き

く出していますよね。それから言うと、一番メ

インになる体育施設というのは、宿毛市総合運

動公園だろうと思うのです。そのメインになる

スポーツ施設が２０年であの老朽化というか、

傷み方は異常ですよ。 

 特に、給水機もそうですが、これは前々から

言っているメインアリーナの壁ですが、体育施

設というのは普通、板を使うが、あそこの場合

は板目にはなっていますが、石膏ボードを貼り

合わせた壁になっている。それが至るところが

石膏ボードが折れて、陥没して、外から来たら

絶対ここの施設で練習しようとは思わないなと

いう施設になっています。器具を出す出し入れ

の扉も端々がぼろぼろになっていますし、やは

り一度大きな修繕をしなければ、外に対して貸

出しをする。特に大きなスポーツ誘致をしよう

というのであれば、抜本的な改修をこの際にす

るべきだろうと思いますが、その点について教

育長のお考えをお聞きいたしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 議員御指摘のように、宿毛市総合運動公園の

アリーナを含めて、修繕等、対策を講じなけれ

ばいけない案件というのは、るるあるとは思い

ます。特に、アリーナの壁について、設計の段

階でどういう目的でそういう素材を使ったのか

というのは、ちょっと私も承知いたしておりま

せんが、修繕の必要な箇所については、適宜修

繕をしていかなければいけないだろうと。 

 それから、先ほど最初のお話がありました給

水機については、今回、御質問の通告をいただ

いて、担当課から私もお聞きしまして、大変申

し訳なかったのですが、そういう中で今の現状

から給水機を更新をして、新たな給水機を設置

するというのは望ましくないだろうと。と申し

ますのは、御承知のように市内の学校にもほと

んどのところに給水機が設置いたしております

が、現在は使用しておりません。これはまさに

コロナ対策ということで、子供たちには御家庭

から水筒を持ってきていただいて、それぞれ自

分の水筒で水分補給を行っていただく。そうい

う取組をいただいておりますので、総合運動公

園、先ほど言いました自動販売機もございます

ので、大変申し訳ないのですが、今の状況の中
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で、改めて給水機を更新して、設置し直すとい

うことにはならないだろう。 

 ただ、御指摘のように、あの厳しい状況で、

そのまま設置したままの状態に置くのは問題だ

ろうということで、基本的には今回は取りあえ

ず、一時的であるかもしれませんが、撤去させ

ていただく。その他必要な大規模改修につきま

しては、まだまだ先ほども申し上げましたが、

野球場の屋内練習場であるとか、非常に課題が

ある事業もございます。ですので、それらを含

めて大きな事業費も伴いますので、教育委員会、

そして市長部局とも十分な協議を重ねる中で、

できるものから順次行ってまいりたいというこ

とでございますので、ぜひとも御理解いただき

たいと思います。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） 分かりました。給水

機については、ぜひ早急に撤去して、皆さんが

きれいな環境で使っていただきたいと思います

し、大規模改修についてはおっしゃるとおりだ

と思います。これから先、多分、３年後ぐらい

には陸上競技場の三種公認の話もまた出てくる。

これは去年、おととしぐらいに聞いた話では、

１億以上の金がかかるだろうと言われています

し、なかなか市単独でやれるのかというところ

はあると思います。 

 やはり計画的にこれから先の整備計画、補修

計画などを立てて、執行部と話す中で、どこか

らやっていくのか。優先順位をつけながら、こ

れから先、スポーツ誘致の兼ね合いもあります

ので、どこの施設が一番宿毛市として、売り出

していけるのかというのを踏まえて、検討した

上で、進めていっていただければと思います。

よろしくお願いします。 

 次に、和田体育館の利用状況についてという

ことで、通告をさせていただいています。 

 まず、和田体育館の利用状況についてお聞き

したいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 和田体育館の利用状況について御質問いただ

きました。アリーナにつきましては、平成２９

年度３万１，５９２名、平成３０年度２万７，

２７５名、令和元年度２万４，９５４名となっ

ております。 

 一方、和田体育館に常設いたしております卓

球室の利用状況につきましては、平成２９年度

は４，５０１名、平成３０年度は３，５００名、

令和元年度は２，５８７名となっておりまして、

本年度の卓球室の利用者数につきましては、６

月が１５０名、７月が２１２名、８月が６７名

となっております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） ただいま利用状況に

ついてお聞きしました。宿毛市の体育館の中で、

アリーナは一番利用されている体育館であるし、

卓球場は幡多郡内でも数少ない常設の卓球場で

あると聞いております。 

 非常に昼も夜もここの体育館は宿毛市民に町

からも近いということと、駐車場が結構広く取

っているということもあるのでしょうが、利用

されています。私も青年団の時代には利用しな

がら、いろいろと活動したわけですが、ここも

できてから結構年数もたちますし、ただ、体育

館の状態というのは、一度屋根を台風でやられ

ましたが、中の状態というのはそれこそ総合運

動公園のメインアリーナよりもきれいに使って

いるのではないかというふうに思うぐらいきれ

いです。 

 やはり、使う人にもよるとは思うのですが、

きれいに使っていただくということが大事だと

思うのですが、今回、和田体育館を聞くきっか
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けになったのは、最終的には体育館というより

も卓球場です。 

 卓球の愛好者の方々が宿毛にも結構いるらし

くて、宿毛の卓球場は常設でいいんだけれども、

なかなか料金設定とかが高くて使いにくい。隣

の四万十市は、月間パスというか、そんな形で

月間利用みたいな形である一定の料金を払えば、

空いている時間であれば自由に使わせてくれる

ということで、わざわざ宿毛から四万十市に卓

球をしに行っている方がいる。これは常設で持

っている宿毛市としては本末転倒で、市民にい

かに使ってもらうか。使って、競技人口を広げ、

すそ野を広げ、競技力を上げていくことが体育

館の目的であり、宿毛市が体育館を設置した大

きな理由だと思うのです。 

 ここは、一応条例で、利用料金は決めていま

す。ただ、これは見直しはかけられるわけです

から、ぜひ見直しをかけて、宿毛市民がもう少

し使いやすい。隣の町に行かずとも宿毛市内で

卓球の練習ができる。大会ができる政策を積極

的にすべきだと思います。これによって、例え

ば、宿毛市のほうが使いやすくて、常設でやろ

うということになれば、隣の町からも宿毛市で

やろう。宿毛市で練習しようと思ってくる人が

増える。そういうことがあれば、利用料も増え

るわけですから、やはり利用して市民の健康を

保つ。体を動かすことによって健康を保ったり、

コミュニケーションが人と取れたり、いろんな

功罪の功のほうがあるわけですから、ぜひこれ

は考えていただきたいと思いますが、教育長の

答弁をお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 現在、卓球室の利用に際しましては、市内高

校生以下の利用者には１台１時間当たり１１０

円。市内一般の方には２１０円を使用料として

いただいております。議員御指摘のように、四

万十市の会員制料金から比較しますと、本市の

使用料は高いと感じておりますが、四万十市以

外の近隣市町村と比較しますと、本市の利用料

が突出して高いという状況ではないと考えてお

ります。 

 しかしながら、会員の皆様、とにかく使って

いただくべきだということはそのとおりだと思

います。会員制は使用料が安くなるというメリ

ット以外にも、利用者の申請手続の簡素化や、

運動習慣の定着に寄与する効果もあるのではな

いかと考えております。 

 ただ、現状におきましては、他の体育施設、

あるいは種目とのバランスも当然考えなければ、

卓球だけをということにはなかなかなりにくい

のではないか。従って、卓球室の使用について、

会員制を導入するということについては、十分

検討を加えていかなければいけないのではない

かと考えておりますので、今後、他のスポーツ

も含めて、どういう形が望ましいのか。それか

ら、議員御指摘のように、当然使用料は条例で

定めております。条例で使用料を定めるに当た

って、その根拠に基づいて料金設定もされてい

るという状況でございますので、それらも含め

て、あるいはまた他の四万十市も含めて、他の

市町村の状況も含めて、十分検討してまいりた

いと考えております。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） 検討はしないといけ

ないですよ。ほかの競技との兼ね合いもありま

す。ただ、私は今年度の３か月の利用状況もも

らっていますが、卓球は減免ゼロなんですよね。

例えば、卓球の愛好会であるとか、クラブであ

るというところが団体で申し込めば減免をした

らいいじゃないですか。そのことによって、競

技人口が増える。気持ちよく市民が卓球場を使

えるのであれば、減免したらいいです。減免ゼ
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ロですよ。宿毛市に登録したクラブであれば、

減免ができるということはあるでしょう。検討

する中で、ぜひ卓球もコアなスポーツですよ。

オリンピック等では日本も中国に次ぐ実力国な

ので、バドミントンとか卓球とかは結構、盛り

上がっていますが、宿毛市の中でいえば、すご

くコアなスポーツですよ。その人たちが宿毛に

せっかく卓球台があるのに、宿毛でするよりも

時間とお金をかけて、行っても四万十市でやら

ないとできないと。そっちのほうが安くできる

というのは逆におかしいなと私は思います。 

 ぜひ、この辺り検討した中でやっていただけ

ればと思います。ほかの競技との兼ね合いもあ

るということなので、あえてこれ以上は言いま

せんが、ほかのスポーツ施設、私もいろいろと

研究しているところがありますので、また次回。 

 平田公園の維持管理ということで、これは市

長のほうになるんですか。平田公園、テニス場

とソフトボール場があるというふうに思うので

すが、工業団地を造ったときの附帯施設という

ことで、できたんだろうと思うのですが、ここ

も見にいかせていただきました。非常に雑草が

繁茂して、ブロックを敷いたところとグラウン

ドの中とテニスコートの中だけはきれいに掃除

も整備もされていますが、やはり市民にこれも

貸出料金を取って貸し出していますので、その

周辺の整備というのは、毎日行けとは言いませ

んが、日々行って、草が伸びてきたらそれを１

日か２日あったら刈れますので、刈って、気持

ちよく使える環境をつくったらどうかと思いま

すが、市長、その点についてお返事をお願いし

たいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 寺田議員の御指摘につ

いて答弁させていただきます。 

 私もあそこへたまに行きますので、現状は分

かっておりまして、ただ、平田公園だけじゃな

くて、市道の話も昨日もありましたが、市内の

市が管理すべく、いろいろな場所が特に夏場に

は非常に雑草が生えているという状況です。そ

ういった形の中で昨日も答弁したように、予算

については増額をして、対応しているのですが、

なかなか難しい。職員も聞くところによると、

間に合わないところは職員が自ら行って刈って

いるといった現状でもあります。 

 これは永遠の課題にしたらいけないのですが、

自分も議員の頃にはよく市役所に来てはどこど

この草がまた伸びてるぞということをずっと言

っていた、逆の立場でもございましたので、何

とかしたいと思っているところでございます。 

 寺田議員も御存じのように、また寺田議員か

らも御指摘があったテニスコートにつきまして

は、本当に長い時間がかかりましたが、やっと

全面張り替えということで整備をしました。ど

うしてもスポーツ施設は本当に整備すると高い

んですね。びっくりするぐらい。いろんな規定、

いろんなことがあって、そういった形の中で、

苦慮しながらやっております。お答えになって

いないかもしれませんが、できる限りの管理を

していきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） ありがとうございま

した。 

 ただ、これは市が単独でやるということだけ

ではなくて、例えば、体育施設、いろんなスポ

ーツ団体がおるじゃないですか。テニス場であ

れば、利用している団体に愛好デイではないで

すが、施設を美化週間という形でとらえて、年

に２回ほど来て、草刈りとかごみ拾いとかやっ

ていただく声掛けをして、そのことによって、

そういう作業をした人たちはやはり自分たちが

使う施設はいつでもきれいな環境であったほう

がいいねという意識が芽生えると思いますので、
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ぜひそういう声掛けも検討していただければと

思います。 

 この平田公園はこれ以上聞きませんが、その

ような形でぜひ秋、今刈ったら大丈夫になりま

すので、ぜひ対応をお願いしたいと思います。 

 運動施設の中で言えば最後になるんですが、

宿毛運動公園、これは野球場と雨天練習場とテ

ニスコートがあるんですか。大深浦というとこ

ろに、これは最初整備したのが昭和４０年代だ

と思うのですが、グラウンド、野球場はいつ見

てもきれいに整備はされています。ただ、テニ

スコートの利用について、平田公園のテニスコ

ートは結構利用しているのですが、この大深浦

の運動公園のテニスコートは利用ゼロでしたね。

土のグラウンドということと、以前、片島中学

校が使っていたのが、この頃、片島中学校は自

分の学校の校内に練習場がきちんとできたとい

うこともあるのでしょうが、利用がゼロという

ことで聞いています。 

 それと、補助グラウンドではソフトボールを

多くやっていますが、あそこもこの前見れば結

構荒れていましたね。それと先ほど、教育長の

お話もありましたように、雨天練習場が大補修

をしないといけない状態になっている。 

 ただ、この雨天練習場は今でも使っているの

ですね。ちょっと心配だったのは、これは大丈

夫だろうかと。補修が必要、大改修が必要だと

言いながら使っている。何かあったらどうする

のだろうと感じたのですが、運動公園の状況、

これからについて市長からお伺いをしたいと思

います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 寺田議員の質問にお答

えをいたします。 

 まず、利用状況から少しお話をさせていただ

きたいと思います。宿毛市大深浦に所在をして

おります。これは昭和４６年より宿毛市野球場

として親しまれてきた宿毛運動公園の状況でご

ざいます。 

 実は、私は片島中学校テニス部でございまし

て、あそこでテニスの練習もしたこともござい

ます。一時期、中学校が部員が多かったり、ま

た保護者が部活以外で子供たち、中学生を指導

したり、いろんな理由はあったと思うのですが、

よく使っていた。そういった施設だと承知をし

ているところでございます。 

 まず、近年の利用状況といたしまして、平成

２９年度の利用者は野球場、約８，０００人、

そして、補助グラウンドが約４，１００人、そ

して雨天練習場が約５，０００人、そして、テ

ニスコートは当時は約２，３００人でありまし

たが、各施設とも平成３０年度は１，０００人

前後減少しているところでございまして、その

中でもテニスコートは先ほど議員からもお話が

ありましたように、令和元年度より使用されて

いない。全く使用がされていない。そういった

状況となっております。 

 一方、過去には近鉄バファローズのキャンプ

地として利用され、現在も東北学院大学をはじ

め多くの団体に利用していただいているところ

でございます。 

 本年は残念ながらコロナということで、キャ

ンセルになったところでございますが、そうい

ったスポーツツーリズムの観点からも、これま

で地域に大変貢献してきた、そういった施設だ

と自分も考えているところでございます。 

 しかしながら、議員御指摘のとおり、各施設

共老朽化が著しい状況でございまして、修繕を

重ねながら使用しておりますが、利用者に対し

ましても御不便をおかけしているというところ

でございます。 

 そういった中、野球場につきましては、本年

度予算７，７９２万円により野外フェンスの改

修をしております。フェンスの改修だけで７，
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８００万円ほどかかるということでございます。

そういったことでございまして、利用状況や財

政状況、また宿毛市が取り組んでいる大型建設

事業等も踏まえる中で、今後の対応について検

討をしてまいりたいと考えているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） 本日の会議時間は、

議事の都合によりあらかじめ、これを延長いた

します。 

 １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） それこそ、予算もか

かるものなので、ぜひ先ほど教育長にも言いま

したように、長期的なビジョンをつくって、整

備をしていく。また、使っていけるような状態

に持っていくということをお願いして、この部

分についての質問を終わります。 

 次に、中央公民館と分館の機能についてとい

うことで、通告をさせていただいております。 

 今回、この問題、片島公民館は今回、解体を

するということで、予算案も出ていましたので、

この際に少し市としてのお考えを聞きたいとい

うことで、通告させていただいています。 

 私は、市会議員になる前、３０代からずっと

公民館運営審議会という委員をやらせていただ

いておりました。その関係で、中央公民館、今

の公民館を文教センターを建設する際にも、公

民館運営審議会の副委員長としてずっと関わっ

てきた経過もありますので、公民館事業につい

てはほかの人よりも関わっているだろうなと感

じております。 

 その点からもお聞きいたしますが、現在、公

民館が主催事業としてどのような形で事業を行

っているのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 中央公民館における主催事業といたしまして

は、宿毛市美術展覧会のほか、陶芸や生け花、

将棋などの子供教室や囲碁、将棋大会などがご

ざいます。また、本年度は新たに市民講座を３

講座開催する予定といたしておりました。残念

ながら、今回、コロナ禍の中で全て中止とせざ

るを得ませんでしたが、来年度はぜひとも開催

できるように、取り組んでまいりたいと考えて

おります。 

 また、その他の事業につきましても、鋭意検

討を重ね今後、公民館活動が議員の若い世代の

頃のように、さらに文化の発信地として、宿毛

の文化の発展に寄与していくことができるよう

に努力してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） 以前のように活発に

というのは非常に難しいかもしれませんが、私

がずっと関わっていたとき、昔は社会教育と言

われていたのが生涯学習というのが、その時分、

公民館を造る前ぐらいから生涯学習ということ

で、一生涯人は学習するんだよという雰囲気で

進めてきたのだろうと思います。その中で、や

はり公民館は拠点となっていろいろな教室、

様々な教室、写真であったり、絵画であったり、

書道であったりという教室を主催事業の中でや

ってきて、３年ぐらいたつとそろそろ独り立ち

ですねということで、その人たちは一応講座は

自主運営にしていただいて、例えば、写真であ

ったり絵画であったりというのも新たな講座を

作って、新たな生徒を集めて講座を進めていく。

そのことによってすそ野を広げていくという作

業をしていたんですよ。それが今は主催事業と

いうのがほぼゼロ、貸館業務に終始していると

いう状況ですので、これでは宿毛市の市展の出

展数が年々減ってくる。文化的な事業がどんど

ん廃れていくという理由は市がそこに積極的に
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関わっていないからだろうと思うのです。 

 そこを市のほうが教育委員会のほうが積極的

に宿毛市の文化面をもっと充実させていくとい

う方向でやっていかなければ、今回、たまたま

コロナの関係でできなくなった市民講座なども

宿毛市が県下で市民大学、一番先に始めたんで

すよね、行政体としては。以前は、宿毛市に来

た講師が、帰りに高知市で講座を打って帰って

いくという状態だった。途中からは逆転して、

高知市の市民大学は、今年はどうか分かりませ

んが盛況にやられていますよ。 

 やはり文化面というのは、それを最初に旗を

振る旗振り役がしっかりとした理念を持ってや

っていかなければいけない。それには予算を伴

いますので、執行部といかに折衝して、予算を

獲得していくかということにもなるのですが、

そこの部分をしっかりとしていくということが

大事ではないかと思いますが、教育長、もう一

度答弁ありますか。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 議員御指摘のように、市展への参加者も出展

数も減っているということも私も承知しており

ます。そういったことから、さらにすそ野を広

げるための取組というのは大変重要だと認識を

いたしております。 

 それから、市民講座のお話がございましたが、

これは私も教育長を市長から拝命したときに、

それ以前からもですが、ぜひとも宿毛市でもそ

ういう市民講座、市民大学のような形のものを

取り組んでいきたいということで、やっと今年

度予算を認めていただいてやろうという形にな

ったのですが、先ほど申し上げましたように、

残念ながらコロナ禍の状況ということで、今年

はそういうことですが、こういった取組をなか

なか限られた財源の中で、どこかを重点配分す

ればどこかがかなり厳しい状況になってくる。

そういったことではありますが、私、教育長と

して、ぜひとも文化的な活動の意義というもの

を市長部局の財政当局にも御理解いただいて、

少しでも予算を獲得して文化的な事業の充実に

取り組んでまいりたい。教育委員会の職員も含

めて、文化的な意義といったものを十分認識を

改めてする中で、取り組んでまいりたいと考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） ぜひ前向きに進んで

いっていただきたいと思います。 

 最後になると思うのですが、宿毛市には、先

ほど片島公民館の話をしましたが、分館が５つ、

４つと思っていたら沖の島がありました。沖の

島にも分館があったということで五つの分館が

ありますが、この分館の事業というのはどのよ

うになっていますか。まずそれをお聞きしたい

と思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 議員御指摘のように、現在、宿毛市公立公民

館設置条例におきまして、中央公民館を本館と

して、片島、大島、小筑紫、平田、沖の島と五

つの分館を設置しております。宿毛市立公民館

設置条例が制定されました昭和３０年代の社会

情勢や分館の主催事業を考えると、最近、分館

の活動というのはかなり縮小されてきているの

ではないか。分館の意義というものは、やはり

先ほど言ったように文化的な活動をより地域で

強化充実していくためにも必要だろうというこ

とで設置をされた経緯があるのではないかと理

解いたしておりますが、今回、片島公民館につ

いては施設の老朽化ということも併せて、取壊

しをさせていただく。それに合わせて分館も廃
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止をするというのが、現在社会の情勢、インフ

ラ情勢といったものを含めて考えております。 

 そういう中で、どういった活動がされている

のかということは分館長を委嘱する中で、それ

ぞれの地域でいろいろな教室であるとか、独自

にそれぞれの地域で行っていただいているとい

うことでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） 分館長にお任せをし

ているという教育長の投げやりな答弁であった

と思いますが、実際に分館活動がなされていな

いんですよね。以前は、橋上地域にも２館、分

館があったんですよ。そこは早速ないですよ。

坂本公民館、奥奈路公民館、２館分館があった

んですよ。そこはなくしています。今、分館と

して言われている平田、小筑紫、建物ないです

よね。沖の島もないですよね。建物。沖の島の

基幹センターであったり、小筑紫基幹センター

であったりというところを分館に指定している

だけで、分館長は多分、地元の区長さんなどを

分館長に委嘱していると思うのですが、逆に、

その区長さんたちにも月々の月報というか、報

告書を上げていかないといけない。そのような

ことをさせるのがいいのか。この際に、見直す

べきではないか。片島は、建物がなくなるので、

今月いっぱいで分館長としての委嘱は終わると

聞いていますが、建物があるのは残りは大島だ

けですよ。大島もほとんどが地元の区長さんの

事務所として使われていると聞いておりますが、

この際に、宿毛市の分館の在り方についてしっ

かりと議論した上で、見直すべきだろうと。 

 昔は、先ほど言った中央公民館運営審議会、

公民館の運営審議会がありましたので、そこに

諮ってやっていたのですが、今であれば、教育

審議会等に諮って、分館の在り方、分館を必要

とするのかしないのか。中央公民館自体に外に

出ていけるだけの人員もおりませんので、それ

だけの手が足りませんので、分館の事業までは

手伝いにいけない状態ですよ。この状態で、分

館を維持していくというのは非常に難しい。し

っかりとここで議論をして、整理すべきは整理

していくべきだろうと思いますが、教育長のお

考えをお聞きいたします。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 議員御指摘のように、今の分館の状況を踏ま

えましたときに、今後のありようについては改

めて検討していく必要があるだろうという認識

は思っております。 

 先ほども申し上げましたが、以前、分館が設

置された以前と比べて社会のインフラ環境も随

分変わっております。そういったことも含めて、

社会教育審議会においてもどういう形がいいの

かということを改めて検討してまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １３番寺田公一君。 

○１３番（寺田公一君） ぜひいい検討をして

いただきたいと思います。 

 私の質問はこれで終わりますが、今回、昨日

も今日もここに私を含めて８名の議員が立ちま

した。各議員がいろいろと研究をし、調査をし、

それを踏まえてここで質問することは非常にい

いことだと思います。ただ、ここが単なる意見

発表の場にならないように、執行部の姿勢、ま

た教育委員会の姿勢に対して、しっかりと議員

として物を言って、市民のために何をするのか。

何ができるのかを協議をする場だと思っていま

すので、これから先の議員の皆さんのそれに対

する考えをお願いして、私の一般質問を終わり

ます。 

 ありがとうございました。 
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○議長（野々下昌文君） お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたし

たいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、本日はこれにて延会することに決し

ました。 

 本日は、これにて延会いたします。 

午後 ４時０４分 延会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（野々下昌文君） これより本日の会議

を開きます。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 発言を許します。 

 １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） おはようございます。

１０番、通告に従いまして、一般質問をいたし

ます。 

 まず初めに、宿毛市総合運動公園マウンテン

バイクコースについてであります。 

 昨日、寺田議員からも質問がありました。重

複するところもあるかもしれませんが、よろし

くお願いいたします。 

 先に、今回の一般質問ですが、マウンテンバ

イク並びにマウンテンバイクコースを積極的に

しなさいというような意味合いでするものでは

なく、整備するのであれば、最低限、整備しな

ければならないのではないかという観点から、

一般質問をさせていただきますので、昨日、寺

田議員も言われましたが、まだまだ市民の自転

車に対する認知度が低いように思います。宿毛

市として、自転車を活用したまちづくりをして

いくのだという思いを、市民に対してお伝え願

いたい思います。 

 それでは、質問に入ります。 

 市長は、行政方針の表明の中で、第７の理念、

文化芸術とスポーツ振興の中で、令和２年度に

は、宿毛市総合運動公園内の遊歩道にマウンテ

ンバイクコースを新たに整備する予定です。 

 マウンテンバイクの魅力は、舗装されていな

い林道などのオフロードを、様々な障害物を乗

り越えながら自然の中を疾走する、エキサイテ

ィングなサイクルスポーツです。今後も新しい

コースを整備していくことで、世界から人を呼

び込めるようなマウンテンバイクコースを整え、

本市の交流人口の拡大や、スポーツ合宿誘致に

向けて取り組んでまいりますと、発言をされて

おります。 

 私も、８月下旬と９月上旬と２回、運動公園

内にあるマウンテンバイクコースに行ってまい

りました。 

 私自身、マウンテンバイクを持っているわけ

ではありませんので、歩いてゆっくりとコース

を１周させていただいたわけであります。 

 そこでお伺いをいたします。 

 現在、本市でマウンテンバイクを楽しんでい

る方々は、どのくらいいらっしゃいますか。ま

た、人数について、把握しているのか、把握し

ていないのか、お伺いをいたしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 皆さん、おはようござ

います。 

 それでは、岡﨑議員の一般質問に答えさせて

いただきたいと思います。 

 まず、自転車を活用したまちづくりというこ

とで、これは昨日来言っておりますように、国

土交通省の形の中で、現在、取組をさせていた

だいているものでございまして、これは、自転

車を使った形の中で、健康であるとか、それか

ら環境問題であるとか、また交通安全であると

か、そしてスポーツ振興、そういった形の中で、

いろいろなことに活用していこうという、そう

いったものになっているところでございます。 

 それでは、マウンテンバイクコースについて

でございます。 

 本コースの整備につきましては、自転車活用、

先ほど重複しますが、活用推進法に基づく、宿

毛市自転車を活用したまちづくり計画を策定し、

本計画に沿った事業として、実施をしていると

ころでございます。 

 このコースは、本市の豊かな森林資源の活用

や、そして市民の健康増進、交流人口拡大など
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を目的に、誰もが楽しんでもらえる、そんな自

転車コースとして整備をしているところでござ

います。 

 マウンテンバイクを楽しんでいる市内の方の

人数につきましては、何を基準にしていくのか、

物差しではかっていくのかによって、数字変わ

ってくるというふうに思っているところでござ

います。 

 そういう状況の中で、人数自体は把握はでき

ておりませんが、一般道、マウンテンバイク、

またそういったオフロードを走れるような自転

車を乗っている方々、それからあと、小学生等

でも、マウンテンバイクで通学をされている子

供たちとかを見かけますので、一定数はおられ

るのではないかなというふうに考えているとこ

ろでございます。 

 また、電動自転車やグラベル自転車などで、

先ほど言いましたが、楽しめるコースとなって

おりますので、多くの皆様に御利用いただき、

本コースをきっかけに、自転車をより身近なも

のに感じていただきたい。 

 それからまた、宿毛市は森林面積８４％とい

うことで、たくさんの、昨日、自伐林業のお話

もさせていただきましたが、たくさんの林道が

ございます。以前はそういったところに入って

いって、子供たちが学習をしたりする、そうい

ったこともあったように聞いているところでご

ざいますが、現在、そういった活動も、余りさ

れておりません。 

 そういった形の中で、御家族、また学校、教

育現場等で、そういった林道のほうに入ってい

ただいて、環境であったり、森林であったり、

そういったことを学んでもらえる、そんな一つ

のきっかけになればというふうに感じて、計画

を立てているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 御答弁ありがとうご

ざいます。 

 一定数はいるのではないか。質問自体が漠然

とした質問でございましたので、なかなか難し

いのかなとは思いましたけれども、すみません、

ありがとうございます。 

 先ほど、市長の答弁の中で、誰もが楽しんで

もらえるようなコースにしていきたいというこ

とでございます。 

 先ほども私言ったように、２回ほどあのコー

スを歩きました。上り坂あり、下り坂あり、私

自身、素人ですので、なかなか難しいコースで

あったのではないかと思うわけです。 

 今回、整備された、整備途中であるかと思い

ますけれども、コースは、初級者、中級者、上

級者と分けた場合に、どのようなクラスに分類

されるのか、お伺いいたしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 昨日来、少しお話していることとかぶる部分

もあろうかと思いますが、御容赦願いたいと思

います。 

 マウンテンバイクコースの整備につきまして

は、プロライダー竹之内悠氏の監修によりまし

て、初心者から楽しめる、及び電動マウンテン

バイクで楽しめるコースという２つのコンセプ

トを基に、整備をしているところでございます。 

 その中で、本コースを初級者から上級者まで

のどのクラスを想定しているかという質問でご

ざいますが、クラスを分けることなく、幅広く

楽しめるコースとして、多くの皆様に活用して

いただきたいというふうに考えております。 

 先ほども申しましたが、自転車や、自然に触

れ合い、そして健康増進や環境保全について考

えるきっかけになる、そういったコースにして

いきたいというふうに思っております。 
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 カテゴリーに縛られることなく、自由に皆さ

んが使ってもらいたいというふうに思っていま

す。 

 また、後ほどの質問にもあるかとは思うんで

すが、安全面への考慮もしていかないといけな

いんですが、自転車のスピード重視で走るよう

なコースでなくて、自然を少し感じながら、場

合によっては、親御さんは歩いて、子供はその

横を自転車で走るとか、そういうふうなことで

使われるような、そんなコースになればなとい

うふうに感じているところでもございます。 

 また、時には全てを封鎖して、イベントとし

て、少しレースのような形のことも楽しめるよ

うな、そういった広く使えるようなコース、コ

ンセプトでということで、整備をお願いしてい

るところでございます。 

 コース整備、今、一定のというところで、一

つのコースというか、長さのところを、少しず

つやっているというよりは、ブロック分けでや

っています。今回は、遊歩道のところを、まず

使われていないので、何とかしましょうという

ことで、これも監修を頼んだ竹之内悠氏に来て

いただいて、いろいろ山に入ったり、歩いてみ

たりということで見る中で、ここは使える、こ

こにこういうふうにしましょうということで、

一つずつつくり上げているものでありまして、

一つのブロックとしては、ほぼ完成をしたとこ

ろでございます。 

 これからは違うところに、またコースを抜い

ていったりしながら、それを今度、最終的にど

うつなげていくのか、ということで、３か年に

分けて整備をしようとしているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） ありがとうございま

した。 

 初級、中級、上級なく、誰もがマウンテンバ

イクで行くことができるコースを目指して、環

境保全の関係であったりということでございま

すので、了解いたしました。 

 そこで再質問ですけれども、市長はもちろん、

このコースを試乗したかと思います。このコー

スを試乗した感想を、できればお伺いいただき

たいと思いますが、よろしいですか。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 実は私、市長になる前から、ここを散歩に行

ったり、また前市長にも整備の必要性を訴えた

こともございましたので、自転車でも、歩行者

がメインのところだったので、安全管理という

ことで、歩いてないというのを確認した上で、

何人かで行って走ったことがございます。許可

をとって。 

 そういうふうな形の中で、現在、自転車で走

ることを基本として、バンクっていいますが、

横に少し上級者の方は上までのぼっておりてく

るところであったり、少しジャンプをするとこ

ろであったりとか。 

 それからまた、安全管理面で、川のほうとか、

それからちょっと高低差があるところには落ち

ないように、これも市役所ＯＢの方から、廃材

になった漁網をいただいてきて、職員たちがそ

れを切って、落ちないようにしたりとか、そう

いうことをしながら、手作り感を見てもらうよ

うな形で、自然の中にコースをつくったという

ことでございまして、走っても、当然、技術の

ない人は普通に真ん中を走ればいいし、技術の

ある方は、そういったところを左右に振りなが

ら、山のほうに少し登りながら走ったりとか、

いろんなことで楽しめるようなコースに、うま

くつくり上げているなというふうに感じていま

す。 
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 また、安全面にも、職員がかなり気をつかっ

ていまして、いろいろなところに注意喚起の看

板であるとか、そういったものを設置もしてい

ただいているところで、かなりいいコースに仕

上がってきたのかなというふうに思っています。 

 昨日、寺田議員の一般質問の答弁で、お金の

話になりましたので、利用料金は、最終的に全

部が完成したら、条例改正等も要りますので、

設定しようとは考えていますが、今の時点では、

そこまでのコースじゃないよというお話をさせ

ていただいたら、かなり職員が苦労してつくっ

ているので、市長、自分たちはもっと思いを込

めてつくっていますという話もいただいたんで

すけれども。 

 本当にいいコースに仕上がっていますし、い

いところなので、本当に自転車で走るだけじゃ

なくて、自転車で入っていく。どこかでとまっ

て、少し見てもらったりとか、そういうことが

できる、そんな自然を感じることができる、そ

んなコースに仕上がっているというふうに感じ

たところでございます。 

 それからあと、きつい坂とかもありますので、

坂はもう押して上がればいいし、下り坂、怖い

ところがあれば、おりて押してもらえばいいと。

自分たちの技量に合わせて楽しんでいただけれ

ばというふうに思ったところでございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） ありがとうございま

した。 

 私も、歩いてみて、大変、歩く分には、マウ

ンテンバイク乗れるわけではないので、歩く分

には、大変いいコースだな。自然があって、池

があって。もう少し池がきれいになればいいの

かなとは、個人的には思いますけれども。いい

ことじゃないかと思っております、ありがとう

ございます。 

 次に、宿毛市の広報誌９月号の表紙に、宿毛

市総合運動公園内でマウンテンバイクを乗って

いる風景とともに、下のほうに、宿毛ＲＥＤ

Ｓ！上って下ってすくもチリリンまんぷくライ

ド、宿毛市総合運動公園内で「マウンテンバイ

クコース試乗会」との文字を発見をいたしまし

た。 

 このイベントのときに、コースの試乗会をし

たようですが、いつから使用できるのか、また

現在の使用方法について、お伺いをいたします。 

 もしかしたら、ダブっている点があるかと思

いますけれども、よろしくお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 先ほど議員おっしゃっていただいたように、

８月９日より試乗会を行いました。２日間にわ

たって行いました。 

 それ以後、コースとしては、使用できるよう

にしています。特に、通行止めをかけたことも

なく、整備をやってましたので、ずっと使える

状況になっています。 

 そういうふうな形の中で、注意喚起の看板等

も立てる中で、今、自由に使っていただける、

そういった状況でございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 分かりました。今現

在、自由に使えるということでございますので、

了解いたしました。 

 次に、このコースについて、案内看板があり

ませんでしたので、どこが入り口かというのは

大体分かるわけですけれども、コース全体の形

状がどうなっているのか、何キロぐらいあるの

か、全然分からなかったわけです。 

 まだ整備しているとは思いますけれども、コ

ースの試乗会をしたのであれば、コースの案内

板があったほうがよいのではないかと、個人的
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に思っております。 

 また、余談ではございますが、コースの途中

では、はなちゃんのＨ地点であるとか、キビナ

ゴのＫ地点とか、表示もありましたけれども、

あれが何をするものか、僕自身分かりませんで

したので、その点も含めて回答できれば。 

 今後のコースの案内看板を整備する予定はあ

るのかどうか、お伺いをいたしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います 

 まず、コース案内看板については、利用者に

分かりやすいものを、できるだけ早く設置をし

ないといけないというふうに、私も感じていま

すので、そのポイントポイントの、アルファベ

ットで示されたところが、多分、コースとして

の、カーブであったりバンクであったり、そう

いうものを示す目印だということだというふう

に、自分としては思っているところでございま

すが、そういったものがどういうものなのかも

含めて、コース案内看板を設置するようにした

いというふうに思います。 

 竹之内悠選手が、ヨーロッパとかをずっと、

毎年遠征に行って走っている方で、いろんなコ

ース、特にレースだけじゃなくて、練習等でい

ろんなコースに入っていますので、そういった

形の中で、コース整備をしていますので、その

あたりもどういうふうに案内看板を作るべきな

のかということも教えていただきながら、つく

り上げていきたいというふうに考えます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） ありがとうございま

した。 

 案内看板については、早く設置するというこ

とでございますので、よろしくお願いいたした

いと思います。 

 次の質問は、寺田議員とかぶるところが若干

あるかと思いますけれども、質問をさせていた

だきます。 

 次に、コース内に入ると、すぐに道路標識が

設置をされております。これの意味合いが、自

転車及び歩行者専用とされておりますが、自転

車と歩行者が同時にこのコースを利用するとな

ると、安全上、危険ではないかと心配する面が

あります。 

 今後、このコースをどのようにされるのか、

お伺いをいたしたいと思います。 

 また重なる部分があるかと思いますけれども、

よろしくお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 本コースの現在の利用状況においては、危険

性は低いというふうに考えているということで、

昨日、答弁をさせていただいたところでもござ

います。 

 昨日、寺田議員の答弁後にも、担当者と少し

打合せをさせていただいたところでございまし

て、自転車が走っているときには、自転車が走

っていると。コース内に自転車が入っています

よということが分かるような、そういった、例

えば自転車が走っているときには、少しポール

に旗を立てて、今、自転車が走行、こんなコー

スがありますよと、分かるようにするとか、そ

ういうことも少し考えて、分かるようにしてい

こうという話をさせていただいたところでもご

ざいます。 

 また、昨日、指摘もいただきましたが、コー

スを利用される方に、一度、事務所のほうに来

ていただいて、そういった注意喚起等を書いた

諸注意をお伝えをした上で、乗ってもらったり

とかいうことで、少し考えてみようかなという

ことで、現在、検討を始めたところでございま
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す。 

 先ほど申しましたように、自転車専用にして、

歩行者の人は入らせないとなってくると、例え

ば、今、自分たちが考えている、子供たちも少

し自転車の練習もしながらでありますが、コー

スに入ってもらうときに、親御さんが自転車を

持っていないと入れないとか、いろんな制約が

かかってくるというふうに考えております。 

 当然、けがをされるような状況をつくっては

いけないわけですが、そういうことに十分注意

をしながら、できるだけ自由な形で、幅広い

方々が、年齢も含めてですが、利用していただ

きたい。多くの方々に利用していただきたい、

そう思っていますので、制約かけて、一部の方

だけが楽しむようなものにするんじゃなくて、

できるだけ広く使えるように、その中でどうや

って安全管理をしていくのか、さらに検討を進

めていきたい、そのように考えているところで

ございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） ありがとうございま

した。 

 安全面での対応は、今現在、検討されている

ということでございますので、事故が起こらな

いような対応を、今後していただきたいと、そ

のように思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

 次に、３月の当初予算でも、マウンテンバイ

クコース整備アドバイザリー業務委託料として、

６０万円の予算が計上をされていました。 

 今回、本議会でも、マウンテンバイクコース

整備アドバイザリー業務委託料として、６０万

円の予算が計上をされております。 

 どのような内容なのかどうして今、この時期

にこの予算を計上されたのか、お伺いをいたし

たいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 少し分かりにくいところがあるかと思います

ので、できるだけ分かりやすく説明をさせてい

ただきます。 

 現在、宿毛市、自転車を活用したまちづくり

計画に基づく事業の一環として、先ほど来、御

説明していますように、コースの監修について、

これは大阪にある会社でございますが、東洋フ

レーム株式会社と契約を締結し、本年度から令

和４年度までの３か年計画で、総合運動公園内

にマウンテンバイクコースを整備をしていると

ころでございます。 

 整備に当たりましては、プロライダーである

竹之内悠氏に、山中での現地確認や、自転車の

走行によるコース調整を行っていただく。要す

るに、コースを造りながら、また自転車で試走

しながら、コースを調整していくと、そういう

ふうなことをしていただいているところでござ

いまして、図面があってつくっているんじゃな

くて、自然を生かした中で、手作りといいます

か、そういう形でつくっている。より自然を感

じていただけるような、そんなコースにしよう

としてやっていただいているところでございま

す。 

 そして、職員とともに、コース整備をしてい

る、取り組んでいるという状況でございます。 

 その中で、本年度は、皆さん御存じのように、

コロナの関係でございます、聖火リレーやオリ

ンピック、そして宿毛マラソンなど、大規模な

スポーツイベントが上半期、要するに４月から

始まりますので、４月からの６か月間というこ

とでございますが、上半期に予定されており、

下半期から本格的に整備に取りかかる想定をし

ていたところでございます。 

 今頃からコースを整備していくということで

ございました。 
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 しかしながら、新型コロナウイルスの影響か

ら、上半期の予定事業の延期や、中止となった

ことによりまして、コース整備に早期に取りか

かることが可能となったためということで、職

員も、時間的な余裕もできたということでござ

いました。 

 そういったため、今年度、整備予定であった

遊歩道部分のコースの整備が、先ほど来お話を

しているように、上半期の部分でほぼ終了をし

たということでございます。 

 そのかわりにといいますか、そのことによっ

て、聖火リレーやオリンピックが延期になって

います。いろいろ報道等では、延期ではなくて

中止ではないかという報道もありますが、現在、

確認をしておりますが、延期ということでござ

います。 

 延期によりまして、来年度の上半期に実施予

定のコース整備ができなくなる。逆に、来年度

の４月からの整備が、オリンピックの関係でで

きなくなるということから、スケジュールを前

倒しをして、来年度の上半期にやろうとしてい

たことを、今年の下半期に、今あいているので、

やってしまおうということでございます。 

 そういうことでありまして、これに伴いまし

て、コース監修につきましても、スケジュール

を前倒しをしまして、依頼する必要ができ、本

議会に委託料を予算計上させていただいたとい

うところでございます。 

 なお、具体的な内容につきましては、市民体

育館の北側に本市所有の山がございます。今は、

歩いて入ることもできないような状況の山でご

ざいますが、この山林を、もう既に歩いてもら

って、歩くのも大変なようなところなんですが、

こちらのほうを下見もしていただいているとこ

ろでございますが、この山林に新たにコース整

備をするためのコースの監修を依頼していこう

という内容になっているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） 傍聴席の方、マナー

モードにしてもらえますか。鳴らないようにお

願いいたします。 

 １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 再質問をさせていた

だきたいと思います。 

 今、るる市長より説明があって、来年度、行

う予定の整備を、今回、下半期で行うというこ

とでございました。 

 このコース自体は、３年間かけて行うという

ことでございましたので、ということは、来年

度は、コース整備はしなくて、その次の再来年

度に整備を完成していくのか、また来年度どこ

かの時点でできて、３年が２年になるのか、３

年丸々かかるのか、その点について、今現状分

かればお伺いいたしたいんですけれども。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 竹之内選手に来ていただいて、コース監修を

しながら、先ほど申しましたように、職員であ

るとか、そういった形の中で、手作りで今つく

っているところです。 

 最終的に専門業者の方に頼まないといけない

ところも出てこようかとは思いますが、そうい

った形の中で、産業振興課ともお話をする中で、

自伐林家の方々の、先日、山戸議員のほうから

の一般質問でもありましたが、練習といいます

か、そういった訓練の場として、基本的に遊歩

道のようなコースを造るのと、幅は違いますが、

林道を抜くのとは同じ部分があるということで、

そういう形の中で、そこに作業に入っていただ

けないかということで、一定の了解をいただい

ているところでございまして、そういうのを活

用しながら、コース整備にも着手していきたい

というふうに考えています。 
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 最終的な完成年度、３年を見ていますが、ブ

ロックブロックで、今、整備をしています。最

終的に、それを一つのコースとして、例えば運

動公園の外周であるとか、そういったものをつ

ないでいくような形になろうかというふうにイ

メージをしておりますので、最終的なつなぐ部

分については、３か年で全てが完了するかどう

かというのは、これから検討をしないといけな

いとは考えていますが、ブロックごとのコース

については、３か年で整備をしていきたいとい

うふうに考えています。 

 イメージとしては、保護者の方が公園かどこ

かで、運動公園内で休んでいただいて、その周

りを子供たちが走って、山中に入っていきます

が、できるだけ見えるような形、見えないとこ

ろで走るんじゃなくて、走っている人たちも見

えたほうがやる気も起きますので、子供たちも

そうですけれども、できるだけ人に見えるよう

な、そんなコースにしていただきたいという思

いもありまして、山の中だけじゃなくて、今の

施設の中をつないでいきたいというふうに思っ

ています。 

 そしたら、そこに帰ってきたら、１周して戻

ってきたねということで、帰ってくるのが遅か

ったら、心配になってちょっと見に行くと、そ

ういうことができるような、そんなコースとい

うことで、イメージとしては伝えさせていただ

いているところでございます。 

 コースの整備予定といたしましては、３か年

で整備を完了するということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） ありがとうございま

した。 

 ７番の今後の整備については、先ほど、市長

より詳しい説明をいただきましたので、この部

分については、割愛をさせていただきたいと思

います。 

 次に、コースの維持管理についてでございま

すが、コースも造ったら造りっ放しでは駄目で、

雑草も生えますし、木々もコースに落ちている。

台風の後に行かせていただいたんですけれども、

木々がコース内に落ちている状況であったと。 

 そこで、コースの維持管理について、今後ど

のようにされているのか、お伺いをいたしたい

と思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 ７番のところで、子供について少しありまし

たので、その点について答弁をした後に、時間

についてお話をさせていただきたいというふう

に思います。 

 子供が利用するに当たって、大人もそうなん

ですけれども、舗装していない、未舗装路なの

で、そういうところを走ったことがない方は、

少しちゅうちょされたり、ブレーキのかけ方が

少し、やはりデリケートなものであったという

こともありますので、昨年も実施をしましたが、

市民の方々に自転車に触れ合っていただく、そ

ういった場として、議会の皆様方にも御承認い

ただいている、予算をいただいているものでご

ざいますが、宿毛サイクルフェスティバル、こ

れ昨年に続いて今年も１０月２５日に予定をし

ております。 

 この中で、初心者の方々のライド教室、こち

らのほうをすることと、それから、昨年も非常

に人気がありましたが、ウィラースクールとい

う、小学生の子供たちに自転車を安全に乗る、

そういった教室。これブラッキーさんという、

国内では本当に有名な方なんですが、小学生の

安全教室ということで、ベルギー方式を取り入

れられている方です。 

 この方に、昨年に引き続き来ていただいて、
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そういった安全教室をしていただくことにして

います。 

 同時に、先ほど少しお話をさせていただいた

地域おこし協力隊員の自伐林業をされている

方々に、森林学習コーナーも設置をしていただ

いて、学習パネルの展示や、木工品、そういっ

たものを見ていただいて、という形の中で、森

林にも関心を持ってもらえるような、そういっ

たサイクルイベントをする予定としておりまし

て、こういった場を通じて、子供たちに自転車

の安全な乗り方、またそういったコースに入っ

て、滑るような路面だとこういうブレーキのか

け方をしないといけないとか、こういう道だと、

こういうところを走らないと、人がいたら怖い

よねとか、そういったことをしっかりと教えて

いきたい、学んでいきたい、そのように思って

いるところでございます。 

 それで、維持管理については、基本的に未舗

装路なので、草が、市道だけではございません、

こういった公園を含めて、昨日もお話ありまし

たが、雑草の問題があると思います。 

 そういった雑草の定期的な草刈り等を実施し

ながら、コースができた後は、管理をしていか

ないといけないというふうに考えているところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 大変詳しい説明、あ

りがとうございました。 

 先ほど、割愛させていただきましたけれども、

子供に、マウンテンバイクについては、小さい

子供から慣れ親しんでもらって大人になって、

また乗ってもらう。ずっと継続して、裾野を広

げるようなシステムが、仕組みができればとい

うことで、この質問をさせてもらうようにした

んですけれども。 

 サイクリングフェスティバル等々で子供たち

にも自転車の教育、安全面の教育をしていると

いうことでございますので、引き続き、今年は

１０月２５日に行われる予定であるとお聞きし

ましたので、引き続き、子供から大人まで親し

んでいただけるようなことをしていただきたい、

そのように思っております。 

 次に、せっかく整備しているコースでござい

ます。市民もまた、市外、県内外の方々にも使

用していただきたいと、そのように考えるわけ

でございます。 

 市民並びに市外、県内外の人々に周知させる

方法はどのようなものを考えているのか、お伺

いをいたしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 本コースの周知につきましては、広報すくも

への掲載や、そしてホームページ、そしてフェ

イスブック、インスタグラムなどのＳＮＳを活

用した広報活動に取り組んでいるところでござ

いまして、それと併せて、コース監修を、先ほ

ど来、お話をしております竹之内氏や、それか

ら東洋フレームの関係者の方々にも御協力をい

ただく中で、周知に取り組んでいるというとこ

ろでございます。 

 特に、東洋フレームについては、国内のオフ

ロード関係のレースの、トップというか、本当

に主流のところをやられている方々で、非常に

そういった影響力があるということでございま

して、当然、関係のいろいろなメーカーさんで

あるとか、ショップであるとか、そういったと

ころがありますので、そういう関係者の方々に

ＳＮＳでつないでいただいているというところ

を、自発的にしていただいている、そのように

お伺いをしているところでございます。 

 なお、市内の方々に、まず周知、これが一番

大切だと思いますので、その点につきましては、
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今回、先ほどお話をしたサイクルフェスティバ

ルとか、ああいうところに多くの子供たちとか、

保護者とか、そういう方々に来ていただいて、

周知をしていきたいと思っています。 

 昨年は、海風公園で実施をさせていただきま

したが、今年は場所を運動公園にかえて、マウ

ンテンバイクコース、未舗装のところも体験を

していただきながら、やっていこうということ

で、そういった形の中で、周知を図っていきた

いというふうに思っております。 

 保護者会の皆さんには、大変お世話になると

ころでありますが、あと足で押すストライダー

のレースも、昨年非常に人気がありまして、未

就学児を対象にやりますので、そういった関係

で、幼稚園、保育園、それから小学校のほうに、

また通知をさせていただいて、多くの方々に楽

しんでいただける、そういった一日にしていき

たいなというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） ありがとうございま

した。 

 現在、運動公園内にはマウンテンバイクを置

いておりません。例えば、市外からこのコース

を使用するために人が来ても、使用するマウン

テンバイクがないわけですね。 

 コースを整備するならば、併せてマウンテン

バイクもレンタルできる仕組みを考えたほうが

よいのかと思いますが、市長の考えをお伺いい

たしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 総合運動公園では、議員おっしゃるようにマ

ウンテンバイクのみならず、自転車のレンタル

というのは行っていないところでございますが、

多くの皆様にこのコースを楽しんで利用してい

ただくためには、総合運動公園でのレンタル事

業というものの必要性は強く感じているところ

ではございます。 

 しかしながら、現在、宿毛駅で電動マウンテ

ンバイクのレンタル事業等を実施しております

ので、当面の間は、こういったところと連携を

しながら取組を行いまして、今後の利用状況を

しっかりと見定めて、勘案した上で、総合運動

公園でのレンタル事業の実施について、検討を

していきたいというふうに考えているところで

ございます。 

 現在は、駅のほうで借りられますので、それ

を借りていただくとか、それからあと、持って

いる方は運んでいただくとか、そういうふうな

形の中で、まずは利用を図っていきたいという

ふうに思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） ありがとうございま

した。 

 今後の利用状況を見て、マウンテンバイクを

レンタルするようにしたほうがいいのか、また

はしないほうがいいのかを検討していくという

ことでございました。ありがとうございます。 

 ちなみに、愛媛県の八幡浜市、市長もよく御

存じかと思いますけれども、ここには大変すば

らしいマウンテンバイクコースが整備をされて

おります。私も９月に入って一度行かせていた

だいて、コースは全然行ってませんけれども、

管理棟とか、レンタルバイクが整備されている

ところを見させていただきました。 

 八幡浜市では、レンタルバイク全体で約１９

台、整備をされているそうでございます。 

 自転車といえば、僕素人なもんで、大人用が

何台、子供用が何台ございますかというふうに

お伺いしたところ、大人用、子供用というのは

ございませんで、インチで教えていただきまし
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て。例えば２９インチが４台であるとか、子供

用でしたら、２４インチが３台であるとかいう

ことで、大変恥ずかしい思いをしたことでござ

います。 

 こういうふうに八幡浜市は、１９台も整備を

しておられますので、今のマウンテンバイクコ

ースが、いろんな方が使えるようなことになれ

ば、将来的には、整備していくのも一つの手で

はないかなと、そのように思っているわけでご

ざいます。 

 ありがとうございました。 

 最後に、行政方針の表明の中で、世界から人

を呼び込めるような、マウンテンバイクコース

を整えるとの発言をしておりますが、どのよう

な方法で世界から人を呼び込むのか、お伺いを

いたしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 答弁読み上げる前に、今回、マウンテンバイ

クコースということで、運動公園内に整備を始

めさせていただきました。 

 実は、マウンテンバイクコースに人を呼び込

むというよりは、先ほど来お話をさせていただ

いていますように、宿毛市内というのは、８

４％が森林で、その至るところに林道が抜けて

おります。 

 間伐であるとか、それから伐採して搬出する

とか、そういうときに林道を使っているわけで

すが、多くの林道が、ふだんは使わずに、ただ

整備だけは定期的に行っているというところを

見てきました。 

 そういった形の中で、市が管理する林道だけ

じゃなくて、個人が管理している林道だけじゃ

なくて、国有林という形の中で、国が管理して

いる林道ございます。 

 自分が市長になってから、許可をとればそこ

を自転車で使ってもいいというお話もいただい

ているところでございまして、この宿毛市全体

の山というものを一つのフィールドとして、世

界から人を呼んでみたいというところでござい

ます。 

 その一つのシンボル的なものとして、運動公

園内に、運動公園は御存じのように、シャワー

であるとか駐車場であるとか、もう既に完備を

していますので、この資源を活用して、発信を

していきたいという思いで、運動公園内にコー

ス整備を進めさせていただいているところでご

ざいます。 

 世界から人を呼び込む方法といたしましては、

まずは外国の方々に興味を持ってもらえるよう

な、そんなコース整備をする必要があると考え

ました。 

 コースの監修をしていただいている、先ほど

からお名前が出ています竹之内氏は、昨年度、

国内で実施されました電動マウンテンバイクの

初代全日本のチャンピオンになられています。

日本一になられています。 

 そして、同年、カナダで開催されました世界

選手権にも参戦をしているところでございます。 

 日本で造った日本のマウンテンバイクで、世

界で戦ってきたということでございます。 

 日本のみならず、竹之内選手は、世界で活躍

されている現役のトップライダーでございまし

て、その経験や実績を基に、世界からも人を呼

び込めるような、そんなコースになるというふ

うに考え、竹之内氏に依頼をしているところで

ございまして、そういった人脈といいますか、

関係のところに、非常に、俗に言う、顔が広い

方でございます。 

 次に、世界から人を呼び込むには、外国の

方々に、コースについて知っていただく必要が

ありますが、皆様方も御存じのように、現在、

東京２０２０大会のホストタウン事業といたし
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まして、本市はオランダ女子ナショナルチーム

の応援を、市をあげてしておりますので、この

交流事業を活用をしまして、オランダを初め、

ヨーロッパを中心に、周知をしていきたいとい

うふうに考えているところでございまして、元

オランダのチャンピオンであられますイリスさ

んと、小学校とかにも行っていただいて、子供

たちと、いまだに交流を続けさせていただいて

いるところでございます。 

 また、サイクリングの聖地として、皆さんも

よく耳にされると思います、人気を集めており

ますしまなみ海道サイクリングロードには、現

在はちょっとコロナの影響あるかもしれません

が、年間約３３万人のサイクリストが、国内外

より訪れているところでございます。 

 仮に、その３％でも、本市まで誘客すること

ができれば、年間約１万人のサイクリストの

方々に、宿毛市に来ていただけるということに

なってくると考えています。 

 現に、しまなみ海道に訪れた方の一部が、も

う既に四万十川までは観光に訪れているという、

そういう状況を聞いているところでございまし

て、どういったルートを走っているかというと、

議員も御存じのように、三間の道の駅から窪川

に抜ける四万十川沿い、途中に道の駅とかもご

ざいました、十和であるとか。 

 そのコースを、しまなみを走った後に来てい

るという話を聞いているところでございます。 

 現在、整備しているコースが完成した際には、

このしまなみ海道の来訪者に対して、しっかり

とＰＲしていきたいというふうに考えていると

ころでございます。 

 現在、自転車を活用してまちづくりをしてい

こうという、市町村長が集まった会議が、全国

で発足をして、現在あります。 

 そこの、今、私、幹事という形で役員を務め

させていただいておりますが、ここの会長が今

治市の菅市長でございます。 

 そういった形の中で、ぜひ連携をとって、サ

イクリストに何とか宿毛市に来てもらいたい。

そういうＰＲをさせてくださいというお話を、

常日頃からさせていただいているところでもご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 市長、どうもありが

とうございました。詳しい説明をしていただき

まして、マウンテンバイクのコースについては、

大体のところは了解したところでございますの

で、今後引き続き、３年かけて整備をしていく

ということでございますので、またいろいろ、

予算の関係等々、議会のほうに上程されること

があるかと思いますけれども、詳しい説明をし

ていただければ、そのように思っておりますの

で、お願いいたします。 

 次に、教育長にお伺いをいたします。 

 宿毛市沖の島学校給食センターについてでご

ざいます。 

 宿毛市沖の島学校給食センターは、いつ建て

られて、今現在、何年が経過をしているのか、

お伺いをいたしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） おはようございます。

教育長、１０番、岡﨑議員の一般質問にお答え

申し上げます。 

 沖の島学校給食センターの建設年度というこ

とでございますけれども、沖の島学校給食セン

ターは、沖の島小中学校校舎に併設をされてお

りまして、昭和５２年３月に建設をされ、約４

３年を経過しております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 先ほど答弁をいただ

きました。４３年経過しているということでご
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ざいますので、宿毛市立学校給食センターより

もまだ古い建物になっているというようなこと

でございます。 

 そこで、市長並びに教育長にお伺いをいたし

たいと思いますけれども、宿毛市沖の島学校給

食センターには行ったことがございますでしょ

うか。また、行ったことがあるのであれば、そ

の感想を、簡単で構いませんのでお伺いをいた

したいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 給食センターと言いますか、沖の島小中学校

に関しましては、市長になる前から何度か行か

せていただいているところでございます。 

 時には、ＰＴＡの代表としても行ったところ

でございまして、調理をされているところの中

に、さすがに入ったことはないんですが、外か

ら見たことは何度もありますし、隣のランチル

ームのところで、食事もしたことありますが、

食事だけじゃなくて、会議に結構使いますので、

あそこはよく利用させていただきました。 

 また、議員としても、常任委員会として行っ

たこともございます。 

 そういった中で、見させていただいておりま

すが、古い施設ではありますが、本当にきれい

に、職員の方々に使っていただけているなとい

うふうに、整理整頓もしっかりされて、そうい

うふうに感じたところでございました。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 沖の島学校給食センターに行ったことがある

のかとの御質問でございますけれども、沖の島

小中学校へは、毎年、教育委員の皆さんや事務

局職員とともに訪問をいたしておりまして、教

育活動等の視察と併せて、先ほど市長もおっし

ゃいましたけれども、教育委員会全員が、給食

センターのランチルームにおいて、児童や先生

方と一緒に給食を頂いているという状況でござ

います。 

 市長からもお話ありましたように、沖の島学

校給食センターの施設棟は、かなり建築から長

くたっておりますので、老朽化が進んでおりま

すけれども、しっかりと清掃がなされ、衛生管

理が行われているものというふうに認識をいた

しております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） ありがとうございま

した。 

 古い施設であるが、きれいに使われていると

いう感想をいただきました。 

 次に、先ほど答弁のとおり、築４３年が経過

をしており、老朽化が激しい施設だと思います。 

 壁は剥がれ、床もはがれている状態でありま

すし、また天井についても、黒くなっている部

分もある状態です。この状態で、果たして衛生

面は大丈夫か、危惧する部分がありますが、そ

の点についてお伺いをいたしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 議員御指摘のように、４０年以上経過した建

築物の老朽化は避けられず、壁や床、天井も補

修が必要な状況であることは、私どものほうも

承知をいたしているところでございます。 

 調理場内の壁や床に関しましては、給食セン

ターといたしましても、本年７月に現地を視察

し、現場の職員と協議を行う中で、改修箇所を

把握し、優先順位を基に、順次改善を図ってい

るところでございます。 

 なお、壁等の補修につきましては、学校とい
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うことから、補修内容や工事の時間帯、施工方

法、衛生管理上からも、簡単に行うことが難し

い面もございますので、慎重に検討を行ってい

るところでございます。 

 調理工程につきましては、学校給食衛生管理

基準に基づきまして、調理職員が十二分に気を

つけるとともに、栄養教諭の下、Ｗチェックを

行う中、日々、安心安全な給食の提供に取り組

んでいるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 今年の７月に現地に

行かれて、チェックをされて、補修箇所につい

て、できるところにはしているし、また大規模

な工事があるところに関しては、また調整をし

て、今後、するということでございましたので、

了解をいたしました。 

 できれば、早く修繕するのであれば、してい

ただきたいな、そのように思っております。 

 次に、現在、沖の島中学校の生徒１名、沖の

島小学校の児童６名、認可外保育園施設の園児

２名が通っております。 

 最低でも、あと１０年以上は使用する施設だ

と思っております。今後、宿毛市沖の島学校給

食センターを改修する予定はないのか、あるの

か、お伺いをいたしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 沖の島小中学校の大規模な改修につきまして

は、現段階において予定はございませんけれど

も、議員の言われますように、今後１０年間以

上は、島の子供たちが学びやとして過ごす場所

でございますので、できる限り快適で、伸び伸

び育つ環境を提供できるように、取り組んでま

いりたいと。 

 先ほども申し上げましたように、十分、必要

な修繕箇所については、検討しながら、修繕も

適宜行ってまいりたいというふうに考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 次に、現在、給食を

提供している人数について、お伺いをいたした

いと思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 現在、沖の島給食センターで提供いたしてお

ります食数は２０食となっておりますので、２

０名でございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 現在の給食の提供人

数と食数については、２０食の２０名というこ

とをお伺いをいたしました。 

 今年４月から、沖の島中学校が再開をして、

教諭の数が増えたと思いますが、昨年と比較を

して、何名増えたのか、お伺いをいたしたいと

思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 令和元年度、沖の島小学校の教職員の総数は、

４名でございました。令和２年度の沖の島小中

学校の教職員総数は、９名でございますので、

令和２年度に５名の増員となっております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 令和元年度は４名で、

令和２年度は９名、５名増加したということで、

了解をいたしました。 

 それでは、次に、現在の調理師の人数につい

て、お伺いをいたしたいと思います。 
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○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） お答え申し上げます。 

 沖の島学校給食センターの現在の調理師は、

１名でございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） ただいま答弁がござ

いました。 

 令和２年度については、調理師の人数は１名

と、答弁をいただきました。 

 それでは、平成３０年度の調理師の人数につ

いて、お伺いをいたしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 平成３０年度につきましても、沖の島学校給

食センター所属の調理師は１名でございました。 

 なお、沖の島保育園所属の調理師１名が、沖

の島学校給食センター内で勤務をいたしており

ました。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） ただいまの答弁で、

平成３０年については、学校給食センターにつ

いては１名、ただし沖の島保育園所属の調理師

が１名で、合計２名いらっしゃったというよう

な答弁であったと思います。 

 それでは、平成３０年度には、学校給食セン

ターで１名で、沖の島保育園所属の調理師が１

名、合計は２名なんですけれども、調理師が２

名いたとして、令和２年度、本年度１名になっ

た理由について、お伺いをいたしたいと思いま

す。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 先ほどもお答えいたしましたように、平成３

０年度につきましては、沖の島保育園所属の調

理師１名がおりましたので、２名で調理を行っ

たおりましたけれども、沖の島保育園が令和元

年度に休園となりまして、認可外保育所となっ

たことによりまして、保育園所属の調理員が減

少となったものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 今のところで、少し

再質問をさせていただきたいと思います。 

 平成３０年度については、学校給食センター

の調理師が１名、沖の島保育園所属の調理師が

１名、合計２名。 

 現在、令和２年度については、学校給食セン

ターの調理師が１名で、今現在、沖の島保育園

については、休園をしているので、認可外保育

園として、今現在、沖の島には保育園があるわ

けですけれども、そこの調理師の部分について

は、いないということでございます。 

 そうすれば、今、認可外保育園については、

２名、園児がいらっしゃいます。その園児の給

食については、今現在の調理師が調理をしてい

るのか。おやつについても調理をしているのか、

その点確認をさせていただきたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 議員御指摘のように、現在、沖の島学校給食

センターに配属となっております、調理師が保

育園２人の園児の分も含めて、調理を行ってい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 了解をいたしました。 

 現在、食物アレルギーをお持ちの児童生徒は

いらっしゃいますか。その点についてお伺いを

いたしたいと思います。 
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○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） お答え申し上げます。 

 本年度、沖の島学校給食センターにおけるア

レルギー対応食提供数は、小学生１食、保育園

児１食の計２食となっております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 今、お伺いをいたし

ました食物アレルギーをお持ちのお子さんが、

小学校で１名、保育園で１名、計２名いらっし

ゃるということでございます。 

 それでは、食物アレルギー対応の給食はどの

ようにされているのか。また、チェック体制に

ついては、どのようにしているのか、お伺いを

いたしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 宿毛市の学校給食センターにおける食物アレ

ルギー対応といたしましては、就学前児童の保

護者に対し、アレルギーに関する情報提供をお

願いするため、学校生活管理指導表を送付いた

しまして、食物アレルギーの項目や、アナフィ

ラキシーの詳細について、担当医師及び保護者

の押印を必要とする書類の提出を求めていると

ころでございます。 

 この書類を基に、当センターの栄養教諭と、

対象児童の保護者との面談を行い、アレルギー

対応食、メニューの作成を行っております。 

 次に、チェック体制についての御質問でござ

いますが、第１段階のチェックとして、栄養教

諭が作成をしました献立表を対象児童の保護者

に確認していただき、相談の上、確定をしてお

ります。 

 第２段階のチェックといたしましては、栄養

教諭と調理員の間で使用する食材や、調理工程

のシミュレーションを行い、アレルギー除去確

認を行うところでございます。 

 そして、最終チェックといたしまして、当日

の調理工程において、栄養教諭、調理師が確認

し合い、調理完了後、給食主任教諭の合流をい

たしまして、３名体制にて配膳を行い、対象児

童には事故防止の観点から、喫食開始から終え

るまで、同席確認を行っているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） チェック体制につい

ては、しっかりされているということでござい

ますので、引き続きお願いしたいと思います。 

 先ほど、調理師が一人とお聞きをしておりま

す。答弁をいただいております。 

 例えば、この調理師が病気等で急に休むこと

があった場合の対応は、どのようにされている

のか、お伺いをいたしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 現在、沖の島学校給食センター所属の調理師

は、先ほど申しましたとおり１名でございます。

事前に休暇取得する場合におきましては、調理

経験を持つ沖の島在住の方に、日々雇用にて、

代理調理をお願いをしているところでございま

す。 

 代理の方の都合がつかない場合は、栄養教諭

に調理を要請しており、本年度につきましては、

栄養教諭に２回の調理を行っていただいており

ます。 

 病気や体調不良により、急に休暇が必要とな

った場合の調理業務につきましては、栄養教諭

にお願いしているのが現状でございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） ありがとうございま
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した。 

 調理師が事前に休暇取得する場合であれば、

調理経験を持つ沖の島在住の方に、日々雇用で

代理調理をお願いしていると。 

 また、代理の方の都合がつかない場合は、栄

養教諭に調理をお願いして、給食を作っていた

だいていると。ということで構いませんか。 

 病気等で調理師さんが休んだ場合も、日々雇

用の方に当たられて、その後に栄養教諭に当た

られるということでございます。 

 本年度、沖の島在住の方に、日々雇用で代理

調理をしてもらったことはあるのか、あるとす

れば何回ほどあるのか、お伺いをいたしたいと

思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 本年度、沖の島在住の方に調理をお願いした

実績は、２日間でございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 本年度、沖の島在住

の方に、日々雇用で代理調理をしてもらったこ

とは、今回２日ほどあったということで、了解

をいたしました。 

 先ほど、調理師が病気等で休まれた場合、緊

急の場合、日々雇用の方が都合がつかない場合、

栄養教諭が給食を作られるというようなことで

ございましたけれども、この栄養教諭の職務の

中で、給食を調理することが果たしてできるも

のなのかできないものなのか、作っていただい

ているわけでありますので、できるのであろう

かと思いますけれども、その点、お伺いをした

いと思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、再質問にお

答え申し上げます。 

 令和２年度の栄養教諭の配置につきましては、

高知県教育委員会の多大な御配慮をいただいて、

配置をしていただいた。 

 そういう中で、沖の島学校給食センターの現

状も、人事異動に際して、県の教育委員会の

方々と協議する中で、現状も申し上げる中で、

先ほど言いましたように、沖の島学校給食セン

ターの調理師がなかなか調理しづらいとか、あ

るいは、調理師が調理をする中でも、栄養教諭

がお手伝いをする、そういったことは可能だと。

そういったことを想定をした人事配置をお願い

したいということで申し上げて、県のほうも、

一定配慮していただいたということでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） ありがとうございま

した。 

 県のほうの一定の配慮があって、栄養教諭に

給食を作っていただいているときもあるという

ことでございましたので、了解いたしました。 

 最後に、今後、調理師の人数を増やす予定は

あるのかないのか、お伺いをいたしたいと思い

ます。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 今後、調理師を増員する予定はあるかとの御

質問でございます。 

 正規の調理師が２名体制というのは理想では

ございますけれども、今現状、そういう形で対

応させていただいております。 

 その増員の問題につきましては、今後、関係

課とも十分協議をする中で、検討もしてまいり

たいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 
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○１０番（岡﨑利久君） できれば、十分に関

係課と検討して、対応していただきたい、その

ように思っておりますので、よろしくお願いい

たします。 

 最後に、宿毛市学校給食センターについて、

質問をさせていただきます。 

 平成２９年度に、学校給食センター改築検討

委員会が設置をされ、給食センターの現状、課

題、そして今後の在り方などについて、延べ７

回の協議検討がなされたことと思います。 

 そこで、学校給食センター改築検討委員会か

ら出された報告書の内容について、お伺いをい

たしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 新しい学校給食センターの改築に向けて、検

討する内部組織、検討委員会でございますけれ

ども、内容は多岐にわたっております。具体的

な調理器具、あるいはエネルギーの問題含めて、

いろいろ検討していただいて、最終的に報告書

という形で報告をしていただいておりますので、

ここで詳しく申し上げることは、なかなか困難

でございますけれども、基本的には、新しい給

食センターについては、今現在、津波浸水域が

ある施設を浸水区域外にということ。 

 それから、市の所有する公有地の有効活用、

そういったこと。それから、給食の基本でござ

いますけれども、できるだけ給食を作ってから、

できるだけ短い時間で喫食できるような、そう

いった場所も、ぜひとも検討すべきだという提

言をいただいております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 次に、９月８日の全

員協議会内で、松田川小学校、まだ跡地ではな

いので跡地とはつけませんけれども、松田川小

学校に学校給食センターを建設するとの、教育

長の説明がありました。 

 翌日の新聞でも掲載をされております。 

 以前、決算特別委員会内でも、早く学校給食

センターを建設すべきとの指摘が、幾度となく

出されているところではございます。 

 先ほどの答弁の中で、学校給食センター改築

検討委員会の提言では、宿毛市が保有している

土地で、浸水エリア外の土地に、速やかに建設

することを望むとされていると思います。 

 松田川小学校は高台にありますが、接道する

市道は浸水すると思われます。 

 今回、なぜ学校給食センター改築検討委員会

の報告、提言とは違う場所、浸水エリア内に建

設されるようになったのか、経緯についてお伺

いをいたしたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 先ほど申し上げましたように、検討委員会の

提言等も踏まえまして、最終的に市長とも十分

協議をさせていただいて、教育委員会の方針と

して、松田川小学校の敷地にということで、決

定をしていただきました。 

 議員御指摘のように、松田川小学校の現在の

敷地は高台にございますので、今、考えられて

いる津波の浸水域外にございますので、安全が

十分担保されるというふうに思っております。 

 場所の選定につきましては、財政的な制約、

地理的な制約等々、様々ございますけれども、

また他の候補地についても、当然、検討もして

まいりました。 

 このような状況の中、宿毛小学校、松田川小

学校統合協議の際に、保護者の皆様からも、学

校跡地となる公共用地の有効活用についての御

要望もいただいたところでもございます。 

 議員御指摘のように、松田川小学校の用地は
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高台にございますけれども、当然、その下の市

道等については、浸水域にも当然当たります。 

 そういった場合の給食センターの活用方法に

ついては、克服すべき課題等もございますけれ

ども、そういったものを、今後検討も重ねる中

で、課題解決にも取り組んでまいりたいという

ふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） ありがとうございま

した。 

 次に、学校給食センターについては、高台に

建設することにより、どのような防災機能を持

たすのか、その点についてお伺いいたしたいと

思います。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 全国的に学校給食施設への防災機能を付加し

た例は多くございませんけれども、松田川小学

校の敷地は、地区住民の避難地に指定されてお

りまして、発災時には、多くの住民が避難をし

てくることが想定をされますので、避難者等を

考慮した給食施設の計画を行うべきであるとい

うふうに、私どもは考えているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 次に、先ほどの災害

時の給食センターの役割について、お伺いをい

たしたいと思います。 

 災害が発生した場合に、給食センターの職員、

調理師が給食センターに行くことができる場合、

また行くことができない場合と、ケースバスケ

ースで、いろいろな考え方があるかと思います。 

 災害が発生して給食センターの職員、調理師

が出勤することができる場合には、問題はない

かと思いますが、逆に出勤することができない

場合については、一般の方々が、先ほども住民

の方々がそこに避難されるということで、お伺

いをしておりますけれども、給食センターをあ

けることができて、炊き出しを作ることができ

るようなスペースを、あらかじめ用意するべき

だと考えますが、その点、答弁をお願いいたし

ます。 

○議長（野々下昌文君） 教育長。 

○教育長（出口君男君） 教育長、お答え申し

上げます。 

 議員御指摘のように、震災発災時に、どのタ

イミングで、どのような状況になるのかは、計

り知れない知り得ない部分がございます。 

 そういったことから、職員や調理師が様々な

理由により、新たな施設に出勤できない場合、

一般の方々が施設の機能を利用し、炊き出し等

を行えるスペースを設けることについては、大

変有意義なことだというふうにも考えておりま

す。 

 ですので、設計を行う段階におきまして、し

っかりとその部分については検討をしてまいり

たいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １０番岡﨑利久君。 

○１０番（岡﨑利久君） 先ほど、教育長の答

弁の中で、設計する段階でいろいろ検討してい

きたいということでございます。 

 予算にも、多分、限りがあると思いますけれ

ども、予算内でよりよい施設ができるように、

ほかの自治体の給食センター等々見ていただき

ながら、どういうものがこの宿毛市に適合して

いる給食センターになるのかということも含め

て、考えていただきたい、そのように思ってお

ります。 

 以上で一般質問を終了いたします。 

 ありがとうございます。 
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○議長（野々下昌文君） これにて一般質問を

終結いたします。 

 この際、１０分間休憩いたします。 

午前１１時１７分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時２８分 再開 

○議長（野々下昌文君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 日程第２、「議案第１号から議案第４７号ま

で」の４７議案を一括議題といたします。 

 これより、質疑に入ります。 

 質疑の通告がありますので、順次発言を許し

ます。 

 ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） ５番、川村三千代で

ございます。ただいまから質疑を行いますので、

それぞれ担当課長、御答弁をよろしくお願いを

いたします。 

 私は、今回、４項目について質疑を行います。

全てこの議案第１５号別冊、令和２年度宿毛市

一般会計補正予算（第８号）からでございます。 

 ページを追って質問をさせていただきます。 

 まず、１項目めですけれども、１９ページを

お開きください。 

 こちらの第２款総務費、第１項総務管理費、

２５目新型コロナウイルス対策費、１２節委託

料、水陸両用機活用可能性調査事業委託料３０

８万円についてでございます。 

 こちらの水陸両用機につきましては、昨日の

今城議員の一般質問の中でも取り上げられてお

りまして、市長が答弁なさっていらっしゃいま

したが、私もこの水陸両用機、一体どういうも

のなのだろうか、非常に興味もございますし、

改めて担当課長から詳しい御説明をいただきた

いと存じます。 

 この水陸両用機はどのようなものなのか、ま

たその事業の目的について、お願いをいたしま

す。 

○議長（野々下昌文君） 企画課長。 

○企画課長（黒田 厚君） おはようございま

す。企画課長、５番、川村議員の質疑にお答え

いたします。 

 議案第１５号別冊、令和２年度宿毛市一般会

計補正予算（第８号）、１９ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、２５目新

型コロナウイルス対策費、１２節委託料、水陸

両用機活用可能性調査事業委託料３０８万円の

質疑にお答えいたします。 

 本事業につきましては、今まで建設中であり

ました宿毛湾港の外防波堤の完成に伴いまして、

宿毛湾港の静穏度が上がったことから、この水

域を活用して、この地域の自然、景観を生かし

た新たな観光振興策としての水陸両用機による

遊覧飛行、そして移動に大変時間を要していま

す、本地域と関西国際空港などの県外と宿毛市

を短時間に、ダイレクトに結ぶ新しい交通手段

としての事業展開の可能性を調査するものとし

ておりまして、現在、広島県尾道市を拠点とし

て、水陸両用機を使用した遊覧飛行や、チャー

ター便の運航を行っております株式会社せとう

ちＳＥＡＰＬＡＮＥＳにより、実際に水陸両用

機を運航して、この防波堤の中の水域ですけれ

ども、こちらのほうが離着水が可能なのかどう

か、そういった検証などの現地調査、そして実

際に想定しております搭乗人数、こういった方

を乗せて、デモフライトを実施する予定として

おります。 

 本市といたしましても、今回の可能性調査を

経まして、せとうちシープレーンズと連携をし

て、事業化に向けて取り組んでまいりたいとい

うふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） 再質問をいたします。 
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 まだまだこれから調査の段階ですので、具体

的な数字は難しい、お答えは難しいかもしれま

せんけれども、もし現段階で分かる範囲で結構

ですので、教えていただければと思います。 

 まず、この水陸両用機は何人乗りの物である

のか。また、関西国際空港と結ばれた場合、所

要時間はどれぐらいであるのか。また、就航す

る場合、一日に何往復ぐらいを考えているのか。

また、料金はどれくらいを想定していらっしゃ

るのか、現段階ではなかなか答えにくい、決ま

ってない部分も多々あると思いますけれども、

よろしくお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 企画課長。 

○企画課長（黒田 厚君） 企画課長、５番、

川村議員の再質疑にお答えします。 

 まず、搭乗人数の質疑でございますけれども、

使用する航空機につきましては、現在、１０人

乗りの航空機を使用して、せとうちシープレー

ンズ、事業を行っておりまして、通常のフライ

トでは、この航空機に乗員が２名乗って、あと

荷物のスペースでありますとか、重量バランス

の関係というふうにお聞きしておりますけれど

も、乗客６名で運航をしているというふうにお

聞きしておりますので、本地域で運航した場合

においても、現在と同様の６名となることが予

想されているところでございます。 

 また、関西空港まで飛んだ場合の所要時間で

ございますけれども、約１時間３０分で、宿毛

と関西空港を結ぶというふうにしておりますの

で、非常に水陸両用機の活用は、移動時間の短

縮、こういったものにも効果があるものだとい

うふうに認識をしております。 

 また、１日の運航便数、また想定する料金に

つきましては、まだ可能性調査の段階ですので、

詳細につきましては、まだ協議検討ができてお

りませんので、御了承いただきたいというふう

に思います。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） 新しい水陸両用機と

いうことで、いろいろと期待をいたしておりま

す。 

 それでは、次の質問にまいります。 

 次は、２８ページをお開きください。 

 こちらの第６款商工費、第１項商工費、５目

観光費、１４節工事請負費、笹平公衆便所解体

撤去工事費、同じく、建設工事費、こちらです

けれども、一体どのような、新しい公衆トイレ

を建てられるのか、それをお伺いをいたしたい

と思いますし、また、笹平の様々な施設、老朽

化が進んでおりますので、また今後、どのよう

に笹平のキャンプ場、整備をしていくのか、そ

ちらのほうの計画、取組がございましたら、そ

ちらも御説明をお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（上村秀生君） 商工観光課長、

５番、川村議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１５号別冊、令和２年度宿毛市一般会

計補正予算（第８号）、２８ページ。 

 第６款商工費、第１項商工費、５目観光費、

１４節工事請負費、笹平公衆便所解体撤去工事

費１０３万４，０００円。それと、その下の笹

平公衆便所建設工事費７９９万７，０００円に

ついて、御説明いたします。 

 本事業費は、笹平キャンプ場に市が設置して

おります公衆便所について、移設しようとする

ものでございます。 

 経過を御説明いたしますと、県道４号宿毛津

島線につきましては、笹平キャンプ場付近から

道路拡幅工事が計画されておりまして、その計

画区域内に現在の笹平公衆便所や、バンガロー、

こういった部分が含まれており、取壊しをする

必要が生じております。 

 本市といたしましては、今後におきましても、
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笹平キャンプ場を貴重な観光資源として活用し

ていく上で、トイレが必要であると考え、県か

らの移転補償費を財源として、現在のトイレを

取壊し、別の場所へ新設しようとするものでご

ざいます。 

 新設予定場所といたしましては、大雨で川が

増水した場合でも、浸水しないよう、現在、駐

車場として使用している県道脇のスペースに、

小規模なトイレを建設したいと考えております。 

 実際には、今のトイレ、そしてバンガローで

老朽化している大きい建物の管理棟、これらは

全て撤去されることとなります。 

 そして、休憩所と位置づけてありますあずま

や、それと新設のトイレが残っていくという形

になります。 

 なお、笹平キャンプ場につきましては、長年

地元組織であります楠山あけぼの会が、キャン

プ場として管理しておりましたが、本年度をも

ちまして管理を終了することとなり、同団体か

らは、市に対して、今後は市で管理していただ

きたいとの要望を受けております。 

 この要望を受けまして、来年度からは市が同

敷地の管理を引継ぎ、川遊びや森林浴、キャン

プやバーベキューなど、自然を満喫することが

できる公園として、地域の方の協力もいただき

ながら、管理していきたい、そのように考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） 今、キャンプは非常

にブームにもなっておりますし、期待をしてお

ります。 

 続いて、３項目めに移ります。 

 続いては、３１ページをお開きください。 

 第９款教育費、第２項小学校費、２目教育振

興費、１８節負担金補助及び交付金、修学旅行

キャンセル料金補助金、こちらについてでござ

います。 

 そしてまた、同じく続いての３２ページの中

学校費でも、同じく修学旅行キャンセル料金補

助金が出ております。こちらの修学旅行のキャ

ンセル料金補助金についての御説明、お願いい

たします。 

○議長（野々下昌文君） 学校教育課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君） 学

校教育課長、５番、川村議員の質疑にお答えい

たします。 

 議案第１５号別冊、令和２年度宿毛市一般会

計補正予算（第８号）、３１ページ。 

 第９款教育費、第２項小学校費、２目教育振

興費、１８節負担金補助及び交付金、修学旅行

キャンセル料金補助金１８３万３，０００円。 

 同じく、３２ページ。 

 第９款教育費、第３項中学校費、２目教育振

興費、１８節負担金補助及び交付金、同じく修

学旅行キャンセル料金補助金２９０万６，００

０円の内容について、お答えいたします。 

 修学旅行につきましては、学校教育の活動の

中で、多くの児童生徒が一番思い出になる活動

ではありますが、新型コロナウイルス感染症の

影響によりまして、その実施について不安をお

持ちの方もいらっしゃると思います。 

 しかしながら、文部科学省から修学旅行につ

いては、その教育的意義や、児童生徒の心情等

にも配慮いただき、中止ではなく延期扱いとす

ることを検討いただくなどの、配慮をお願いし

たいとの旨の文書も届いているところでござい

ます。 

 宿毛市では、現在のところ、修学旅行が中止

となった学校はございませんが、今後、旅行先

の新型コロナウイルス感染状況によりまして、

急遽、修学旅行が延期、または中止になること

が考えられます。 

 その場合の市の判断といたしましては、直前
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の変更については、児童生徒が落胆される影響

も大きいと思いますので、出発の１０日前に最

終的な判断をいただきたいと、学校に通知いた

しております。 

 その場合の発生したキャンセル料につきまし

ては、市が補助するべく、今回、予算計上を行

ったものでございます。 

 予算の計上額につきましては、当初、各学校

が予定していました修学旅行の料金の３０％を

キャンセル料金と見込み、予算計上を行ってい

るところでございます。 

 当然ながら、修学旅行が予定どおり実施され

れば、予算の執行はないこととなります。 

 また、補助金の支給に当たりましては、今の

ところ、学校長から教育委員会に一括申請して

いただく中で、学校から保護者のほうへ補助し

ていただくという形で、旅行業者に直接振り込

む形ではないというものを、今、考えていると

ころでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） 再質問をいたします。 

 この修学旅行を実施するか否かについては、

どこが、どのような経緯で最終判断をなさるの

か、これを教えていただきたいと思いますし、

またコロナ禍での修学旅行ということで、これ

までと違った面、異なった面があるようでした

ら、御説明をお願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 学校教育課長。 

○教育次長兼学校教育課長（和田克哉君） 学

校教育課長、再質疑にお答えいたします。 

 修学旅行の実施に当たりましては、各学校に

おきまして、保護者の方々に行先や実施につい

てアンケートをとるなどの対応をしながら、検

討を重ねていっていただいているところでござ

います。 

 今回、新型コロナウイルス感染症の影響によ

りまして、保護者の方々の間でも、様々な御意

見が出てくることも考えられますが、行先、実

施方法につきましては、それらの意見を尊重し

ながら、各学校において判断していただくこと

を考えております。 

 修学旅行につきましては、宿毛市立小学校及

び中学校の管理運営に関する規則施行細則の第

３条第１項第３号には、修学旅行の参加率につ

きましては、９０％以上とする規定がございま

した。 

 しかしながら、今回、コロナウイルスの関係

で、不測の事態が生じた場合につきましては、

参加率が下がることも予定されますので、今回、

この規定に、「ただし特別の事情があるときは

この限りではない」、ということで、弾力的な

運用もとるような形にしているところでござい

ます。 

 それと、修学旅行の実施に当たりましては、

市だけではなく、旅行会社の団体であります一

般社団法人日本旅行業協会のほうが、旅行関連

業における新型コロナウイルス対策ガイドライ

ンに基づく国内修学旅行の手引というものを作

成しておりまして、各旅行会社におきましても、

安全に行っていただけるような取組をしていた

だいていると思っております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） もちろん修学旅行の

実施、新型コロナウイルスの感染状況次第です

けれども、実施されることを願っております。 

 それでは、最後の項目に移ります。 

 最後は、３３ページ。 

 第９款教育費、第４項社会教育費、３目公民

館費、１４節工事請負費、片島公民館解体工事

費、こちらについてでございます。 

 この片島公民館の解体につきましては、以前

も予算計上をなさっていたと思いますけれども、
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またこの増額になった理由をお示しください。 

○議長（野々下昌文君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（岡本 

武君） 生涯学習課長兼宿毛文教センター所長。

５番、川村議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１５号別冊、令和２年度宿毛市一般会

計補正予算（第８号）。３３ページ。 

 第９款教育費、第４項社会教育費、３目公民

館費、１４節工事請負費、片島公民館解体工事

費１，０９１万２，０００円についてでござい

ます。 

 理由ということでございます。 

 この内容につきましては、令和２年度宿毛市

一般会計予算として、議員も御指摘のように、

片島公民館解体工事費として２，７９５万１，

０００円を可決いただきまして、解体工事を行

う予定でございました。 

 ただ、現地のアスベスト調査の結果、特に西

側と南側の外壁に高い水準でアスベストが含有

されていることが判明をいたしました。 

 現状は、アクリル樹脂で固められて、飛散し

ない状況にございまして、人体に影響はありま

せんが、解体工事に当たりましては、既存の吹

付材等を飛散しないよう、適切に除去いたしま

して、処分する必要がございますので、必要な

経費につきまして、予算補正をさせていただき

たいものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） 再質問をいたします。 

 この片島公民館の解体につきましては、地域

の方々からいろいろ戸惑いや不安の声も届いて

いるんですけれども、この解体後の計画につい

て、市はどこまで関わっていけるのでしょうか。

こちらを御説明お願いいたします。 

○議長（野々下昌文君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（岡本 

武君） 再質疑にお答えをさせていただきます。 

 まず、今後の片島公民館の解体工事における

想定スケジュールでございます。 

 今後、予算可決をいただければ、閉会後、入

札手続を行いまして、１０月中旬以降にアスベ

スト除去処分も含めて、取壊し工事を実施し、

年度内の完成を考えております。 

 議員が御指摘のように、今後の方向性どうな

のかということでございますが、現在の片島公

民館取壊後の集会施設の建設などの方向性につ

きましては、地区の役員さん方に、相談に応じ

て御意見をさせていただくことはございますけ

れども、当市主体でなく、地区のほうで御決定

をいただき、実施いただくことと承知をしてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） すみません、もう一

度確認なんですけれども、それでは、その解体

後の計画については、あくまで片島区の皆さん

が主体で行うということで、市はどちらかとい

うと、アドバイスをするというような形で計画

に関わっていくという判断でよろしいんでしょ

うか。 

○議長（野々下昌文君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（岡本 

武君） 議員御指摘のとおりでございます。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ５番川村三千代君。 

○５番（川村三千代君） どうも、それぞれの

担当課の皆さん、ありがとうございました。 

 これで私の質疑を終了いたします。 

○議長（野々下昌文君） ３番三木健正君。 

○３番（三木健正君） ３番、質疑を行わせて

いただきます。 

 今回、提出されております令和２年度新規事

業等調査票の２ページにあります、宿毛市マイ
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ナンバーカード普及促進事業に伴い、上程され

ております議案第１５号の中におきまして、計

上されておりますが、議案第１５号別冊、令和

２年度宿毛市一般会計補正予算（第８号）の１

９ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、２５目新

型コロナウイルス対策費、１２節委託料のマイ

ナンバー普及促進事業取扱店募集・換金業務委

託料の９００万円、及び１８節地域振興券換金

原資の１億４，０００万円につきまして、その

内容を詳しく御説明を願います。 

 また、できましたら、この事業の目標値や、

マイナンバー普及によって、期待される効果。

例えば、どのような市民サービスの向上に寄与

できるのかや、また想定される課題となるよう

な点がございましたならば、あわせてお聞かせ

を願います。 

○議長（野々下昌文君） 市民課長。 

○市民課長（沢田美保君） 市民課長、３番、

三木議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１５号別冊、令和２年度宿毛市一般会

計補正予算（第８号）、１９ページ歳出の、第

２款総務費、第１項総務管理費、２５目新型コ

ロナウイルス対策費、１２節委託料のマイナン

バーカード普及促進事業取扱店募集・換金業務

委託料９００万円、及び１８節負担金補助及び

交付金の地域振興券換金原資１億４，０００万

円につきまして、まとめて説明させていただき

ます。 

 本事業の内容は、非接触型行政手続の基盤と

なりますマイナンバーカードの普及が進むこと

によって、新しい生活様式を実践するための土

台作りと、さらに地域経済の活性化を進めると

いう、この両方が目的となっておりまして、先

ほど目標値とおっしゃられておりましたけれど

も、１万４，０００人、本市の人口の７０％の

交付率を目指してカードを取得、及び申請した

方に、１万円相当の地域振興券を配付する事業

となっております。 

 普及促進のインセンティブである地域振興券

の取扱店募集や、換金業務に係る委託料を、昨

年実施した宿毛市プレミアム付商品券事業を参

考に、計上しております。 

 そして、一人当たり１万円とした地域振興券

の換金原資を負担金として、１万４，０００人

分を１億４，０００万円として計上しておりま

す。 

 先ほどおっしゃられた、マイナンバーカード

を取得することで、どのようなことがあるかと

いうことです。 

 まず、もちろん身分証明として使えることは

ありますが、コンビニでの住民票等の取得がで

きるようになります。 

 宿毛市でも、今議会において、議案を上程し

ておりますが、可決されましたら、今年度中に

コンビニ交付サービスを開始する予定となって

おります。 

 また、マイナンバーカードが健康保険証とし

て使用できるようになりますので、保険証がも

し変わっても、手続をしていれば新しい保険証

が手元に届かなくても、資格の確認ができると

いうことで、病院にかかることができるという

ことになります。 

 さらには、マイナポータルといって、一人一

人の個人のサイトというようなものがあるんで

すけれども、マイナポータルというところに行

けば、自分の薬剤情報や特定健診情報を確認で

きるようになるので、健康管理ができるように

なるのではないかと思います。 

 今後、行政手続だけではなく、民間手続など

でも電子申請が可能となる場面が、これから増

えていくと思いますので、ますますマイナンバ

ーカードの利便性は高まるものと期待しており

ます。 
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 一方、課題となることということでしたけれ

ども、マイナンバーカードの取得に関して、不

安と思われるのは個人情報の保護、それから管

理、心理的な不安であると思います。 

 マイナンバーカードには、税金とか年金など

の重要な個人情報は記録されておりません。他

人に番号を知られても、番号だけでは情報を調

べることはできませんので、そういう高いセキ

ュリティーが確保されておりますので、安心し

てマイナンバーカードを取得していただきたい

と思っております。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） ３番三木健正君。 

○３番（三木健正君） １点だけ、再質問をさ

せてください。 

 取扱店の募集、換金業務の委託料の件ですけ

れども、これは想定されている事業者であると

か、どこに委託するのか等が、もし予定、どこ

を想定しているかとかいうのがあれば、もしく

はどういった業種のものを想定しているのかと

いうのがあれば、お聞かせ願います。 

○議長（野々下昌文君） 市民課長。 

○市民課長（沢田美保君） 市民課長、三木議

員の再質疑にお答えいたします。 

 想定されている委託先ですけれども、今現在、

想定されておりますのは、商工会議所、それか

ら金融機関でも委託することができるようにな

っているそうですので、どこになるかは、まだ

議決されてからになりますけれども、今、想定

されているところとしては、そのような形にな

っていると思います。 

○議長（野々下昌文君） ３番三木健正君。 

○３番（三木健正君） ありがとうございまし

た。 

 このマイナンバーカード、今回、コロナウイ

ルスにおいても、多方面で報道等もされました

けれども、コロナウイルスのみならず、今後も

どういった事態が起きてくるのか。非常事態が

起きるということもあろうかと思われます。 

 そういった場合に、速やかな住民サービスが

行えるような、そういった仕組みづくりにもな

ろうかと思いますので、積極的に取組を進めて

いっていただきたいというふうに思っておりま

す。 

 また、マイナンバーカードにおきましては、

今、テレビ等でもやっておりますが、マイナポ

イントとか、今回の１万円の地域振興券のみな

らず、民間業者の中では、登録することによっ

てポイントが得られたり、そういった部分があ

ります。 

 そういった部分も大いに、可決されたならば、

あわせて御紹介するなどして、できるだけマイ

ナンバー普及に向けて取り組んでいただきたい

と、そのように思っております。 

 できるならば、日本一を目指してやっていた

だきたいなと思っております。 

 よろしくお願いします。ありがとうございま

した。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） １２番、質疑をさせ

ていただきたいと思います。 

 議案第１５号別冊、令和２年度宿毛市一般会

計補正予算（第８号）についてであります。 

 １７ページ、第２款総務費、第１項総務管理

費、１５目防災対策費、１２節委託料でありま

すけれども、津波避難タワー建設工損調査委託

料ですけれども、１，９２５万円計上されてお

りますけれども、この内容について、まずお伺

いをいたします。 

○議長（野々下昌文君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本敬二君） 危機管理課長、

松浦議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１５号別冊、令和２年度宿毛市一般会

計補正予算（第８号）、１７ページ。 
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 第２款総務費、第１項総務管理費、１５目防

災対策費、１２節委託料の、津波避難タワー建

設工損調査委託料、１，９２５万円の内容につ

いて、御説明いたします。 

 この津波避難タワー建設工損調査委託料です

が、今後の津波避難タワー建設工事実施による

工損調査のための委託料となっております。 

 現在、２か所の津波避難タワーの設計を委託

しておりますが、工損調査では、建設予定地周

辺の工事前と工事後の状況を調査し、工事によ

る影響受けたかどうかの判断を公正に行うため

のもので、今回の調査につきましては、工事の

事前調査に係る予算として、計上させていただ

いております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） ただいまの答弁の中

で、事前調査に係る部分の予算ということであ

りますけれども、ということは、事後の調査に

基づいて損害があった場合の予算については、

どういうふうに考えていますか。 

○議長（野々下昌文君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（岩本敬二君） 松浦議員の再

質疑にお答えいたします。 

 事後の調査費はどうなるかという質問でござ

いますけれども、今回、事前調査を行う予算と

して計上させていただいております。実際、建

設工事が完了しまして、工事の事後に影響を受

けたというようなことがあれば、またそのとき

に事後調査として予算を計上させていただくこ

とになります。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） ありがとうございま

した。 

 次は、１８ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、２４目庁

舎建設費、これについて、１１節から１４節ま

であるわけですけれども、新庁舎ネットワーク

設計業務委託料の６６２万４，０００円を除く

部分について、内容についてお示しをいただき

たいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（小島裕史君） 都市建設課長、

１２番、松浦議員の質疑にお答えします。 

 議案第１５号別冊、令和２年度宿毛市一般会

計補正予算（第８号）、１８ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、２４目庁

舎建設費の内容について、説明をいたします。 

 初めに、１１節役務費、手数料の９０万円に

ついては、５項目ございまして、１つ目は、構

造計算適合性判定手数料に４４万３，７００円。

２つ目は、建築物エネルギー消費性能適合性判

定手数料に２４万２，０００円を計上しており

ます。 

 この２点は、新庁舎の建築確認を申請するに

当たり、民間の審査機関に構造計算が法的に適

合しているか、判定していただく費用、及び省

エネ法の基準をクリアできているか、判定して

いただく費用となります。 

 ３つ目は、新庁舎の建築確認申請に必要な県

証紙代に１４万円。 

 ４つ目は、新庁舎前に独立して設置をします

懸垂幕昇降装置の建築確認申請に必要な県証紙

代８，０００円を計上しております。 

 建築確認は、高知県へ申請し、関係法令に適

合しているか、建築主事の確認を受けるものと

なっております。 

 ５つ目は、高台造成工事の開発申請における

変更申請に必要な県証紙代、６万６，０００円

です。これは、造成工事で変更が生じた内容に

ついて、開発の変更手続を行うものです。 

 次に、１２節委託料、高台用地測量業務委託

料４３７万８，０００円について、説明をいた
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します。 

 用地測量につきましては、造成工事完了後に

造成地の宅盤、のり面、道路等を各施設の用地

測量を行いまして、各施設の区域、境界を明確

にしようとするものです。 

 次に、庁舎建設工事管理委託料３，９６０万

円については、新庁舎建築工事が大規模工事と

なるため、現場での施工管理を委託しようとす

るものです。 

 次に、１４節工事請負費、高台アクセス道街

灯設置工事費１，２０３万４，０００円につい

て、説明をいたします。 

 県道宿毛城辺線から高台へつながるアクセス

道の夜間の安全性を確保するため、街灯８基の

設置工事及び電気配線の埋設工事を行おうとす

るものです。 

 新庁舎建設工事費２６億３４８万円について、

説明をいたします。 

 この工事費につきましては、新庁舎倉庫棟、

駐車場、駐輪場など、新庁舎と外構を含んだ全

体の工事費となっております。 

 新庁舎は、鉄骨造の４階建てで、西側に渡り

廊下でつながった２階建ての倉庫棟、東側に駐

輪場と駐車場を計画をしております。 

 新庁舎の延べ床面積は、庁舎棟本体が５，１

２１．５９平方メートル、倉庫棟が３５５．６

９平方メートルで、いずれも耐震構造で設計を

しております。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 再質疑させてもらい

ます。 

 高台アクセス道街灯設置工事費、これ８基と

言いましたけれども、距離的には何メートルぐ

らいな距離になるのか。 

 それと、庁舎建設工事費として２６億あるわ

けですけれども、私の手元には、市民に配付を

した、庁舎建設工事費として２１億９，７６０

万円という数字があるわけですけれども、これ

は、税の関係もあろうかと思いますけれども、

どうしてこれは増えたのか、そこらあたりあれ

ばお示しをいただきたいと思います。 

○議長（野々下昌文君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（小島裕史君） 都市建設課長、

松浦議員の再質疑にお答えします。 

 アクセス道につきましては、県道から高台ま

で、約４００メートルございますので、この間

に設置をしようとするものでございます。 

 それから、庁舎の建設費が２１億９，７６０

万円という説明が、以前あったということにつ

いてでございますけれども、候補地について議

論しておりました平成３０年頃の資料を見ます

と、御質問のあったとおり、２１億９，７６０

万円という説明をしております。 

 当時の資料は、計画の図面がない頃の試算で

ありましたので、想定される職員の人数、それ

から一人当たりの面積、それから起債の上限額

を掛けた試算額となっております。 

 また、この資料は、税抜き表示ですので、こ

の額に税を掛けますと、２４億１，７３６万円

ということになりますので、今議会での２６億

という額と比べますと、１億８，０００万ぐら

いの開きがあります。 

 増えている要因は、何が増えたということで

はありませんで、起債上限額で試算したものと、

設計図を基に、積み上げで計算をした額との違

いによるものになっております。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 大方の市民は、２２

億円ぐらいでできるという思いの中で、事が進

んできたのに、消費税の関係、これ税抜きとい

う部分も書いていませんので、分からなかった

と思いますけれども、２６億円になると。 

 そういう面で、大変大幅な積み上げによって
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２億円ぐらい、税が約２億円で、設計図を基に

して２億円プラス。大変、高額な金額になって

おりますけれども、これについては、今、課長

が説明したとおりの部分で、理解をさせていた

だきたいと思います。 

 次に、第２款総務費、第１項総務管理費のマ

イナンバーに関わる部分でありますけれども、

地域振興券還元原資として、１億４，０００万

円あるわけですが、これは１万円の券を渡す、

宿毛市の人口は約２万、それの７割の１万４，

０００人。 

 現在のマイナンバーの取得された方の人数は

何％ぐらいですか、お示しをいただきたいと思

います。 

○議長（野々下昌文君） 市民課長。 

○市民課長（沢田美保君） 市民課長、１２番、

松浦議員の質疑にお答えいたします。 

 現在のマイナンバーカードの交付率でござい

ますが、宿毛市民の約１２％、２，５００人余

りだと記憶しております。 

 以上です。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 現在、１２％ぐらい

しか取得をしていない部分を、７０％までする。

しかも、来年の１月かそこらあたりだろうと思

いますけれども、方策、これだけでできるかど

うか、大変な疑問を抱くわけですけれども。 

 ７０％の方に増やすということですね。そこ

らあたりの方策、何かほかに考えていますか。 

○議長（野々下昌文君） 市民課長。 

○市民課長（沢田美保君） 市民課長、松浦議

員の再質疑にお答えいたします。 

 方策といいますか、１万円の地域振興券、こ

れがインセンティブのものだと思っております

ので、できることがあるとすれば、あとＰＲ、

周知を頑張ってやりたいということだと思いま

す。頑張るしかないと思います。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 頑張るしかないわけ

ですけれども、到底、難しいかなという感がし

ますし、膨大な目標額を掲げておるという認識

をするわけでございます。 

 ７０％の予算が全て執行されるよう、最大限

努力をお願いします。 

 それでは、２７ページ、第５款農林水産業費、

第２項林業費、２目林業振興費、１２節委託料、

森林経営管理制度業務委託料８３０万５，００

０円、これについて、この算定の根拠等につい

て、業務の内容と根拠について、まずお伺いい

たします。 

○議長（野々下昌文君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（谷本和哉君） 産業振興課長、

松浦議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１５号別冊、令和２年度宿毛市一般会

計補正予算（第８号）。 

 ２７ページ。 

 第５款農林水産業費、第２項林業費、２目林

業振興費、１２節委託料、森林経営管理制度業

務委託料８３０万５，０００円について、御説

明いたします。 

 森林経営管理制度の説明を、まずさせていた

だきます。 

 森林経営管理制度は、間伐などの手入れが行

われていない個人所有の人工林につきまして、

市町村が主体となりまして、森林の集積と集約

化を行う制度でございます。 

 森林所有者に対しまして、森林経営の意向調

査を実施し、経営の委託の申出があった森林に

つきましては、民間事業者に再委託をしたり、

市町村が直接、経営管理を行う制度となってお

ります。 

 業務の内容につきましては、森林の調査を行

うための森林の現況調査、例えば森林簿の情報

を整理したり、それから現地調査、それから林
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地台帳での所有者の確認等、様々な業務があり

まして、それを行うための委託料となっており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 業務の内容について

は、今、課長が説明したとおりだと思いますけ

れども、この８３０万５，０００円の算定をし

た根拠、そして財源として考えられるのは、森

林環境譲与税だろうというふうに思いますけれ

ども、ここらあたりについて、財源並びに算定

根拠。もし、根拠の中で出ると思いますけれど

も、どれぐらいの面積をやろうとしておるのか、

お願いします。 

○議長（野々下昌文君） 産業振興課長。 

○産業振興課長（谷本和哉君） 産業振興課長、

松浦議員の再質疑にお答えいたします。 

 すみません、算定の根拠ですが、委託料の算

定につきましては、高知県の森林管理システム

移行調査、経営管理権集積計画委託業務設計積

算を基に算定しておりまして、財源につきまし

ては、おっしゃられるように、昨年度から配分

が始まりました森林環境譲与税を充当すること

といたしております。 

 増額につきましては、今年度、当初予算で既

に、橋上町の京法地区を、こういうふうな意向

調査を行うための調査業務を行っていたんです

けれども小筑紫町の都賀川地区についても、併

せて追加で現況調査を行うことになりましたの

で、今回、増額の補正を行ったものです。 

 対象エリアにつきましては、都賀川地区の人

工林の割合とか、これから詳細に詰めていくの

で、実際の面積については、これからにはなる

のですけれども、都賀川地区全域が、現在では

対象となっているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） 財源について、私が

示したとおり、森林環境譲与税を活用していく

ということでございます。 

 面積については、今後の動きということでご

ざいます。 

 この森林環境譲与税の活用、しっかりと計画

をしていただくよう、申し述べておきたいと思

います。 

 次は、２９ページ。 

 第７款土木費、第４項都市計画費、３目公園

費の、１２節委託料。宿毛市総合運動公園法面

調査設計業務委託料として１，５００万円、計

上されております。 

 内容について、お示しをいただきたいと思い

ます。 

○議長（野々下昌文君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（小島裕史君） 都市建設課長、

１２番、松浦議員の質疑にお答えします。 

 議案第１５号別冊、令和２年度宿毛市一般会

計補正予算（第８号）、２９ページ。 

 第７款土木費、第４項都市計画費、３目公園

費、１２節委託料、宿毛市総合運動公園法面調

査設計業務委託料１，５００万円の内容につい

て、説明をいたします。 

 雨が続いておりました今年の７月初旬、宿毛

市総合運動公園防災広場の南側ののり面におい

て、大量の湧水が確認をされました。 

 また、その数日後には、湧水が原因と見られ

る陥没も発生しております。 

 このままおいておきますと、陥没範囲が広が

るおそれがあるため、のり面内の湧水要因をレ

ーダーによる探査や、ボーリング調査にて確認

し、この結果を基に、対策工法の設計を行おう

とするものです。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） のり面、水の関係と

いう部分でありますけれども、あそこあたり、
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地形的に大変厳しいというか、高速道路がもう

陥没で通行が遅れたという部分もありますし、

私も、幡多希望の家の関係で、何回か皆さんに

御迷惑をかけた部分もあるわけですけれども、

この水脈という部分で、大変厳しいというか、

難しいというか、見えないものでございますの

で、そこらあたり、しっかりとして、あそこは

高さがありますので。 

 県道から防災広場までの高さがありますので、

１か所だけで終わらない可能性もありますので、

そこらあたりしっかり調査をしていただきたい

と思います。 

 次は、３３ページ。 

  第９款教育費、第４項社会教育費、３目公

民館費、１４節工事請負費、片島公民館解体工

事費。これについては、先ほど川村議員からも

質疑がございました。念押しの部分もあります。

大変、地区内でもいろいろと問題になっており

ますようでございますので、行政としての対応

をする部分、地区が対応する部分、そこらあた

りの見極めをしながら、対応をしていただきた

いというふうに思います。 

 それで、若干、聞きにくかったわけですけれ

ども、スケジュール的に、いつ頃解体工事が始

まって、どれぐらいで解体を終わらすつもりな

のか、その点、お願いします。 

○議長（野々下昌文君） 生涯学習課長。 

○生涯学習課長兼宿毛文教センター所長（岡本 

武君） 生涯学習課長兼宿毛文教センター所長。

１２番、松浦議員の質疑にお答えをいたします。 

 再度、片島公民館の解体工事における想定ス

ケジュール、御質問をいただきました。 

 今後、予算可決をいただければ、閉会後、入

札の手続を行いまして、１０月の中旬以降にア

スベスト除去処分も含めまして、取壊工事を実

施し、年度内に工事を完成できる見込みとなっ

ております。 

 以上でございます。 

○議長（野々下昌文君） １２番松浦英夫君。 

○１２番（松浦英夫君） １０月中旬から始ま

って年度内、えらい長くかかりますね。それは、

僕ら素人ですので分かりませんけれども。 

 分かりました。そういう計画だということを、

理解をしておきます。 

 先ほども言いましたように、ぜひ行政と地区

との仕事の任務、行政ができる部分とできない

部分があろうかと思います。 

 解体工事については、宿毛市が責任を持って

やる、あとについては地区の問題ということに

なろうかと思いますけれども、余り踏み込まな

いように、対応をしっかりしていただきたいと

いうふうに思います。 

 以上で質疑を終わります。ありがとうござい

ました。 

○議長（野々下昌文君） 以上で、通告による

質疑は終了いたしました。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） ほかに質疑ありませ

んので、これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております議案のうち、

「議案第１号」については、会議規則第３７条

第３項の規定により、委員会の付託を省略いた

したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、「議案第１号」は、委員会の付託を

省略することに決しました。 

 ただいま議題となっております「議案第２号

から議案第４７号まで」の４６議案は、お手元

に配付してあります議案付託表のとおり、それ
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ぞれ所管の委員会へ付託いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案等審査のため、９月１７日、９月１８日、

及び９月２３日、９月２４日は休会いたしたい

と思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、９月１７日、９月１８日、及び９月

２３日、９月２４日は休会することに決しまし

た。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 ９月１７日から９月２４日までの８日間は休

会し、９月２５日午前１０時より再開いたしま

す。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後 ０時３１分 散会 
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議 案 付 託 表 

                              令和２年第３回定例会  

付託委員会 議 案 番 号       件               名 

予 算 決 算 

常任委員会 

（２４件） 

議案第 ２号 

議案第 ３号 

 

議案第 ４号 

 

議案第 ５号 

 

議案第 ６号 

 

議案第 ７号 

 

議案第 ８号 

 

議案第 ９号 

 

議案第１０号 

 

議案第１１号 

 

議案第１２号 

 

議案第１３号 

 

議案第１４号 

 

議案第１５号 

議案第１６号 

議案第１７号 

議案第１８号

議案第１９号 

議案第２０号 

議案第２１号 

議案第２２号 

議案第２３号 

議案第２４号 

議案第４７号 

令和元年度宿毛市一般会計歳入歳出決算認定について 

令和元年度宿毛市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

令和元年度宿毛市へき地診療事業特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

令和元年度宿毛市定期船事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

令和元年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計歳入歳出決算認

定について 

令和元年度宿毛市学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

令和元年度宿毛市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て 

令和元年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

令和元年度幡多西部介護認定審査会特別会計歳入歳出決算認定

について 

令和元年度宿毛市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて 

令和元年度宿毛市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定

について 

令和元年度宿毛市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に

ついて 

令和元年度宿毛市水道事業会計の利益処分及び決算認定につい

て 

令和２年度宿毛市一般会計補正予算について 

令和２年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予算について 

令和２年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算について 

令和２年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算について 

令和２年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算について 

令和２年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算について 

令和２年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計補正予算について 

令和２年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算について 

令和２年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算について 

令和２年度宿毛市水道事業会計補正予算について 

令和２年度宿毛市一般会計補正予算について 
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総 務 文 教 

常任委員会 

（１１件） 

議案第２５号 

議案第２６号 

議案第２７号

議案第３０号 

 

議案第３１号 

 

議案第３２号 

 

議案第３３号 

 

議案第４３号 

議案第４４号 

議案第４５号 

議案第４６号 

宿毛市印鑑条例の一部を改正する条例について 

宿毛市税条例の一部を改正する条例について 

宿毛市立公民館設置条例の一部を改正する条例について 

土佐清水市との定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更す

ることについて 

大月町との定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更するこ

とについて 

三原村との定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更するこ

とについて 

黒潮町との定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更するこ

とについて 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 

産 業 厚 生 

常任委員会 

（１１件） 

議案第２８号 

 

議案第２９号 

 

議案第３４号 

議案第３５号 

議案第３６号 

議案第３７号 

議案第３８号 

議案第３９号 

議案第４０号 

議案第４１号 

議案第４２号 

宿毛市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

宿毛市家庭的保育事業等の設置及び運営に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例について 

工事請負契約の変更について 

市道路線の認定について 

市道路線の認定について 

市道路線の認定について 

市道路線の認定について 

市道路線の認定について 

市道路線の認定について 

市道路線の認定について 

市道路線の認定について 
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令和２年 

第３回宿毛市議会定例会会議録第５号 

 

１ 議事日程 

    第１８日（令和２年９月２５日 金曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 議案第１号から議案第４７号まで 

      （議案第１号、討論、表決） 

      （議案第１５号から議案第４７号まで、委員長報告、質疑、討論、表決） 

   第２ 陳情第９号及び陳情第１０号 

   第３ 委員会調査について 

   第４ 意見書案第１号及び意見書案第２号 

      意見書案第１号 公立学校教職員の長時間労働の解消を進めるよう求める意見書 

      意見書案第２号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化 

              に対し地方税財源の確保を求める意見書 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 議案第１号から議案第４７号まで 

   日程第２ 陳情第９号及び陳情第１０号 

   日程第３ 委員会調査について 

   日程第４ 意見書案第１号及び意見書案第２号 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１３名） 

   １番 今 城   隆 君     ２番 堀     景 君 

   ３番 三 木 健 正 君     ４番 川 田 栄 子 君 

   ５番 川 村 三千代 君     ７番 髙 倉 真 弓 君 

   ８番 山 上 庄 一 君     ９番 山 戸   寛 君 

  １０番 岡 﨑 利 久 君    １１番 野々下 昌 文 君 

  １２番 松 浦 英 夫 君    １３番 寺 田 公 一 君 

  １４番 濵 田 陸 紀 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        朝比奈 淳 司 君 
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   次長兼庶務係長 

   兼 調 査 係 長 
奈 良 和 美 君 

   議 事 係 長        宮 本 誉 子 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 平 富 宏 君 

   副 市 長  岩 本 昌 彦 君 

   企 画 課 長  黒 田   厚 君 

   総 務 課 長  桑 原   一 君 

   危機管理課長  岩 本 敬 二 君 

   市 民 課 長  沢 田 美 保 君 

   税 務 課 長  山 岡 敏 樹 君 

   会計管理者兼 

   会 計 課 長 
佐 藤 恵 介 君 

   健康推進課長  松 田 まなみ 君 

   長寿政策課長  中 山 佳 久 君 

   環 境 課 長  山 戸 達 朗 君 

   人権推進課長  谷 本 裕 子 君 

   産業振興課長  谷 本 和 哉 君 

   商工観光課長  上 村 秀 生 君 

   土 木 課 長  川 田 和 徳 君 

   都市建設課長  小 島 裕 史 君 

   福祉事務所長  河 原 志加子 君 

   水 道 課 長  川 島 義 之 君 

   教 育 長        出 口 君 男 君 

   教 育 次 長 兼 

   学校教育課長 
和 田 克 哉 君 

   生涯学習課長 

   兼宿毛 文教       

   センター所長 

岡 本   武 君 

   学 校 給 食 

   センター所長 
平 井 建 一 君 

   農 業 委 員 会 

   事務局長心得 
小 松 憲 司 君 

   選挙管理委員会 

   事 務 局 
児 島 厚 匡 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（野々下昌文君） これより本日の会議

を開きます。 

 日程第１、議案第１号から議案第４７号まで

の４７議案を一括議題といたします。 

 これより、「議案第１号」について、討論に

入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 討論がありませんの

で、これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 「議案第１号」は、これを承認することに異

議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、「議案第１号」は、これを承認する

ことに決しました。 

 これより、「議案第１５号から議案第４７号

まで」の３３議案について、委員長の報告を求

めます。 

 予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（髙倉真弓君） 予算決

算常任委員長。 

 本委員会に付託されました、議案第１５号か

ら議案第２４号まで、及び議案第４７号の１１

議案について、審査の概要と結果を御報告いた

します。 

 議案の審査に当たっては、効率的な審議を行

うため、本委員会を２つの分科会に分けて、９

月１７日と９月１８日の２日間にわたり審議を

行いました。その後、９月２４日に意見調整の

ための全体委員会を開催し、各分科会の主査の

審議結果の報告と質疑を経て、意見調整を行っ

た結果、本委員会に付託されました議案１１件

につきましては、原案を適当と認め、可決すべ

きものと決しました。 

 以下、分科会における審査概要について御報

告いたします。 

 まず、第１分科会主査より、次のような審査

概要の報告がありました。 

 議案第１５号別冊、令和２年度宿毛市一般会

計補正予算（第８号）の１６ページ。 

 歳入の第２１款市債、第１項市債、補正後の

額６８億１４６万２，０００円についてであり

ます。 

 本件は、庁舎等建設事業債や、災害復旧事業

債の合計となっております。 

 委員からは、今年度の予算は大きな額になっ

ている。特に起債は昨年の３倍近くの金額とな

っているが、現状をどのように考えているかと

の質問があり、執行部からは、当初予算では約

１５８億円だったものが、新型コロナウイルス

感染症対策で約２８億円、庁舎建設では、約２

７億円の補正があり、予算額は、現状で２００

億円を超えているが、国の交付金を活用するこ

とで、財政調整基金からの繰入は大きな額には

なっていない。また、庁舎建設等の大型事業は、

昨年度から想定していたし、千寿園施設整備費

や、土地改良区整備事業といった大型の返還が

順次終わっていく予定となっている、との回答

がありました。 

 これに対して、委員からは、今後においても

給食センターや小中学校の建替事業が控えてい

るので、慎重な財政運営を心がけてもらいたい、

との意見がありました。 

 続きまして、１８ページ及び１９ページの第

２款総務費、第１項総務管理費、２５目新型コ

ロナウイルス対策費に補正計上されている宿毛

市マイナンバーカード普及促進事業に関わる費

用総額１億６，３０７万９，０００円について

であります。 
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 本予算は、マイナンバーカード取得者、及び

申請者に対し、１万円の地域振興券を配布する

事業となっており、会計年度任用職員の人件費、

印刷製本費、取扱店の募集や、換金業務を行う

業務委託料、備品購入費、地域振興券の換金原

資等が補正計上されています。 

 本件に対して、委員からは、地域振興券の使

用期限はいつまでか、との質問があり、執行部

からは、１１月１日から令和３年２月２８日ま

での予定であるとの回答がありました。 

 また、委員からは、地域振興券を使うことが

できる店舗の決定は、どのように行うのか、と

の質問があり、執行部からは、補正予算の議決

があってから、委託事業者を選定することにな

るが、選定した委託事業者が参加事業者を募る

ことになる。 

 以前、実施したプレミアム付商品券では、小

規模店舗を含め、約３００店舗の参加をいただ

いたので、同様の規模で実施したいと考えてい

る、との回答がありました。 

 さらに、委員からは、７０％の取得率を目指

しているが、申請の期限はいつを想定している

のか。また、なかなか達成が難しいのではない

か、との質問があり、執行部からは、申請の期

限は来年１月中旬頃と考えている。達成につい

ては、石川県加賀市が本年の６月から、本市と

同様に５，０００円の地域振興券を配布する事

業を行っており、現時点で約５０％の申請率と

なっている。 

 宿毛市においては、１万円の地域振興券を配

布することから、それ以上の反響があると考え

ている、との回答がありました。 

 これに対し、委員からは、毎月の目標を持ち

ながら、本事業を円滑に進めるための体制の構

築を求める、との意見がありました。 

 続きまして、２４ページから２５ページの第

９款教育費、第２項小学校費、２目教育振興費、

１７節備品購入費、デジタル教科書購入費１，

２４３万９，０００円、及び第９款教育費、第

３項中学校費、２目教育振興費、１７節備品購

入費、デジタル教科書購入費１，０８４万２，

０００円についてであります。 

 本予算は、ＩＣＴ機器を活用し、学校の臨時

休業など、不測の事態における学習環境の整備

を行うとともに、ＧＩＧＡスクール構想のさら

なる加速、強化等による新たな時代にふさわし

い教育を実現させることを目的とし、各小中学

校に指導者用デジタル教科書を整備するための

補正であります。 

 委員からは、具体的には、どのようなものか

との質問があり、執行部からは、現在、使用し

ている教科書の内容と基本的には同じもので、

例えば、理科であれば実験の動画を見ることが

できたり、昆虫の体を３６０度の視点から観察

を行ったりすることができるものとなっており、

通常の教科書を補完するものと考えている、と

の回答がありました。 

 また、委員からは、児童生徒が使用するもの

ではないのか、との質問があり、執行部からは、

児童生徒が使用するものではなく、教員用とな

っている、との回答がありました。 

 委員からは、新型コロナウイルス感染症の影

響があり、デジタル化が急速に進んでいるが、

教育現場において、混乱が生じないよう、工夫

しながら進めてもらいたい、との意見がありま

した。 

 次に、第２分科会主査より、次のような審査

概要の報告がありました。 

 議案第１５号別冊、令和２年度宿毛市一般会

計補正予算（第８号）の１８ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、２４目庁

舎建設費、１４節工事請負費、新庁舎建設工事

費、２６億３４８万円について、報告します。 

 工事内容は、４つの大きな項目に分かれてお
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り、それぞれ建築工事、電気設備工事、機械設

備工事、昇降機設備工事となっております。 

 中でも、建築工事では、市役所本体の庁舎棟、

庁舎入り口にできる交流棟、庁舎西側の倉庫棟、

駐車場、駐輪場上屋、屋外付帯工事が計上され

ております。 

 委員からは、議場後ろの議席に段差を設ける

べきと、議会の要望として申入れを行ったが、

それは難しいという回答であったため、理由を

求めるとの質問があり、執行部からは、平成３

０年度から基本設計に取りかかり、当初から議

場を災害時に活用しやすくするために、できる

だけフラットにするというコンセプトで基本構

想を作成している。 

 内容については、庁舎建設審議会に諮り、こ

の内容で答申を得ている。 

 また、市民からのパブリックコメントも実施

し、一環として同じコンセプトで実施してきた。

これまでの内容に沿うものであれば、変更も可

能であると思うが、今までの内容とは反対方向

の意見であったため、これまでの経緯とコンセ

プトを踏まえ、変更は難しいと判断した、との

回答がありました。 

 これに対し、委員からは、そもそも議場は議

員の会議の場である。フラットであれば、前の

席とかぶれば後ろの席の人は見えにくい。それ

を解消するために、段差を設けるなど、通常、

使用する議会の運営に多少でも支障を来すので

あれば、見直すべきである、との意見がありま

した。 

 次に、２７ページ。 

 第５款農林水産業費、第２項林業費、２目林

業振興費、１８節負担金補助及び交付金、トレ

イルビルダー養成講座受講負担金４万円、及び

車両系建設機械運転技能講習負担金４万３，０

００円について、報告します。 

 これは、地域おこし協力隊が車両系建設機械

運転技能講習等を受講するための費用です。 

 委員からは、個人資格になるが、補助率は幾

らか、との質問があり、執行部からは、全額補

助である、との回答がありました。 

 これに対して、委員からは、個人資格なのに、

それはおかしいのではないか。自己負担も求め

るべきであり、自立を促す観点から、経営は厳

しいということを植えつける必要があるのでは

ないか。 

 また、地域おこし協力隊卒業後、社会の荒波

に耐えていけなくなるのではないか、との意見

や、さらに、市内在住者で、自伐型林業をやっ

てみたいという人に対しても、資格を取るので

あれば補助の対象とするようにしないと、地域

おこし協力隊だけに補助を行うのは、公平では

ない。市内在住者にも門戸を広げ、宿毛市の山

林を整備できる環境をつくることが必要である、

との意見もありました。 

 次に、２８ページ。 

 第６款商工費、第１項商工費、５目観光費、

１４節工事請負費、笹平公衆便所解体撤去工事

費１０３万４，０００円、及び笹平公衆便所建

設工事費７９９万７，０００円について、報告

します。 

 道路拡幅工事のため、笹平公衆便所や、バン

ガローの取壊しの必要が出てきました。 

 県からの県道拡幅による移転補償費を財源と

し、県道脇の高い位置にある駐車場に小規模ト

イレを建設するものです。 

 委員からは、新設するトイレは、男女別か、

との質問があり、執行部からは、小規模なもの

を考えており、大便器が１つ、小便器が１つ、

手洗い場がある形を想定している、との回答が

ありました。 

 これに対し、委員からは、男女別にしたほう

がよい。今後、利用者の増加が見込まれる中、

現在、計画している小規模トイレでは、賄いき
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れない。男女共用であれば、女性は二の足を踏

むし、男性はどこか別の場所で用をたすという

悪循環になるのではないか。衛生的にも問題が

ある。もう少し将来的なことを見据えたトイレ

にすべきである、との意見もありました。 

 議案第４７号別冊、令和２年度宿毛市一般会

計補正予算（第９号）の８ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、２５目新

型コロナウイルス対策費、１８節負担金補助及

び交付金、宿毛市中小企業新型コロナウイルス

感染症対策事業費補助金、２，０００万円につ

いて報告します。 

 ８月の臨時会にて議決された事業者が、新型

コロナウイルス感染症対策を行うための整備費

に対し、申込が殺到し、９月に受付を終了した

が、その後、事業者の要望も多くあることから、

必要性に鑑み、追加支援するものです。 

 委員からは、エアコンや空気清浄機が品薄と

なり、期日に納品が間に合わず、物理的に難し

い状況も出ている。事業完了の期日を延長する

ことは考えているのか、との質問があり、執行

部からは、エアコンや空気清浄機が欠品の状況

が続いているとの相談を受けているので、期日

を延長しようと考えている。 

 今後、手続を進め、市民に告知したいと考え

ている、との回答がありました。 

 これに対し、委員からは、最悪の場合、メー

カーの代替品も届かない状況もあり得るので、

そうした場合に、どうすればよいのか、対策を

考えてほしい。 

 例えば、契約を済ませておけば、納品は後で

もよいとか、それらを含め、検討してほしい。 

 また、事業完了の確認を取りにくいとは思う

が、不正があってはならず、注意しながら行っ

てほしいとの意見もありました。 

 なお、議案第１５号別冊、令和２年度宿毛市

一般会計補正予算（第８号）。第２款総務費、

第１項総務管理費、２４目庁舎建設費、１４節

工事請負費、新庁舎建設工事費、２６億３４８

万円に対しまして、寺田委員から、附帯決議案

が提出され、提案理由の説明後、質疑、意見調

整を行い、賛成多数で採択されました。 

 以下、その内容を読み上げます。 

 議案第１５号に対する附帯決議。 

 １、本会議場は、宿毛市政の最高決定機関の

議論の場所であり、神聖な場であることを十分

考慮して、設計施工すること。 

 ２、議員全員が均等に視界の確保ができるよ

う配慮すること。 

 同じく、第６款商工費、第１項商工費、５目

観光費、１４節工事請負費、笹平公衆便所建設

工事費、７９９万７，０００円に対しまして、

松浦委員から附帯決議案が提出され、提案理由

の説明後、質疑、意見調整を行い、全会一致で

採択されました。 

 以下、その内容を読み上げます。 

 議案第１５号に対する附帯決議。 

 建設に当たっては、男女別々のトイレ機能を

持たせた改築とするよう、強く求める。 

 以上で、本委員会に付託されました１１議案

について、審査結果の報告を終わります。 

○議長（野々下昌文君） 総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（山戸 寛君） 総務文

教常任委員長、本委員会に付託されました１１

議案の審査結果の御報告をいたします。 

 議案第２５号は、宿毛市印鑑条例の一部を改

正する条例についてでございます。 

 内容につきましては、マイナンバーカードを

活用して、コンビニエンスストア等で印鑑登録

証明書の申請及び交付ができるよう、本条例の

一部を改正しようとするものです。 

 議案第２６号は、宿毛市税条例の一部を改正

する条例についてでございます。 

 内容につきましては、地方税法等の一部を改



 

－ 165 － 

正する法律が令和２年３月３１日及び令和２年

４月３０日に交付されたことに伴い、本条例の

一部を改正しようとするものです。 

 議案第２７号は、宿毛市立公民館設置条例の

一部を改正する条例についてでございます。 

 内容につきましては、片島公民館を解体撤去

することに伴い、本条例の一部を改正しようと

するものです。 

 議案第３０号から第３３号までの４議案は、

土佐清水市、大月町、三原村、黒潮町の４市町

村との間で個々に締結した定住自立権の形成に

関する協定の一部を変更することについて、議

会の議決すべき事件に関する条例第２条第２号

の規定により、議会の議決を求めるものです。 

 本協定については、平成２２年に締結され、

平成２７年に一部変更を行ったが、その後、５

年が経過し、事業の進展や、今後計画する取組

を反映した協定とするため、変更を行うもので

あります。 

 審査の過程で、委員から、新たに追加された

部分のＢ、甲の役割として、甲は看護系４年制

大学の誘致に中心となって取り組むとともに、

必要な経費を負担すると記載されているが、宿

毛市も負担するのか、との質問があり、執行部

からは、甲は四万十市と宿毛市のことだが、今

回の誘致活動については、四万十市の取組とな

るため、必要な経費の負担は四万十市だけが行

う、との回答がありました。 

 また、委員からは、Ｃ、乙の役割として、乙

は四万十市や関係機関等と連携し、との記載が

あるが、宿毛市の記載がないのはなぜか、との

質問があり、執行部からは、四万十市の取組と

なっているので、四万十市だけの記載となって

いる、との回答がありました。 

 委員からは、誘致する大学の内容や、地域へ

の経済波及効果等も十分に検討しながら、協定

の推進に関わっていただきたい、との意見があ

りました。 

 議案第４３号から第４６号までの４議案は、

いずれも辺地に係る公共的施設の総合整備計画

の策定について、でございます。 

 内容につきましては、沖の島辺地、北部辺地、

西部辺地、南部辺地における公共的施設の整備

を実施するに当たり、辺地対策事業債の申請を

行うには、本計画を策定する必要があるため、

辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政

上の特別措置等に関する法律第３条第１項の規

定により、議会の議決を求めるものです。 

 以上１１議案につきましては、担当課からの

詳しい説明を受ける中で、慎重に審査した結果、

いずれも全会一致で原案を適当であると認め、

可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託されました議案１１

件についての報告を終わります。 

○議長（野々下昌文君） 産業厚生常任委員長。 

○産業厚生常任委員長（山上庄一君） 産業厚

生常任委員長、本委員会に付託されました議案

１１件についての審査結果を、御報告いたしま

す。 

 まず初めに、議案第２８号ですが、宿毛市特

定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例についてでございます。 

 内容につきましては、特定教育・保育施設及

び特定地域型保育事業の運営に関する基準の一

部を改正する内閣府令が施行されましたことに

伴い、本条例の一部を改正しようとするもので

す。 

 議案第２９号は、宿毛市家庭的保育事業等の

設置及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例についてでございます。 

 内容につきましては、家庭的保育事業等の設

備及び運営に関する基準の一部を改正する省令

が施行されたことに伴い、本条例の一部を改正
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しようとするものです。 

 議案第３４号は工事請負契約の変更について

でございます。 

 内容につきましては、令和元年７月３日の議

会議決を受け、山本・金村・仲上特定建設工事

共同企業体と契約締結しました小深浦高台造成

工事につきまして、工事内容に変更が生じたも

ので、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得、または処分に関する条例第２条の規定によ

り、議会の議決を求めるものでございます。 

 議案第３５号から第４２号までの８議案は、

市道路線の認定についてでございます。 

 内容につきましては、高規格道路中村宿毛線

の整備に伴う市道戸内中山線、芳奈線、中山押

ノ川線、押ノ川和田線、和田線、これらととも

に小深浦高台造成に伴う高台１号線、高台２号

線、高台３号線の８路線について、道路法第８

条第２項の規定に基づき、道路の路線を認定す

ることについて、議会の議決を求めるものでご

ざいます。 

 以上の議案につきましては、担当課から詳し

い説明を受け、慎重に審査した結果、全会一致

をもって可決すべきものと決しました。 

 以上、本委員会に付託されました議案１１件

につきましての報告を終わります。 

○議長（野々下昌文君） 以上で、委員長の報

告は終わりました。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 格別質疑がありませ

んので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより「議案第１５号から議案第４７号ま

で」の３３議案について、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 討論がありませんの

で、これにて討論を終結いたします。 

 これより「議案第１５号から議案第４７号ま

で」の３３議案を一括採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（野々下昌文君） 全員起立であります。 

 よって「議案第１５号から議案第４７号ま

で」の３３議案は、原案のとおり可決されまし

た。 

 「議案第２号から議案第１４号まで」の１３

議案については、予算決算常任委員長から、会

議規則第１１１条の規定により、お手元に配付

いたしました申出書のとおり、閉会中の継続審

査の申出があります。 

 お諮りいたします。 

 委員長から申出のとおり、閉会中の継続審査

に付することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、委員長からの申出のとおり、閉会中

の継続審査に付することに決しました。 

 日程第２、「陳情第９号及び陳情第１０号」

の２件を一括議題といたします。 

 これより、「陳情第９号及び陳情第１０号」

の２件について、委員長の報告を求めます。 

 総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（山戸 寛君） 総務文

教常任委員長、本委員会に付託されました陳情

２件の審査結果を報告いたします。 

 陳情第９号、国の持続化給付金等や地方自治

体の給付金・支援金等に対して課税されない仕

組みの構築を求める意見書については、中村民

主商工会会長 船口千代松氏より提出されたも
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のであります。 

 内容につきましては、国の持続化給付金等や、

地方自治体の給付金・支援金等に対して、課税

されない仕組みの構築を求めるものであります。 

 陳情審査の過程で、委員からは、今回の制度

に関しては、課税対象から一律除外という早い

対応を求めるという目的があるのではないかと

考えるので、本陳情に賛成であるといった賛成

の意見や、実際に給付金を受けることで黒字決

算が見込まれる事業者がいる現実があり、そう

いった方は、納税するべきと考えるので、本陳

情には反対であるといった意見が出されました。 

 陳情者の意見陳述も踏まえ、慎重に審議し、

採決した結果、賛成少数で不採択とすべきもの

と決しました。 

 陳情第１０号「公立学校教職員の長時間労働

の解消を進めるよう、県への意見書提出を求め

る陳情」については、宿毛市の土田章雄氏より

提出されたものであります。 

 内容につきましては、第３期高知県教育振興

基本計画の目標達成を、より効率的に、働き方

改革、学校づくりと結びつけながら達成してい

くためには、現場教職員の意見が反映されるこ

とが重要であり、教育行政と現場教職員が十分

な意思疎通を図りながら、具体的に長時間労働

の解消を進める取組を求めるものであります。 

 陳情審査の過程で、委員からは、現実には労

働時間の解消をしにくい構造が出来上がってい

るということである。実質労働を減らすことと、

確実に長時間労働の解消を進めてほしいという

要望だと捉えているので、一刻も早く声を上げ

ていくことが大事であるといった賛成の意見や、

県は取組を進めているのが現状だと捉えている。

教職員の皆さんは、時間外労働が多く、大変だ

とする部分は理解できるといった意見が出され

ました。 

 陳情者の意見陳述も踏まえ、慎重に審議し、

採決した結果、全会一致をもって趣旨採択とす

べきものと決しました。 

 以上、本委員会に付託されました陳情２件に

ついての報告を終わります。 

○議長（野々下昌文君） 以上で、委員長の報

告を終わります。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 格別質疑がありませ

んので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより、陳情第９号について、討論に入り

ます。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 討論がありませんの

で、これにて討論を終結いたします。 

 これより、「陳情第９号」を採決いたします。 

 本件については、審査報告書のとおり決する

ことに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（野々下昌文君） 起立多数であります。 

 よって、本件については、審査報告書のとお

り決しました。 

 これより、陳情第１０号について、討論に入

ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 討論がありませんの

で、これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本件については、お手元に配付いたしました

審査報告書のとおりであります。 

 本件は、審査報告書のとおり決することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 
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○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、本件については、審査報告書のとお

り決しました。 

 日程第３、委員会調査についてを議題といた

します。 

 各常任委員長及び議会運営委員長から、目下

委員会において調査中の事件については、会議

規則第１１１条の規定により、お手元に配付い

たしました申出書のとおり、閉会中の継続調査

の申出があります。 

 お諮りいたします。 

 委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査

に付することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、委員長から申出のとおり、閉会中の

継続調査に付することに決しました。 

 日程第４、意見書案第１号及び意見書案第２

号の２件を一括議題といたします。 

 この際、意見書案第１号及び意見書案第２号

について、提案理由の説明を求めます。 

 １番今城 隆君。 

○１番（今城 隆君） １番、今城 隆です。 

 それでは、意見書第１号の提案理由を述べさ

せていただきます。 

 先ほどの総務文教常任委員会の報告のとおり、

土田章雄氏より提出された陳情第１０号は、趣

旨採択となりました。その旨を生かすべく、そ

ごを生じる文面を一部修正し、新たに意見書と

して提出することにいたしました。 

 提案理由は、意見書案の朗読をもってかえさ

せていただきます。 

 公立学校教職員の長時間労働の解消を進める

よう求める意見書 

 文科省が２０１６年度に実施した「教員の勤

務実態」における１日当たりの学内勤務時間は

小学校教諭では１１時間１５分、中学校教諭で

は１１時間３２分となっており、これは、所定

の労働時間である７時間４５分を大幅に上回っ

ている。２００６年の前回調査と比べて、平均

で小学校は４３分、中学校は３２分増加してい

る。 

 また、文科省の調査によると、教職員の精神

疾患による病気休職者数は、平成１９年度以降

５，０００人前後で推移している。 

 教職員の長時間労働は看過できない深刻な状

況となっているが、それは、心身の疲弊の問題

だけではない。子供と向き合う時間が十分でな

く、授業準備にゆとりがないなどの状況は、子

供たちに対する教育の質の保証の問題に直結し

ている。 

 このような状況の中で、文科省が休日の部活

動の段階的な地域移行を打ち出すなど、長時間

労働解消のための取り組みが新たに提起されて

いる。 

 高知県においては、第３期高知県教育振興基

本計画において、時間外労働の上限時間である

月４５時間以内、年３６０時間以内を遵守でき

た教員の割合が令和５年度末に１００％になる

よう目標設定がされた。 

 基本計画の目標達成をより効率的に働き方改

革、学校づくりと結びつけながら達成していく

ためには、現場教職員の意見が反映されること

が重要である。教育行政と現場教職員が十分な

意思疎通を図りながら具体的な実施内容に早急

に取り組んでいく必要がある。 

 ついては、県及び県教育委員会において、次

の点を実行するよう求める。 

１ 「教育の質の保証」の観点から、長時間労

働解消の取り組みを迅速に進めること。 

２ 教職員の要望や悩みなどを具体的な実施内

容に反映させていくこと。 
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３ 学校や教職員に対して単に上限の目安時間

の遵守を求めることにならないよう配慮するこ

と。 

 以上で説明を終わります。 

○議長（野々下昌文君） ９番山戸 寛君。 

○９番（山戸 寛君） ９番、山戸 寛。意見

書案第２号の提案理由の説明を行いたいと思い

ますが、意見書案の朗読をもって説明にかえた

いと思います。 

 新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、

わが国は、戦後最大の経済危機に直面している。

地域経済にも大きな影響が及び、本年度はもと

より来年度においても、地方税・地方交付税な

ど一般財源の激減が避けがたくなっている。 

 地方自治体では、医療介護、子育て、地域の

防災・減災、雇用の確保など喫緊の財政需要へ

の対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫

られ、地方財政は巨額の財政不足を生じ、これ

までにない厳しい状況に陥ることが予想される。 

 よって、国においては、令和３年度地方財政

対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実

に実現されるよう、強く要望する。 

 記 

１ 地方の安定的な財政運営に必要な地方税、

地方交付税などの一般財源総額を確保すること。 

２ 地方交付税については、引き続き財源保障

機能と財源調整機能の両機能が適切に発揮でき

るよう総額を確保すること。 

３ 令和２年度の地方税収が大幅に減収となる

ことが予想されることから、思い切った減収補

填措置を講じるとともに、減収補填債の対象と

なる税目についても、地方消費税を含め弾力的

に対応すること。 

４ 税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地

方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方

税の政策税制については、積極的な整理合理化

を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有効

性・緊急性を厳格に判断すること。 

５ とりわけ、固定資産税は、市町村の極めて

重要な基幹税であり、制度の根幹に影響する見

直しは、土地・家屋・償却資産を問わず、断じ

て行わないこと。先の緊急経済対策として講じ

た特例措置は、臨時・異例の措置として、やむ

を得ないものであったが、本来国庫補助金など

により対応すべきものである。よって、今回限

りの措置とし、期限の到来をもって確実に終了

すること。 

 以上の文言の意見書を、衆議院議長、参議院

議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、総務大臣、

外務大臣、経済産業大臣、経済再生担当大臣、

まち・ひと・しごと創生担当大臣各位宛、議長

名で提出したいと考えるものであります。 

 以上をもって、私の説明を終わります。 

○議長（野々下昌文君） これにて、提案理由

の説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 格別質疑がありませ

んので、これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 意見書案第１号及び意見書案第２号の２件は、

会議規則第３７条第３項の規定により、委員会

の付託を省略いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、本件は、委員会の付託を省略するこ

とに決しました。 

 これより、意見書案第１号及び意見書案第２

号の２件について、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 
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○議長（野々下昌文君） 討論がありませんの

で、これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 意見書案第１号及び意見書案第２号の２件は、

原案のとおり可決することに御異議ありません

か。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、意見書案第１号及び意見書案第２号

の２件は、原案のとおり可決されました。 

 お諮りいたします。 

 意見書案第１号及び意見書案第２号の２件が

議決されましたが、その条項、字句、数字、そ

の他の整理を要するものにつきましては、その

整理を議長に委任されたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（野々下昌文君） 御異議なしと認めま

す。 

 よって、条項、字句、数字、その他の整理に

ついては議長に委任することに決しました。 

 以上で、今期定例会の日程は全て議了いたし

ました。 

 閉会に当たり、市長から挨拶の申出がありま

すので、発言を許します。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） 閉会に当たりまして、

一言御挨拶を申し上げます。 

 去る９月８日に開会をいたしました今期定例

会は、本日までの１８日間、議員の皆様におか

れましては、連日、熱心に御審議をいただきま

して、御提案申し上げました４７議案のうち、

閉会中の継続審査となりました決算認定議案の

１３議案を除いて、原案のとおり御決定をいた

だき、誠にありがとうございました。 

 なお、議案第１５号「令和２年度宿毛市一般

会計補正予算」につきましては、附帯決議をい

ただいておりますので、内容を精査して対応を

検討してまいります。 

 今議会を通じ、お寄せいただきました数々の

貴重な御意見や御提言につきましては、今後、

さらに検討をいたしながら、市政の執行に反映

させてまいりたいと考えております。 

 ここで、コロナ対策の一環といたしまして、

現在、本市が実施しております宿毛市コロナ対

策取組宣言店の制度について、御報告させてい

ただきます。 

 本制度は、皆様に安心して飲食店などの店舗

を利用していただけるよう、事業者にコロナ対

策の取組宣言を行っていただくよう、呼びかけ

ている制度でございますが、登録店舗数が昨日

で１００店舗となりました。 

 本市といたしましては、今後さらなるコロナ

対策の取組を推進するため、本日、コロナ対策

取組都市の宣言をいたします。 

 今後におきましても、本制度のさらなる普及

を図るとともに、新しい生活様式の実践を推進

し、感染予防と経済活動の両立を目指してまい

ります。 

 最後に、議員の皆様におかれましては、より

一層の御指導、御協力を賜りますようお願い申

し上げまして、閉会の御挨拶といたします。 

 ありがとうございました。 

○議長（野々下昌文君） 以上で、市長の挨拶

は終わりました。 

 これにて、令和２年第３回宿毛市議会定例会

を閉会いたします。 

午前１０時５２分 閉会 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 

 

 

              宿  毛  市  議  会  議  長                  野々下 昌 文 

 

 

              宿 毛 市 議 会 副 議 長                  川 村 三千代 

 

 

                          議 員   松 浦 英 夫 

 

 

                          議 員   寺 田 公 一 
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                               令和２年 ９月２４日  

 宿毛市議会議長 野々下 昌 文 殿 

 

                        予算決算常任委員長 髙 倉 真 弓 

 

委員会審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

事件の 番号       件          名 審査結果 理 由 

議案第１５号 令和２年度宿毛市一般会計補正予算について 原案可決 適 当 

議案第１６号 
令和２年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予

算について 
原案可決 適 当 

議案第１７号 
令和２年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算

について 
原案可決 適 当 

議案第１８号 
令和２年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第１９号 
令和２年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第２０号 
令和２年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第２１号 
令和２年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計補正予

算について 
原案可決 適 当 

議案第２２号 
令和２年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第２３号 
令和２年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算

について 
原案可決 適 当 

議案第２４号 令和２年度宿毛市水道事業会計補正予算について 原案可決 適 当 

議案第４７号 令和２年度宿毛市一般会計補正予算について 原案可決 適 当 
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                                令和２年９月１７日  

 宿毛市議会議長 野々下 昌 文 殿 

 

                        総務文教常任委員長 山 戸   寛 

 

委員会審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

事件の 番号       件          名 審査結果 理 由 

議案第２５号 宿毛市印鑑条例の一部を改正する条例について 原案可決 適 当 

議案第２６号 宿毛市税条例の一部を改正する条例について 原案可決 適 当 

議案第２７号 
宿毛市立公民館設置条例の一部を改正する条例につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第３０号 
土佐清水市との定住自立圏の形成に関する協定の一

部を変更することについて 
原案可決 適 当 

議案第３１号 
大月町との定住自立圏の形成に関する協定の一部を

変更することについて 
原案可決 適 当 

議案第３２号 
三原村との定住自立圏の形成に関する協定の一部を

変更することについて 
原案可決 適 当 

議案第３３号 
黒潮町との定住自立圏の形成に関する協定の一部を

変更することについて 
原案可決 適 当 

議案第４３号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につい

て 
原案可決 適 当 

議案第４４号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につい

て 
原案可決 適 当 

議案第４５号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につい

て 
原案可決 適 当 

議案第４６号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につい

て 
原案可決 適 当 
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                               令和２年９月１８日  

 宿毛市議会議長 野々下 昌 文 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 山 上 庄 一  

 

委員会審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

事件の 番号       件          名 審査結果 理 由 

議案第２８号 

宿毛市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業

の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例について 

原案可決 適 当 

議案第２９号 
宿毛市家庭的保育事業等の設置及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第３４号 工事請負契約の変更について 原案可決 適 当 

議案第３５号 市道路線の認定について 原案可決 適 当 

議案第３６号 市道路線の認定について 原案可決 適 当 

議案第３７号 市道路線の認定について 原案可決 適 当 

議案第３８号 市道路線の認定について 原案可決 適 当 

議案第３９号 市道路線の認定について 原案可決 適 当 

議案第４０号 市道路線の認定について 原案可決 適 当 

議案第４１号 市道路線の認定について 原案可決 適 当 

議案第４２号 市道路線の認定について 原案可決 適 当 
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                                令和２年９月１７日  

 宿毛市議会議長 野々下 昌 文 殿 

 

                        総務文教常任委員長 山 戸   寛 

 

陳情審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１４３条第

１項の規定により報告します。 

記 

 

受理番号 件          名 審査結果 意  見 

第 ９ 号 

「国の『持続化給付金』等や地方自治体の『給付

金・支援金』等に対して課税されない仕組みの構

築を求める」意見書決議のお願い 

不 採 択 不 適 当 

第１０号 
公立学校教職員の長時間労働の解消を進めるよう

県への意見書提出を求める陳情 
趣旨採択 趣旨妥当 
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                                令和２年９月２４日  

 宿毛市議会議長 野々下 昌 文 殿 

 

                        予算決算常任委員長 髙 倉 真 弓  

 

閉会中の継続審査申出書 

 

  本委員会は、下記の事件について閉会中もなお継続審査を要するものと決定したので、会 

 議規則第１１１条の規定により申し出ます。 

記 

 １ 事 件 

受 理 番 号 事     件     名 

議案第 ２号 令和元年度宿毛市一般会計歳入歳出決算認定について 

議案第 ３号 令和元年度宿毛市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第 ４号 令和元年度宿毛市へき地診療事業特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第 ５号 令和元年度宿毛市定期船事業特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第 ６号 令和元年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第 ７号 令和元年度宿毛市学校給食事業特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第 ８号 令和元年度宿毛市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第 ９号 令和元年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第１０号 令和元年度幡多西部介護認定審査会特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第１１号 令和元年度宿毛市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第１２号 令和元年度宿毛市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第１３号 令和元年度宿毛市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 

議案第１４号 令和元年度宿毛市水道事業会計の利益処分及び決算認定について 

 

２ 理 由 今後なお審査を要するため 
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                                令和２年９月１７日  

 宿毛市議会議長 野々下 昌 文 殿 

 

                        総務文教常任委員長 山 戸   寛 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

  

記 

１ 事 件 （１） 総合計画の策定状況について 

      （２） 行政機構の状況について 

      （３） 財政の運営状況について 

      （４） 公有財産の管理状況について 

      （５） 市税等の徴収体制について 

      （６） 地域防災計画について 

      （７） 教育問題について 

２ 理 由 議案審査の参考とするため 
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                                令和２年９月１８日  

 宿毛市議会議長 野々下 昌 文 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 山 上 庄 一 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

 

記 

１ 事 件 （１） 農林水産業の振興対策状況について 

      （２） 商工業の活性化対策状況について 

      （３） 観光産業の振興対策状況について 

      （４） 市道の管理状況について 

      （５） 環境、保健衛生の整備状況について 

      （６） 下水道事業の運営管理状況について 

      （７） 保育施設の管理状況について 

      （８） 介護保険制度について 

２  理  由  議案審査の参考とするため 
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                                令和２年９月２４日  

 宿毛市議会議長 野々下 昌 文 殿 

 

                          議会運営委員長 寺 田 公 一  

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

 

記 

１ 事 件 （１） 議会の運営に関する事項 

      （２） 議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項 

      （３） 議長の諮問に関する事項 

      （４） 議会報に関する事項 

２ 理 由 議会運営を効率的かつ円滑に行うため 
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                                令和２年９月２４日  

 予算決算常任委員長 髙 倉 真 弓 殿 

 

                     提出者 予算決算常任委員 松 浦 英 夫 

 

   決議案の提出について 

 

 下記の議案に対する附帯決議案を別紙のとおり提出する。 

 

記 

 議案第１５号 令和２年度宿毛市一般会計補正予算 

 

 

 

 議案第１５号に対する附帯決議 

 

 本議案中、第６款商工費、第１項商工費、５目観光費、１４節「笹平公衆便所建設工事費 

７９９万７千円」については、予算執行の前に次の点に留意し、本市議会に対して提示するこ

とを求める。 

 

１ 建設にあたっては男女別々のトイレ機能を持たせた改築とするよう強く求める。 
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                                令和２年９月２４日  

 予算決算常任委員長 髙 倉 真 弓 殿 

 

                     提出者 予算決算常任委員 寺 田 公 一 

 

   決議案の提出について 

 

 下記の議案に対する附帯決議案を別紙のとおり提出する。 

 

記 

 議案第１５号 令和２年度宿毛市一般会計補正予算 

 

 

 

 議案第１５号に対する附帯決議 

 

 本議案中、第２款総務費、第１項総務管理費、２４目庁舎建設費、１４節工事請負費「新庁

舎建設工事費２６億３４８万円」については、予算執行の前に次の点に留意し、本市議会に対

して提示することを求める。 

 

１ 本会議場は、宿毛市政の最高決定機関の議論の場であり神聖な場所であることを十分考慮

して設計施工をすること。 

 

２ 議員全員が均等に視界の確保ができるよう、配慮すること。 
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意見書案第１号 

   公立学校教職員の長時間労働の解消を進めるよう求める意見書について 

 地方自治法第９９条の規定により、別紙のとおり意見書を提出する。 

  令和２年 ９月１７日提出 

                      提出者 宿毛市議会議員 今 城   隆 

                      賛成者 宿毛市議会議員 堀     景 

                       〃     〃    髙 倉 真 弓 

                       〃     〃    岡 﨑 利 久 

 宿毛市議会議長 野々下 昌 文 殿 

説明 口頭 

 

   公立学校教職員の長時間労働の解消を進めるよう求める意見書 

 

 文科省が２０１６年度に実施した「教員の勤務実態」における１日当たりの学内勤務時間は

小学校教諭では１１時間１５分、中学校教諭では１１時間３２分となっており、これは、所定

の労働時間である７時間４５分を大幅に上回っている。２００６年の前回調査と比べて、平日

で小学校は４３分、中学校は３２分増加している。 

 また、文科省の「平成３０年度公立学校教職員の人事行政状況調査」によると、教育職員の

精神疾患による病気休職者数は５，２１２人（全教育職員数の０．５７％）であり、平成１９

年度以降５，０００人前後で推移している。 

 教職員の長時間労働は看過できない深刻な状況となっているが、それは、教員の心身の疲弊

の問題だけではない。子どもと向き合う時間が十分でなく、授業準備にゆとりがないなどの状

況は、子どもたちに対する教育の質の保証の問題に直結している。 

 このような状況の中で、文科省が休日の部活動の段階的な地域移行を打ち出すなど、長時間

労働解消のための取り組みが新たに提起されている。 

 高知県においては、第３期高知県教育振興基本計画において、時間外在校等時間の上限時間

である月４５時間以内、年３６０時間以内を遵守できた教員の割合が令和５年度末に１００％

になるよう目標設定がされた。 

 基本計画の目標達成をより効率的に働き方改革、学校づくりと結びつけながら達成していく

ためには、現場教職員の意見が反映されることが重要である。教育行政と現場教職員が十分な

意思疎通を図りながら具体的な実施内容に早急に取り組んでいく必要がある。 

 ついては、県・県教育委員会において、次の点を実行するよう求める。 

 

記 

 

１ 「教育の質の保証」の観点から、長時間労働解消の取り組みを迅速に進めること。 

２ 教職員の要望や悩みなどを具体的な実施内容に反映させていくこと。 
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３ 学校や教職員に対して単に上限の目安時間の遵守を求めることにならないよう配慮するこ

と。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

  令和２年 ９月２５日 

                       宿毛市議会議長 野々下 昌 文 

 高 知 県 知 事 殿 

 高知県教育委員会 教育長 殿 
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意見書案第２号 

   新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保

を求める意見書について 

 地方自治法第９９条の規定により、別紙のとおり意見書を提出する。 

  令和２年 ９月１７日提出 

                      提出者 宿毛市議会議員 山 戸   寛 

                      賛成者 宿毛市議会議員 今 城   隆 

                       〃     〃    堀     景 

                       〃     〃    髙 倉 真 弓 

                       〃     〃    岡 﨑 利 久 

                       〃     〃    濵 田 陸 紀 

 宿毛市議会議長 野々下 昌 文 殿 

説明 口頭 

 

   新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保

を求める意見書 

 

 新型コロナウイルス感染症が世界的に蔓延し、わが国は、戦後最大の経済危機に直面してい

る。地域経済にも大きな影響が及び、本年度はもとより来年度においても、地方税・地方交付

税など一般財源の激減が避けがたくなっている。 

 地方自治体では、医療介護、子育て、地域の防災・減災、雇用の確保など喫緊の財政需要へ

の対応をはじめ、長期化する感染症対策にも迫られ、地方財政は巨額の財政不足を生じ、これ

までにない厳しい状況に陥ることが予想される。 

 よって、国においては、令和３年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実

に実現されるよう、強く要望する。 

記 

１ 地方の安定的な財政運営に必要な地方税、地方交付税などの一般財源総額を確保すること。 

２ 地方交付税については、引き続き財源保障機能と財源調整機能の両機能が適切に発揮でき

るよう総額を確保すること。 

３ 令和２年度の地方税収が大幅に減収となることが予想されることから、思い切った減収補

填措置を講じるとともに、減収補填債の対象となる税目についても、地方消費税を含め弾力

的に対応すること。 

４ 税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系の構築に努めるとともに、国税・地方

税の政策税制については、積極的な整理合理化を図り、新設・拡充・継続に当たっては、有

効性・緊急性を厳格に判断すること。 

５ とりわけ、固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹に影響する見

直しは、土地・家屋・償却資産を問わず、断じて行わないこと。先の緊急経済対策として講
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じた特例措置は、臨時・異例の措置として、やむを得ないものであったが、本来国庫補助金

などにより対応すべきものである。よって、今回限りの措置とし、期限の到来をもって確実

に終了すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

  令和２年 ９月２５日 

                       宿毛市議会議長 野々下 昌 文 

 衆 議 院 議 長 殿 

 参 議 院 議 長 殿 

 内 閣 総 理 大 臣 殿 

 内 閣 官 房 長 官 殿 

 総 務 大 臣 殿 

 財 務 大 臣 殿 

 経 済 産 業 大 臣 殿 

 経 済 再 生 担 当 大 臣 殿 

 まち・ひと・しごと創生担当大臣 殿 
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一  般  質  問  通  告  表 

                            令和２年第３回定例会    

質問 

順位 
質 問 議 員      質 問 の 要 旨                      

１ 
 ７番 

 髙倉真弓君 

１ 高速道路について（市長） 

（１）中村宿毛道路開通後の現状について 

  ア 通勤時間帯の混雑・騒音等問題点はないか問う 

（２）今後の延伸状況について 

  ア ルート設定、展望を時間軸含め問う 

（３）通過点にならない為の対策について 

  ア 延伸便利が通過点にならない為の対策を今から取るべ

きだ 市長の考えを伺う 

 

２ 新型コロナウイルスにおける健康対策について（市長） 

（１）市民の心のケアについて 

  ア 辛い思いや不安を抱えている方に対して把握状況と対

策について 

（２）現在のがん検診・特定健診について 

  ア 例年と比較して受診状況に変化はあるのか 

２ 
 ８番 

 山上庄一君 

１ 街路樹のあり方について（市長） 

（１）現状に対する市長の認識について 

  ア どのように感じて（見て）いるのか 

  イ 十分な管理ができているのか 

（２）街路樹及び雑草が死角を作っていることについて 

  ア 雑草が繁茂するなど、まちが奇麗に見えないのではな

いか 

（３）今後のあり方について 

  ア どのようにして行くのか（管理を含めて） 

  イ 花の植栽の徹底を図るのか 

  ウ 低木を無くしてはどうか 

  エ 高木の枝打ちとツリーサークルにスツール（椅子）の

設置を 

 

２ 入札における設計（積算）ミスの防止策について（市長） 

（１）防止の為の具体策は、どのようにされたのか 

（２）作業マニュアルの必要性について 

 

３ これまでの答弁で検討するとされた件について 

                      （市長） 

（１）グリーンスローモビリティの検討について 

  ア 四万十市では今年、市街地の内内交通としての電動カ

ートの運用の社会実験をしているが、どのように捉えて

いるか 
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３ 
 ９番 

 山戸 寛君 

１ ＰＦＩ宿毛学校建設事業について（市長） 

（１）現在の状況について 

  ア 工事進捗率はどの程度で３月までの見通しはどうなの

か 

  イ 基準合意書に規定されているモニタリングはどのよう

になされているか 

  ウ サービス基準の変更や未達レベルの判定がなされた例

があるのか 

（２）事業費の増額について 

  ア このＰＦＩ事業の事業費は総計でいくらになるのか 

  イ 上限額３９億８，９７７万５千円の債務負担行為の補

正はどうなるのか 

  ウ 一括支払い分と分割払い分はこの増額に伴ってどう変

わるのか 

  エ 一括分支払い時期の工事完了時点とはどの状態をさす

のか 

（３）維持管理業務について 

  ア 維持管理費用７億３千万円の内訳はどのようになって

いるのか 

  イ 通常の維持管理業務の形と費用はどの程度を見込んで

いるのか 

 

２ 自伐型林業と地域おこし協力隊について（市長） 

（１）林業分野の地域おこし協力隊について 

  ア 協力隊の存在を市の林業戦略上どのように位置づけて

いるのか 

  イ 隊員の体系的な育成がどのように考慮、実施されてい

るのか 

  ウ 現在の協力隊の状況、到達点はどの段階、レベルだと

考えるか 

  エ 任期終了後の進路として自伐型以外にどのような形が

想定されるのか 

（２）自伐型林業の収益試算について 

  ア 年間どれだけの労働でどれだけの収益があがると想定

しているのか 

  イ どれだけの量を切ってどれだけの額になるのか 

  ウ 小規模自伐型林業に対する補助はどのようになってい

るのか 

  エ 必要経費はどの程度を見込んでいるのか 

  オ 間伐サイクルに伴うバランス変化と経費・収益の関係

はどうなるのか 

（３）自伐型林業の拡大に伴う課題事項について 

  ア 施業地確保をどのように図っていくのか 

  イ 補助金確保の現状と将来的な展望についてどう考える

か 

  ウ 経費に占めるリース料金に関する支援策について問う 

（４）自伐型林業に対する市の姿勢について 

  ア 市長を筆頭、担当課を始めとする行政自体の体制につ

いて見解を問う 
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４ 
１２番 

 松浦英夫君 

１ オスプレイの宿毛への配備問題について（市長） 

（１）陳情への参加者について 

  ア 陳情に参加した名簿について 

（２）地元選出代議士への対応について 

  ア 参加しなかった理由について 

（３）中谷元防衛大臣の発言について 

  ア 市長の受け止めについて 

  イ 宿毛市へのオスプレイの配置は必要であるのか 

  ウ 新空港建設に向けての愛媛県との協議について 

（４）新基地建設についての認識について 

  ア 辺野古への新基地建設をめぐる動きに対する市長の考

えについて 

（５）基地建設をめぐる陳情について 

  ア 陳情の経費の使用について 

 

２ 新型コロナウイルス対策について（市長、教育長） 

（１）市内の感染状況についての市長の認識について 

（２）宿毛市の経済状況について 

（３）ＧｏＴｏキャンペーンについて 

  ア 取り組みに対する市長の認識について 

  イ ＧｏＴｏキャンペーンの仕組みについて 

  ウ 市内の申請業者状況について 

  エ 幡多広域観光協議会に対する負担金について 

（４）学校におけるコロナウイルス対策について 

  ア 授業時間の確保対策について 

  イ 冬休みや春休み対策について 

  ウ 学校における部活動対策について 

  エ 熱中症対策について 

  オ 開かれた学校づくりの取り組みについて 

  カ 安倍総理の休校要請の法的根拠について 

  キ 教育委員会の対応について 

  ク 教育現場からの声や父兄からの意見拝聴について 
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５ 
 １番 

 今城 隆君 

１ オスプレイ誘致問題について（市長） 

（１）オスプレイ誘致発言に対する市長の見解について 

（２）オスプレイ誘致の場合の住民への影響について 

（３）住民の反対署名について 

 

２ 市庁舎高台造成工事について（市長） 

（１）造成工事の終了時期について 

（２）設計変更ガイドライン及び設計変更手続について 

 

３ 新型コロナウイルス感染症対応について（市長、教育長） 

（１）防疫対策について 

  ア ＰＣＲ検査体制について 

  イ 介護・福祉施設への援護体制について 

  ウ 感染者・濃厚接触者の隔離、待機者への支援について 

（２）各種支援制度の周知及び申請状況について 

（３）国保税減免と資格証明書となっている方への短期証発行

について 

（４）子育て・保育への影響と対策について 

（５）学校教育について 

  ア 授業・行事・部活動等の対応の変化に対する現場要求

について 

  イ 児童・生徒へのストレス状況について 

  ウ 緊急就学支援について 

 

４ 学校教員の勤務実態について（教育長） 

（１）法定外労働時間の現状について  

（２）勤務時間縮減のための対応策について 

６ 
 ５番 

川村三千代君 

１ 学校におけるデジタル教育について（教育長） 

（１）市内小中学校のスマートフォンの普及状況及び学校への

持ち込みについて 

（２）ＳＮＳ教育にどのように取り組んでいるのか 

 

２ 自衛隊誘致の取り組みについて（市長） 

（１）これまでの要望活動の現状について 

（２）西日本豪雨災害における自衛隊の貢献について 

（３）今後の要望活動の力点・方向性について 
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７ 
 ４番 

 川田栄子君 

１ ＧＩＧＡスクール構想について（教育長） 

（１）ＧＩＧＡスクール構想の概要と本市の取り組みスケジュ

ールについて 

（２）ＩＣＴ活用状況、整備、運営課題について 

（３）先端技術（高速通信）の活用について 

（４）端末活用の研究について 

（５）ＩＣＴ教育の実践について 

（６）家庭の通信環境の整備について 

 

２ 新型コロナ感染緊急事態の検証と対応の変化について 

                    （市長、教育長） 

（１）現状のウイルスに対する科学的根拠の認識について 

（２）根拠に基づく対策について 

（３）当市の経済活性化について 

（４）小中学校休校の検証について 

  ア 教育委員会の議論について 

  イ 家庭の受入れ体制について 

  ウ 家庭からの子供たちの逃げ場の考慮について 

  エ 安倍総理の休業要請の見解について 

  オ 子供たちに影響が出ていないのに休業を判断した見解

について 

  カ 学校再開に向けた対処について 

 

３ ファミリーサポートセンターの事業について（市長） 

（１）制度に対応する現在の考えについて 

（２）一時預かりの制度について 

８ 
１３番 

 寺田公一君 

１ スポーツ振興と体育施設の維持管理について 

                    （市長、教育長） 

（１）自転車イベントの総括について 

（２）宿毛市総合運動公園の貸し出し状況と維持管理について 

（３）和田体育館の利用状況について 

（４）平田公園の維持管理について 

（５）宿毛運動公園の状況について 

 

２ 中央公民館と分館の機能について（市長、教育長） 

（１）公民館の主催事業について 

（２）分館の事業内容と存在意義について 
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９ 
１０番 

 岡﨑利久君 

１ 宿毛市総合運動公園マウンテンバイクコースについて 

                        （市長） 

（１）市内のマウンテンバイクの愛好者の人数について 

（２）コースの難しさについて 

（３）現在のコースの使用方法について 

（４）コースの案内看板の整備について 

（５）自転車専用及び歩行者専用の道路標識の設置について 

（６）６０万円の予算の使い道について 

（７）今後の整備について 

（８）コースの維持管理について  

（９）コースの周知方法について 

（10）マウンテンバイクを運動公園内に整備する事について 

（11）世界から人を呼び込む方法について 

 

２ 宿毛市沖の島学校給食センターについて（市長、教育長） 

（１）建築年数について 

（２）宿毛市沖の島学校給食センターには、行ったことがある

のか 行ったことがあれば、その感想について 

（３）衛生面での安全性について 

（４）今後の改修予定について 

（５）現在、給食を提供している人数について 

（６）昨年と比較して何名増えたのかについて 

（７）現在の調理師の人数について 

（８）平成３０年度の調理師の人数について 

（９）食物アレルギーを持っている生徒・児童はいるのかにつ

いて 

（10）食物アレルギー対応の給食をどのようにしているのか 

   チェック体制について 

（11）調理師が休んだ時の対応について 

（12）今後、調理師の人数について 

 

３ 宿毛市立学校給食センターについて（教育長） 

（１）学校給食センター改築検討委員会の報告書の内容につい

て 

（２）浸水エリア内に建設するようになった理由について 

（３）給食センターに、どのような防災機能を持たすのかにつ

いて 

（４）災害時の給食センターの役割について 
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令和２年第３回宿毛市議会定例会議決結果一覧表 

 

   議  案 

 

議案番号 件 名                議決月日 結  果 

第 １号 専決処分した事件の承認について ９月２５日 承  認 

第 ２号 
令和元年度宿毛市一般会計歳入歳出決算認定につ

いて 
９月２５日 継続審査 

第 ３号 
令和元年度宿毛市国民健康保険事業特別会計歳入

歳出決算認定について 
９月２５日 継続審査 

第 ４号 
令和元年度宿毛市へき地診療事業特別会計歳入歳

出決算認定について 
９月２５日 継続審査 

第 ５号 
令和元年度宿毛市定期船事業特別会計歳入歳出決

算認定について 
９月２５日 継続審査 

第 ６号 
令和元年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計歳

入歳出決算認定について 
９月２５日 継続審査 

第 ７号 
令和元年度宿毛市学校給食事業特別会計歳入歳出

決算認定について 
９月２５日 継続審査 

第 ８号 
令和元年度宿毛市下水道事業特別会計歳入歳出決

算認定について 
９月２５日 継続審査 

第 ９号 
令和元年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計歳入

歳出決算認定について 
９月２５日 継続審査 

第１０号 
令和元年度幡多西部介護認定審査会特別会計歳入

歳出決算認定について 
９月２５日 継続審査 

第１１号 
令和元年度宿毛市介護保険事業特別会計歳入歳出

決算認定について 
９月２５日 継続審査 

第１２号 
令和元年度宿毛市土地区画整理事業特別会計歳入

歳出決算認定について 
９月２５日 継続審査 

第１３号 
令和元年度宿毛市後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算認定について 
９月２５日 継続審査 

第１４号 
令和元年度宿毛市水道事業会計の利益処分及び決

算認定について 
９月２５日 継続審査 

第１５号 令和２年度宿毛市一般会計補正予算について ９月２５日 原案可決 

第１６号 
令和２年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正

予算について 
９月２５日 原案可決 
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第１７号 
令和２年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予

算について 
９月２５日 原案可決 

第１８号 
令和２年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算に

ついて 
９月２５日 原案可決 

第１９号 
令和２年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算

について 
９月２５日 原案可決 

第２０号 
令和２年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算に

ついて 
９月２５日 原案可決 

第２１号 
令和２年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計補正

予算について 
９月２５日 原案可決 

第２２号 
令和２年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算

について 
９月２５日 原案可決 

第２３号 
令和２年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予

算について 
９月２５日 原案可決 

第２４号 令和２年度宿毛市水道事業会計補正予算について ９月２５日 原案可決 

第２５号 宿毛市印鑑条例の一部を改正する条例について ９月２５日 原案可決 

第２６号 宿毛市税条例の一部を改正する条例について ９月２５日 原案可決 

第２７号 
宿毛市立公民館設置条例の一部を改正する条例に

ついて 
９月２５日 原案可決 

第２８号 

宿毛市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正

する条例について 

９月２５日 原案可決 

第２９号 
宿毛市家庭的保育事業等の設置及び運営に関する

基準を定める条例の一部を改正する条例について 
９月２５日 原案可決 

第３０号 
土佐清水市との定住自立圏の形成に関する協定の

一部を変更することについて 
９月２５日 原案可決 

第３１号 
大月町との定住自立圏の形成に関する協定の一部

を変更することについて 
９月２５日 原案可決 

第３２号 
三原村との定住自立圏の形成に関する協定の一部

を変更することについて 
９月２５日 原案可決 

第３３号 
黒潮町との定住自立圏の形成に関する協定の一部

を変更することについて 
９月２５日 原案可決 

第３４号 工事請負契約の変更について ９月２５日 原案可決 

第３５号 市道路線の認定について ９月２５日 原案可決 

第３６号 市道路線の認定について ９月２５日 原案可決 
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第３７号 市道路線の認定について ９月２５日 原案可決 

第３８号 市道路線の認定について ９月２５日 原案可決 

第３９号 市道路線の認定について ９月２５日 原案可決 

第４０号 市道路線の認定について ９月２５日 原案可決 

第４１号 市道路線の認定について ９月２５日 原案可決 

第４２号 市道路線の認定について ９月２５日 原案可決 

第４３号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につ

いて 
９月２５日 原案可決 

第４４号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につ

いて 
９月２５日 原案可決 

第４５号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につ

いて 
９月２５日 原案可決 

第４６号 
辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定につ

いて 
９月２５日 原案可決 

第４７号 令和２年度宿毛市一般会計補正予算について ９月２５日 原案可決 
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   陳  情 

 

受理番号 件 名                議決月日 結  果 

第 ９ 号 

「国の『持続化給付金』等や地方自治体の『給付

金・支援金』等に対して課税されない仕組みの構

築を求める」意見書決議のお願い 

９月２５日 不 採 択 

第１０号 
公立学校教職員の長時間労働の解消を進めるよう

県への意見書提出を求める陳情 
９月２５日 趣旨採択 

 

 

 


